
東
方
學
報

京
都
第
九
七
册

(二
〇
二
二
)
：
九
七
-一
七
三
頁

洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
出
土
石
牌
銘
�
�

｢三
世
紀
東
ア
ジ
ア
の
硏
究
﹂
班

向
井

佑
介
・
森
下

違
司

本
稿
は
︑
河
南
省
洛
陽
市
西
朱
村
一
號
墓
か
ら
出
土
し
た
曹
魏
石
牌
銘
�
の

�
釋
で
あ
る
︒
二
〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
六
年
末
に
か
け
て
洛
陽
市
�
物
考
古

硏
究
�
︹
二
〇
一
七
︺
が
こ
の
墓
か
ら
大
量
の
石
牌
を
發
掘
し
た
︒
そ
れ
ら
の

石
牌
に
は
︑
こ
の
墓
に
副
葬
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
品
々
の
名
稱
・
材
質
・
規

格
・
數
量
な
ど
が
記
さ
れ
︑
曹
魏
皇
族
の
副
葬
品
の
�
體
宴
を
知
る
重

な
手

が
か
り
と
し
て
︑
ま
た
三
世
紀
の
器
物
の
具
體
�
な
呼
稱
を
�
示
す
る
同
時
代

�
料
と
し
て
�
目
さ
れ
た
︒
石
牌
は
︑
縱
長
長
方
形
の
左
右
兩
�
を
�
め
に
落

と
し
た
六
角
形
を
�
し
︑
高
さ
八
･
三
～
八
･
六
㎝
︑
幅
四
･
六
～
四
･
九
㎝
で
︑

上
部
中
央
に
圓
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
の
石
牌
の
形
狀
や
刻
銘
の
方
式
は
︑
河
南
省
安
陽
市
西
高
穴
の
曹
操

高
陵
出
土
石
牌
と
�
似
し
︑
そ
の
數
量
・
內
容
と
も
に
い
っ
そ
う
閏
實
し
て
い

る
こ
と
か
ら
多
く
の
硏
究
者
の
關
心
を
集
め
︑
一
部
の
硏
究
成
果
は
﹃
�
物

院
﹄
二
〇
一
九
年
第
五
�
の
﹁
洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
牌
刻
銘
硏
究
﹂
特
集
に

發
表
さ
れ
た
︒
そ
の
う
ち
李
零
﹁
洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
牌
銘
�
分
類
考
釋

(以
下
︑
李
零
)
﹂
は
一
三
八
點
の
石
牌
拓
本
を
揭
載
し
︑
記
載
內
容
を
十
三
分

類
し
て
�
釋
を
加
え
た
も
の
で
︑
鯵
�
な
が
ら
石
牌
の
�
容
が
う
か
が
え
る
︒

現
在
ま
で
の
整
理
に
よ
り
︑
出
土
石
牌
の
總
數
は
破
片
を
含
め
て
三
二
五
點

に
の
ぼ
る
こ
と
が
 
�
し
︑
昨
年
に
は
そ
れ
ら
�
點
を
收
錄
し
た
﹃
液
眄
洛
川

︱
︱
洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
楬

(以
下
︑
液
眄
)
﹄
︹
中
國
美
"
學
院
漢
字
�
$
硏
究

�
・
洛
陽
市
�
物
考
古
硏
究
�
%
二
〇
二
一
︺
が
上
海
書
畫
出
版
社
か
ら
公
刊
さ
れ

た
︒
こ
の
圖
錄
に
は
︑
破
片
を
含
む
石
牌
�
點
の
寫
眞
・
拓
本
・
釋
�
が
揭
載

さ
れ
︑
曹
錦
炎
に
よ
る
﹁
石
楬
銘
�
分
類
�
釋

(以
下
︑
液
眄
釋
)
﹂
が
附
さ
れ

て
い
る
︒
こ
れ
に
よ
り
石
牌
の
基
礎
�
料
が
す
べ
て
公
表
さ
れ
た
と
は
い
え
︑

個
々
の
銘
�
の
具
體
�
な
解
釋
を
め
ぐ
っ
て
は
多
く
の
問
題
が
殘
さ
れ
て
い
る
︒

西
朱
村
一
號
墓
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
︑
曹
魏
�
(
の
娘
・
曹
淑
と
す
る
王
咸

秋
︹
二
〇
二
一
︺
說
を
は
じ
め
と
し
て
議
論
が
あ
り
︑
銘
�
の
解
釋
は
被
葬
者

を
め
ぐ
る
論
爭
と
も
不
可
分
で
あ
る
︒
そ
こ
で
︑
旣
發
表
の
石
牌
三
二
五
點
の

う
ち
二
二
五
點
を
�
び
︑
本
硏
究
班
の
解
釋
を
示
す
こ
と
に
し
た
︒
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な
お
︑
こ
れ
ら
の
石
牌
に
つ
い
て
︑
趙
超
︹
二
〇
一
九
︺
や
液
眄
は
︑
付
札

の
機
能
を
も
つ
﹁
楬
﹂
と
解
釋
し
﹁
石
楬
﹂
と
呼
稱
す
る
︒
し
か
し
︑
す
べ
て

の
石
牌
に
對
應
す
る
物
品
が
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
�
確
で
な
く
︑

具
體
�
な
機
能
は
確
定
し
が
た
い
こ
と
か
ら
︑
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
石
牌
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
︒

銘
�
分
類
は
︑
-
.
・
什
器
・
飮
食
・
車
馬
・
武
器
・
樂
器
・
儀
禮
・
/

形
・
娛
樂
・
動
1
物
︑
と
し
た
︒
記
営
に
あ
た
っ
て
は
︑
ま
ず
石
牌
銘
�
の
釋

�
を
示
し
︑
洛
陽
市
�
物
考
古
硏
究
�
の
2
物
番
號
︑
李
零
番
號
︑
液
眄
釋
・

圖
番
號
を
附
記
し
た
︒
�
釋
作
成
に
あ
た
り
︑
頻
出
す
る
出
典
は
略
稱

(李

零
・
液
眄
)
を
用
い
︑
曹
操
高
陵
出
土
�
料
は
河
南
省
�
物
考
古
硏
究
院
︹
二
〇

一
六
︺
の
2
物
番
號
を
附
記
し
た
︒
そ
れ
以
外
の
參
考
�
獻
は
︹

︺
に
著
者

名
と
發
表
年
を
記
し
た
︒
參
考
�
獻
は
末
尾
に
ま
と
め
て
記
載
し
た
︒

釋
�
中
の
記
號
の
用
法
は
︑
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︒

〼
：
石
牌
の
斷
裂
に
よ
る
�
字
の
缺
損
を
あ
ら
わ
す
︒

□
：
 
讀
不
能
の
�
字
を
あ
ら
わ
す
︒

⁝
：
 
讀
不
能
か
つ
字
數
も
不
�
な
�
字
列
を
あ
ら
わ
す
︒

字
：
殘
劃
を
も
と
に
 
讀
し
た
�
字
を
あ
ら
わ
す
︒

[
﹈
：
�
例
や
內
容
を
も
と
に
補
っ
た
�
字
を
あ
ら
わ
す
︒

銘
�
釋
讀
と
�
釋
作
成
は
︑
5
と
し
て
飮
食
・
車
馬
・
武
器
・
樂
器
・
儀
禮

を
森
下
違
司
が
︑
-
.
・
什
器
・
/
形
・
娛
樂
・
動
1
物
の
項
目
を
向
井
佑
介

が
擔
當
し
︑
�
體
を
向
井
が
ま
と
め
た
︒

共
同
硏
究
班
に
お
け
る
檢
討
作
業
に
參
加
し
た
の
は
︑
東
潮
・
諫
早
直
人
・

稻
本
泰
生
・
王
含
元
・
大
谷
育
惠
・
大
6
理
紗
・
岡
村
秀
典
・
金
�
京
・
古
7

隆
一
・
髙
井
た
か
ね
・
謁
川
幸
祐
・
田
中
一
輝
・
長
友
;
子
・
<
井
律
之
・
古

松
崇
志
・
馬
渕
一
輝
・
宮
宅
�
・
目
黑
杏
子
・
森
岡
秀
人
・
山
本
堯
・
吉
井
秀

夫
の
各
位
で
あ
る

(五
十
>
順
)
︒

一
︑
�
�

(一
)
衣
�

1

白
緋
練
褠

債
一
領

(M
一
：
四
五
四
︑
液
眄
釋
六
︑
液
眄
圖
八
〇
)

白
緋
色
の
ね
り
ぎ
ぬ
で
で
き
た
筒
袖
の
長
い
着
物
が
一
領
︒

｢白
緋
練
﹂
を
李
零
は
﹁
淡
紅
色
﹂︑
液
眄
は
﹁
赤
白
色
﹂﹁
粉
紅
色
﹂
す
な

わ
ち
@
紅
色
の
ね
り
ぎ
ぬ
と
解
釋
す
る
︒
た
だ
し
︑
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
一
號

漢
墓
出
土
の
白
紗
襌
衣
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
一
九
七
三
：
圖
版
七
八
︺
は
白
色
の

生
地
に
緋
色
の
緣
.
り
を
施
し
た
も
の
で
︑
そ
う
し
た
も
の
を
﹁
白
緋
﹂
と
稱

し
た
可
能
性
も
あ
る
︒

｢
褠
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
褠
︑
襌
衣
之
無
胡
者
也
︒
言
袖

夾
直
︑
形
如
e
也
﹂
と
あ
り
︑
袖
の
下
に
た
も
と
を
垂
ら
さ
ず
︑
袖
が
筒
狀
に

な
っ
た
ひ
と
え
の
着
物
を
い
う
︒

｢
債
﹂
は
﹁
䙱
﹂
に
同
じ
で
︑﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
䙱
︑
屬
也
︒
衣
裳
上
下

相
連
屬
也
︒
荊
州
謂
襌
衣
曰
布
䙱
亦
是
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
䙱
﹂
は
衣
と
裳
と
が

上
下
に
連
續
し
た
も
の
だ
と
い
う
︒

し
た
が
っ
て
︑﹁
褠
債
﹂
は
た
も
と
の
垂
れ
て
い
な
い
筒
袖
で
︑
上
下
が
つ

ら
な
っ
た
ひ
と
え
の
着
物
で
あ
る
︒﹁
領
﹂
は
衣
類
を
數
え
る
單
位
︒

2

白
緋
練
褠

衫
一
□

(M
一
：
一
八
七
︑
李
零
四
三
︑
液
眄
釋
七
︑
液
眄
圖
七
八
)

白
緋
色
の
ね
り
ぎ
ぬ
で
で
き
た
筒
袖
の
衫
衣
が
一
枚
︒
末
字
を
缺
失
す
る
が
︑

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
白
緋
練
褠
衫
一
領
﹂
と
復
元
す
る
︒

東 方 學 報
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E
営
の
と
お
り
︑﹁
褠
﹂
は
筒
袖
で
た
も
と
の
垂
れ
て
い
な
い
︑
ひ
と
え
の

着
物
を
い
う
︒
一
方
︑﹁
衫
﹂
は
肌
着
で
︑﹃
方
言
﹄
卷
四
・
汗
襦
﹁
陳
魏
宋
楚

之
閒
︑
謂
之
襜
襦
︑
或
謂
之
襌
襦
﹂
の
晉
・
郭
璞
�
に
﹁
今
或
呼
衫
爲
單
襦
﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑
ひ
と
え
の
肌
着
を
﹁
衫
﹂
と
稱
し
た
︒

す
る
に
︑
白
緋
の

ね
り
ぎ
ぬ
で
つ
く
ら
れ
た
︑
筒
袖
の
ひ
と
え
の
着
物
で
あ
る
︒

な
お
︑﹃
三
國
志
﹄
魏
書
・
鐘
繇
傳
の
裴
松
之
�
に
引
く
陸
氏
﹃
衣
林
﹄
に
︑

鐘
繇
の
も
と
を
每
晚
お
と
ず
れ
た
J
人
の
話
が
あ
り
︑﹁
�
日
K
人
L
跡
之
︑

至
一
大
冢
︑
木
中
M
好
J
人
︑
形
體
如
生
人
︑
著
白
練
衫
︑
丹
繡
裲
襠
︑
傷
左

髀
︑
以
裲
襠
中
綿
拭
血
﹂
と
営
べ
て
い
る
︒
墓
で
發
見
さ
れ
た
と
い
う
死
ん
だ

女
性
は
︑
白
い
練
の
衫
に
赤
い
刺
繡
の
あ
る
裲
襠

(う
ち
か
け
)
を
着
て
い
た
︒

3

白
緋
練
複
衫
一

(M
一
：
四
五
〇
︑
李
零
四
四
︑
液
眄
釋
八
︑
液
眄
圖
六
二
)

白
緋
色
の
ね
り
ぎ
ぬ
で
で
き
た
︑
あ
わ
せ
の
着
物
が
一
枚
︒

｢複
衫
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
多
層
衫
﹂︑
液
眄
は
裏
地
の
あ
る
﹁
夾
衣
﹂

と
し
︑
あ
わ
せ
の
着
物
と
解
釋
す
る
︒

『初
學
記
﹄
器
物
部
・
衫
の
事
對
に
洛
陽
の
西
晉
皇
(
陵
を
修
復
し
た
東
晉

の
車
灌
﹃
晉
脩
復
山
陵
故
事
﹄
を
引
い
て
﹁
梓
宮
衣
物
︑
練
單
衫
五
領
・
練
複

衫
五
領
・
白
紗
衫
六
領
・
白
紗
縠
衫
五
領
﹂
と
い
い
︑﹁
練
單
衫
五
領
﹂
と

﹁
練
複
衫
五
領
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
を
営
べ
て
い
る
か
ら
︑
ひ
と
え
の
着
物
に
對

す
る
あ
わ
せ
の
着
物
が
﹁
複
杉
﹂
だ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

4

白
緋
練
大

袖
債
一
領

(M
一
：
四
五
七
︑
李
零
四
五
︑
液
眄
釋
九
︑
液
眄
圖
九
四
)

5

白
緋
練
大

袖
債
一
領

(M
一
：
四
五
八
︑
液
眄
釋
一
〇
︑
液
眄
圖
九
五
)

白
緋
の
ね
り
ぎ
ぬ
で
で
き
た
大
袖
の
着
物
一
領
︒
同
じ
銘
�
の
石
牌
が
二
點

出
土
し
て
い
る
︒

｢大
袖
﹂
は
︑
た
も
と
を
垂
ら
し
た
袖
を
い
う
︒﹁
債

(
䙱
)
﹂
は
衣
と
裳
と

が
上
下
に
連
續
し
た
着
物
で
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
た
も
と
を
垂
ら
し
た
大
き
な
袖

を
も
ち
︑
上
下
が
つ
な
が
っ
た
︑
日
本
の
着
物
に
似
た
衣
-
が
﹁
大
袖
䙱
﹂
に

あ
た
る
︒

6

白
緋
練
兩
當
一

(M
一
：
八
五
︑
液
眄
釋
一
四
︑
液
眄
圖
六
三
)

白
緋
の
ね
り
ぎ
ぬ
の
う
ち
か
け
が
一
枚
︒

液
眄
が
い
う
よ
う
に
﹁
兩
當
﹂
は
﹁
裲
襠
﹂
の
こ
と
︒
た
だ
し
︑
石
牌
は
左

下
部
分
を
缺
損
し
︑
第
四
・
第
五
字
の
左
側
に
も
と
も
と
衣
Q
が
あ
っ
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
︒

｢裲
襠
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
其
一
當
胸
︑
其
一
當
背
也
﹂

と
あ
り
︑
一
方
を
胸
に
當
て
︑
も
う
一
方
を
背
に
當
て
る
か
ら
﹁
兩
當
﹂
つ
ま

り
﹁
裲
襠
﹂
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
︒

7

白
緋
練
袴
一

(M
一
：
四
四
五
︑
李
零
四
六
︑
液
眄
釋
一
五
︑
液
眄
圖
四
五
)

白
緋
の
ね
り
ぎ
ぬ
で
つ
く
っ
た
袴
が
一
枚
︒

｢袴
﹂
は
﹁
絝
﹂
に
同
じ
で
﹃
說
�
﹄
糸
部
に
﹁
絝
︑
脛
衣
也
﹂
と
い
う
︒

ま
た
﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
袴
︑
跨
也
︑
兩
股
各
跨
別
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
袴
﹂

は
ま
た
ぐ
S
味
で
︑
股
が
两
方
に
別
れ
て
い
る
の
だ
と
営
べ
て
い
る
︒

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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8

白
紵
褠
一
領

(M
一
：
五
二
︑
液
眄
釋
一
一
︑
液
眄
圖
四
二
)

白
色
の
T
布
で
つ
く
っ
た
筒
袖
の
ひ
と
え
の
着
物
が
一
領
︒

｢紵
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
糸
部
に
﹁
紵
︑
丈
呂
切
︑
T
屬
︑
�
以
緝
布
也
﹂
と
あ

る
よ
う
に
︑
T
の
類
を
い
う
︒

｢
褠
﹂
は
筒
袖
で
た
も
と
の
垂
れ
て
い
な
い
︑
ひ
と
え
の
着
物
︒

9

白
�
絹
・
皁
領
袖

緣
・
中
單
衣
一
領

(M
一
：
三
八
四
︑
液
眄
釋
一
二
︑
液
眄
圖
一
四
八
)

10

白
�
絹
・
皁
〼

緣
・
中
單
衣
〼

(M
一
：
五
︑
液
眄
釋
一
三
︑
液
眄
圖
一
四
九
)

白
絹
の
生
地
に
黑
い
緣
取
り
を
も
つ
︑
ひ
と
え
の
內
衣
が
一
領
︒

同
樣
の
石
牌
二
點
が
あ
り
︑
後
者
は
下
V
を
缺
損
す
る
︒

液
眄
は
﹁
W
﹂
を
6
た
く
@
い
S
と
す
る
︒
し
か
し
︑﹃
釋
名
﹄
釋
綵
帛
に

﹁
絹
︑
䋌
也
︑
其
絲
䋌
厚
而
踈
也
﹂﹁
縑
︑
Y
也
︑
其
絲
細
緻
⁝
⁝
細
且
緻
不
漏

水
也
﹂
と
あ
り
︑
絹
は
糸
が
太
く
粗
い
の
に
對
し
︑
縑
は
細
く
緻
密
で
あ
る
と

い
う
の
は
︑
液
眄
の
解
釋
と
矛
盾
す
る
︒﹁
W
﹂
は
﹁
%
﹂
の
假
借
な
い
し
省

字
で
あ
ろ
う
︒﹃
太
6
御
覽
﹄
布
帛
部
に
引
く
﹃
晉
陽
秋
﹄
に
﹁
M
司
奏
依
舊

Z
%
絹
︑
武
(
不
許
﹂
と
あ
り
︑
Z
と
し
て
﹁
%
絹
﹂
を
[
め
さ
せ
る
事
例
が

あ
っ
た
︒
曹
操
﹁
收
田
租
令
﹂
(﹃
三
國
志
﹄
魏
書
・
武
(
紀
・
円
安
九
年
九
\
裴
�
︑

﹃
�
館
詞
林
﹄
卷
二
三
)
に
は
﹁
其
令
收
田
租
畝
四
升
︑
戶
出
絹
二
^
︑
綿
二
斤

而
已
﹂
と
あ
る
︒﹁
絹
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
糸
部
に
﹁
絹
︑
居
掾
切
︑
生
繒
也
﹂
と

あ
る
よ
う
に
︑
き
ぎ
ぬ
の
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
を
%
ん
だ
粗
い
布
を
﹁
W
絹
﹂

す
な
わ
ち
﹁
%
絹
﹂
と
稱
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒

｢
皁
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
白
部
に
﹁
皁
︑
才
老
切
︑
色
黑
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
黑

色
を
い
い
︑
ま
た
﹃
廣
韻
﹄
に
﹁
皁
⁝
⁝
亦
黑
繒
﹂
と
あ
り
︑
黑
色
の
き
ぬ
を

い
う
︒
つ
ま
り
石
牌
の
﹁
皁
領
袖
緣
︑
中
單
衣
﹂
は
︑
領

(え
り
)
と
袖
を
黑

色
で
緣
取
り
し
た
︑
ひ
と
え
の
着
物
を
い
う
︒

液
眄
は
﹁
中
單
衣
﹂
を
ひ
と
え
の
﹁
中
衣
﹂
す
な
わ
ち
﹁
內
衣
﹂
と
解
釋
す

る
︒﹃
續
漢
書
﹄
禮
儀
志
上
・
養
老
に
﹁
養
三
老
︑
五
`
之
儀
⁝
⁝
皆
-
都
紵

大
袍
單
衣
︑
皁
緣
領
袖
中
衣
︑
冠
a
賢
︑
扶
玉
杖
﹂
と
あ
り
﹁
皁
緣
領
袖
中

衣
﹂
は
﹁
袍
﹂
の
下
に
着
る
衣
-
で
あ
っ
た
︒
ま
た
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
・

b
天
冠
に
は
﹁
今
下
至
賤
`
小
c
︑
皆
b
制
袍
︑
單
衣
︑
皁
緣
領
袖
中
衣
︑
爲

d
-
云
﹂
と
あ
り
︑﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
・
中
d
大
駕
鹵
e
に
は
﹁
其
d
-
︑
b

天
冠
高
九
寸
︑
金
�
山
顏
︑
黑
介
幘
︑
絳
紗
袍
︑
皁
緣
中
衣
﹂︑﹃
宋
書
﹄
禮
志

五
に
は
﹁
d
-
一
具
︑
冠
幘
各
一
︑
絳
緋
袍
・
皁
緣
中
單
衣
領
袖
各
一
領
︑
革

帶
袷
袴
各
一
︑
舄
・
袜
各
一
量
︑
簪
g
餉
自
副
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
本
石
牌

に
い
う
﹁
皁
領
袖
緣
中
單
衣
﹂
は
﹁
袍
﹂
と
と
も
に
後
漢
か
ら
晉
・
南
d
に
お

い
て
d
-
の
一
部
を
h
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

11

袿
袍
以
下

凡
衣
九
襲

(M
一
：
一
〇
三
︑
李
零
四
七
︑
液
眄
釋
一
八
︑
液
眄
圖
九
九
)

袿
袍
以
下
︑
�
部
で
九
襲
の
着
物
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
袿
袍
﹂
は
女
性
の
上
等
の
長
い
着
物
で
あ
り
︑
そ
れ
が

九
組
あ
る
と
解
釋
す
る
︒

｢袿
﹂
は
﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
J
人
上
-
曰
袿
︑
其
下
垂
者
︑
上
廣
下
狹

如
刀
圭
也
﹂
と
あ
り
︑
J
人
の
上
-
を
袿
と
い
い
︑
そ
の
下
に
垂
れ
た
部
分
が

刀
や
圭
の
よ
う
な
形
狀
を
�
す
る
の
で
袿
と
呼
ぶ
の
だ
と
い
う
︒
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｢袍
﹂
は
日
本
の
着
物
の
よ
う
に
上
下
が
つ
な
が
っ
た
衣
-
︒﹃
釋
名
﹄
釋
衣

-
に
﹁
袍
︑
丈
夫
著
︑
下
至
跗
者
也
︒
袍
︑
苞
也
︑
苞
內
衣
也
︒
J
人
以
絳
作

衣
裳
︑
上
下
連
︑
四
k
施
緣
︑
亦
曰
袍
︑
義
亦
然
也
﹂
と
あ
り
︑
袍
と
は
下
端

が
か
か
と
に
l
す
る
長
い
着
物
で
︑
そ
の
女
性
用
の
も
の
は
赤
い
き
れ
で
衣
裳

を
つ
く
り
︑
上
下
が
つ
な
が
り
︑
四
つ
の
緣
.
り
を
つ
け
た
も
の
だ
と
い
う
︒

｢袿
袍
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
禮
記
﹄
雜
記
上
の
﹁
內
子
以
鞠
衣
襃
衣
素
沙
﹂
に

附
さ
れ
た
�
玄
�
に
﹁
六
-
皆
袍
制
︑
不
襌
︑
以
素
紗
裹
之
︑
如
今
袿
袍
襈
︑

重
繒
矣
﹂
と
あ
り
︑
王
后
の
六
-
は
み
な
袍
の
制
に
よ
り
︑
ひ
と
え
で
は
な
く
︑

白
い
絹
を
裏
地
と
し
︑
ち
ょ
う
ど
漢
代
の
袿
袍
の
裏
地
に
繒
を
か
さ
ね
る
の
と

同
じ
よ
う
で
あ
る
と
い
う
︒

ま
た
︑﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
﹁
諸
在
官
品
令
第
二
品
以
上
︑
其
非
禁
物
︑
皆

得
-
之
︒
第
三
品
以
下
︑
加
不
得
-
三
䥖
以
上
・
�
結
・
n
叉
・
假
眞
珠
翡
!

校
.
纓
佩
・
雜
采
衣
・
杯
�
綺
・
齊
繡
黼
・
𨮹
離
・
袿
袍
﹂
と
あ
り
︑
第
三
品

以
下
が
﹁
袿
袍
﹂
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
︑
高
位
の
-
制
と
さ
れ
た
︒

(二
)
綬
帶

12

朱
綬
�
綬
囊
一
︑
八

十
首
朱
綬
︑
九
采
袞

帶
︑
金
鮮
卑
頭
自
副

(M
一
：
三
六
六
︑
李
零
五
〇
︑
液
眄
釋
四
︑
液
眄
圖
二
〇
九
)

朱
綬
を
入
れ
る
た
め
の
綬
囊
が
一
點
︑
そ
れ
に
八
十
首
の
朱
綬
と
九
采
の
袞

帶
︑
そ
し
て
帶
金
具
に
あ
た
る
金
の
鮮
卑
頭
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
︒

｢綬
﹂
は
印
や
玉
を
佩
び
る
た
め
の
組
ひ
も
で
あ
り
︑
身
分
に
應
じ
て
そ
の

色
や
h
成
に
差
衣
が
あ
る
︒﹁
綬
﹂
を
h
成
す
る
﹁
首
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
續
漢

書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
凡
先
合
單
紡
爲
一
系
︑
四
系
爲
一
扶
︑
五
扶
爲
一
首
︑
五

首
成
一
�
︑
�
采
淳
爲
一
圭
︒
首
多
者
系
細
︑
少
者
系
麤
︑
皆
廣
尺
六
寸
﹂
と

規
定
さ
れ
て
い
る
︒
す
な
わ
ち
紡
を
よ
り
あ
わ
せ
た
糸

(
系
)
を
四
本
あ
わ
せ

た
も
の
が
一
扶
︑
そ
れ
を
五
本
あ
わ
せ
た
も
の
が
一
首
で
あ
る
と
い
う
︒
後
漢

の
制
度
に
お
い
て
綬
の
幅
は
一
尺
六
寸
と
一
定
で
︑
首
數
が
多
い
ほ
ど
細
密
で

あ
り
︑
少
な
い
ほ
ど
目
は
粗
く
な
る
︹
林
一
九
七
六
：
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
︺
︒

『續
漢
書
﹄
輿
-
志
で
は
綬
色
を
黃
赤
・
赤
・
綠
・
紫
・
靑
・
黑
・
黃
・
靑

紺
の
八
等
t
に
わ
け
て
お
り
︑﹁
乘
輿
黃
赤
綬
︑
四
采
︑
黃
赤
紺
縹
︑
淳
黃
圭
︑

長
︹
二
︺
丈
九
尺
九
寸
︑
五
百
首
︒
諸
侯
王
赤
綬
︑
四
采
︑
赤
黃
縹
紺
︑
淳
赤

圭
︑
長
二
丈
一
尺
︑
三
百
首
︒
太
皇
太
后
・
皇
太
后
︑
其
綬
皆
與
乘
輿
同
︑
皇

后
亦
如
之
︒
長
公
5
・
天
子
貴
人
與
諸
侯
王
同
綬
者
︑
加
特
也
﹂
と
あ
る
よ
う

に
︑
赤
綬
と
朱
綬
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
諸
侯
王
・
長
公
5
に
對
應
す
る
︒
た

だ
し
︑
本
石
牌
に
は
﹁
八
十
首
朱
綬
﹂
と
あ
り
︑
首
數
は
輿
-
志
の
規
定
よ
り

少
な
く
︑
つ
ま
り
や
や
粗
い
︒

『三
國
志
﹄
魏
書
・
武
(
紀
に
よ
れ
ば
︑
円
安
十
九
年

(二
一
四
)
に
﹁
天
子

K
魏
公
位
在
諸
侯
王
上
︑
改
u
金
璽
・
赤
紱
・
v
w
冠
﹂
と
特
別
に
曹
操
に
赤

紱

(赤
綬
)
が
許
さ
れ
て
お
り
︑
ま
た
﹃
魏
�
(
雜
事
﹄
が
記
載
す
る
曹
丕
が

于
禁
に
與
え
た
詔
書
に
は
﹁
昔
漢
高
祖
解
衣
以
衣
韓
信
︑
光
武
解
綬
以
帶
李
忠
︑

皆
人
5
貴
敬
功
勞
之
心
也
︒
今
別
將
軍
︑
欲
以
竭
勤
勞
︑
z
嘗
以
昔
時
�
自
佩

朱
綬
與
卿
﹂
(隋
・
|
世
南
﹃
北
堂
書
鈔
﹄
卷
一
三
一
・
儀
.
部
下
・
綬
)
と
し
て
特

別
に
朱
綬
を
佩
び
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
︒

｢綬
囊
﹂
は
綬
を
い
れ
る
袋
を
い
う
︒﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
﹁
鞶
︑
古
制
也
︒

漢
代
著
鞶
囊
者
︑
側
在
腰
閒
︒
或
謂
之
傍
囊
︑
或
謂
之
綬
囊
︒
然
則
以
此
囊
盛

綬
也
﹂
と
あ
り
︑
腰
に
ま
わ
す
革
製
の
鞶

(大
帶
)
に
つ
け
る
袋
を
﹁
鞶
囊
﹂

﹁
傍
囊
﹂﹁
綬
囊
﹂
と
い
い
︑
綬
を
い
れ
る
た
め
の
も
の
だ
と
い
う
︒
石
牌
の
記

載
は
﹁
朱
綬
�
綬
囊
一
﹂
で
︑
そ
の
S
味
は
�
確
で
な
い
も
の
の
︑
ひ
と
ま
ず

﹁
朱
綬
を
い
れ
る
た
め
の
︑
~
樣
の
あ
る
綬
囊
一
﹂
と
解
釋
し
て
お
く
︒

｢袞
帶
﹂
に
つ
い
て
液
眄
お
よ
び
市
元
︹
二
〇
一
九
︺
は
袞
-
に
と
も
な
う
腰
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帶
と
解
釋
す
る
が
︑﹁
緄
帶
﹂
の
假
借
で
あ
ろ
う
︒﹁
袞
﹂
は
﹁
緄
﹂
に
b
じ
︑

帶
の
こ
と
︒﹃
廣
�
﹄
釋
器
に
﹁
緄
︑
帶
也
﹂
と
い
う
︒﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
・
孝

円
二
年
M
司
奏
に
﹁
諸
妃
5
不
得
著
袞
帶
﹂
と
あ
る
の
を
同
書
・
江
夏
�
獻
王

義
恭
傳
で
は
﹁
諸
妃
5
不
得
著
緄
帶
﹂
と
記
し
て
お
り
︑﹁
袞
帶
﹂
と
﹁
緄
帶
﹂

は
區
別
な
く
K
用
さ
れ
て
い
た
︒﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
・
后
夫
人
-
に
﹁
自

公
5
封
君
以
上
皆
帶
綬
︑
以
采
組
爲
緄
帶
︑
各
如
其
綬
色
︒
黃
金
辟
�
︑
首
爲

帶
鐍
︑
.
以
白
珠
﹂
と
あ
り
︑
公
5
封
君
よ
り
上
は
み
な
綬
を
帶
び
︑
�
り
の

あ
る
組
ひ
も
を
%
ん
で
緄
帶
を
つ
く
り
︑
そ
れ
に
よ
り
綬
色
を
あ
ら
わ
し
た
︒

後
漢
の
制
度
で
﹁
赤
綬
﹂
に
對
應
す
る
の
は
﹁
四
采
︑
赤
黃
縹
紺
﹂
で
あ
る
が
︑

こ
の
石
牌
は
﹁
九
采
袞
帶
﹂
と
し
て
い
る
︒

こ
れ
ら
に
と
も
な
う
﹁
金
鮮
卑
頭
﹂
は
金
の
帶
金
具
を
い
う
︒﹃
東
觀
漢
記
﹄

鄧
�
傳

(﹃
太
6
御
覽
﹄
-
違
部
�
引
)
に
﹁
金
剛
鮮
卑
緄
帶
一
具
﹂
と
あ
る
の
は

ま
さ
に
﹁
金
剛
鮮
卑
﹂
が
﹁
緄
帶
﹂
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
�
示
し

て
い
る
︒
町
田
違
︹
一
九
七
〇
︺
は
樂
浪
石
巖
里
九
號
墓
・
怨
疆
焉
耆
漢
代
墓

地
・
湖
南
安
�
西
晉
劉
弘
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
た
金
糸
金
粒
細
工
の
馬
蹄
形
打

出
金
具

(帶
扣
)
を
そ
れ
に
對
應
す
る
帶
金
具
と
み
る
︒
玉
製
品
で
は
上
海
�

物
院
藏
の
龍
~
玉
製
帶
扣
に
﹁
庚
午
︑
御
府
/
白
玉
袞
帶
鮮
卑
頭
︑
其
年
十
二

\
丙
申
就
︑
用
功
七
百
﹂﹁
將
臣
范
許
︑
奉
車
都
尉
臣
�
涇
︑
令
奉
車
都
尉
關

內
侯
臣
張
餘
﹂
の
刻
銘
が
あ
り
︑
具
體
�
な
製
作
年
代
に
は
諸
說
が
あ
る
も
の

の
︹
王
一
九
九
九
︑
張
二
〇
〇
九
︺
︑
晉
d
宮
廷
工
�
の
﹁
袞
帶
鮮
卑
頭
﹂
の
實
例

と
し
て
重

で
あ
る
︒

13

□
百
廿
首
朱
綬
一

具
︑
九
采
袞
帶
︑
金

鮮
卑
頭
・
璚
自
副

(M
一
：
一
三
五
︑
液
眄
釋
五
︑
液
眄
圖
二
〇
二
)

朱
綬
が
一
組
で
︑
そ
れ
に
九
采
の
袞
帶
お
よ
び
帶
留
金
具
の
金
鮮
卑
頭
・
璚

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
︒

先
の
石
牌
は
朱
綬
を
入
れ
る
綬
囊
を
5
と
し
た
記
載
で
あ
っ
た
の
に
對
し
︑

本
石
牌
に
は
綬
囊
が
な
く
︑
朱
綬
が
記
載
の
中
心
で
あ
り
︑
九
采
の
袞
帶
と
金

の
鮮
卑
頭
・
璚
が
朱
綬
に
自
副
す
る
も
の
と
し
て
記
さ
れ
る
︒
た
だ
し
︑
先
の

石
牌
が
﹁
八
十
首
朱
綬
﹂
で
あ
る
の
に
對
し
︑
本
石
牌
は
﹁
□
百
廿
首
朱
綬
﹂

で
あ
り
︑
K
用
さ
れ
て
い
る
組
ひ
も
の
數
が
衣
な
る
た
め
︑
同
一
の
品
を
別
の

石
牌
に
記
し
た
も
の
で
は
な
い
︒

本
石
牌
に
お
い
て
は
︑﹁
九
采
袞
帶
﹂
に
附
屬
す
る
黃
金
の
帶
金
具
と
し
て
︑

﹁
金
鮮
卑
頭
﹂
と
﹁
璚
﹂
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
︒
液
眄
は
︑﹁
璚
﹂
は
﹁
鐍
﹂
に

同
じ
で
︑
舌
を
も
つ
�
形
の
帶
扣
だ
と
い
う
︒﹃
說
�
﹄
角
部
に
﹁
觼
︑
�
之

M
舌
者
︑
从
角
︑
夐
聲
︒
鐍
︑
觼
或
从
金
︑
矞
﹂
と
あ
り
︑﹁
鐍
﹂
は
﹁
觼
﹂

に
同
じ
で
︑
�
の
舌
が
あ
る
も
の
だ
と
営
べ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
石
牌
の

﹁
璚
﹂
と
は
︑
帶
を
�
に
b
し
て
舌

(
刺
金
)
で
留
め
る
部
品
で
あ
る
︒

孫
機
︹
一
九
九
四
︺
は
先
の
﹃
說
�
﹄
角
部
﹁
觼
︑
�
之
M
舌
者
﹂
の
段
玉

裁
�
に
﹁
�
中
M
橫
者
以
固
系
﹂
と
あ
る
こ
と
に
着
目
し
︑
帶
扣
に
と
も
な
う

固
定
式
の
舌
を
﹁
鐍
﹂
と
解
釋
す
る
︒
そ
し
て
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
に
い
う

﹁
自
公
5
封
君
以
上
皆
帶
綬
︑
以
采
組
爲
緄
帶
︑
各
如
其
綬
色
︒
黃
金
辟
�
︑

首
爲
帶
鐍
︑
.
以
白
珠
﹂
の
﹁
帶
鐍
﹂
が
こ
の
種
の
舌
を
と
も
な
う
帶
扣
で
あ

ろ
う
と
推
定
し
た
︒
輿
-
志
の
記
載
か
ら
は
︑
緄
帶
に
と
も
な
う
黃
金
製
の
帶

金
具
に
は
辟
�
な
ど
の
瑞
獸
~
樣
が
あ
ら
わ
さ
れ
︑
そ
の
先
端
に
帶
留
め
の
舌

が
あ
り
︑
白
珠
を
.
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
石
牌
の
記
載
を
改
め
て
整
理
す
る
と
︑
少
な
く
と

も
百
廿
首
の
組
ひ
も
を
あ
わ
せ
た
朱
綬
が
一
具
︑
朱
綬
を
佩
び
る
た
め
の
腰
帶

と
し
て
九
色
の
�
り
の
あ
る
組
ひ
も
を
用
い
た
袞
帶

(
緄
帶
)
が
と
も
な
い
︑

帶
留
め
の
舌
を
も
つ
黃
金
の
帶
扣
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
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(三
)
履
物

14

六
寸
絳
韋
宛

下
一
量
緜
著

(M
一
：
二
六
八
︑
李
零
一
三
六
︑
液
眄
釋
一
九
︑
液
眄
圖
一
二
五
)

六
寸
の
大
き
さ
の
赤
い
な
め
し
革
製
の
﹁
宛
下
﹂
す
な
わ
ち
﹁
踠
下
﹂
が
一

組
で
︑
內
側
に
綿
を
入
れ
た
女
性
用
の
く
つ
で
あ
る
︒

｢宛
下
﹂
は
﹁
踠
下
﹂
と
も
い
う
︒﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
踠
下
︑
如
舄
︑
其

下
踠
々
而
危
︑
J
人
短
者
著
之
︑
可
以
拜
也
﹂
(
吳
志
忠
刊
本
)
と
あ
り
︑﹁
舄
﹂

に
似
た
底
の
高
い
く
つ
で
J
人
用
の
も
の
に
﹁
踠
下
﹂
が
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
踠

下
と
は
舄
に
似
る
が
そ
の
下
は
踠
々
と
し
て
危
う
く

(高
く
)
︑
J
人
の
背
の
低

い
も
の
が
着
用
し
︑
か
が
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
︒
ま
た
﹁
䩩
下
﹂
と
も
い

い
︑﹃
方
言
﹄
卷
四
に
﹁
中
M
木
者
謂
之
複
舄
︑
自
關
而
東
謂
之
複
履
︑
其
庳

者
謂
之
䩩
下
﹂
と
あ
る
が
︑
そ
の
﹁
庳

(ひ
く
い
)
﹂
も
の
を
﹁
䩩
下
﹂
と
い
う

の
は
﹃
釋
名
﹄
の
記
載
と
矛
盾
し
︑
背
の
低
い
も
の
が
着
用
す
る
と
い
う
記
載

と
混
同
し
て
傳
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

｢韋
﹂
は
な
め
し
革
の
こ
と
︒﹃
說
�
﹄
韋
部
に
﹁
韋
︑
相
背
也
︒
从
舛
︑
口

聲
︒
獸
皮
之
韋
︑
可
以
束
︑
枉
戾
相
韋
背
︑
故
借
以
爲
皮
韋
﹂
と
あ
り
︑
�
の

玄
應
﹃
一
切
經
>
義
﹄
に
引
く
﹃
字
林
﹄
に
﹁
韋
︑
柔
皮
也
﹂
と
い
う
︒
石
牌

の
記
載
は
︑
な
め
し
革
で
つ
く
っ
た
厚
底
の
く
つ
で
あ
り
︑
樂
浪
�
篋
塚
出
土

の
漆
塗
革
沓

(複
舄
)
に
似
た
形
狀
の
も
の
で
あ
ろ
う
︹
d
鮮
古
蹟
硏
究
會
一
九

三
四
︺
︒
�
篋
塚
の
例
は
表
面
に
黑
漆
を
塗
る
が
︑
石
牌
の
記
載
は
赤
色

(絳
)

で
︑
內
側
に
﹁
緜
著
﹂
す
な
わ
ち
わ
た
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
︒

｢一
量
﹂
は
履
物
を
數
え
る
單
位
︒﹃
�
朴
子
﹄
內
U
に
﹁
以
赤
玉
舄
一
量
爲

報
﹂
と
あ
り
︑﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
﹁
d
-
一
具
︑
冠
幘
各
一
︑
絳
緋
袍
・
皁

緣
中
單
衣
領
袖
各
一
領
︑
革
帶
袷
袴
各
一
︑
舄
・
袜
各
一
量
︑
簪
g
餉
自
副
﹂

と
規
定
さ
れ
る
︒

嘉
峪
關
怨
城
二
號
墓
出
土
骨
尺
︹
國
家
計
量
總
局
ほ
か
一
九
八
四
︺
を
も
と
に

曹
魏
の
一
尺

=

二
三
･
八
㎝
と
す
る
と
︑
長
六
寸
は
一
四
･
三
㎝
︒
長
六
寸
と
は

外
寸
を
営
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
︑
お
お
よ
そ
成
人
女
性
の
履
物
で
は
あ
り

得
ず
︑
女
兒
の
履
物
と
す
る
の
が
�
當
だ
ろ
う
︒
參
考
ま
で
に
︑
長
沙
馬
王
堆

一
號
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
軑
侯
夫
人
の
絹
の
履
は
長
さ
二
六
･
〇
㎝
で
あ
っ
た
︒

一
方
︑
敦
煌
馬
圈
灣
漢
代
烽
燧
2
址
か
ら
出
土
し
た
戍
卒
家
族
の
生
活
用
品
の

な
か
に
は
小
兒
用
の
履
物
が
あ
り
︑
T
製
の
履
で
長
一
五
㎝
︑
幅
五
･
五
㎝
と

報
吿
さ
れ
︑
三
～
四
歲
の
子
供
用
の
も
の
と
推
定
し
て
い
る
︹
甘
肅
省
�
物
考
古

硏
究
�
一
九
九
一
︺
︒

(四
)
冠
・
頭
�

15

武
冠
一

(M
一
：
四
八
八
︑
李
零
四
一
︑
液
眄
釋
一
︑
液
眄
圖
一
六
)

武
冠
が
一
つ
︒

武
冠
は
︑
頭
部
後
V
を
�
う
箱
形
の
冠
で
︑
諸
々
の
武
官
が
着
用
し
た
︒
後

漢
の
制
度
に
つ
い
て
は
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
武
冠
︑
一
曰
武
弁
大
冠
︑

諸
武
官
冠
之
︒
侍
中
・
中
常
侍
加
黃
金
璫
︑
附
蟬
爲
�
︑
貂
尾
爲
.
︑
謂
之
趙

惠
�
冠
︒
胡
廣
說
曰
︑
趙
武
靈
王
效
胡
-
︑
以
金
璫
.
首
︑
E
插
貂
尾
︑
爲
貴

職
︒
秦
滅
趙
︑
以
其
君
冠
賜
�
臣
﹂
と
記
さ
れ
る
︒
武
冠
は
武
弁
大
冠
と
も
い

い
︑
諸
武
官
が
そ
れ
を
着
用
し
︑
侍
中
・
中
常
侍
は
そ
れ
に
黃
金
璫

(
E
立
)

を
加
え
て
蟬
の
~
樣
を
付
け
︑
貂
の
尾
を
冠
.
と
し
て
︑
こ
れ
を
趙
武
靈
王
の

故
事
に
も
と
づ
き
趙
惠
�
冠
と
稱
し
た
の
だ
と
い
う
︒

同
樣
の
記
営
は
﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
に
も
み
え
︑﹁
武
冠
︑
一
名
武
弁
︑
一
名

大
冠
︑
一
名
繁
冠
︑
一
名
円
冠
︑
一
名
籠
冠
︑
卽
古
之
惠
�
冠
︒
⁝
⁝
天
子
元

-
亦
先
加
大
冠
︑
左
右
侍
臣
�
諸
將
軍
武
官
b
-
之
︒
侍
中
・
常
侍
則
加
金
璫
︑

附
蟬
爲
.
︑
插
以
貂
毛
︑
黃
金
爲
竿
︑
侍
中
插
左
︑
常
侍
插
右
﹂
と
い
う
か
ら
︑

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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石
牌
が
記
す
曹
魏
の
武
冠
も
お
お
よ
そ
こ
れ
ら
と
同
じ
だ
ろ
う
︒﹁
一
名
籠
冠
﹂

と
い
う
よ
う
に
︑
幘
の
後
V
か
ら
後
頭
部
を
す
っ
ぽ
り
と
�
う
籠
狀
の
冠
で
あ

る
︹
原
田
一
九
三
七
︑
林
一
九
七
六
：
六
八
～
六
九
頁
︺
︒
漢
代
の
出
土
例
で
は
︑
湖

南
省
長
沙
馬
王
堆
三
號
墓
の
漆
纚
紗
冠
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
二
〇
〇
四
︺
や
甘

肅
省
武
威
�
嘴
子
六
二
號
墓
の
墓
5
が
着
け
て
い
た
冠
が
そ
れ
に
あ
た
る
︹
甘

肅
省
�
物
館
一
九
七
二
︺
︒

16

�
上
黑
幘
一

(M
一
：
二
〇
五
︑
李
零
四
〇
︑
液
眄
釋
三
︑
液
眄
圖
四
〇
)

黑
色
の
6
上
幘
が
一
つ
︒

幘
は
頭
巾
の
一
種
で
あ
る
︒
6
上
幘
は
頭
頂
部
を
6
ら
に
つ
く
っ
た
頭
巾
で
︑

武
冠
の
下
に
着
用
し
︑
ま
た
單
獨
で
着
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

『續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
は
︑
漢
代
の
幘
に
つ
い
て
﹁
古
者
M
冠
無
幘
⁝
⁝
至

孝
�
乃
高
顏
題
︑
續
之
爲
耳
︑
崇
其
巾
爲
屋
︑
合
後
施
收
︑
上
下
羣
臣
貴
賤
皆

-
之
︒
�
者
長
耳
︑
武
者
短
耳
︑
稱
其
冠
也
﹂
と
営
べ
て
お
り
︑
�
(
の
と
き

に
﹁
顏
題
﹂
(額
上
の
E
立
部
分
)
を
高
く
し
︑
そ
の
後
方
に
連
な
る
部
分
を
尖

ら
せ
て
﹁
耳
﹂
を
つ
く
り
︑
鉢
卷
狀
の
﹁
巾
﹂
を
高
く
し
て
頭
頂
を
�
う

﹁
屋
﹂
を
形
成
し
︑
上
下
の
群
臣
貴
賤
は
み
な
こ
れ
を
着
け
た
と
い
う
︒
�
官

は
a
賢
冠
の
よ
う
に
小
さ
い
冠
を
上
に
載
せ
る
の
で
長
い
耳
の
幘
を
︑
武
官
は

後
頭
部
を
大
き
な
武
冠
が
�
う
の
で
短
い
耳
の
幘
を
着
用
し
た
︒
漢
代
の
圖
宴

か
ら
み
れ
ば
︑
武
冠
と
幘
の
組
み
あ
わ
せ
は
E
漢
後
�
に
さ
か
の
ぼ
る
の
に
對

し
︑
a
賢
冠
と
幘
と
の
組
み
あ
わ
せ
は
後
漢
後
�
に
定
着
す
る
と
い
う
︹
原
田

一
九
三
七
︑
林
一
九
七
六
：
五
一
・
六
二
頁
︺
︒

『晉
書
﹄
職
官
志
に
は
﹁
大
司
馬
・
大
將
軍
・
太
尉
・
驃
騎
・
車
騎
・
衞
將

軍
・
諸
大
將
軍
︑
開
府
位
從
公
者
爲
武
官
公
︑
皆
著
武
冠
︑
6
上
黑
幘
﹂
と
あ

り
︑
晉
制
に
お
い
て
﹁
6
上
黑
幘
﹂
と
﹁
武
冠
﹂
の
組
み
あ
わ
せ
が
武
官
の
か

ぶ
り
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
石
牌
の
﹁
6
上
黑
幘
﹂
も
こ
れ
と
同
樣
に

﹁
武
冠
﹂
と
組
み
あ
う
も
の
で
あ
ろ
う
︒

17

黑
介
幘
一

(M
一
：
一
四
一
︑
液
眄
釋
二
︑
液
眄
圖
三
三
)

黑
色
の
介
幘
が
一
つ
︒

介
幘
は
︑
天
子
の
b
天
冠
や
諸
王
の
v
w
冠
︑
�
官
の
a
賢
冠
の
下
に
着
け

る
か
ぶ
り
も
の
で
あ
り
︑
單
獨
で
着
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

E
揭
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
は
﹁
古
者
M
冠
無
幘
⁝
⁝
至
孝
�
乃
高
顏
題
︑

續
之
爲
耳
︑
崇
其
巾
爲
屋
︑
合
後
施
收
︑
上
下
羣
臣
貴
賤
皆
-
之
︒
�
者
長
耳
︑

武
者
短
耳
︑
稱
其
冠
也
﹂
と
あ
り
︑
�
官
の
幘
は
後
方
に
向
か
っ
て
高
く
な
り

﹁
屋
﹂
を
形
成
す
る
と
い
い
︑
こ
れ
が
﹁
介
幘
﹂
に
あ
た
る
︒
輿
-
志
が
そ
の

冒
頭
に
お
い
て
︑
古
は
冠
が
あ
っ
た
が
幘
は
な
か
っ
た
︑
と
い
う
の
に
對
し
︑

蔡
邕
﹃
獨
斷
﹄
卷
下
は
﹁
幘
者
古
之
卑
賤
執
事
︑
不
冠
者
之
�
-
也
⁝
⁝
元
(

額
M
壯
髮
︑
不
欲
K
人
見
︑
始
a
幘
-
之
︑
群
臣
皆
隨
焉
︒
然
尙
無
巾
︑
如
今

V
幘
而
已
︒
王
莾
無
髮
︑
乃
施
巾
︒
故
語
曰
︑
王
莾
秃
︑
幘
施
屋
﹂
と
営
べ
て
︑

幘
は
古
く
か
ら
あ
り
︑
身
分
が
低
く
冠
を
か
ぶ
ら
な
い
も
の
が
着
用
し
て
い
た

と
営
べ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
元
(
が
E
髮
を
氣
に
し
て
幘
を
着
用
し
た
た
め
群

臣
に
も
そ
れ
に
な
ら
い
︑
王
厭
は
禿
頭
を
隱
す
た
め
頭
頂
を
�
う
形
狀
に
し
た

と
說
�
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
記
営
と
出
土
2
物
や
圖
宴
�
料
を
對
照
す
る
と
︑

幘
の
よ
う
な
頭
巾
は
殷
周
時
代
か
ら
存
在
す
る
の
に
對
し
︑
E
漢
代
に
は
a
賢

冠
の
下
に
幘
を
着
け
ず
に
冠
の
み
を
着
用
し
て
お
り
︑
冠
は
あ
っ
た
が
幘
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
は
こ
う
し
た
狀
況
を
說
�
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︹
林
一

九
七
六
：
五
一
頁
︺
︒

後
漢
お
よ
び
魏
晉
の
壁
畫
墓
や
陶
俑
に
は
︑
介
幘
と
a
賢
冠
︑
あ
る
い
は
介

幘
の
み
を
着
用
し
た
例
を
散
見
す
る
︹
小
林
二
〇
一
〇
︺
︒
後
漢
後
�
か
ら
曹
魏

東 方 學 報
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代
と
さ
れ
る
洛
陽
東
北
郊
の
偃
師
朱
村
壁
畫
墓
︹
洛
陽
市
�
物
管
理
局
ほ
か
二
〇

一
〇
︺
で
は
︑
帳
內
に
坐
す
男
性
墓
5
お
よ
び
車
馬
上
の
人
物
が
黑
色
の
介
幘

と
a
賢
冠
を
着
用
し
て
お
り
︑
石
牌
に
記
載
さ
れ
た
﹁
黑
介
幘
﹂
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
た
だ
し
︑
西
朱
村
一
號
墓
の
石
牌
銘
�
で
は
︑
黑
介

幘
に
對
應
す
る
b
天
冠
・
v
w
冠
・
a
賢
冠
な
ど
の
存
在
が
確
 
で
き
な
い
︒

黑
介
幘
が
單
獨
で
着
用
さ
れ
る
こ
と
を
E
提
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
か
︑
本
來
は

冠
と
組
み
あ
っ
て
い
た
の
か
︑
被
葬
者
の
身
分
や
性
格
と
も
關
係
し
て
︑
留
S

す
べ
き
點
で
あ
る
︒

18

翡
H
・
金
・
白
珠

挍
小
形
多
股
蟬

一
具
︑
柙
自
副

(M
一
：
五
七
︑
李
零
四
二
︑
液
眄
釋
二
五
︑
液
眄
圖
一
九
〇
)

翡
!
・
金
・
白
珠
を
ち
り
ば
め
た
小
型
の
蟬
形
裝
.
一
點
で
あ
り
︑
そ
れ
を

收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

｢翡
!
﹂
は
カ
ワ
セ
ミ
の
羽
︑﹁
白
珠
﹂
は
白
色
の
珠
玉
の
類
を
い
う
︒﹃
續

漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
太
皇
太
后
・
皇
太
后
入
�
-
⁝
⁝
簪
以
瑇
瑁
爲
擿
︑
長

一
尺
︑
端
爲
華
7
︑
上
爲
鳳
皇
n
︑
以
翡
!
爲
毛
羽
︑
下
M
白
珠
︑
垂
黃
金

鑷
﹂﹁
皇
后
謁
�
-
⁝
⁝
步
搖
以
黃
金
爲
山
題
⁝
⁝
諸
n
獸
皆
以
翡
!
爲
毛
羽
︒

金
題
︑
白
珠
璫
繞
︑
以
翡
!
爲
華
云
﹂
な
ど
と
あ
り
︑
後
漢
の
太
皇
太
后
・
皇

太
后
・
皇
后
ら
が
謁
�
に
際
し
て
着
用
し
た
の
は
︑
カ
ワ
セ
ミ
の
羽
を
.
り
︑

白
珠
を
あ
し
ら
い
︑
黃
金
で
山
題
を
つ
く
っ
た
豪
華
な
頭
.
で
あ
る
︒
石
牌
の

記
載
は
蟬
形
の
裝
.
品
で
あ
り
︑﹁
白
珠
﹂
を
蟬
の
眼
と
し
︑﹁
翡
!
﹂
を
蟬
の

翅
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
た
だ
し
︑
液
眄
が
﹃
淮
南
子
﹄
泰
族
訓
﹁
瑤
碧

玉
珠
︑
翡
!
玳
瑁
﹂
を
引
い
て
說
�
す
る
よ
う
に
︑
石
牌
の
﹁
翡
!
﹂
は
寶
石

の
類
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
︒

｢
挍
﹂
に
つ
い
て
︑
先
行
硏
究
で
は
解
釋
が
わ
か
れ
る
︒
李
零
は
﹁
挍
﹂
は

﹁
鉸
﹂
に
同
じ
で
︑
金
糸
金
粒
・
象
嵌
な
ど
の
細
工
を
指
す
用
語
と
推
測
し
た
︒

液
眄
は
﹁
挍
﹂
は
﹁
¨
﹂
で
あ
り
︑
紐
狀
の
も
の
を
撚
り
合
わ
せ
る
S
味
で
あ

る
か
ら
︑
金
銀
珠
寶
首
.
り
を
%
結
す
る
專
門
用
語
と
推
測
し
た
︒
趙
超
︹
二

〇
一
九
︺
は
︑﹁
挍
﹂
は
﹁
校
﹂
に
同
じ
だ
と
い
う
︒
傳
世
�
獻
に
﹁
校
.
﹂
が

あ
り
︑﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
﹁
假
眞
珠
翡
!
校
.
纓
佩
﹂
と
い
う
の
は
︑
珍

珠
・
翡
!
な
ど
に
よ
り
裝
.
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
︒
液
眄
も
ま
た
︑
こ
の

﹁
校
﹂
の
用
法
は
石
牌
の
﹁
挍
﹂
と
同
じ
だ
と
す
る
︒

趙
超
や
液
眄
が
指
摘
す
る
よ
う
に
﹁
挍
﹂
と
﹁
校
﹂
は
b
用
し
︑﹁
挍
.
﹂

と
﹁
校
.
﹂
は
同
義
で
あ
る
︒
王
符
﹃
潛
夫
論
﹄
©
侈
U
に
﹁
挍
.
車
馬
︑
多

畜
奴
婢
﹂
が
あ
り
︑
こ
れ
は
﹁
校
.
車
馬
﹂
に
同
じ
で
車
馬
を
.
り
た
て
る
S

味
で
あ
る
︒﹁
校
.
﹂
は
﹃
三
國
志
﹄
吳
書
・
諸
:
恪
傳
に
﹁
鉤
落
者
︑
校
.

革
帶
︑
世
謂
之
鉤
絡
帶
﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
ら
の
﹁
挍
.
車
馬
﹂﹁
校
.
革
帶
﹂

は
金
工
の
裝
.
と
み
ら
れ
る
︒
南
北
d
の
用
例
を
み
る
と
︑
先
営
の
﹃
宋
書
﹄

禮
志
五
﹁
假
眞
珠
翡
!
校
.
纓
佩
﹂
は
糸
で
繫
い
だ
裝
.
と
考
え
ら
れ
る
も
の

の
︑
同
書
同
條
の
﹁
以
金
校
.
器
物
﹂
︑﹃
南
齊
書
﹄
輿
-
志
の
﹁
ª
板
︑
金
塗

«
福
ª
龍
諸
校
.
﹂﹁
金
塗
校
.
﹂﹁
金
校
.
﹂﹁
銅
校
.
﹂﹁
鏁
金
銀
校
.
﹂
な

ど
︑
金
工
に
關
係
す
る
語
が
多
い
︒﹁
挍
﹂﹁
校
﹂
の
字
を
も
っ
て
特
定
の
技
法

に
あ
て
る
の
は
®
切
で
は
な
い
が
︑
石
牌
の
﹁
挍
﹂
は
お
お
よ
そ
翡
!
・
白

珠
・
金
な
ど
を
ち
り
ば
め
て
裝
.
す
る
も
の
で
あ
る
︒

｢小
形
多
股
蟬
﹂
は
︑
小
型
の
蟬
で
︑
多
く
の
足
が
わ
か
れ
出
た
も
の
を
い

う
︒
李
零
は
﹃
漢
書
﹄
武
五
子
傳
に
﹁
郞
中
侍
從
者
著
貂
羽
︑
黃
金
附
蟬
︑
皆

號
侍
中
﹂︑﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
侍
中
・
中
常
侍
加
黃
金
璫
︑
附
蟬
爲
�
︑

貂
尾
爲
.
︑
謂
之
趙
惠
�
冠
﹂
と
あ
る
の
を
引
用
し
︑
本
石
牌
は
武
冠
の
E
立

と
し
た
金
の
�
山
璫
に
蟬
を
付
け
た
も
の
だ
と
考
え
た
︒
液
眄
も
同
樣
に
頭
.

の
類
と
解
釋
し
︑
武
冠
の
正
面
に
付
け
た
﹁
黃
金
璫
﹂︑
あ
る
い
は
天
子
の
戴

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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く
b
天
冠
上
の
﹁
金
�
山
﹂﹁
金
顏
﹂
に
相
當
す
る
蟬
~
樣
の
金
裝
.
だ
と
考

え
た
︒

『宋
書
﹄
禮
志
五
・
諸
«
d
-
に
は
﹁
步
搖
・
八
䥖
�
結
・
多
-
蟬
﹂
が
あ

り
︑
本
來
﹁
多
股
蟬
﹂
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

蟬
を
あ
ら
わ
し
た
金
璫
は
︑
後
漢
・
三
國
に
さ
か
の
ぼ
る
出
土
例
が
な
く
︑

西
晉
太
康
七
～
十
年

(二
八
六
～
二
八
九
)
の
漆
器
を
出
土
し
た
山
東
省
臨
沂
洗

硯
池
晉
墓
︹
山
東
省
�
物
考
古
硏
究
�
ほ
か
二
〇
一
六
︺
出
土
例
が
古
い
︒
二
棺
を

埋
葬
し
た
東
室
か
ら
五
點
︑
一
棺
を
埋
葬
し
た
西
室
か
ら
四
點
の
金
璫
が
發
見

さ
れ
︑
人
骨
か
ら
被
葬
者
は
い
ず
れ
も
小
兒
で
あ
っ
た
こ
と
が
 
�
し
て
い
る
︒

蟬
~
金
璫
は
東
晉
の
南
京
仙
鶴
觀
六
號
墓
の
よ
う
に
女
性
の
棺
か
ら
出
土
し
た

例
が
あ
り
︑
韋
正
︹
二
〇
一
一
︺
は
﹃
晉
書
﹄
禮
志
の
記
載
に
照
ら
し
て
高
位

女
性

(命
J
)
の
d
-
・
命
-
の
一
部
を
h
成
す
る
-
.
品
で
あ
っ
た
可
能
性

を
指
摘
す
る
︒
男
性
に
と
も
な
う
例
で
は
︑
遼
寧
省
北
票
の
北
燕
馮
素
弗
墓

(四
一
五
年
歿
)
蟬
~
金
璫
︹
遼
寧
省
�
物
館
二
〇
一
五
︺
が
あ
り
︑
こ
れ
は
蟬
の

眼
球
部
分
に
V
球
形
の
灰
色
石
珠
を
固
定
し
た
も
の
で
︑
石
牌
の
﹁
白
珠
﹂
の

用
²
を
考
え
る
上
で
參
考
に
な
る
︒

な
お
︑﹁
一
具
﹂
は
種
類
の
衣
な
る
も
の
を
含
む
組
み
あ
わ
せ
を
S
味
す
る

︹
劉
一
九
六
五
︺
︒
こ
こ
で
は
︑
翡
!
・
金
・
白
珠
な
ど
の
衣
な
る
素
材
を
組
み

あ
わ
せ
た
小
形
多
股
蟬
一
點
を
﹁
一
具
﹂
と
稱
し
た
の
だ
ろ
う
︒

19

翡
H
・
白
珠
・

金
挍
蟬
二

(M
一
：
四
七
八
︑
液
眄
釋
二
六
︑
液
眄
圖
一
〇
一
)

翡
!
と
白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
金
の
蟬
形
裝
.
品
二
點
︒

こ
れ
も
冠
に
着
け
る
蟬
形
金
璫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

20

〼
窴
小
形
蟬

〼
柙
自
副

(M
一
：
一
〇
九
︑
液
眄
釋
二
七
︑
液
眄
圖
二
六
三

−

一
)

小
型
の
蟬
形
裝
.
品
で
あ
る
︒

こ
れ
も
や
は
り
冠
.
の
類
で
あ
ろ
う
︒
石
牌
の
上
V
を
缺
失
し
て
S
味
が
�

確
で
な
い
も
の
の
︑﹁
窴
﹂
は
﹁
于
窴
﹂
す
な
わ
ち
西
域
南
³
の
ホ
ー
タ
ン

(和
田
)
に
產
出
す
る
玉
を
指
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
あ
る
い
は
﹁
碧
窴
﹂
の

殘
缺
の
可
能
性
が
あ
り
︑
石
牌
31
﹁
金
碧
窴
挍
﹂
(M
一
：
三
一
一
)
︑
石
牌
43

﹁
碧
窴
指
鐶
一
﹂
(M
一
：
三
三
二
)
な
ど
の
用
例
が
あ
る
︒﹁
碧
窴
﹂
を
李
零
お

よ
び
液
眄
は
黃
金
に
綠
松
石
を
象
嵌
し
た
も
の
と
解
釋
す
る
︒﹁
窴
﹂
は
﹁
塡
﹂

に
b
じ
︑
ふ
さ
ぐ
︑
う
ず
め
る
S
︒﹃
b
典
﹄
卷
五
十
四
・
封
禪
に
﹁
印
/
玉

册
三
枚
︑
皆
以
金
繩
%
玉
牒
爲
之
︑
每
牒
長
尺
二
寸
︑
廣
寸
二
分
︑
厚
三
分
︑

刻
玉
填
金
爲
字
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
玉
册
に
�
字
を
彫
刻
し
て
金
泥
で
う
め
る

技
法
は
﹁
填
金
﹂
と
呼
ば
れ
た
︒
本
石
牌
も
そ
れ
に
類
す
る
技
法
を
用
い
た
蟬

形
裝
.
品
の
可
能
性
が
あ
る
︒

21

翡
H
・
金
縷
・
白
珠

挍
百
子
千
孫
珮

�
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
五
五
︑
李
零
九
七
︑
液
眄
釋
二
八
︑
液
眄
圖
一
九
八
)

翡
!
・
金
糸
・
白
珠
に
よ
り
裝
.
し
た
﹁
7
﹂
形
の
佩
.
一
點
で
あ
り
︑
そ

れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒﹁
珮
﹂
は
﹁
佩
﹂
に
同
じ
︒

｢金
縷
﹂
を
液
眄
は
﹁
金
鏤
﹂
と
み
て
﹁
黃
金
器
物
上
の
彫
刻
﹂
と
解
釋
す

る
︒
し
か
し
︑﹃
續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
﹁
金
縷
玉
柙
如
故
事
﹂
の
�
に

引
く
﹃
漢
舊
儀
﹄
に
﹁
(
¶
⁝
⁝
以
玉
爲
襦
︑
如
鎧
狀
︑
連
·
之
︑
以
黃
金
爲

縷
︒
腰
以
下
以
玉
爲
札
︑
長
一
尺
︑
︹
廣
︺
二
寸
V
︑
爲
柙
︑
下
至
足
︑
亦
·
以
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黃
金
鏤
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
玉
衣
を
綴
る
金
糸
が
﹁
金
縷
﹂﹁
金
鏤
﹂
と
稱
さ

れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
︑
石
牌
に
い
う
﹁
金
縷
﹂
も
金
糸
を
指
す
の

で
あ
ろ
う
︒

｢百
子
千
孫
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
百
子
千
孫
の
圖
柄
を
象
嵌
し
た
も
の
で
︑

子
孫
繁
榮
の
ま
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
︒
液
眄
に
よ
れ
ば
︑﹁
百
子
千
孫
﹂

は
果
實
が
多
く
で
き
る
蓮
な
ど
の
形
容
で
あ
り
︑
そ
の
~
樣
を
指
し
た
と
考
え

る
︒
玉
佩
.
に
は
安
徽
省
壽
縣
計
生
-
務
站
後
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
﹁
長
宜
子

孫
﹂
雙
龍
璜
形
玉
佩
︹
許
ほ
か
二
〇
一
四
︺
な
ど
吉
祥
句
を
彫
り
あ
ら
わ
し
た
も

の
が
あ
り
︑
本
石
牌
の
場
合
は
﹁
百
子
千
孫
﹂
の
�
字
を
あ
ら
わ
し
た
金
象
嵌

細
工
の
佩
7
と
推
定
さ
れ
る
︒

｢
7
﹂
は
華
7
と
も
い
い
︑
J
人
の
頭
.
の
一
種
で
あ
る
︒﹃
續
漢
書
﹄
輿
-

志
下
に
﹁
太
皇
太
后
・
皇
太
后
入
�
-
⁝
⁝
簪
以
瑇
瑁
爲
擿
︑
長
一
尺
︑
端
爲

華
7
﹂
と
あ
り
︑
玳
瑁
の
簪
の
兩
端
を
﹁
7
﹂
形
に
つ
く
っ
た
も
の
を
着
け
た
︒

そ
の
形
狀
は
︑
織
機
の
な
か
で
經
糸
を
卷
き
つ
け
る
橫
木
を
か
た
ど
っ
た
も
の

で
あ
り
︑
そ
れ
ゆ
え
に
高
貴
な
女
性
や
女
神
を
象
¼
す
る
裝
身
具
に
½
用
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
︹
小
南
一
九
七
四
︺
︒

後
漢
の
中
山
穆
王
劉
暢
の
墓

(一
七
四
年
歿
)
と
さ
れ
る
河
北
省
定
縣
四
三

號
墓
か
ら
出
土
し
た
多
數
の
金
製
裝
.
品
の
な
か
に
7
形
.
が
三
點
含
ま
れ

︹
定
縣
�
物
館
一
九
七
三
︺
︑
東
晉
高
崧
夫
J

(三
五
六
・
三
六
六
年
)
を
葬
っ
た
南

京
仙
鶴
觀
二
號
墓
︹
南
京
市
�
物
館
二
〇
〇
一
︺
か
ら
も
金
の
7
形
.
が
出
土
し

て
い
る
︒
さ
ら
に
�
年
︑
安
徽
省
當
涂
縣
の
﹁
天
子
墳
﹂
と
呼
ば
れ
る
吳
の
大

型
墓
︹
葉
二
〇
一
六
︺
か
ら
も
金
粒
細
工
の
7
形
.
が
出
土
し
た
︒
本
石
牌
は
こ

う
し
た
も
の
に
翡
!
・
金
糸
・
白
珠
を
加
え
た
裝
.
品
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒

22

連
璧
柏
�
一
具

(M
一
：
四
六
一
︑
李
零
九
八
︑
液
眄
釋
二
九
︑
液
眄
圖
六
七
)

璧
を
連
ね
た
裝
.
を
も
つ
柏
製
の
7
形
髮
.
り
が
一
具
︒

｢
連
璧
柏
7
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
柏
の
木
で
彫
刻
し
た
厭
7
の
も
の
で
あ

り
︑
玉
璧
と
連
ね
て
佩
.
と
し
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒
液
眄
は
柏
葉
狀
の

頭
.
で
︑﹁
連
璧
﹂
は
小
さ
な
玉
璧
を
連
ね
た
も
の
と
解
釋
す
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
匠
・
考
工
令
奏
東
園
祕
器
︑
表
裏

洞
赤
︑
虡
�
畫
日
・
\
・
鳥
・
龜
・
龍
・
虎
・
連
璧
・
偃
\
︑
牙
檜
梓
宮
如
故

事
﹂
と
あ
り
︑
天
子
の
葬
具
の
~
樣
に
日
・
\
・
四
神
と
な
ら
ん
で
﹁
連
璧
﹂

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒

先
に
﹁
百
子
千
孫
珮
7
﹂
に
つ
い
て
営
べ
た
と
お
り
﹁
7
﹂
は
J
人
の
髮
.

り
で
あ
り
︑﹁
連
璧
柏
7
﹂
も
や
は
り
﹁
7
﹂
形
の
髮
.
り
と
考
え
ら
れ
る
︒

す
な
わ
ち
︑
髮
.
り
の
軸
部
を
柏

(
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
)
の
木
か
ら
À
り
出
し
︑
そ

の
兩
端
に
璧
を
連
ね
た
裝
.
を
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

23

翡
H
・
金
・
白

珠
挍
再
六

(M
一
：
三
〇
八
︑
液
眄
釋
三
〇
︑
液
眄
圖
一
〇
二
)

翡
!
・
金
・
白
珠
を
ち
り
ば
め
た
髮
.
り
が
六
本
︒

石
牌
の
﹁
再
﹂
字
は
艸
に
奠
︒
液
眄
に
よ
れ
ば
﹁
再
﹂
は
﹁
䥖
﹂
に
b
じ
︑

﹁
䥖
﹂
は
﹁
鈿
﹂
に
同
じ
だ
と
す
る
︒﹃
集
韻
﹄
卷
三
に
﹁
鈿
︑
金
華
.
︑
亦
作

䥖
﹂
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
︑
珠
玉
寶
石
を
象
嵌
し
て
花
・
龍
鳳
・
仙
人
な
ど
を

あ
ら
わ
し
た
頭
.
り
を
指
す
と
い
う
︒
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24

八
分
翡
H
・
金
・

白
珠
挍
再
二

(M
一
：
四
四
六
︑
液
眄
釋
三
一
︑
液
眄
圖
一
二
三
)

翡
!
・
金
・
白
珠
を
ち
り
ば
め
た
髮
.
り
が
二
本
︒

｢八
分
﹂
に
つ
い
て
液
眄
は
︑
象
嵌
し
た
各
色
石
料
の
大
き
さ
を
い
っ
た
も

の
と
推
測
す
る
︒
し
か
し
﹁
八
分
﹂
は
Á
一
･
九
㎝
で
︑
象
嵌
し
た
石
の
徑
と

す
る
に
は
大
き
す
ぎ
る
か
ら
︑
髮
.
り
の
先
端
に
つ
け
ら
れ
た
裝
.
部
分
の
大

き
さ
と
考
え
る
の
が
�
當
で
あ
ろ
う
︒

25

四
分
翡
H
・
金
・

白
珠
挍
一
�

再
四
︑
柙
自
副

(M
一
：
四
四
八
︑
李
零
三
六
︑
液
眄
釋
三
二
︑
液
眄
圖
一
八
四
)

四
分
の
大
き
さ
の
.
り
を
も
つ
︑
翡
!
・
金
・
白
珠
を
ち
り
ば
め
た
髮
.
り

が
四
本
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

｢四
分
﹂
を
李
零
は
器
壁
を
四
分
し
た
も
の
と
解
釋
す
る
が
︑
石
牌
で
は
器

物
の
大
き
さ
を
先
に
記
す
こ
と
が
多
く
︑
先
の
﹁
八
分
﹂
と
同
じ
く
髮
.
り
先

端
の
裝
.
部
分
の
大
き
さ
を
営
べ
た
の
だ
ろ
う
︒

｢
n
再
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
柄
を
も
つ
﹁
勺
形
n
﹂
の
一
種
と
推
定
す
る

の
に
對
し
︑
液
眄
は
こ
れ
を
﹁
n
䥖
﹂
と
讀
ん
で
髮
.
り
の
一
種
と
す
る
︒

｢
n
﹂
は
﹁
雀
﹂
に
b
じ
︑
鳥
の
名
で
あ
る
︒
後
漢
の
八
鳳
鏡
に
は
﹁
八
n

相
向
法
古
始
﹂
の
銘
�
を
も
つ
も
の
が
あ
り
︑
河
南
省
怨
�
市
金
灯
寺
四
七
號

墓
出
土
﹁
尙
方
﹂
八
鳳
鏡
︹
中
國
古
鏡
の
硏
究
班
二
〇
一
一
：
七
二
一
︺
が
そ
の
一

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
八
鳳
鏡
の
鏡
背
面
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
︑

相
對
す
る
四
組
八
羽
の
鳥
が
﹁
n
﹂
で
あ
る
︒

一
方
︑﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
太
皇
太
后
・
皇
太
后
入
�
-
⁝
⁝
簪
以

瑇
瑁
爲
擿
︑
長
一
尺
︑
端
爲
華
7
︑
上
爲
鳳
皇
n
︑
以
翡
!
爲
毛
羽
︑
下
M
白

珠
︑
垂
黃
金
鑷
﹂﹁
皇
后
謁
�
-
⁝
⁝
假
結
︑
步
搖
︑
簪
珥
︒
步
搖
以
黃
金
爲

山
題
︑
貫
白
珠
爲
桂
映
相
繆
︑
一
n
九
華
︑
熊
・
虎
・
赤
羆
・
天
鹿
・
辟
�
・

南
山
豐
大
特
六
獸
︑
詩
�
謂
副
笄
六
珈
者
︒
諸
n
獸
皆
以
翡
!
爲
毛
羽
︒
金
題
︑

白
珠
璫
繞
︑
以
翡
!
爲
華
云
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
後
漢
の
太
皇
太
后
・
皇
太
后

は
入
�
に
際
し
て
﹁
鳳
皇
n
﹂
の
簪
を
着
け
︑
皇
后
は
﹁
一
n
九
華
﹂
の
頭
.

り
を
着
け
た
︒
こ
れ
ら
を
參
考
に
す
れ
ば
︑
石
牌
の
器
物
は
﹁
一
n
の
再

(
䥖
)
﹂
す
な
わ
ち
一
羽
の
鳥
を
あ
ら
わ
し
た
頭
.
り
で
あ
り
︑
そ
の
裝
.
の
大

き
さ
が
四
分
だ
と
理
解
で
き
る
︒
そ
れ
は
︑
金
に
白
珠
を
あ
し
ら
い
︑
カ
ワ
セ

ミ
の
羽
を
花
形
の
.
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒

26

三
分
翡
H
・
□

珠
挍
�

再

四

(M
一
：
四
七
五
︑
李
零
九
〇
︑
液
眄
釋
三
三
︑
液
眄
圖
一
〇
七
)

三
分
の
大
き
さ
の
.
り
を
も
つ
︑
翡
!
や
珠
類
を
ち
り
ば
め
た
髮
.
り
が
四

本
で
あ
る
︒

第
二
行
第
三
・
四
字
を
李
零
は
﹁
碧
窴
﹂︑
液
眄
は
﹁
n
奠
﹂
と
す
る
︒
缺

損
部
分
が
多
く
確
定
が
難
し
い
も
の
の
︑
ひ
と
ま
ず
液
眄
の
釋
讀
に
し
た
が
う
︒

そ
れ
に
よ
れ
ば
︑
翡
!
・
白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
三
分
の
大
き
さ
の
鳥
形
が
付
い

た
頭
.
り
が
四
本
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
三
分
は
Á
〇
･七
㎝
︒

27

翡
H
・
金
・
白
珠

挍
三
再
W
結

一
具
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
八
三
︑
李
零
九
三
︑
液
眄
釋
三
七
︑
液
眄
圖
一
八
七
)

翡
!
・
金
・
白
珠
を
用
い
て
三
つ
の
花
形
を
つ
け
た
髮
.
り
で
︑
そ
れ
を
收
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[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

李
零
︑
液
眄
︑
歐
佳
・
王
$
6
︹
二
〇
二
〇
︺
ら
が
解
說
し
て
い
る
と
お
り
︑

﹁
�
結
﹂
は
あ
る
い
は
﹁
�
髻
﹂
と
も
い
い
︑
貴
J
人
の
髮
.
り
を
い
う
︒

﹁
�
﹂
は
﹁
お
お
う
﹂
S
味
で
あ
る
か
ら
︑
髻
に
か
ぶ
せ
る
布
や
ネ
ッ
ト
な
ど

の
織
物
に
花
形
の
.
り
を
つ
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒

『晉
書
﹄
輿
-
志
に
﹁
貴
人
・
貴
嬪
・
夫
人
助
蠶
︑
-
純
縹
爲
上
與
下
︑
皆

深
衣
制
︒
太
6
髻
︑
七
䥖
�
髻
︑
黑
玳
瑁
︑
印
加
簪
珥
︒
九
嬪
�
公
5
・
夫
人

五
䥖
︒
世
J
三
䥖
﹂
と
あ
り
︑
晉
制
で
は
謁
�
や
助
蠶
に
際
し
て
三
夫
人
は
七

䥖
�
髻
︑
九
嬪
・
公
5
・
夫
人
は
五
䥖
︑
世
J
は
三
䥖
と
規
定
さ
れ
て
い
た
︒

﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
は
﹁
今
皇
后
謁
�
-
袿
䙱
大
衣
︑
謂
之
褘
衣
︒
公
5
三
夫

人
大
手
髻
︑
七
䥖
�
髻
︒
九
嬪
�
公
夫
人
五
䥖
︒
世
J
三
䥖
﹂
と
あ
り
宋
制
で

は
公
5
・
三
夫
人
が
七
䥖
�
髻
︑
九
嬪
・
公
夫
人
が
五
䥖
︑
世
J
が
三
䥖
と
さ

れ
︑﹃
隋
書
﹄
禮
儀
志
六
が
記
載
す
る
陳
制
は
﹁
公
5
・
三
夫
人
︑
大
手
髻
︑

七
鈿
�
髻
︒
九
嬪
�
公
夫
人
︑
五
鈿
︒
世
J
︑
三
鈿
﹂
で
宋
制
と
同
じ
だ
が
そ

れ
ぞ
れ
﹁
七
鈿
�
髻
﹂﹁
五
鈿
﹂﹁
三
鈿
﹂
と
記
し
て
い
る
︒

ま
た
﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
は
﹁
諸
«
d
-
⁝
⁝
步
搖
・
八
䥖
�
結
・
多
-

蟬
・
�
中
・
欋
白
︑
印
諸
織
成
衣
Å
・
錦
帳
・
純
金
銀
器
・
雲
母
從
廣
一
寸
以

上
物
者
︑
皆
爲
禁
物
﹂
と
あ
っ
て
d
-
に
お
い
て
﹁
八
䥖
�
結
﹂
は
禁
物
と
さ

れ
︑
高
官
で
も
着
用
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
︒
ま
た
﹁
第
三
品
以
下
︑

加
不
得
-
三
䥖
以
上
�
結
・
n
叉
・
假
眞
珠
翡
!
校
.
纓
佩
・
雜
采
衣
・
杯
�

綺
・
齊
繡
黼
・
𨮹
離
・
袿
袍
﹂
と
第
三
品
以
下
は
﹁
三
䥖
以
上
�
結
﹂
が
禁
じ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
多
く
の
﹁
䥖
﹂
を
も
つ
﹁
�
結
﹂
は
特
定
の
階
t
の
み
に

許
さ
れ
た
裝
束
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒

28

翡
H
・
金
珠
縷
・
白

珠
挍
五
再
W
結

一
具
︑
蝦
段
自
副

(M
一
：
三
二
七
︑
液
眄
釋
三
五
︑
液
眄
圖
二
〇
四
)

29

〼
H
・
金
珠
縷
・
白

〼
挍
七
再
W
結

〼
︑
蝦
段
自
副

(M
一
：
二
二
四
︑
液
眄
釋
三
六
︑
液
眄
圖
二
七
〇
)

翡
!
・
金
珠
・
金
鏤
・
白
珠
を
用
い
て
五
つ
な
い
し
七
つ
の
花
形
を
つ
け
た

髮
.
り
で
あ
る
︒
こ
れ
に
と
も
な
う
﹁
蝦
段
﹂
は
不
詳
︒

30

同
心
大
再
一
︑

金
珠
縷
挍

(M
一
：
四
四
七
︑
液
眄
釋
三
八
︑
液
眄
圖
一
一
二
)

｢同
心
大
再
﹂
が
一
つ
で
︑
金
粒
金
糸
の
裝
.
が
施
さ
れ
て
い
る
︒

液
眄
に
よ
れ
ば
﹁
同
心
﹂
と
は
﹁
同
心
結
﹂
の
こ
と
で
︑
錦
帶
を
連
�
狀
に

%
ん
だ
.
り
結
び
を
指
し
︑
堅
い
愛
Æ
を
象
¼
す
る
の
だ
と
い
う
︒
そ
し
て
︑

石
牌
の
器
物
は
こ
う
し
た
﹁
同
心
結
﹂
式
の
や
や
大
き
な
﹁
䥖
﹂
で
︑
金
珠
縷

で
裝
.
さ
れ
た
も
の
と
解
釋
し
て
い
る
︒

『初
學
記
﹄
º
宮
部
・
太
子
妃
に
引
く
﹃
東
宮
故
事
﹄
に
﹁
太
子
[
妃
︑
M

同
心
雀
鈿
一
具
﹂
と
あ
り
︑
器
物
部
・
Ç
に
引
く
﹃
東
宮
舊
事
﹄
に
﹁
[
妃
︑

同
心
Ç
三
十
︑
單
竹
Ç
二
十
﹂
と
あ
る
こ
と
は
︑﹁
同
心
﹂
~
樣
が
婚
禮
に
と

も
な
う
³
具
類
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
︒
そ
の
具
體
�
な
形
狀
が
�

世
以
影
の
﹁
同
心
結
﹂
と
同
じ
か
ど
う
か
は
檢
證
が
難
し
い
も
の
の
︑
一
種
の

嫁
入
り
³
具
と
し
て
﹁
同
心
﹂
の
髮
.
り
が
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
︒
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31

重
華
再
三
︑

金
碧
窴
挍

(M
一
：
三
一
一
︑
李
零
三
五
︑
液
眄
釋
四
〇
︑
液
眄
圖
九
八
)

重
瓣
形
の
花
.
り
が
三
つ
で
︑
こ
れ
ら
に
靑
綠
色
の
石
を
象
嵌
し
た
金
の
裝

.
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
重
華
﹂
は
重
瓣
の
花
を
い
い
︑﹁
金
碧
窴
挍
﹂
は
黃
金

に
綠
松
石

(
T
u
rq
u
o
ise
)
を
象
嵌
し
た
も
の
と
す
る
︒

｢碧
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
漢
書
﹄
司
馬
相
如
傳
・
子
虛
賦
﹁
錫
碧
金
銀
﹂
の
顏

師
古
�
に
﹁
碧
︑
謂
玉
之
靑
白
色
者
也
﹂
と
あ
る
︒﹁
窴
﹂
は
﹁
塡
﹂
に
b
じ
︑

ふ
さ
ぐ
︑
う
ず
め
る
S
︒

32

�
撮
華
一
︑
金
・

白
珠
挍

(M
一
：
二
五
七
︑
李
零
一
〇
二
︑
液
眄
釋
四
一
︑
液
眄
圖
一
〇
五
)

髻
を
お
お
う
華
.
り
が
一
點
で
︑
金
・
白
珠
の
裝
.
が
施
さ
れ
て
い
る
︒

李
零
は
﹁
撮
華
﹂
を
﹁
攢
華
﹂
に
b
ず
る
と
し
︑
花
を
集
め
た
.
り
と
理
解

す
る
︒
液
眄
は
﹁
�
﹂
は
﹁
�
蓋
﹂
の
S
︑﹁
撮
﹂
は
﹁
聚
﹂
の
S
で
あ
り
︑

花
を
集
め
た
/
形
の
頭
.
り
で
あ
る
と
說
�
し
て
い
る
︒

し
か
し
﹃
毛
詩
﹄
小
�
・
魚
藻
之
什
・
都
人
士
﹁
彼
都
人
士
︑
臺
笠
緇
撮
﹂

の
毛
傳
に
﹁
緇
撮
︑
緇
布
冠
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
撮
﹂
は
髻
を
お
お
う
小
冠

を
S
味
し
た
︒
あ
る
い
は
﹃
集
韻
﹄
に
﹁
撮
︑
會
撮
︑
頭
椎
也
﹂
と
い
う
よ
う

に
髻
を
﹁
撮
﹂
と
稱
し
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
石
牌
の
﹁
�
撮
華
一
︑
金
・
白
珠

挍
﹂
と
は
︑
髻
を
お
お
う
華
.
り
で
あ
り
︑
金
・
白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
と

解
釋
す
る
の
が
�
當
で
あ
る
︒

33

六
寸
瑇
瑁
叉
□

袠
︑
丹
縑
袠
自
副

(M
一
：
五
三
︑
李
零
九
四
︑
液
眄
釋
四
三
︑
液
眄
圖
一
四
七
)

六
寸
の
長
さ
の
瑇
瑁

(玳
瑁
)
の
か
ん
ざ
し
で
︑
こ
れ
に
赤
い
絹
製
の
袋
が

と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
が
指
摘
す
る
と
お
り
︑﹁
瑇
瑁
﹂
は
﹁
玳
瑁
﹂
に
同
じ
で
︑
ウ

ミ
ガ
メ
の
一
種
を
い
い
︑
ま
た
そ
の
甲
羅
を
い
う
︒﹁
瑇
瑁
﹂
の
か
ん
ざ
し
に

つ
い
て
︑﹃
c
記
﹄
春
申
君
列
傳
に
﹁
爲
瑇
瑁
簪
︑
刀
劍
室
以
珠
玉
.
之
﹂︑
ま

た
﹃
漢
書
﹄
東
方
朔
傳
の
﹁
宮
人
簪
瑇
瑁
︑
垂
珠
璣
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
顏
師
古

�
に
﹁
瑇
瑁
︑
�
甲
也
⁝
⁝
瑇
>
代
︑
瑁
>
昧
﹂
と
あ
る
︒﹃
後
漢
書
﹄
賈
琮

列
傳
に
﹁
舊
Ó
阯
土
多
珍
產
︑
�
璣
・
!
羽
・
犀
・
象
・
瑇
瑁
・
衣
香
・
美
木

之
屬
︑
莫
不
自
出
﹂
と
あ
り
︑﹃
三
國
志
﹄
吳
書
・
士
燮
傳
に
﹁
�
珠
・
大

貝
・
液
離
・
翡
!
・
瑇
瑁
・
犀
・
象
之
珍
︑
奇
物
衣
果
︑
蕉
・
�
・
龍
眼
之
屬
︑

無
歲
不
至
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
瑇
瑁
の
多
く
は
南
海
產
と
考
え
ら
れ
る
︒
た
だ

し
︑
晉
の
袁
宏
﹃
後
漢
紀
﹄
孝
安
皇
(
紀
に
﹁
�
桓
(
円
初
中
︑
(大
秦
)
王
安

都
Ô
K
者
奉
獻
象
牙
・
犀
角
・
瑇
瑁
︑
始
一
b
焉
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
後
漢
代

に
は
地
中
海
產
の
瑇
瑁
が
獻
上
さ
れ
た
記
錄
も
あ
る
︒

｢叉
﹂
は
﹁
釵
﹂
の
省
字
で
︑
か
ん
ざ
し
の
こ
と
︒﹃
說
�
﹄
怨
附
に
﹁
釵
︑

笄
屬
﹂
と
あ
り
︑﹃
釋
名
﹄
釋
首
.
に
﹁
釵
︑
叉
也
︑
象
叉
之
形
︑
因
名
之
也
﹂

(畢
沅
の
補
に
よ
る
)
と
あ
る
よ
う
に
﹁
釵
﹂
は
﹁
叉
﹂
の
S
で
︑
二
叉
の
形
狀

を
か
た
ど
っ
た
も
の
だ
と
い
う
︹
林
一
九
七
六
：
八
四
～
八
五
頁
︺
︒

｢
袠
﹂
は
﹁
帙
﹂
に
同
じ
︒
こ
こ
で
は
小
袋
を
S
味
す
る
︒﹃
禮
記
﹄
內
則

﹁
J
事
舅
姑
︑
如
事
父
母
⁝
⁝
右
佩
箴
・
管
・
線
・
纊
施
縏
袠
︑
大
觿
︑
木
燧
﹂

と
あ
り
︑
そ
の
�
玄
�
に
﹁
縏
︑
小
囊
也
︒
縏
袠
言
施
︒
�
爲
箴
・
管
・
線
・

纊
M
之
﹂
と
い
う
︒
石
牌
で
は
二
行
目
の
第
一
字
と
第
四
字
の
兩
方
に
﹁
袠
﹂

字
が
あ
ら
わ
れ
る
︒
一
行
目
の
第
六
字
を
缺
損
す
る
た
め
�
確
に
は
し
え
な
い
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も
の
の
︑
か
ん
ざ
し
に
二
種
類
の
袋
が
と
も
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

34

三
點
七
□

角
叉
□
□

(M
一
：
一
七
一
︑
液
眄
釋
四
四
︑
液
眄
圖
九
二
)

液
眄
は
本
石
牌
を
﹁
三
點
七
﹇
寸
﹈
角
叉

(釵
)
﹇
一
袠
﹈﹂
と
復
元
・
釋
讀

し
︑
三
叉
の
頭
.
り
で
あ
る
﹁
三
點
釵
﹂
に
つ
い
て
営
べ
た
も
の
と
 
斷
す
る
︒

c
料
上
で
は
︑﹃
太
6
御
覽
﹄
-
用
部
に
引
く
﹃
江
表
傳
﹄
に
﹁
魏
�
(
Ô
K

於
吳
︑
求
玳
瑁
三
點
釵
﹂
の
記
載
が
あ
り
︑
そ
れ
に
對
應
す
る
可
能
性
が
あ
る

器
物
と
し
て
︑
兩
端
が
そ
れ
ぞ
れ
三
叉
に
わ
か
れ
た
﹁
三
子
釵
﹂
が
後
漢
墓
や

魏
晉
墓
か
ら
出
土
し
て
い
る
︹
孫
一
九
九
一
：
六
二

−

七
︺
︒

35

金
爪
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
四
六
〇
︑
李
零
一
三
︑
液
眄
釋
四
六
︑
液
眄
圖
六
五
)

｢金
爪
﹂
が
一
點
で
︑
そ
れ
に
柙
を
と
も
な
う
︒

李
零
は
﹁
金
爪
﹂
を
﹁
金
瓜
﹂
と
釋
し
︑
飮
食
類
に
區
分
す
る
︒
こ
れ
に
對

し
︑
液
眄
は
﹁
金
爪
﹂
と
は
﹁
金
爪
錘
﹂
の
略
で
あ
り
︑
黃
金
製
の
﹁
爪
錘
﹂︑

つ
ま
り
髮
.
り
の
類
と
す
る
︒

『後
漢
書
﹄
董
卓
列
傳
﹁
卓
×
僭
擬
車
-
︑
乘
金
華
靑
蓋
︑
爪
畫
兩
轓
﹂
の

李
賢
�
に
﹁
金
華
︑
以
金
爲
華
.
車
也
︒
爪
者
︑
蓋
弓
頭
爲
爪
形
也
﹂
と
あ
り
︑

﹃
漢
書
﹄
王
厭
傳
﹁
厭
乃
/
華
蓋
九
重
︑
高
八
丈
一
尺
︑
金
瑵
羽
葆
﹂
の
顏
師

古
�
に
﹁
瑵
讀
曰
爪
︑
謂
蓋
弓
頭
爲
爪
形
﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
車
蓋
の
.
金

具
で
あ
る
蓋
弓
Å
に
爪
形
の
突
k
が
あ
る
こ
と
を
営
べ
た
も
の
で
あ
る
︹
趙
二

〇
一
四
︑
林
二
〇
一
八
︺
︒
た
だ
し
︑
車
馬
具
の
蓋
弓
Å
を
一
點
だ
け
柙
に
容
れ

て
副
葬
し
た
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
︑
こ
こ
で
は
金
の
爪
形
の
裝
.
品
一

點
と
理
解
し
て
お
く
︒

36

車
琚
爪
錘
一

□
〼

(M
一
：
三
六
〇
︑
李
零
七
九
︑
液
眄
釋
五
〇
︑
液
眄
圖
六
四
)

車
琚

(車
渠
)
で
つ
く
ら
れ
た
爪
錘
が
一
點
︒

李
零
・
液
眄
と
も
二
行
目
第
一
字
を
﹁
枚
﹂
と
推
測
し
︑﹁
車
琚
爪
錘
一
枚
﹂

に
復
元
す
る
︒﹁
車
琚
﹂
は
﹁
車
渠
﹂
に
同
じ
で
︑
シ
ャ
コ
ガ
イ
あ
る
い
は
玉

石
の
一
種
と
考
え
ら
れ
る
︒

李
零
は
︑
爪
錘
と
は
﹁
爪
杖
﹂﹁
搔
杖
﹂﹁
如
S
﹂
で
あ
り
︑
手
の
屆
か
な
い

と
こ
ろ
を
搔
く
た
め
の
³
具
︑
つ
ま
り
孫
の
手
だ
と
い
う
︒﹁
爪
﹂
は
﹁
搔
﹂

に
b
じ
る
︒

こ
れ
に
對
し
︑
液
眄
は
︑
一
端
に
垂
.
を
も
つ
頭
.
と
解
釋
し
︑﹁
擿
﹂
の

別
稱
と
す
る
︒﹁
擿
﹂
は
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
太
皇
太
后
・
皇
太
后
入

�
-
⁝
⁝
簪
以
瑇
瑁
爲
擿
︑
長
一
尺
︑
端
爲
華
7
︑
上
爲
鳳
皇
n
︑
以
翡
!
爲

毛
羽
︑
下
M
白
珠
︑
垂
黃
金
鑷
︒
左
右
一
橫
簪
之
︑
以
安
蔮
結
︒
諸
簪
珥
皆
同

制
︑
其
擿
M
等
t
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な
裝
.
を
加
え
た
貴
J
人
の

簪
を
い
う
︒﹁
擿
﹂
は
﹁
摘
﹂
に
b
じ
︑﹃
釋
名
﹄
釋
首
.
に
﹁
揥
︑
摘
也
︑
�

以
摘
髮
也
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
詩
﹄
鄘
風
・
君
子
偕
老
﹁
象
之
揥
也
﹂
の
毛
傳

に
﹁
揥
︑
�
以
摘
髮
也
﹂︑
孔
穎
l
駅
に
﹁
以
象
骨
搔
首
︑
因
以
爲
.
︑
名
之

揥
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
揥
﹂
は
頭
を
搔
く
た
め
の
³
具
に
k
源
す
る
髮
.

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︹
林
一
九
七
六
：
八
五
～
八
六
頁
︺
︒

な
お
︑﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
二
に
﹁
武
(
Ú
李
夫
人
就
取
玉
簪
搔
頭
︑
自
此
後

宮
人
搔
頭
皆
用
玉
﹂
と
あ
り
︑
漢
の
武
(
が
李
夫
人
の
玉
の
簪
を
取
っ
て
頭
を

搔
い
た
こ
と
か
ら
︑
宮
人
が
こ
ぞ
っ
て
玉
の
簪

(搔
頭
)
を
用
い
る
よ
う
に

な
っ
た
と
傳
え
て
い
る
︒
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37

□
□
爪
錘

一
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
七
五
︑
液
眄
釋
四
七
︑
液
眄
圖
一
〇
〇
)

｢爪
錘
﹂
が
一
點
で
︑
そ
れ
に
柙
を
と
も
な
う
︒

液
眄
は
第
一
・
第
二
字
を
﹁
碧
窴
﹂
と
復
元
し
︑
ト
ル
コ
石
の
象
嵌
細
工
に

よ
る
﹁
爪
錘
﹂
す
な
わ
ち
髮
.
り
だ
と
考
え
る
︒

38

碧
窴
佛
人
爪
錘

一
枚
〼

(M
一
：
三
四
八
︑
液
眄
釋
四
八
︑
液
眄
圖
一
四
三
)

靑
綠
色
の
石
を
象
嵌
し
た
佛
人
の
裝
.
を
も
つ
爪
錘
が
一
枚
︒

液
眄
は
︑
ト
ル
コ
石
の
象
嵌
細
工
に
よ
っ
て
佛
宴
を
あ
ら
わ
し
た
髮
.
り
と

解
釋
す
る
︒
ま
た
二
行
目
の
第
三
～
五
字
を
﹁
柙
自
副
﹂
と
推
定
し
︑
そ
れ
に

柙
が
と
も
な
う
と
す
る
︒

｢佛
人
﹂
に
つ
い
て
は
︑
西
朱
村
の
石
牌
銘
198
に
﹁
〼
珠
縷
帳
／
〼
佛
人
一
﹂

(M
一
：
一
〇
〇
)
が
あ
る
︒
湖
北
省
武
昌
蓮
溪
寺
で
發
見
さ
れ
た
吳
の
永
安
五

年

(二
六
二
)
校
尉
彭
盧
墓
か
ら
は
金
銅
製
の
菩
�
宴
.
金
具
が
出
土
し
て
お

り
︹
湖
北
省
�
物
管
理
委
員
會
一
九
五
九
︺
︑
ま
た
二
〇
一
五
年
に
は
安
徽
省
當
涂

縣
の
﹁
天
子
墳
﹂
と
呼
ば
れ
る
吳
の
大
型
墓
か
ら
佛
宴
を
表
現
し
た
金
粒
細
工

の
蓮
瓣
形
裝
.
が
發
見
さ
れ
︹
葉
二
〇
一
六
︑
周
二
〇
二
二
︺
︑
こ
う
し
た
も
の
を

﹁
佛
人
爪
錘
﹂
と
稱
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

39

金
珠
縷
・
白
珠

挍
榼
錘
一

(M
一
：
八
二
︑
李
零
八
〇
︑
液
眄
釋
五
三
︑
液
眄
圖
一
一
三
)

金
粒
金
糸
細
工
に
白
珠
を
加
え
た
裝
.
品
で
︑
垂
.
の
類
と
考
え
ら
れ
る
︒

｢
榼
錘
﹂
の
S
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
詳
︒
液
眄
は
﹁
榼
﹂
の
本
來
の
字
義
を

﹁
鞘
﹂
と
解
釋
す
る
︒

し
か
し
︑﹁
榼
﹂
は
酒
壺
や
酒
器
の
用
例
が
多
く
︑
あ
る
い
は
垂
.
の
形
狀

を
い
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
︒
鄂
城
六
d
墓
か
ら
は
金
粒
と
金
糸
で
裝
.
し
た

W
壺
形

(M
二
一
八
六
：
一
〇
)
と
圓
壺
形

(M
二
一
一
二
：
一
〇
)
の
裝
.
品
が

出
土
し
て
い
る
︹
南
京
大
學
歷
c
系
考
古
學
專
業
ほ
か
二
〇
〇
七
︺
︒

40

雜
色
塞

(
鬄
)

五
︑

柙
自
副

(M
一
：
一
五
〇
︑
李
零
七
四
︑
液
眄
釋
五
五
︑
液
眄
圖
八
九
)

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
か
つ
ら
が
五
つ
︑
そ
れ
に
柙
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
第
三
字
﹁
塞
﹂
は
﹁
鬄
﹂
の
衣
體
字
と
す
る
︒﹁
鬄
﹂
は

か
つ
ら
の
S
︒
な
お
︑
漢
代
の
事
例
で
は
︑
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
一
號
漢
墓
か

ら
軑
侯
夫
人
の
た
め
に
副
葬
さ
れ
た
か
つ
ら
が
出
土
し
て
い
る
︒

(五
)
佩
�
・
裝
身
具

41

金
虵
瑣
一

(M
一
：
三
〇
九
︑
李
零
五
四
︑
液
眄
釋
五
六
︑
液
眄
圖
三
一
)

金
製
の
蛇
形
の
ß
が
一
連
︒

李
零
は
︑﹁
虵
﹂
は
﹁
蛇
﹂︑﹁
瑣
﹂
は
﹁
ß
﹂
に
同
じ
で
あ
る
か
ら
︑
蛇
を

あ
ら
わ
し
た
金
の
ß
と
解
釋
す
る
︒
一
方
︑
液
眄
は
﹃
說
�
﹄
玉
部
﹁
瑣
﹂
の

徐
灝
箋
﹁
蓋
以
玉
爲
小
連
�
︒
⁝
⁝
繫
人
琅
當
︑
以
鐵
爲
連
�
︑
其
形
相
似
︑

故
亦
謂
之
瑣
︑
其
後
因
易
金
旁
爲
ß
﹂
な
ど
に
も
と
づ
き
︑﹁
瑣
﹂
は
玉
を
連

結
し
た
裝
.
品
で
︑
首
.
の
類
と
解
釋
す
る
︒
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42

翡
H
・
白
珠
挍
耳
中

懸
一
具
︑
金
毦
自
副

(M
一
：
九
七
︑
李
零
九
二
︑
液
眄
釋
五
七
︑
液
眄
圖
一
七
三
)

翡
!
・
白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
耳
.
り
一
具
で
︑
毛
羽
.
り
を
施
し
た
も
の
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
耳
中
懸
﹂
は
耳
.
り
を
指
す
も
の
と
考
え
る
︒
ま
た
︑

液
眄
は
﹁
毦
﹂
を
羽
毛
や
獸
毛
を
用
い
た
裝
.
品
と
す
る
︒

｢
毦
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
後
漢
書
﹄
單
超
傳
﹁
金
銀
罽
毦
︑
施
於
犬
馬
﹂
の
李

賢
�
に
﹁
毦
︑
以
毛
羽
爲
.
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
毦
﹂
は
毛
羽
の
.
り
を
い
う
︒

ま
た
﹃
吹
景
集
﹄
印
毦
字
義
に
引
く
-
虔
﹃
b
俗
�
﹄
に
﹁
毛
.
曰
毦
︑
則
凡

絲
羽
華
草
之
下
垂
者
︑
竝
可
以
毦
名
矣
﹂
と
い
う
よ
う
に
そ
こ
か
ら
轉
じ
て
各

種
の
垂
.
を
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
︒﹁
金
毦
自
副
﹂
と
は
耳
�
の
付
屬
品
で
金

線
・
金
ß
な
ど
に
よ
り
毛
羽
.
り
を
垂
下
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
な
お
︑

﹁
耳
中
﹂
の
裝
.
に
つ
い
て
は
︑
後
漢
末
の
繁
欽
﹁
定
Æ
詩
一
首
﹂
(﹃
玉
臺
怨

詠
﹄
卷
一
)
に
﹁
何
以
致
區
區
︑
耳
中
雙
�
珠
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
も
實
際
に
は

耳
の
中
で
は
な
く
耳
た
ぶ
に
裝
着
す
る
も
の
を
い
う
︒

43

碧
窴
指
鐶
一

(M
一
：
三
三
二
︑
李
零
九
一
︑
液
眄
釋
六
一
︑
液
眄
圖
五
〇
)

靑
綠
色
の
石
を
用
い
て
裝
.
し
た
指
�
が
一
つ
︒

｢鐶
﹂
字
を
石
牌
は
金
Q
に
á
と
す
る
︒﹁
鐶
﹂
は
﹃
集
韻
﹄
卷
二
に
﹁
鐶
︑

金
�
也
﹂
と
あ
り
︑
金
屬
製
の
�
の
こ
と
で
︑
耳
�
・
指
�
な
ど
を
い
う
︒

｢碧
窴
指
鐶
﹂
を
液
眄
は
金
屬
な
い
し
寶
石
製
の
指
�
と
す
る
︒
旣
営
の
よ

う
に
李
零
・
液
眄
と
も
に
﹁
碧
窴
﹂
は
綠
松
石
を
象
嵌
す
る
技
法
と
推
定
す
る
︒

綠
松
石
に
限
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
�
だ
が
︑﹁
碧
﹂
は
靑
綠
色
の
石
を
い

う
︒﹃
說
�
﹄
石
部
に
﹁
碧
︑
石
之
靑
美
者
︑
从
王
石
白
聲
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑

班
固
﹁
兩
都
賦
﹂
(﹃
後
漢
書
﹄
班
固
傳
︑﹃
�
�
﹄
卷
一
)
の
﹁
珊
瑚
碧
樹
︑
周
阿

而
生
﹂
の
高
誘
�
に
﹁
碧
︑
靑
石
也
﹂
と
あ
る
︒

｢指
鐶
﹂
は
指
�
の
こ
と
︒﹃
晉
書
﹄
四
夷
・
西
戎
・
大
宛
國
傳
に
﹁
其
俗
︑

娶
J
先
以
金
同
心
指
鐶
爲
娉
﹂
と
あ
り
西
域
の
大
宛
で
は
妻
を
â
え
る
に
あ
た

り
金
の
﹁
同
心
指
鐶
﹂
を
贈
る
風
ä
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

44

□
瑑
鐶
一
︑

柙
自
副

(M
一
：
一
八
一
︑
液
眄
釋
六
二
︑
液
眄
圖
六
八
)

©
彫
~
樣
の
あ
る
�
が
一
點
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
を
と
も
な
う
︒

第
一
字
は
缺
損
に
よ
り
不
詳
︑
第
二
字
は
殘
劃
に
よ
り
﹁
瑑
﹂
と
さ
れ
る
︒

﹁
鐶
﹂
字
を
石
牌
は
金
Q
に
á
と
す
る
︒

｢
瑑
﹂
に
つ
い
て
︑
液
眄
は
玉
器
上
に
彫
刻
さ
れ
た
凹
凸
の
あ
る
~
樣
あ
る

い
は
�
字
で
あ
り
︑
石
牌
が
記
す
器
物
は
彫
刻
~
樣
を
も
つ
玉
�
と
解
釋
す
る
︒

﹃
說
�
﹄
玉
部
に
﹁
瑑
︑
圭
璧
上
k
兆
瑑
也
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
漢
書
﹄
董
仲

舒
傳
﹁
良
玉
不
瑑
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
瑑
︑
謂
彫
刻
爲
�
也
﹂
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
︒
第
一
字
を
缺
く
た
め
玉
器
に
限
定
で
き
る
か
ど
う
か
は
な
お
檢
討

の
餘
地
が
あ
る
も
の
の
︑
©
彫
~
樣
の
あ
る
玉
製
あ
る
い
は
金
屬
製
の
�
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

45

珊
瑚
人
︑
車
渠

跳
脫
纓
一
具

(M
一
：
四
七
一
︑
李
零
九
九
︑
液
眄
釋
六
〇
︑
液
眄
圖
一
二
七
)

珊
瑚
の
人
形
と
車
渠
の
腕
輪
を
組
み
あ
わ
せ
た
裝
身
具
で
あ
る
︒

李
零
は
︑﹁
珊
瑚
人
﹂
は
小
人
の
彫
刻
︑﹁
車
渠
﹂
は
﹁
車
琚
﹂
に
同
じ
で
︑

﹁
跳
脫
﹂
は
珠
を
つ
な
い
だ
手
鐲

(
腕
輪
)
︑﹁
纓
﹂
は
そ
の
紐
と
理
解
し
︑
そ
の

�
體
を
珊
瑚
の
人
形
と
車
渠
の
珠
を
紐
で
つ
な
い
だ
裝
.
品
と
み
る
︒
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液
眄
も
﹁
跳
脫
﹂
に
つ
い
て
は
�
・
ç
k
元
﹃
客
座
贅
語
﹄
女
御
の
用
例
な

ど
を
引
い
て
車
渠
製
の
手
鐲
と
す
る
︒
一
方
︑﹁
纓
﹂
は
も
の
を
つ
な
ぐ
た
め

の
繩
索
で
あ
り
︑
手
鐲
の
螺
旋
狀
の
形
狀
を
表
し
た
も
の
と
み
る
︒

繁
欽
﹁
定
Æ
詩
一
首
﹂
(﹃
玉
臺
怨
詠
﹄
卷
一
)
に
﹁
何
以
致
契
闊
︑
繞
腕
雙
跳

脫
︒
何
以
結
恩
Æ
︑
佩
玉
綴
羅
纓
﹂
と
あ
り
︑
後
漢
末
に
腕
輪
を
﹁
跳
脫
﹂
と

呼
び
︑
佩
玉
な
ど
を
綴
る
紐
を
﹁
纓
﹂
と
稱
し
て
い
た
こ
と
が
確
 
で
き
る
︒

漢
代
に
は
腕
に
小
珠
類
を
.
る
﹁
係
臂
﹂
︹
林
一
九
七
六
：
九
四
～
九
五
頁
︺
が

あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
お
り
︑
小
珠
類
を
﹁
纓
﹂
で
つ
な
い
だ
連
珠
狀
の
腕

輪
と
解
釋
す
る
の
が
�
當
で
あ
ろ
う
︒

｢車
渠
﹂
は
﹁
硨
磲
﹂
に
同
じ
で
︑
腕
輪
に
用
い
る
小
珠
の
材
質
を
営
べ
た

も
の
で
あ
る
︒
一
般
に
﹁
車
渠
﹂﹁
硨
磲
﹂
は
貝
の
名
と
さ
れ
︑
シ
ャ
コ
ガ
イ

の
こ
と
を
い
う
︒
た
だ
し
︑﹃
廣
�
﹄
釋
地
に
﹁
蜀
石
・
碝
・
玟
・
硨
磲
・
碼

碯
⁝
⁝
石
之
ì
玉
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
玉
に
ì
ぐ
石
と
 
識
さ
れ
て
い
た
︒
魏

�
(
﹁
椀
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
寶
玉
部
)
の
序
で
も
﹁
車
渠
︑
玉
屬
也
︒
多
纎
理

縟
�
︑
生
于
西
國
︑
其
俗
寶
之
﹂
と
あ
る
よ
う
に
玉
に
似
た
石
と
さ
れ
︑
西
域

に
產
出
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
﹁
車
渠
跳
脫
﹂
に
つ
い

て
も
︑
玉
に
似
た
材
質
の
小
珠
を
つ
な
い
だ
も
の
と
理
解
で
き
る
︒

珊
瑚
に
つ
い
て
は
﹃
後
漢
書
﹄
西
域
傳
・
大
秦
國
に
﹁
土
多
金
銀
奇
寶
︑
M

夜
光
璧
・
�
\
珠
・
駭
鷄
犀
・
珊
瑚
・
虎
魄
・
瑛
璃
・
琅
玕
・
朱
丹
・
靑
碧
﹂

と
あ
り
︑
ま
た
﹃
三
國
志
﹄
魏
書
・
東
夷
傳
の
裴
松
之
�
�
引
﹃
魏
略
﹄
西
戎

傳
に
﹁
大
秦
多
金
・
銀
・
銅
⁝
⁝
車
渠
・
瑪
瑙
⁝
⁝
虎
珀
・
珊
瑚
﹂
と
記
さ
れ
︑

南
海
產
の
珊
瑚
の
ほ
か
に
地
中
海
產
の
珊
瑚
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
︒
ま
た
︑﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
に
﹁
後
漢
以
來
︑
天
子
之
冕
︑
E
後
旒
用
眞

白
玉
珠
︒
魏
�
(
好
J
人
之
.
︑
改
以
珊
瑚
珠
﹂
と
あ
り
︑
曹
魏
�
(
が
冕
冠

の
E
後
の
垂
.
に
珊
瑚
珠
を
用
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
︑
ま
た
そ
れ
は
も
と
も
と

J
人
の
裝
.
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

石
牌
が
記
す
の
は
︑
車
渠
の
小
珠
を
つ
な
い
だ
腕
輪
に
﹁
珊
瑚
人
﹂
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
︒
曹
1
﹁
美
女
U
﹂
(﹃
�
�
﹄
卷
二
七
)
の
﹁
攘
袖
見
素
手
︑
\

腕
Á
金
�
︒
頭
上
金
n
釵
︑
腰
佩
!
琅
玕
︒
�
珠
Ó
玉
體
︑
珊
瑚
閒
木
難
﹂
に

は
珠
を
つ
な
い
だ
瓔
珞
狀
の
.
り
に
︑
珠
・
玉
・
珊
瑚
・
木
難

(寶
石
の
一
種
)

な
ど
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
り
︑
石
牌
の
腕
輪
も
同
樣
の

趣
向
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
︒

46

璧
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
三
二
︑
李
零
九
五
︑
液
眄
釋
二
六
五
︑
液
眄
圖
五
七
)

璧
が
一
枚
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

璧
は
中
央
に
孔
を
も
つ
圓
盤
狀
の
玉
器
で
あ
る
︒

47

石
璧
三
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
一
四
︑
液
眄
釋
二
六
六
︑
液
眄
圖
六
〇
)

石
璧
が
三
枚
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

｢石
璧
﹂
は
石
製
の
璧
︒
ふ
る
く
齊
の
桓
公
が
管
仲
の
a
言
に
よ
り
多
數
の

石
璧
を
つ
く
ら
せ
て
他
國
か
ら
富
を
得
た
﹁
石
璧
謀
﹂
が
知
ら
れ
︑﹃
管
子
﹄

輕
重
丁
に
﹁
K
玉
人
刻
石
而
爲
璧
﹂﹁
天
下
諸
侯
載
黃
金
珠
玉
五
榖
�
采
布
泉
︑

輸
齊
︑
以
收
石
璧
﹂
と
い
う
︒

こ
の
石
牌
に
對
應
し
て
︑
實
際
に
西
朱
村
一
號
墓
か
ら
滑
石
製
の
璧
が
出
土

し
︑
同
樣
の
石
璧
は
曹
操
高
陵
か
ら
も
出
土
し
て
い
る

(
M
二
：
八
七
)
︒

48

車
琚
珮
□

具
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
八
〇
︑
李
零
九
六
︑
液
眄
釋
六
四
︑
液
眄
圖
九
六
)

車
琚

(車
渠
・
硨
磲
)
の
佩
.
で
あ
り
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒
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李
零
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑﹁
車
琚
﹂
は
﹁
車
渠
﹂﹁
硨
磲
﹂
に
同
じ
で
︑

シ
ャ
コ
ガ
イ
を
指
す
場
合
と
玉
石
類
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
︒
液
眄
は
こ
れ
を

﹁
車
渠
石
﹂
で
製
作
し
た
佩
.
と
解
釋
す
る
︒

49

白
珠
挍
璧
珮

一
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
二
二
︑
液
眄
釋
六
六
︑
液
眄
圖
一
一
〇
)

白
珠
を
璧
に
加
え
た
佩
.
で
あ
り
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

液
眄
は
﹁
白
珠
挍
璧
﹂
を
璧
の
四
周
に
白
珠
を
.
っ
た
も
の
と
解
釋
す
る
︒

50

白
珠
挍
□

玉
珮
一
具

(M
一
：
二
六
一
︑
液
眄
釋
六
七
︑
液
眄
圖
七
七
)

白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
玉
佩
が
一
具
︒

『三
國
志
﹄
魏
書
・
王
粲
傳
の
裴
松
之
�
は
摯
|
﹃
決
疑

�
﹄
を
引
い
て

﹁
漢
末
喪
亂
︑
絕
無
玉
珮
︒
魏
侍
中
王
粲
識
舊
珮
︑
始
復
作
之
︒
今
之
玉
珮
︑

«
法
於
粲
也
﹂
と
営
べ
て
お
り
︑
後
漢
末
の
動
亂
に
よ
り
玉
珮
の
傳
瓜
が
²
絕

え
て
し
ま
っ
た
が
︑
曹
魏
の
王
粲
が
知
識
に
も
と
づ
き
再
現
し
た
制
度
を
晉
が

繼
承
し
た
と
い
う
︒

(六
)
手
巾

51

白
越
手
巾
一

(M
一
：
二
二
九
︑
李
零
五
二
︑
液
眄
釋
八
六
︑
液
眄
圖
四
三
)

白
い
綾
織
物
の
手
ぬ
ぐ
い
が
一
枚
︒

李
零
に
よ
れ
ば
︑﹁
白
﹂
は
白
色
︑﹁
越
﹂
は
﹁
越
地
﹂
あ
る
い
は
﹁
越
諾
﹂

(西
域
ペ
ル
シ
ア
の
織
物
)
を
指
す
と
い
う
︒
こ
れ
に
對
し
︑
液
眄
は
﹁
越
﹂
は

中
國
南
方
の
地
名
で
あ
り
︑
越
州
產
の
木
綿
布
で
製
作
し
た
手
ぬ
ぐ
い
︑
す
な

わ
ち
﹁
越
巾
﹂
と
す
る
︒﹃
北
堂
書
鈔
﹄
-
.
部
三
・
手
巾
條
に
﹁
越
巾
﹂
が

あ
り
︑
�
に
秦
嘉
﹁
與
J
徐
淑
書
﹂
を
引
い
て
﹁
今
奉
越
州
手
巾
二
枚
﹂
と
記

し
て
い
る
︒

｢越
﹂
に
つ
い
て
は
︑
曹
操
高
陵
の
石
牌
M
二
：
三
六
二
に
﹁
䋐
手
巾
一
﹂

が
あ
る
の
が
�
S
さ
れ
る
︒﹁
䋐
﹂
は
﹃
說
�
﹄
糸
部
に
﹁
䋐
︑
采
頴
也
﹂
と

あ
り
︑
綾
織
物
を
い
う
︒﹁
巾
﹂
は
﹃
說
�
﹄
巾
部
に
﹁
巾
︑
佩
巾
也
﹂
と
あ

る
よ
う
に
︑
腰
に
ぶ
ら
さ
げ
て
お
く
手
ぬ
ぐ
い
を
い
う
︒﹁
手
巾
﹂
は
︑﹁
巾
﹂

の
原
義
の
と
お
り
︑
手
ぬ
ぐ
い
の
類
を
い
う
︒
つ
ま
り
︑
本
石
牌
﹁
白
越
手
巾

一
﹂
は
﹁
白
䋐
手
巾
一
﹂
す
な
わ
ち
︑
白
い
綾
織
物
の
手
ぬ
ぐ
い
一
枚
︑
と
解

釋
す
る
の
が
�
當
で
あ
ろ
う
︒

52

金
珠
縷
挍
手

巾
頭
鍾
一

(M
一
：
一
二
九
︑
李
零
五
三
︑
液
眄
釋
八
七
︑
液
眄
圖
一
一
四
)

金
珠
・
金
糸
を
あ
し
ら
っ
た
﹁
手
巾
頭
鍾
﹂
が
一
點
︒

｢手
巾
頭
鍾
﹂
の
S
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
詳
︒
液
眄
は
﹁
頭
鍾
﹂
は
手
巾
に

附
屬
す
る
裝
.
と
推
定
す
る
︒

あ
る
い
は
︑
金
珠
・
金
糸
を
あ
し
ら
っ
た
鍾

(鐘
)
狀
の
裝
.
品
で
︑
そ
の

頭
頂
部
の
鈕
に
手
ぬ
ぐ
い
を
結
び
つ
け
て
吊
り
手
と
し
た
も
の
か
︒
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二
︑
什
器

(一
)
机
・
坐
具
・
帳

53

廣
二
尺
長
一
丈
靑

地
落
星
錦
緣
薦

二
︑
墨
漆
畫
机
二

(M
一
：
六
九
︑
李
零
五
八
︑
液
眄
釋
九
七
︑
液
眄
圖
二
〇
五
)

周
緣
を
靑
地
の
落
星
錦
で
緣
ど
り
し
た
ご
ざ
二
枚
︑
黑
漆
畫
の
机
が
二
點
︒

石
牌
は
右
端
を
缺
損
し
︑
一
行
目
の
�
字
が
不
�
瞭
で
あ
る
も
の
の
︑
李

零
・
液
眄
と
も
﹁
廣
二
尺
︑
長
一
丈
靑
﹂
と
復
元
す
る
︒

｢薦
﹂
は
ご
ざ
︑
こ
も
︒﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
に
﹁
薦
︑
�
以
自
薦
藉
也
﹂
と
あ

る
︒
ま
た
︑﹃
楚
辭
﹄
九
歎
・
ð
紛
﹁
薜
荔
.
而
陸
離
薦
兮
﹂
の
�
に
﹁
薦
︑

臥
席
也
﹂
と
あ
り
︑
薦
は
寢
る
た
め
の
席
だ
と
い
う
︒

｢薦
﹂
の
周
圍
を
緣
ど
り
し
て
い
た
と
い
う
﹁
落
星
錦
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零

は
﹁
落
星
﹂
は
あ
る
い
は
﹁
絡
星
﹂
の
こ
と
で
︑
星
を
象
¼
す
る
圓
圈
を
つ
な

い
だ
~
樣
と
推
定
し
た
︒
液
眄
は
︑
漢
鏡
の
鏡
背
~
樣
な
ど
に
み
る
小
圓
圈
で

星
を
表
現
し
た
~
樣
が
﹁
落
星
﹂
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
︒

『
c
記
﹄
天
官
書
﹁
星
ñ
至
地
︑
則
石
也
﹂
の
﹃
正
義
﹄
に
﹁
春
秋
云
︑
星

隕
如
雨
︑
是
也
︒
今
吳
郡
西
�
見
M
落
星
石
︑
其
石
天
下
多
M
也
﹂
と
あ
る
よ

う
に
︑﹁
落
星
﹂
と
は
星
が
影
っ
て
く
る
さ
ま
を
い
い
︑
そ
の
落
ち
て
き
た
隕

石
を
﹁
落
星
石
﹂
と
稱
し
た
︒
そ
う
す
る
と
︑
E
漢
の
星
雲
~
鏡
の
鏡
背
~
樣

に
あ
る
よ
う
な
︑
雲
氣
を
引
く
圓
圈
~

(珠
~
)
が
﹁
落
星
﹂
の
表
現
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

『河
朔
訪
古
記
﹄
卷
下
に
﹁
漢
劉
ò
墓
︒
在
洛
陽
上
東
門
外
︒
墓
南
二
碑
︑

漢
隸
︑
蔡
邕
�
書
︒
碑
首
題
曰
︑
漢
太
尉
車
騎
將
軍
特
a
逯
鄕
侯
劉
公
碑
︒
其

一
碑
︑
門
生
殷
õ
等
�
立
︒
碑
隂
刻
︑
贈
物
綠
含
玉
・
落
星
錦
之
類
﹂
と
あ
り
︑

漢
劉
ò
墓
碑
の
碑
陰
に
﹁
落
星
錦
﹂
の
記
載
が
あ
っ
た
と
い
う
︒

甘
肅
省
武
威
�
嘴
子
漢
墓
︹
甘
肅
省
�
物
館
一
九
七
二
︺
な
ど
で
は
墓
室
內
の

柩
E
方
に
蓆
と
机
を
置
き
︑
死
者
の
た
め
の
祭
祀
を
お
こ
な
っ
た
形
跡
が
あ
り
︑

同
樣
の
例
は
魏
晉
墓
に
も
多
く
み
と
め
ら
れ
る
︒

54

□
□
□
□
□
〼

靑
地
落
星
錦
〼

二
︑
墨
漆
畫
〼

(M
一
：
一
五
一
︑
液
眄
釋
九
九
︑
液
眄
圖
一
九
九
)

石
牌
は
右
側
と
下
部
を
缺
損
す
る
︒
液
眄
は
他
の
石
牌
銘
�
と
の
比
'
に
よ

り
一
行
目
を
﹁
廣
二
尺
長
一
丈
﹂︑
二
行
目
第
六
・
第
七
字
を
﹁
緣
薦
﹂︑
三
行

目
第
五
・
第
六
字
を
﹁
机
二
﹂
と
復
元
し
︑
�
體
は
先
の
石
牌
と
同
じ
く
﹁
廣

二
尺
︑
長
一
丈
靑
地
落
星
錦
緣
薦
二
︑
墨
漆
畫
机
二
﹂
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て

い
る
︒

55

□
□
□
□
□
□

靑
地
落
星
錦
薦

一
枚
︑
墨
漆
畫
机
一

(M
一
：
一
九
五
︑
液
眄
釋
九
八
︑
液
眄
圖
二
〇
七
)

石
牌
は
右
側
を
缺
損
す
る
︒
液
眄
は
他
の
石
牌
銘
�
を
も
と
に
一
行
目
を

﹁
廣
二
尺
長
一
丈
﹂
と
復
元
し
︑
二
行
目
第
一
字
を
﹁
靑
﹂
と
推
定
す
る
︒
一

行
目
に
つ
い
て
は
釋
讀
の
手
が
か
り
を
缺
く
も
の
の
︑
二
行
目
以
影
に
よ
る
限

り
︑
靑
地
の
落
星
錦
で
緣
ど
り
し
た
ご
ざ
一
枚
と
墨
漆
畫
の
机
一
點
と
の
組
み

あ
わ
せ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒
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56

□
□
尺
長
一
丈

□
上
複
席
一
枚
︑

靑
地
落
星
錦
緣

(M
一
：
一
八
六
︑
李
零
五
七
︑
液
眄
釋
一
〇
〇
︑
液
眄
圖
一
九
一
)

靑
地
の
落
星
錦
で
緣
ど
り
し
た
長
一
丈
の
複
席
一
枚
︒

石
牌
は
上
部
を
缺
損
す
る
︒
李
零
・
液
眄
と
も
一
行
目
の
第
一
・
第
二
字
を

﹁
廣
二
﹂
と
推
定
す
る
︒
ま
た
︑
二
行
目
の
第
一
・
第
二
字
を
李
零
が
﹁
M
二
﹂

と
復
元
す
る
の
に
對
し
︑
液
眄
は
﹁
薦
上
﹂
と
推
定
す
る
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
複
席
﹂
は
む
し
ろ
を
二
層
に
か
さ
ね
た
も
の
と
す
る
︒

﹃
禮
記
﹄
禮
器
に
﹁
天
子
之
席
五
重
︑
諸
侯
之
席
三
重
︑
大
夫
再
重
﹂
と
あ
る

よ
う
に
︑
席
の
層
數
は
÷
卑
に
對
應
す
る
︒
た
だ
︑﹃
禮
記
﹄
の
記
載
が
數
枚

の
席
を
か
さ
ね
て
ø
く
S
味
で
あ
る
の
に
對
し
︑
石
牌
は
﹁
複
席
一
枚
﹂
で
あ

る
か
ら
二
枚
あ
わ
せ
て
一
枚
と
し
た
ø
き
も
の
を
い
う
の
だ
ろ
う
︒

『
說
�
﹄
巾
部
に
﹁
席
︑
籍
也
︒
禮
︑
天
子
諸
侯
席
︑
M
黼
繡
純
.
﹂
と
あ

り
︑﹁
席
﹂
は
ø
く
も
の
で
あ
り
︑
天
子
や
諸
侯
の
席
に
は
刺
繡
の
緣
.
り
が

あ
っ
た
と
い
う
︒
ま
た
﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
に
﹁
席
︑
釋
也
︑
可
卷
可
釋
也
﹂
と

あ
り
︑﹁
席
﹂
は
﹁
釋
﹂
の
こ
と
で
︑
卷
く
こ
と
も
ø
く
こ
と
も
で
き
る
と
営

べ
て
い
る
︒﹃
周
禮
﹄
春
官
・
司
几
筵
﹁
設
莞
筵
紛
純
︑
加
繅
席
畫
純
﹂
の
駅

に
﹁
凡
ø
席
之
法
︑
初
在
地
者
一
重
卽
謂
之
筵
︑
重
在
上
者
卽
謂
之
席
︑
已
下

皆
然
﹂
と
あ
り
︑
地
面
に
直
接
ø
く
も
の
を
筵
と
い
い
︑
そ
の
上
に
か
さ
ね
て

ø
く
も
の
を
席
と
い
う
と
說
�
し
て
い
る
︒

｢席
﹂
と
そ
の
靑
色
の
緣
.
り
に
つ
い
て
は
︑
湖
南
省
長
沙
馬
王
堆
一
號
漢

墓
の
Ô
策

(
鯵
二
八
八
)
に
﹁
莞
席
二
其
一
靑
掾

(
緣
)
一
錦
掾

(
緣
)
﹂
が
あ

り
︑﹁
フ
ト
イ
の
ご
ざ
が
二
點
︒
う
ち
一
點
は
靑
の
幅
廣
い
緣
.
り
を
つ
け
︑

一
點
は
錦
の
幅
廣
い
緣
.
り
を
つ
け
る
﹂
と
解
說
し
て
い
る
︒
ま
た
Ô
策

(
鯵

二
九
〇
)
に
は
﹁
坐
莞
席
三
錦
掾

(
緣
)
・
二
靑
掾

(
緣
)
﹂
と
あ
り
︑
や
は
り

﹁
フ
ト
イ
の
坐
る
た
め
の
ご
ざ
が
三
點
︒
一
點
に
は
錦
の
幅
廣
い
緣
.
り
が
つ

き
︑
二
點
に
は
靑
い
幅
廣
い
緣
.
り
が
つ
く
﹂
と
解
釋
す
る
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ

か
一
九
七
六
︺
︒
馬
王
堆
一
號
墓
か
ら
は
實
際
に
四
枚
の
﹁
草
席

(蘆
草
の
ご
ざ
)
﹂

が
出
土
し
て
お
り
︑
そ
の
う
ち
保
存
狀
態
の
よ
い
三
二
三
號
の
ご
ざ
は
周
緣
を

錦
の
き
れ
で
õ
ん
で
い
た
こ
と
が
確
 
さ
れ
て
お
り
︑
お
お
よ
そ
本
石
牌
に
い

う
錦
緣
の
席
に
對
應
す
る
︒

57

□
□
□
□
長
二

尺
二
寸
高
一
尺

墨
漆
畫
机
一
枚

(M
一
：
九
六
︑
液
眄
釋
一
〇
一
︑
液
眄
圖
一
六
九
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
︑
長
二
尺
二
寸
︑
高
一
尺
の
机
一
點
︒

石
牌
は
右
上
部
を
缺
損
す
る
︒
一
行
目
の
第
一
～
四
字
は
幅

(廣
)
に
つ
い

て
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
︑
具
體
�
な
數
値
は
不
�
︒
長
さ
二
尺
二

寸
は
お
お
よ
そ
五
二
･四
㎝
︑
高
さ
一
尺
は
二
三
･八
㎝
で
あ
る
︒

58

墨
漆
再

重
机
一

(M
一
：
四
八
〇
︑
液
眄
釋
一
〇
二
︑
液
眄
圖
七
〇
)

黑
漆
塗
の
再
重
机
が
一
點
︒

｢再
重
机
﹂
を
液
眄
は
二
段
に
か
さ
ね
た
机
と
解
釋
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹃
北

堂
書
鈔
﹄
-
.
部
二
﹁
漆
畫
重
几
﹂
に
曹
操
﹁
上
雜
物
駅
﹂
を
引
い
て
﹁
御
物

三
十
種
︑
M
上
車
漆
畫
重
几
大
小
各
一
枚
﹂
と
記
し
て
お
り
︑
液
眄
は
こ
れ
が

石
牌
の
﹁
墨
漆
再
重
机
﹂
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒

西
朱
村
一
號
墓
出
土
の
石
牌
銘
�
に
は
﹁
再
重
机
﹂﹁
三
重
机
﹂
が
あ
る
︒

こ
れ
ら
は
﹃
禮
記
﹄
禮
器
に
い
う
﹁
禮
M
以
多
爲
貴
者
﹂
の
一
例
と
考
え
ら
れ
︑
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机
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
も
の
の
︑﹁
天
子
之
席
五
重
︑
諸
侯
之
席
三
重
︑

大
夫
再
重
﹂
と
あ
り
︑
石
牌
に
い
う
﹁
再
重
机
﹂﹁
三
重
机
﹂
も
こ
う
し
た
席

の
用
法
に
對
應
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︒

59

□
□
□
□
□
尺

高
一
尺
墨
漆
畫

再
重
机
一
枚

(M
一
：
四
七
四
︑
液
眄
釋
一
〇
三
︑
液
眄
圖
一
三
七
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
あ
ら
わ
し
た
︑
高
さ
一
尺
の
再
重
机
一
點
︒

石
牌
は
右
端
を
缺
損
し
︑
一
行
目
は
 
讀
不
能
だ
が
︑
そ
の
末
字
は
﹁
尺
﹂

の
殘
劃
の
よ
う
で
あ
り
︑
幅
と
長
さ
を
記
載
し
た
も
の
だ
ろ
う
︒

60

□
□
尺
長
六

尺
五
寸
墨
漆

畫
三
重
机
二

(M
一
：
一
三
八
︑
液
眄
釋
一
〇
四
︑
液
眄
圖
一
七
二
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
あ
ら
わ
し
た
︑
長
さ
六
尺
五
寸
の
三
重
机
二
點
︒

石
牌
は
右
上
を
缺
損
す
る
︒
液
眄
は
一
行
目
を
﹁
高
一
尺
︑
長
六
﹂
と
復
元

す
る
も
の
の
︑
第
一
・
第
二
字
は
字
劃
が
殘
存
せ
ず
︑
石
牌
の
記
載
方
式
か
ら

い
え
ば
冒
頭
に
高
さ
で
は
な
く
廣
さ

(幅
)
を
記
し
た
可
能
性
が
高
い
︒

｢三
重
机
﹂
は
三
段
に
か
さ
ね
た
机
の
こ
と
で
あ
り
︑
先
の
﹃
禮
記
﹄
禮
器

に
い
う
﹁
諸
侯
之
席
三
重
﹂
が
机
の
層
數
と
對
應
す
る
の
で
あ
れ
ば
︑
諸
侯
ク

ラ
ス
に
許
さ
れ
た
も
の
と
解
釋
で
き
よ
う
︒

61

墨
漆
畫
辟
方
七

寸
机
一
︑
高
五
寸

(M
一
：
二
八
九
︑
李
零
五
九
︑
液
眄
釋
一
〇
五
︑
液
眄
圖
一
五
七
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
机
が
一
點
で
︑
そ
の
長
さ
と
幅
が
各
七
寸
︑

高
さ
は
五
寸
で
あ
る
と
い
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
辟
方
﹂
は
正
方
形
の
一
邊
の
長
さ
と
解
釋
し
て
い
る
︒

﹃
鄴
中
記
﹄
に
は
﹁
石
虎
御
牀
辟
方
三
丈
﹂
と
あ
り
︑
一
邊
が
三
丈
の
巨
大
な

御
牀
が
あ
っ
た
と
傳
え
て
い
る
︒﹃
晉
書
﹄
淳
于
智
傳
に
﹁
高
6
劉
柔
夜
臥
︑

鼠
齧
其
左
手
中
指
︑
以
問
智
︒
⁝
⁝
乃
以
朱
書
手
腕
橫
�
後
三
寸
作
田
字
︑
辟

方
一
寸
二
分
︑
K
露
手
以
臥
︒
�
旦
︑
M
大
鼠
伏
死
手
E
﹂
と
あ
り
︑
淳
于
智

が
劉
柔
の
腕
に
あ
る
橫
筋
か
ら
三
寸
ほ
ど
の
位
置
に
︑
方
一
寸
二
分
の
田
字
を

朱
書
し
た
こ
と
を
営
べ
る
︒
な
お
︑
同
內
容
を
載
せ
る
干
寶
﹃
搜
神
記
﹄
は

﹁
可
方
一
寸
二
分

(方
一
寸
二
分
ば
か
り
)
﹂
と
記
し
て
い
る
︒

天
板
の
大
き
さ
が
方
七
寸

(一
邊
一
六
･
七
㎝
)
︑
高
五
寸

(
一
一
･
九
㎝
)
で
あ

る
か
ら
︑
た
い
へ
ん
小
さ
い
机
で
あ
る
︒

62

廣
八
寸
長
□
□

高
七
寸
墨
漆

畫
單
慮
机
一
枚

(M
一
：
三
七
九
︑
液
眄
釋
一
〇
六
︑
液
眄
圖
一
七
四
)

廣
さ
八
寸
︑
高
さ
七
寸
︑
黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
單
慮
机
一
點
︒

石
牌
は
右
端
を
缺
損
し
︑
長
さ
を
記
し
た
部
分
は
讀
め
な
い
︒

｢單
慮
机
﹂
に
つ
い
て
︑
液
眄
は
几
案
の
一
種
と
し
︑﹁
單
﹂
は
﹁
憚
﹂
に
b

じ
︑﹁
憚
慮
﹂
は
勞
を
思
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒
あ
る
い
は
︑
た
だ

思
慮
に
ふ
け
る
た
め
の
机
︑
と
い
っ
た
�
度
の
S
味
か
も
し
れ
な
い
が
︑
用
例

が
な
く
確
定
し
が
た
い
︒
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63

□
地
胡
桃

錦
牀
袩
一
枚
︑

長
三
丈
二
尺

(M
一
：
二
六
〇
︑
液
眄
釋
九
一
︑
液
眄
圖
一
六
二
)

胡
桃
錦
で
つ
く
っ
た
牀
袩

(
襜
)
一
枚
︑
そ
の
長
さ
が
三
丈
二
尺
で
あ
る
︒

石
牌
は
上
部
を
缺
失
す
る
も
の
の
︑
一
行
目
第
一
字
を
除
け
ば
殘
劃
に
よ
り

 
讀
可
能
で
あ
る
︒

｢胡
桃
﹂
は
ク
ル
ミ
の
こ
と
︒
晉
の
張
華
﹃
�
物
志
﹄
卷
二
八
に
﹁
張
騫
K

西
域
á
得
大
蒜
・
安
石
榴
・
胡
桃
・
蒲
桃
﹂
と
あ
り
︑
ザ
ク
ロ
や
ブ
ド
ウ
と
と

も
に
張
騫
が
西
域
よ
り
持
ち
歸
っ
た
と
傳
え
ら
れ
る
︒﹃
後
漢
書
﹄
南
匈
奴
列

傳
に
﹁
順
(
幸
胡
桃
宮
臨
觀
之
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
後
漢
の
雒
陽
に
は
﹁
胡
桃

宮
﹂
が
あ
り
︑
ま
た
﹃
晉
宮
閣
名
﹄
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
菓
部
下
�
引
)
に
﹁
華
林
園

胡
桃
八
十
四
株
﹂
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
︑
漢
魏
晉
の
中
原
で
は
多
く
栽
培
さ
れ

て
い
た
ら
し
い
︒

｢胡
桃
錦
﹂
は
ク
ル
ミ
を
~
樣
と
し
た
錦
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
︑
そ
の
具

體
�
な
實
例
は
�
ら
か
で
な
い
︒
�
獻
上
に
は
し
ば
し
ば
﹁
蒲
桃
錦
﹂
が
み
え
︑

﹃
西
京
雜
記
﹄
に
は
﹁
霍
光
妻
2
淳
于
衍
蒲
桃
錦
二
十
四
^
・
散
花
綾
二
十
五

^
﹂
(卷
一
)
お
よ
び
﹁
尉
他
獻
高
祖
鮫
魚
・
荔
映
︑
高
祖
報
以
蒲
桃
錦
四
^
﹂

(卷
三
)
の
記
載
が
あ
る
︒

｢牀
﹂
は
大
型
の
坐
臥
具
で
あ
り
︑
寢
臺
を
い
う
︒﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
に
﹁
人

�
坐
卧
曰
牀
︑
牀
︑
裝
也
︑
�
以
自
裝
載
也
﹂
と
あ
る
︒
-
虔
﹃
b
俗
�
﹄

(﹃
初
學
記
﹄
器
物
部
�
引
)
に
﹁
牀
三
尺
五
曰
榻
︑
板
獨
坐
曰
秤
︑
八
尺
曰
牀
﹂

と
い
う
よ
う
に
︑
牀
は
坐
臥
具
の
な
か
で
も
大
型
の
も
の
を
い
い
︑
小
さ
い
も

の
は
榻
・
獨
坐
・
秤
な
ど
と
呼
ば
れ
た
︒

液
眄
に
よ
れ
ば
﹁
袩
﹂
は
﹁
帖
﹂
の
S
だ
と
い
う
︒﹁
帖
﹂
は
﹃
釋
名
﹄
釋

牀
帳
に
﹁
牀
E
帷
曰
帖
︑
言
帖
帖
而
垂
也
﹂
と
あ
り
︑
牀
の
E
に
め
ぐ
ら
せ
た

帷
の
こ
と
を
﹁
帖
﹂
と
呼
ぶ
︒
一
方
︑
液
眄
は
ま
た
﹁
牀
帖
﹂
は
﹁
牀
襜
﹂
に

作
る
と
い
い
︑﹃
北
堂
書
鈔
﹄
-
.
部
一
・
牀
襜
の
﹁
絹
綺
牀
襜
﹂
に
引
く

﹃
東
宮
舊
事
﹄
に
﹁
皇
太
子
[
妃
M
緣
石
絹
綺
牀
襜
二
﹂
と
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
︒

た
だ
し
︑﹁
袩
﹂
と
﹁
帖
﹂
は
>
が
衣
な
る
の
に
對
し
︑﹃
集
韻
﹄
卷
四
に

﹁
𤎥
︑
衣
動
貌
︑
或
作
袩
・
佔
︑
b
作
襜
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
袩
﹂
は
﹁
襜
﹂

に
b
じ
る
か
ら
︑
石
牌
の
﹁
牀
袩
﹂
は
﹁
牀
襜
﹂
と
同
じ
で
あ
る
︒
こ
の

﹁
襜
﹂
は
﹃
說
�
﹄
衣
部
に
﹁
襜
︑
衣
�
E
﹂︑﹃
爾
�
﹄
釋
器
に
﹁
衣
�
E
︑

謂
之
襜
﹂
と
あ
り
︑
衣
の
E
か
け
を
S
味
す
る
と
と
も
に
︑﹃
後
漢
書
﹄
劉
盆

子
傳
﹁
乘
軒
車
大
馬
︑
赤
屛
泥
︑
絳
襜
絡
﹂
の
李
賢
�
に
﹁
襜
︑
帷
也
﹂
と
あ

る
よ
う
に
︑
帷
の
一
種
を
﹁
襜
﹂
と
稱
し
た
︒

石
牌
が
記
載
す
る
﹁
牀
袩
﹂
の
長
さ
は
三
丈
二
尺
で
あ
る
か
ら
︑
假
に
正
方

形
の
牀
の
四
周
に
め
ぐ
ら
せ
た
と
す
れ
ば
一
邊
が
八
尺
︑
長
方
形
の
牀
で
あ
れ

ば
長
邊
は
一
丈
ほ
ど
に
な
り
︑﹃
b
俗
�
﹄
に
﹁
八
尺
曰
牀
﹂
と
い
う
の
と
對

應
し
て
い
る
︒

64

□
□
□
□
□
□
丹

地
承
雲
錦
斗
帳
一

具
︑
絹
�
緹
沓
自
副

(M
一
：
二
七
〇
︑
李
零
六
一
︑
液
眄
釋
九
二
︑
液
眄
圖
二
〇
八
)

赤
地
の
承
雲
錦
で
つ
く
っ
た
斗
帳
一
具
で
︑
內
部
を
絹
に
よ
っ
て
仕
切
り
︑

頂
部
を
赤
色
な
い
し
赤
黃
色
の
絹
布
で
�
っ
た
も
の
を
い
う
︒

石
牌
は
右
端
を
缺
損
し
︑
一
行
目
を
李
零
は
﹁
高
八
尺
︑
長
一
丈
丹
﹂
と
復

元
す
る
も
の
の
︑
そ
の
具
體
�
な
大
き
さ
は
確
定
で
き
な
い
︒

｢斗
帳
﹂
は
﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
に
﹁
帳
︑
張
也
︒
張
施
於
牀
上
也
︒
小
帳
曰

斗
帳
︑
形
如
�
斗
也
﹂
と
あ
り
︑
帳
と
は
牀
上
に
張
り
め
ぐ
ら
す
も
の
で
︑
そ
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の
う
ち
小
帳
を
斗
帳
と
い
い
︑
斗
を
ふ
せ
た
よ
う
な
形
狀

(
�
斗
形
)
を
�
し

て
い
る
と
い
う
︒
石
牌
の
記
載
は
﹁
丹
地
承
雲
錦
斗
帳
﹂
で
あ
り
︑
赤
地
の
承

雲
錦
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
も
の
︒
馬
王
堆
一
號
墓
Ô
策
に
﹁
乘
雲
繡
﹂
が
あ
り

︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
一
九
七
三
︺
︑
そ
れ
に
類
し
た
~
樣
の
錦
で
あ
る
︒

李
零
は
﹁
絹
û
緹
沓
﹂
の
﹁
沓
﹂
は
﹁
榻
﹂
に
同
じ
と
み
て
︑
絹
・
緹
に
よ

り
相
û
て
て
.
り
と
し
た
榻
だ
と
解
釋
す
る
︒
液
眄
は
﹁
沓
﹂
は
﹁
錔
﹂
に
同

じ
で
器
物
の
蓋
だ
と
解
釋
す
る
︒
し
か
し
︑﹁
沓
﹂
は
﹁
𢃕
﹂
の
省
字
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
︒﹃
宋
書
﹄
禮
志
五
に
﹁
聽
事
不
得
南
向
坐
︑
施
帳
幷
𢃕
﹂
と

あ
り
︑﹃
廣
韻
﹄
お
よ
び
﹃
集
韻
﹄
卷
十
に
﹁
𢃕
︑
帳
上
�
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑

﹁
𢃕
﹂
は
﹁
帳
﹂
と
と
も
に
用
い
ら
れ
︑
そ
の
上
を
�
う
も
の
を
い
う
︒

｢絹
û
﹂
に
つ
い
て
液
眄
は
︑
屛
風
の
か
わ
り
に
絹
を
用
い
て
û
て
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
︒
一
方
︑﹁
緹
﹂
は
﹃
說
�
﹄
糸
部
﹁
緹
︑
帛
丹

黃
色
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
赤
色
な
い
し
赤
黃
色
の
絹
布
を
指
す
︒

つ
ま
り
︑﹁
絹
û
緹
沓
﹂
は
︑﹁
丹
地
承
雲
錦
斗
帳
﹂
の
內
部
を
絹
に
よ
っ
て

仕
切
り
︑
ま
た
そ
の
頂
部
を
赤
色
な
い
し
赤
黃
色
の
絹
布
に
よ
っ
て
�
っ
た
も

の
と
解
釋
で
き
よ
う
︒

65

□
□
尺
長
一

丈
斗
帳
中
白

食
絹
�
一
具

(M
一
：
二
二
一
︑
液
眄
釋
九
三
︑
液
眄
圖
一
七
一
)

長
一
丈
の
斗
帳
一
具
で
︑
內
部
を
白
色
の
絹
に
よ
っ
て
區
切
っ
た
も
の
︒

石
牌
は
上
部
を
缺
損
し
︑
冒
頭
二
字
を
缺
く
も
の
の
︑
殘
劃
か
ら
み
て
先
の

石
牌
と
同
じ
く
﹁
高
八
尺
﹂
か
︒

｢白
食
絹
û
﹂
は
斗
帳
の
內
部
を
白
色
の
絹
に
よ
っ
て
區
切
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
︒﹁
食
﹂
の
S
味
は
�
確
で
な
い
も
の
の
︑
あ
る
い
は
﹁
.
﹂
の
省
字
と

も
考
え
ら
れ
る
︒
淸
・
王
引
之
﹃
經
義
営
聞
﹄
卷
二
六
・
載
謨
食
詐
僞
也
に

﹁
或
曰
食
當
讀
爲
飭
︑
吳
語
︑
周
軍
飭
壘
︑
韋
�
曰
︑
飭
治
也
︑
字
或
作
.
﹂

と
あ
る
の
が
參
考
に
な
る
︒

66

□
□
□
□
一
丈
墨

□
□
斗
帳
�
一

□
�
靑
油
一
枚

(M
一
：
六
八
︑
李
零
六
二
︑
液
眄
釋
九
四
︑
液
眄
圖
二
六
九

−

二
)

黑
漆
を
塗
っ
た
斗
帳
の
枠
が
一
組
で
︑
靑
油
を
塗
布
し
た
部
品
を
含
む
︒

石
牌
は
上
V
を
缺
損
す
る
︒
液
眄
は
﹁﹇
高
﹈
□
﹇
尺
﹈︑﹇
長
一
﹈
丈
墨

﹇
漆
畫
﹈
斗
帳
h
一
﹇
具
﹈︑
h
靑
油
一
枚
﹂
と
復
元
す
る
︒
李
零
・
液
眄
と
も

﹁
斗
帳
h
﹂
は
斗
帳
を
荏
持
す
る
h
架

(
枠
組
)
の
こ
と
と
す
る
︒

一
方
︑
李
零
・
液
眄
は
い
ず
れ
も
﹁
h
靑
油
﹂
は
﹁
h
靑
軸
﹂
だ
と
し
︑
李

零
は
帳
h
を
銜
接
す
る
靑
銅
荏
架
と
推
定
し
︑
液
眄
は
西
朱
村
一
號
墓
か
ら
出

土
し
た
鐵
帷
帳
架
に
對
應
す
る
も
の
と
理
解
す
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
解
釋
は
檢

討
を

す
る
︒

｢
靑
油
﹂
は
漆
塗
工
藝
の
一
種
で
︑
漆
に
油
を
加
え
て
光
澤
を
出
す
も
の
と

推
定
さ
れ
る
︒
c
游
﹃
þ
就
U
﹄﹁
革
髤
𩍙
油
黑
蒼
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
髤
𩍙

者
︑
以
𩍙
漆
之
︑
油
者
︑
以
油
油
之
︑
皆
�
以
爲
光
色
︑
而
御
塵
泥
其
色
︑
或

黑
或
蒼
︑
故
云
黑
蒼
也
﹂
と
あ
り
︑
漆
の
色
を
Z
合
す
る
際
に
黑
や
蒼
の
顏
料

を
油
に
混
ぜ
て
塗
布
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︹
范
二
〇
二
〇
a
︺
︒
ま
さ
に
こ

う
し
た
も
の
が
﹁
靑
油
﹂
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
あ
り
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
立
塗
﹂

あ
る
い
は
﹁
塗
立
﹂
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

『晉
書
﹄
輿
-
志
・
中
d
大
駕
鹵
e
に
﹁
皁
輪
車
︑
駕
四
牛
︑
形
制
�
如
犢

車
︑
但
皁
漆
輪
轂
︑
上
加
靑
油
幢
︑
朱
絲
繩
絡
﹂
と
あ
り
︑﹃
南
齊
書
﹄
輿
-

志
・
皇
太
后
皇
后
重
翟
車
に
﹁
蓋
︑
金
塗
︑
爪
荏
子
花
二
十
八
︑
靑
油
俠
碧
絹

東 方 學 報
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黃
¨
蓋
︑
漆
布
裏
﹂︑﹃
隋
書
﹄
禮
儀
志
五
・
輿
輦
・
隋
に
﹁
四
ª
車
︑
制
同
犢

車
︑
金
.
︑
靑
油
纁
朱
裏
︑
b
幰
﹂
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
︑
車
の
蓋
や
幢
な
ど

に
靑
油
が
用
い
ら
れ
た
︒﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
上
に
み
る
﹁
大
貴
人
・
貴
人
・

公
5
・
王
妃
・
封
君
油
畫
軿
車
﹂
の
﹁
油
畫
﹂
も
そ
れ
ら
に
類
し
た
技
法
と
考

え
ら
れ
る
︒
ま
た
﹃
南
c
﹄
梁
宗
室
上
・
蕭
韶
傳
に
﹁
韶
接
信
甚
@
︑
坐
靑
油

幕
下
︑
引
信
入
宴
︑
坐
信
別
榻
︑
M
自
矜
色
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
靑
油
を
塗
布

し
た
帳
幕
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
︑
あ
る
い
は
こ
れ
は
本
石
牌
と
同
樣
に
帳

幕
の
骨
組
に
靑
油
を
施
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

石
牌
が
記
す
と
こ
ろ
は
︑
墨
漆
畫
の
斗
帳
の
枠
が
一
組
で
あ
り
︑
加
え
て
靑

油
を
塗
布
し
た
部
品
が
含
ま
れ
る
︑
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒

67

白
珠
・
金
鑷
挍
帳

上
璧
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
四
九
︑
液
眄
釋
九
五
︑
液
眄
圖
一
五
〇
)

帳
上
に
.
る
璧
が
一
點
︑
白
珠
と
金
の
垂
.
を
も
ち
︑
柙
を
と
も
な
う
︒

液
眄
は
﹁
金
鑷
﹂
の
﹁
鑷
﹂
に
つ
い
て
︑
綴
じ
つ
け
た
垂
.
と
解
釋
す
る
︒

す
な
わ
ち
︑﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
太
皇
太
后
・
皇
太
后
入
�
-
⁝
⁝
簪

以
瑇
瑁
爲
擿
︑
長
一
尺
︑
端
爲
華
7
︑
上
爲
鳳
皇
n
︑
以
翡
!
爲
毛
羽
︑
下
M

白
珠
︑
垂
黃
金
鑷
﹂
と
あ
り
︑
貴
J
人
の
簪
の
垂
.
が
︑
ま
さ
に
本
石
牌
と
同

じ
く
﹁
白
珠
﹂
と
﹁
金
鑷
﹂
に
よ
り
h
成
さ
れ
て
い
た
︒
こ
う
し
た
帳
の
垂
.

は
︑﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
一
に
﹁
上
設
九
金
龍
︑
皆
銜
九
子
金
鈴
・
五
色
液
蘇
︑

帶
以
綠
�
紫
綬
・
金
銀
花
鑷
﹂
と
い
う
昭
陽
殿
の
裝
.
を
想
k
さ
せ
る
︒

68

帳
中
連
璧
珮
�
一
︑

白
珠
挍
︑
柙
自
副

(M
一
：
一
〇
一
︑
液
眄
釋
九
六
︑
液
眄
圖
一
六
四
)

璧
を
つ
ら
ね
て
白
珠
を
あ
し
ら
っ
た
帳
中
の
裝
.
が
一
點
︑
そ
れ
を
收
[
す

る
柙
を
と
も
な
う
︒

｢帳
中
﹂
の
﹁
璧
﹂
に
つ
い
て
は
︑
荀
悅
﹃
漢
紀
﹄
E
漢
孝
武
皇
(
紀
に

﹁
立
神
�
b
天
之
臺
︑
/
甲
乙
之
帳
︑
絡
以
隋
珠
榎
璧
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
漢

書
﹄
西
域
傳
の
贊
で
は
こ
れ
を
﹁
立
神
�
b
天
之
臺
︑
興
/
甲
乙
之
帳
︑
落
以

隨
珠
和
璧
﹂
と
記
し
て
お
り
︑
武
(
が
神
�
臺
と
b
天
臺
に
つ
く
ら
せ
た
帳
に

は
隋
侯
の
珠
︑
和
氏
の
璧
が
.
ら
れ
た
と
い
う
︒

｢
連
璧
﹂
に
つ
い
て
は
︑
石
牌
22
に
﹁
連
璧
柏
7
一
具
﹂
が
あ
る
︒﹃
莊
子
﹄

南
華
眞
經
に
﹁
莊
子
將
死
︑
弟
子
欲
厚
葬
之
︑
莊
子
曰
︑
吾
以
天
地
爲
棺
槨
︑

以
日
\
爲
連
璧
︑
星
辰
爲
珠
璣
︑
萬
物
爲
齎
�
︑
吾
葬
具
豈
不
備
�
︑
何
以
加

此
﹂
と
記
さ
れ
る
ほ
か
︑﹃
續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
は
﹁
東
園
匠
・
考

工
令
奏
東
園
祕
器
︑
表
裏
洞
赤
︑
虡
�
畫
日
・
\
・
鳥
・
龜
・
龍
・
虎
・
連

璧
・
偃
\
︑
牙
檜
梓
宮
如
故
事
﹂
と
あ
り
︑
同
・
載
車
に
﹁
大
行
載
車
︑
其
.

如
金
根
車
︑
加
施
組
連
璧
Ó
絡
四
角
﹂
と
記
さ
れ
る
な
ど
︑
後
漢
皇
(
の
東
園

祕
器
や
載
車
に
も
﹁
連
璧
﹂
~
樣
が
用
い
ら
れ
た
︒

(二
)
�
物
・
寢
具

69

白
地
眀
光

錦
被
一
領

(M
一
：
二
一
九
︑
液
眄
釋
二
〇
︑
液
眄
圖
九
三
)

白
地
の
�
光
錦
で
つ
く
っ
た
寢
衣
一
領
を
い
う
︒

｢錦
被
﹂
は
錦
の
寢
衣
︒﹃
後
漢
書
﹄
鍾
離
S
傳
﹁
詔
太
官
賜
尙
書
以
下
d
夕

餐
︑
給
帷
被
皁
袍
︑
�
侍
c
二
人
﹂
の
李
賢
�
に
引
く
蔡
質
﹃
漢
官
儀
﹄
に

﹁
尙
書
郞
入
直
臺
中
︑
官
供
怨
靑
縑
白
綾
被
︑
或
錦
被
﹂
と
あ
り
︑
後
漢
�
(

以
影
︑
尙
書
郞
に
荏
給
さ
れ
た
品
の
な
か
に
﹁
錦
被
﹂
が
あ
っ
た
︒
ま
た
︑

﹃
三
國
志
﹄
吳
書
・
蔣
欽
傳
に
﹁
(孫
權
)
卽
敕
御
府
爲
母
作
錦
被
︑
改
易
帷
帳
︑
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妻
妾
衣
-
悉
皆
錦
繡
﹂
と
あ
る
︒

｢白
地
眀
光
錦
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
世
說
怨
語
﹄
に
お
い
て
孫
興
公

(孫
綽
)
が

曹
輔
佐

(曹
毗
)
の
才
に
つ
い
て
﹁
曹
輔
佐
才
如
白
地
�
光
錦
﹂
と
営
べ
て
い

る
︒
ま
た
﹃
鄴
中
記
﹄
に
﹁
錦
M
大
登
高
・
小
登
高
︑
大
�
光
・
小
�
光
﹂︑

﹃
十
六
國
春
秋
﹄
後
趙
錄
に
は
﹁
冬
\
施
蜀

(熟
)
錦
液
蘇
斗
帳
︑
印
用
�
光

錦
︑
以
白
縑
爲
裏
︑
名
曰
複
帳
﹂
と
あ
り
︑
後
趙
石
虎
が
鄴
の
宮
殿
內
で
用
い

た
斗
帳
の
外
側
に
は
�
光
錦
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
︒

液
眄
も
指
摘
す
る
よ
う
に
︑
怨
疆
樓
蘭
周
邊
の
漢
晉
墓
か
ら
は
﹁
長
壽
�

光
﹂﹁
長
樂
�
光
﹂
な
ど
の
�
字
を
織
り
�
ん
だ
~
樣
錦
が
出
土
し
て
お
り
︑

こ
の
種
の
吉
祥
句
を
あ
ら
わ
し
た
錦
を
﹁
�
光
錦
﹂
と
呼
ん
だ
可
能
性
が
あ
る

︹
于
二
〇
〇
三
︑
苗
ほ
か
二
〇
二
一
︺
︒

70

厚
 
袷
雜

被
︑
凡
十
七
領

(M
一
：
四
〇
四
︑
李
零
四
八
︑
液
眄
釋
二
一
︑
液
眄
圖
一
一
五
)

厚
さ
@
さ
の
衣
な
る
︑
あ
わ
せ
の
各
種
寢
衣
︑
�
部
で
十
七
領
︒

｢被
﹂
は
寢
衣
︑
ね
ま
き
︒﹃
說
�
﹄
卷
八
上
に
﹁
被
︑
寢
衣
︑
長
一
身
V
﹂

と
あ
る
︒
ま
た
﹃
釋
名
﹄
釋
衣
-
に
﹁
被
︑
被
也
︑
�
以
被
�
人
也
﹂
と
あ
り

﹁
被
﹂
は
お
お
う
S
で
あ
り
︑
人
を
被
�
す
る
も
の
だ
と
い
う
︒

71

白
緋
練
三

□
被
一
領

(M
一
：
一
九
七
︑
液
眄
釋
二
二
︑
液
眄
圖
七
九
)

(白
緋
色
の
)
ね
り
ぎ
ぬ
で
つ
く
っ
た
寢
衣
一
領
︒

第
一
字
を
缺
損
す
る
が
︑
殘
劃
か
ら
﹁
白
﹂
と
考
え
ら
れ
る
︒
二
行
目
の
第

一
字
を
液
眄
は
﹁
色
﹂
あ
る
い
は
﹁
采
﹂
と
推
定
し
︑
�
體
を
﹁
白
緋
練
三
色

被
一
領
﹂﹁
白
緋
練
三
采
被
一
領
﹂
の
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
︒

72

廣
六
尺
長
一
丈
丹
地

承
雲
錦
蓐
一
枚
︑
著

緜
五
斤
︑
池
練
自
副

(M
一
：
四
四
三
︑
李
零
四
九
︑
液
眄
釋
二
三
︑
液
眄
圖
二
一
一
)

幅
六
尺
︑
長
一
丈
の
︑
赤
地
に
承
雲
~
を
あ
ら
わ
し
た
錦
の
蓐

(
褥
)
一
枚

に
︑
五
斤
の
わ
た
が
入
っ
て
お
り
︑
緣
.
り
が
と
も
な
う
︒

｢蓐
﹂
は
﹁
褥
﹂
で
あ
り
︑
寢
具
の
ø
物
を
い
う
︒﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
の
﹁
褥
︑

辱
也
︑
人
�
坐
䙝
辱
也
﹂
と
あ
り
︑
畢
沅
の
駅
證
に
﹁
衣
旁
作
褥
︑
俗
字
也
︑

於
�
當
作
蓐
﹂
と
あ
る
︒﹃
禮
記
﹄
少
儀
﹁
茵
︑
席
︑
枕
︑
几
﹂
の
�
玄
�
に

﹁
茵
︑
著
蓐
也
﹂
と
あ
る
︒

そ
の
大
き
さ
は
︑
嘉
峪
關
怨
城
二
號
墓
出
土
骨
尺
︹
國
家
計
量
總
局
ほ
か
一
九

八
四
︺
を
も
と
に
曹
魏
の
一
尺

=

二
三
･
八
㎝
と
す
る
と
︑
廣
六
尺

=

一
四
二
･

八
㎝
︑
長
一
丈

=

二
三
八
･〇
㎝
と
な
る
︒

｢承
雲
錦
﹂
は
︑
雲
氣
の
鉤
連
す
る
さ
ま
を
あ
ら
わ
し
た
~
樣
の
錦
で
あ
り
︑

﹁
承
雲
﹂
~
は
﹁
乘
雲
﹂
~
に
同
じ
︒
馬
王
堆
一
號
漢
墓
の
Ô
策

(
鯵
二
五
三
)

に
﹁
素
乘
雲
繡
枕
巾
一
︑
繢
周
緣
︑
素
𦁉
﹂
(白
い
6
織
の
絹
の
乘
雲
繡
を
施
し
た

枕
カ
バ
ー
が
一
點
︑
赤
い
錦
の
幅
廣
い
緣
.
り
と
白
い
6
織
の
絹
の
へ
り
の
.
り
が
つ

く
)
が
あ
り
︑
對
應
す
る
副
葬
品
に
刺
繡
の
あ
る
絹
の
枕
カ
バ
ー
が
あ
る
︹
湖

南
省
�
物
館
ほ
か
一
九
七
三
︺
︒

｢
著
緜
﹂
は
﹁
絮
綿
﹂
で
あ
り
︑
わ
た
を
入
れ
た
も
の
︒﹃
儀
禮
﹄
士
喪
禮

﹁
著
︑
組
繫
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
著
︑
閏
之
以
絮
也
﹂
と
あ
る
︒

｢池
練
﹂
は
緣
.
り
の
あ
る
ね
り
ぎ
ぬ
︒﹁
池
﹂
は
﹁
衪
﹂
に
b
じ
︑
緣
.
り

の
こ
と
︒
な
お
︑
曹
操
は
こ
う
し
た
裝
.
を
!
っ
た
よ
う
で
︑﹃
三
國
志
﹄
魏

書
・
武
(
紀
・
円
安
二
十
五
年
二
\
丁
卯
の
裴
松
之
�
�
引
﹃
魏
書
﹄
に
﹁
�
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性


儉
︑
不
好
華
麗
︑
後
宮
衣
不
錦
繡
︑
侍
御
履
不
二
采
︑
帷
帳
屛
風
︑
壞
則

補
[
︑
茵
蓐
取
溫
︑
無
M
緣
.
﹂
と
あ
る
︒

73

〼
錐
畫
警
枕

〼
縑
衣
自
副

(M
一
：
四
〇
七
︑
李
零
六
三
︑
液
眄
釋
二
四
︑
液
眄
圖
二
六
五

−

二
)

線
刻
~
樣
の
あ
る
警
枕
で
︑
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
を
と
も
な
う
︒

石
牌
は
上
V
を
缺
損
す
る
︒
一
行
目
第
一
・
第
二
字
を
李
零
は
﹁
象
牙
﹂︑

液
眄
は
﹁
墨
漆
﹂
と
推
定
す
る
︒
ま
た
兩
者
と
も
二
行
目
第
一
・
第
二
字
は

﹁
一
︑
丹
﹂
と
推
定
し
て
い
る
︒

｢錐
畫
﹂
は
錐
狀
の
工
具
で
~
樣
や
�
字
を
刻
ん
だ
も
の
︒﹃
三
國
志
﹄
魏

書
・
董
二
袁
劉
傳
の
裴
松
之
�
に
﹃
魏
書
﹄
を
引
い
て
﹁
醫
師
・
走
卒
︑
皆
爲

校
尉
︑
御
c
刻
印
不
供
︑
乃
以
錐
畫
︑
示
M
�
字
︑
或
不
時
得
也
﹂
と
あ
り
︑

﹃
後
漢
書
﹄
董
卓
列
傳
に
も
﹁
其
壘
壁
羣
豎
︑
競
求
拜
職
︑
刻
印
不
給
︑
至
乃

以
錐
畫
之
﹂
と
い
う
︒

｢警
枕
﹂
は
︑﹃
禮
記
﹄
少
儀
﹁
茵
︑
席
︑
枕
︑
几
︑
熲
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
熲
︑

警
枕
也
﹂
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
︒
宋
・
范
祖
禹
﹁
司
馬
溫
公
布
衾
銘
記
﹂

(﹃
范
太
c
集
﹄
卷
三
六
)
に
﹁
印
以
圓
木
爲
警
枕
︑
小
睡
則
枕
轉
而
覺
︑
乃
k
讀

書
﹂
と
あ
り
︑
丸
木
で
つ
く
っ
た
枕
で
︑
眠
る
と
枕
が
轉
が
っ
て
目
が
覺
め
︑

そ
れ
を
用
い
て
讀
書
に
勵
ん
だ
と
い
う
︒
ま
た
﹃
�
治
b
鑑
﹄
後
梁
紀
・
均

王
・
貞
�
五
年
に
は
﹁
鏐
自
少
在
軍
中
︑
夜
未
嘗
寐
︑
倦
極
則
就
圓
木
小
枕
︑

或
枕
大
鈴
︑
寐
熟
輒
欹
而
寤
︑
名
曰
警
枕
﹂
と
あ
り
︑
警
枕
は
ま
た
軍
中
に
お

い
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
︒

こ
れ
に
と
も
な
う
﹁
縑
衣
﹂
は
李
零
・
液
眄
が
い
う
と
お
り
﹁
丹
縑
衣
﹂
で

あ
ろ
う
︒
西
朱
村
一
號
墓
の
石
牌
で
は
器
物
に
﹁
自
副
﹂
す
る
も
の
と
し
て

﹁
丹
縑
衣
﹂
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
︑
そ
れ
以
外
の
﹁
縑
衣
﹂
は
あ
ら
わ
れ
な
い
︒

﹁
縑
﹂
は
か
と
り
ぎ
ぬ
︑﹁
衣
﹂
は
õ
み
を
い
う
︒﹃
禮
記
﹄
檀
弓
下
﹁
赴
車
不

載
櫜
韔
﹂
の
�
�
に
﹁
櫜
︑
甲
衣
︑
韔
︑
弓
衣
﹂
と
あ
る
︒

(三
)
衣
枷

74

高
五
尺
長
六
尺
墨

漆
畫
衣
枷
二
枚

(M
一
：
四
六
二
︑
李
零
五
一
︑
液
眄
釋
八
九
︑
液
眄
圖
一
六
三
)

高
さ
五
尺
︑
長
さ
六
尺
︑
黑
漆
に
~
樣
を
施
し
た
衣
枷
す
な
わ
ち
衣
桁
が
二

點
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
︒

曹
魏
の
一
尺

=

二
三
･
八
㎝
と
し
て
計
算
す
る
と
︑
高
五
尺

=

一
一
九
･
〇
㎝
︑

長
六
尺

=

一
四
二
･八
㎝
で
あ
る
︒

液
眄
・
李
零
が
指
摘
す
る
よ
う
に
︑﹁
衣
枷
﹂
は
﹁
衣
架
﹂
に
同
じ
︒
ま
た

ふ
る
く
は
﹁
椸
枷
﹂﹁
椸
架
﹂
と
も
呼
ば
れ
た
︒﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
﹁
男
女
不
雜

坐
︑
不
同
椸
枷
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
�
�
に
﹁
椸
︑
可
以
枷
衣
者
﹂︑
陸
德
�

﹃
經
典
釋
�
﹄
に
﹁
椸
︑
羊
荏
反
︑
衣
架
也
︑
枷
本
印
作
架
﹂
と
あ
る
︒

な
お
︑
內
蒙
古
自
治
區
托
克
托
縣
の
後
漢
閔
氏
墓
で
は
︑
墓
室
內
の
壁
畫
に

衣
桁
と
赤
い
衣
-
が
描
か
れ
︑﹁
衣
杆
﹂﹁
玄
衣
﹂
の
榜
題
が
あ
っ
た
と
い
う

︹
羅
一
九
五
六
︺
︒

75

高
□
尺
長
三
尺
墨

漆
畫
衣
枷
二
枚

(M
一
：
三
六
一
︑
液
眄
釋
八
八
︑
液
眄
圖
一
五
二
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
長
さ
三
尺
の
衣
桁
二
點
︒

石
牌
は
右
上
部
分
に
破
損
が
あ
り
︑
第
一
字
と
第
二
字
は
ほ
と
ん
ど
 
讀
で

き
な
い
︒
長
さ
は
三
尺

=

七
一
･
四
㎝
で
︑
先
の
石
牌
に
記
さ
れ
た
衣
桁
の
V

分
の
規
格
で
あ
る
︒

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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(四
)
燈
火
具
・
香
爐

76

銀
槃
鐙
一
︑
丹

縑
囊
自
副

(M
一
：
三
七
八
︑
李
零
五
五
︑
液
眄
釋
一
一
一
︑
液
眄
圖
一
一
九
)

銀
製
の
槃

(承
盤
)
が
付
い
た
鐙

(燈
)
が
一
つ
で
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り

ぎ
ぬ
の
囊
を
と
も
な
う
︒

｢鐙
﹂
は
高
坏
形
の
燈
火
具
︑
燭
臺
で
あ
る
︒﹃
說
�
﹄
金
部
﹁
錠
︑
鐙
也
﹂

﹁
鐙
︑
錠
也
﹂
の
段
玉
裁
�
は
﹃
廣
韻
﹄
の
﹁
豆
M
足
曰
錠
︑
無
足
曰
鐙
﹂
と

す
る
說
を
﹁
未
可
信
﹂
と
否
定
し
︑﹃
禮
記
﹄
祭
瓜
﹁
執
醴
u
之
執
鐙
﹂
の
�

�
に
﹁
鐙
︑
豆
下
跗
也
﹂
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
據
に
︑﹁
鐙
﹂
に
は
足
が
あ

る
と
結
論
づ
け
て
い
る
︒

ま
た
︑﹃
þ
就
U
﹄﹁
鍛
鑄
鈆
錫
鐙
錠
鐎
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
鐙
⁝
⁝
其
形
若

杆
︑
中
施
釭
︑
M
柎
者
曰
鐙
︑
無
柎
者
曰
錠
︑
柎
謂
下
施
足
也
﹂
と
あ
り
︑

﹁
鐙
﹂
の
形
狀
は
﹁
杆
﹂
の
よ
う
で
︑
中
央
に
﹁
釭
﹂
つ
ま
り
燈
�
皿
が
あ
り
︑

下
に
柎

(足
)
が
あ
る
も
の
を
鐙
と
い
い
︑
柎
の
な
い
も
の
を
錠
と
い
う
︑
と

說
�
し
て
い
る
︒

た
だ
し
︑
漢
代
の
實
物
�
料
を
み
る
と
︑
同
じ
高
坏
形
の
器
物
の
な
か
に

﹁
鐙
﹂
と
自
銘
す
る
も
の
と
﹁
錠
﹂
と
自
銘
す
る
も
の
と
が
混
在
し
て
お
り
︑

﹁
鐙
﹂
と
﹁
錠
﹂
の
形
態
�
區
別
は
�
確
で
な
い
︒
た
だ
︑﹁
鐙
﹂
と
自
銘
す
る

燈
火
具
に
承
盤
を
と
も
な
う
も
の
が
あ
り
︹
林
一
九
七
六
：
二
一
六
頁
︺
︑
本
石
牌

の
銘
�
と
同
樣
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

77

銀
籠
鐙
一
︑
丹

縑
囊
自
副

(M
一
：
四
一
四
︑
液
眄
釋
一
一
二
︑
液
眄
圖
一
二
〇
)

銀
製
の
籠
狀
の
�
い
を
も
つ
鐙

(燈
)
が
一
つ
で
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ

ぬ
の
囊
を
と
も
な
う
︒

｢籠
鐙
﹂
は
高
坏
形
の
燭
臺
に
�
か
し
の
あ
る
籠
形
の
�
い
を
加
え
た
も
の
︒

液
眄
は
︑
晉
の
夏
侯
湛
﹁
釭
燈
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
八
十
・
火
部
)
に
﹁
隱
以

金
翳
︑
䟽
以
華
籠
︑
融
素
膏
於
囘
槃
︑
發
朱
耀
於
綺
窓
﹂
と
い
う
の
が
﹁
籠

鐙
﹂
の
形
態
を
考
え
る
上
で
參
考
に
な
る
と
す
る
︒

78

瓦
槃
鐙
一

(M
一
：
一
四
︑
液
眄
釋
一
一
三
︑
液
眄
圖
二
七
)

陶
製
の
槃

(承
盤
)
が
付
い
た
鐙

(燈
)
が
一
つ
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
武
士
執
事
下
�
器
⁝
⁝
瓦
鐙
一
﹂

と
あ
り
︑
後
漢
皇
(
陵
に
副
葬
さ
れ
た
�
器
に
﹁
瓦
鐙
一
﹂
が
あ
る
︒

79

瓦
尺
鐙
一

(M
一
：
三
一
五
︑
液
眄
釋
一
一
四
︑
液
眄
圖
二
六
)

陶
製
の
尺
鐙
が
一
つ
︒

｢尺
鐙
﹂
に
つ
い
て
﹃
宋
書
﹄
禮
志
一
に
魏
司
空
王
�
の
奏
事
を
引
い
て

﹁
故
事
︑
正
\
朔
︑
賀
︒
殿
下
設
兩
百
華
鐙
︑
對
於
二
階
之
閒
︒
端
門
設
庭
燎

火
炬
︑
端
門
外
設
五
尺
︑
三
尺
鐙
︒
\
照
星
�
︑
雖
夜
�
晝
矣
﹂
と
営
べ
て
お

り
︑
あ
る
い
は
一
尺
の
鐙
を
﹁
尺
鐙
﹂
と
稱
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

80

二
合
著
爪
金

鑪
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
五
三
︑
李
零
三
八
︑
液
眄
釋
一
一
八
︑
液
眄
圖
一
二
二
)

二
合
の
金
製
の
香
鑪

(香
爐
)
が
一
つ
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
を
と
も

な
っ
て
い
る
︒

｢二
合
﹂
に
つ
い
て
︑
液
眄
は
香
鑪
の
容
量
と
解
釋
す
る
︒
漢
魏
の
一
合
は
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Á
二
〇
㎖
︑
二
合
は
Á
四
〇
㎖
で
あ
り
︑
た
い
へ
ん
小
さ
い
︒

｢
著
爪
﹂
に
つ
い
て
液
眄
は
︑﹁
著
﹂
は
﹁
附
﹂
に
同
じ
で
あ
り
︑
爪
は
器
物

の
爪
形
の
部
分
を
指
す
こ
と
か
ら
︑
底
部
に
爪
狀
の
足
を
付
け
た
も
の
︑
つ
ま

り
三
足
の
鼎
式
鑪
と
解
釋
す
る
︒
あ
る
い
は
︑
爪
狀
の
突
k
に
よ
っ
て
蓋
を
固

定
す
る
仕
掛
け
を
も
つ
香
鑪
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
︒
漢
代
の
金
�
�
料
と

し
て
︑
曹
魏
の
中
尙
方
著
爪
鑪

(﹃
秦
漢
金
�
錄
﹄
漢
金
�
錄
卷
四
)
の
銘
�
に

﹁
嘉
6
元
年
十
一
\
十
五
日
︑
中
尙
方
/
︑
銅
著
爪
鑪
︑
重
一
斤
十
二
兩
︑
第

七
﹂
が
あ
る
︒

｢金
鑪
﹂
は
金
製
な
い
し
金
屬
製
の
香
鑪

(香
爐
)
を
い
う
︒
江
淹
﹁
別
賦
﹂

(﹃
�
�
﹄
卷
十
六
)
に
﹁
同
瓊
珮
之
晨
照
︑
共
金
爐
之
夕
香
﹂
が
あ
り
︑
そ
の
李

善
�
に
引
く
司
馬
相
如
﹁
美
人
賦
﹂
に
﹁
金
爐
香
薰
︑
黼
帳
周
垂
﹂
が
あ
る

(﹃
古
�
苑
﹄
な
ど
は
﹁
金
鉔
薰
香
︑
黼
帳
低
垂
﹂
に
作
る
)
︒

81

三
合
銀
香
鑪
一
︑

槃
︑
丹
縑
嚢
自
副

(M
一
：
一
七
九
︑
李
零
七
八
︑
液
眄
釋
一
一
九
︑
液
眄
圖
一
四
六
)

三
合
の
銀
製
香
鑪

(爐
)
が
一
つ
で
︑
香
鑪
を
承
け
る
盤
と
赤
い
か
と
り
ぎ

ぬ
の
囊
を
と
も
な
う
︒

｢三
合
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
三
つ
で
一
組
を
な
す
銀
香
鑪
と
解
釋
す
る
の

に
對
し
︑
液
眄
は
そ
れ
を
香
爐
の
容
量
と
解
釋
し
て
お
り
︑
他
の
石
牌
の
用
例

と
比
'
す
れ
ば
後
者
の
可
能
性
が
高
い
︒
た
だ
し
︑
漢
魏
の
一
合
は
Á
二
〇
㎖

で
あ
る
か
ら
︑
三
合
は
Á
六
〇
㎖
と
な
り
︑
こ
れ
が
容
量
で
あ
る
な
ら
ば
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
�
器
と
考
え
ら
れ
る
︒

｢槃
﹂
は
﹁
盤
﹂
で
あ
り
︑
香
鑪
の
下
の
う
け
ざ
ら
︒
曹
操
﹁
上
雜
物
駅
﹂

(﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
七
〇
・
-
.
部
下
・
香
鑪
)
に
﹁
御
物
三
十
種
︑
M
純
金
香
鑪
一

枚
︑
下
盤
自
副
︒
貴
人
公
5
M
純
銀
香
鑪
四
枚
︑
皇
太
子
M
純
銀
香
鑪
四
枚
︑

西
園
貴
人
銅
香
鑪
三
十
枚
﹂
と
あ
り
︑﹁
純
金
香
鑪
﹂
に
﹁
下
盤
自
副
﹂
と
あ

る
の
が
參
考
に
な
る
︒

82

一
升
墨
漆
畫

篝
籠
一

(M
一
：
三
一
八
︑
李
零
五
六
︑
液
眄
釋
一
六
八
︑
液
眄
圖
九
〇
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
ふ
せ
ご
が
一
點
︒

李
零
が
﹁
篝
籠
﹂
を
﹁
鐙
籠
﹂
と
解
釋
す
る
の
に
對
し
︑
液
眄
は
物
を
盛
る

竹
籠
と
理
解
し
︑
厨
具
に
分
類
す
る
︒

｢
墨
漆
﹂
は
黑
漆
︒
王
閏
﹃
論
衡
﹄
に
﹁
凡
可
憎
惡
者
︑
若
濺
墨
漆
﹂
と
あ

る
︒﹁
墨
漆
畫
﹂
は
黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
も
の
︒﹃
周
禮
﹄
春
官
・
巾

車
﹁
大
夫
乘
墨
車
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
墨
車
︑
不
畫
也
﹂︑
賈
公
彥
駅
に
﹁
云
墨

車
不
畫
也
者
︑
言
墨
漆
革
車
而
已
︑
故
知
不
畫
也
﹂
と
あ
る
︒

一
般
に
﹁
篝
﹂
は
︑
ふ
せ
ご
︒
衣
-
を
香
で
燻
ら
せ
る
た
め
︑
鑪
を
置
い
た

上
に
か
ぶ
せ
る
籠
を
い
う
︒
一
方
︑﹃
þ
就
U
﹄﹁
𥫱
篅
箯
筥
䉛
箅
篝
﹂
の
顏
師

古
�
に
﹁
篝
︑
一
名
笿
︑
盛
杯
器
也
︑
亦
以
爲
薰
籠
︑
楚
人
謂
之
牆
居
﹂
と
あ

り
︑﹁
篝
﹂
は
﹁
笿
﹂
と
も
い
い
︑
杯
を
盛
る
器
だ
と
営
べ
る
よ
う
に
︑
諸
々

の
籠
を
﹁
篝
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
︒

一
行
目
の
第
一
・
第
二
字
に
記
さ
れ
た
器
物
の
容
量
に
つ
い
て
︑
李
零
お
よ

び
液
眄
は
﹁
一
升
﹂
と
釋
讀
す
る
︒
一
升
は
Á
〇
･
二
ℓ
で
︑
ふ
せ
ご
の
容
量

と
し
て
も
︑
杯
を
盛
る
籠
と
し
て
も
︑
あ
ま
り
に
小
さ
い
︒
實
用
品
で
あ
れ
ば

﹁
一
斗
﹂
と
釋
し
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
が
︑
あ
る
い
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
の

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
︒
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(五
)
笥
・
箱
・
簏
・
函

83

一
尺
墨
漆
畫

綬
笥
一
合
︑
丹

縑
衣
自
副

(M
一
：
三
四
〇
︑
液
眄
釋
一
二
五
︑
液
眄
圖
一
六
八
)

84

尺
二
寸
墨
漆

畫
綬
笥
一
合
︑

丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
四
〇
六
︑
液
眄
釋
一
二
六
︑
液
眄
圖
一
八
〇
)

85

尺
三
寸
墨
漆

畫
綬
笥
一
合
︑

丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
五
〇
︑
液
眄
釋
一
二
七
︑
液
眄
圖
一
八
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
綬
笥
一
合
で
︑
そ
れ
を
õ
む
丹
縑
衣
が
と
も

な
う
︒
綬
笥
の
一
邊
の
大
き
さ
は
︑
一
尺

(二
三
･
八
㎝
)
︑
一
尺
二
寸

(二
八
･

六
㎝
)
︑
一
尺
三
寸

(三
〇
･一
㎝
)
と
そ
れ
ぞ
れ
衣
な
る
︒

｢笥
﹂
は
﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
笥
︑
飯
�
衣
之
器
也
﹂
と
あ
り
︑
食
物
や
衣

-
を
入
れ
る
容
器
を
い
う
︒﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
﹁
凡
以
弓
劍
苞
苴
簞
笥
問
人
者
﹂

の
�
玄
�
に
﹁
簞
笥
︑
盛
飯
食
者
︑
圜
曰
簞
︑
方
曰
笥
⁝
⁝
簞
笥
︑
竹
器
也
﹂

と
あ
り
︑
圓
形
の
容
器
を
簞
︑
方
形
の
容
器
を
笥
と
い
い
︑
い
ず
れ
も
竹
器
だ

と
い
う
︒

｢綬
笥
﹂
は
綬
を
入
れ
る
容
器
の
こ
と
︒﹃
後
漢
書
﹄
方
"
列
傳
・
許
曼
傳
に

﹁
桓
(
時
︑
隴
西
太
守
馮
緄
始
拜
郡
︑
開
綬
笥
︑
M
兩
赤
蛇
分
南
北
走
﹂
と
あ

り
︑﹃
風
俗
b
儀
﹄
も
﹁
車
騎
將
軍
巴
郡
馮
緄
鴻
卿
爲
議
郞
︑
發
綬
笥
︑
M
二

赤
蛇
︑
可
長
二
尺
︑
分
南
北
走
﹂
と
同
じ
內
容
を
傳
え
て
い
る
︒

｢一
合
﹂
は
綬
笥
を
數
え
る
單
位
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
簞
︑
笥
也
﹂
と
あ
り
︑

段
玉
裁
�
に
﹁
蓋
匡
簞
皆
可
盛
飯
︑
而
匡
筥
無
蓋
︑
簞
笥
M
蓋
﹂
と
営
べ
て
お

り
︑
簞
や
笥
に
は
蓋
が
あ
り
合
子
狀
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
そ
の
單
位
も

﹁
合
﹂
と
稱
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
E
漢
南
昌
海
昏
侯
墓
出
土
漆
器
に
﹁
私
府
髹

木
笥
一
合
︑
用
漆
一
斗
一
升
六
籥
︑
丹
臾
︑
醜
布
︑
財
用
︑
工
牢
︑
幷
直
九
百

六
十
一
︑
昌
邑
九
年
/
︑
卅
合
﹂
と
自
銘
す
る
も
の
が
あ
る
︹
江
西
省
�
物
考
古

硏
究
院
ほ
か
二
〇
一
八
︺
︒

86

錐
畫
晨
辨
綬

笥
一
︑
丹
縑
衣
・

袷
沓
自
副

(M
一
：
四
六
三
︑
液
眄
釋
一
二
八
︑
液
眄
圖
一
七
七
)

錐
畫
で
~
樣
を
描
い
た
綬
笥
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
を
·
い
合
わ
せ
て
つ

く
っ
た
õ
み
を
と
も
な
う
︒

液
眄
は
馬
王
堆
一
號
漢
墓
の
Ô
策

(
鯵
二
七
一
)
﹁
布
繒
檢
一
︑
錐
畫
︑
廣
尺

二
寸
﹂
が
同
墓
出
土
の
漆
奩
に
對
應
し
︑
漢
代
の
漆
器
に
し
ば
し
ば
み
る
裝
.

工
藝
だ
と
指
摘
す
る
︒
ま
た
﹁
晨
辨
﹂
は
漆
器
に
刻
ん
だ
圖
案
の
名
で
あ
ろ
う

と
推
測
す
る
が
︑
用
例
が
な
く
詳
細
は
�
ら
か
で
な
い
︒

液
眄
は
﹁
袷
沓
﹂
に
つ
い
て
︑
·
い
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
器
物
の
�
い
で
あ

ろ
う
と
す
る
︒﹃
漢
書
﹄
外
戚
傳
下
・
孝
成
趙
皇
后
傳
﹁
(皇
后
)
居
昭
陽
舍
︑

其
中
庭
彤
朱
︑
而
殿
上
髤
漆
︑
切
皆
銅
沓

(冒
)
黃
金
塗
﹂
の
顏
師
古
�
に

﹁
切
︑
門
限
也
⁝
⁝
沓
︑
冒
其
頭
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
沓
﹂
は
そ
の
頭
を
お
お
う
も

の
だ
と
営
べ
て
い
る
︒
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87

一
升
錐
畫
員
綬

笥
二
︑
香
再
・
丹
縑

衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
一
八
二
︑
液
眄
釋
一
二
九
︑
液
眄
圖
一
九
四
)

88

二
升
錐
畫
員
□

笥
二
︑
香
再
・
丹
縑

衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
四
三
一
︑
液
眄
釋
一
三
〇
︑
液
眄
圖
一
九
五
)

89

三
升
錐
畫
員
綬

笥
二
︑
香
再
・
丹
縑

衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
一
四
七
︑
液
眄
釋
一
三
一
︑
液
眄
圖
一
九
六
)

90

四
寸
錐
畫
員

綬
笥
二
︑
丹
縑

衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
二
六
六
︑
李
零
六
五
︑
液
眄
釋
一
三
四
︑
液
眄
圖
一
八
三
)

錐
畫
の
線
刻
~
樣
を
と
も
な
う
圓
形
の
綬
笥
各
二
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
を

·
い
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
õ
み
を
と
も
な
う
︒

石
牌
の
記
載
は
﹁
員
綬
笥
﹂
で
あ
る
が
﹁
員
﹂
は
﹁
圓
﹂
に
b
じ
︑﹁
圓
綬

笥
﹂
を
S
味
す
る
の
は
李
零
お
よ
び
液
眄
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
︒

こ
れ
ら
の
大
き
さ
の
表
記
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
升
・
二
升
・
三
升
あ
る
い
は
四

寸
と
衣
な
っ
て
い
る
︒
一
升
は
Á
〇
･
二
ℓ
で
︑
圓
筒
形
の
小
さ
な
容
器
で
あ

る
︒
ま
た
︑
四
寸
は
直
徑
を
営
べ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
︑
假
に
高
さ
三
～
四
寸

と
す
れ
ば
︑
お
お
よ
そ
一
升
の
容
器
に
な
る
︒

旣
営
の
と
お
り
﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
の
�
�
に
﹁
圜
曰
簞
︑
方
曰
笥
﹂
あ
る
い

は
﹁
簞
笥
︑
竹
器
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
笥
﹂
は
方
形
の
竹
製
容
器
と
さ
れ
る
が
︑

石
牌
の
綬
笥
は
圓
形
で
あ
る
︒

91

四
寸
方
錐
畫

綬
笥
一
︑
丹
縑

衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
六
〇
︑
液
眄
釋
一
三
五
︑
液
眄
圖
一
八
二
)

錐
畫
の
線
刻
~
樣
を
施
し
た
方
四
寸
の
綬
笥
一
點
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
を

·
い
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
õ
み
を
と
も
な
う
︒

92

錐
畫
簂
笥
三
合
︑

丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
一
三
︑
液
眄
釋
一
三
六
︑
液
眄
圖
一
四
五
)

錐
畫
の
線
刻
~
樣
を
施
し
た
﹁
簂
笥
﹂
が
三
組
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ

み
を
と
も
な
う
︒

｢
簂
﹂
は
女
性
の
髮
.
り
で
あ
る
︒﹃
釋
名
﹄
釋
首
.
に
﹁
簂
︑
恢
也
︑
恢
廓

�
髮
上
也
﹂
と
あ
り
︑
髮
の
上
を
ゆ
っ
た
り
と
�
う
も
の
だ
と
い
う
︒
ま
た

﹁
蔮
﹂
に
作
る
こ
と
も
あ
り
︑﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
・
后
夫
人
-
に
﹁
太
皇
太

后
・
皇
太
后
入
�
-
⁝
⁝
翦
氂
蔮
︑
簪
珥
︒
珥
︑
耳
璫
垂
珠
也
︒
簪
以
瑇
瑁
爲

擿
︑
長
一
尺
︑
端
爲
華
7
︑
上
爲
鳳
皇
n
︑
以
翡
!
爲
毛
羽
︑
下
M
白
珠
︑
垂

黃
金
鑷
︒
左
右
一
橫
簪
之
︑
以
安
蔮
結
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
公
・
卿
・
列
侯
・

中
二
千
石
・
二
千
石
夫
人
︑
紺
繒
蔮
︑
黃
金
龍
首
銜
白
珠
︑
魚
須
擿
︑
長
一
尺
︑

爲
簪
珥
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
﹁
蔮
﹂
は
繒
な
ど
の
き
れ
を
用
い
た
髮
の
�
い
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
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93

象
牙
錐
畫
十

四
子
箱
一

(M
一
：
二
三
八
︑
液
眄
釋
一
三
七
︑
液
眄
圖
一
一
八
)

錐
畫
の
線
刻
~
樣
を
施
し
た
象
牙
の
﹁
十
四
子
箱
﹂
が
一
組
で
あ
る
︒

液
眄
は
﹁
十
四
子
箱
﹂
に
つ
い
て
︑
內
側
に
十
四
個
の
小
盒
を
お
さ
め
た
箱

と
す
る
︒
實
際
に
漢
墓
か
ら
は
漆
奩
の
な
か
に
複
數
の
小
盒
を
お
さ
め
た
も
の

が
出
土
し
て
お
り
︑
ま
た
馬
王
堆
一
號
漢
墓
の
Ô
策
に
は
﹁
九
子
曾

(
繒
)
檢

(奩
)
一
合
﹂
(
鯵
二
三
〇
)
と
﹁
五
子
檢

(奩
)
一
合
﹂
(
鯵
二
三
一
)
が
あ
り
︑

副
葬
漆
器
と
對
應
す
る
︹
湖
南
省
�
物
館
一
九
七
三
︺
︒

漢
三
國
時
代
の
象
牙
に
つ
い
て
は
︑﹃
三
國
志
﹄
魏
書
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
傳

の
裴
�
�
引
﹃
魏
略
﹄
西
戎
傳
に
﹁
大
秦
多
金
・
銀
・
銅
⁝
⁝
車
渠
・
瑪
瑙
・

南
金
・
!
n
・
羽
翮
・
象
牙
﹂
と
西
方
由
來
の
象
牙
が
記
さ
れ
る
ほ
か
︑
同

書
・
吳
書
・
吳
5
孫
權
傳
・
円
安
二
十
五
年
の
裴
�
�
引
﹃
江
表
傳
﹄
に
﹁
是

歲
魏
�
(
Ô
K
求
雀
頭
香
・
大
貝
・
�
珠
・
象
牙
・
犀
角
・
瑇
瑁
・
孔
雀
・
翡

!
・
鬭
鴨
・
長
鳴
雞
﹂
と
あ
り
︑
南
方
の
象
牙
が
吳
か
ら
魏
に
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
を
営
べ
て
い
る
︒

94

墨
漆
畫
廿
四
子
竹

箱
一
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
四
一
三
︑
李
零
六
六
︑
液
眄
釋
一
三
八
︑
液
眄
圖
一
七
五
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
﹁
廿
四
子
竹
箱
﹂
が
一
點
で
︑
赤
い
か
と
り

ぎ
ぬ
の
õ
み
を
と
も
な
う
︒

｢廿
四
子
竹
箱
﹂
を
李
零
は
器
を
二
十
四
格
に
分
割
し
た
も
の
と
す
る
︒
し

か
し
︑
液
眄
が
い
う
よ
う
に
大
箱
の
な
か
に
二
十
四
個
の
小
盒
を
お
さ
め
た
も

の
と
す
る
の
が
�
當
だ
ろ
う
︒

95

墨
漆
畫
十
二

子
竹
簁
箱
一
︑

丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
三
三
三
︑
李
零
二
七
︑
液
眄
釋
一
三
九
︑
液
眄
圖
一
八
八
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
﹁
十
二
子
竹
簁
箱
﹂
が
一
點
で
︑
赤
い
か
と

り
ぎ
ぬ
の
õ
み
を
と
も
な
う
︒

李
零
は
﹁
十
二
子
杯
簁
箱
﹂
と
讀
み
︑﹁
杯
笿
﹂
す
な
わ
ち
杯
を
容
れ
る
か

ご
と
解
釋
し
︑
飮
食
類
に
區
分
す
る
︒
こ
れ
に
對
し
︑
液
眄
は
﹁
竹
簁
﹂
と
讀

み
︑﹃
說
�
﹄
竹
部
﹁
簁
︑
簁
箄
︑
竹
器
也
﹂
を
も
と
に
こ
れ
を
竹
か
ご
と
理

解
す
る
︒
そ
し
て
︑﹁
十
二
子
竹
簁
箱
﹂
は
十
二
組
の
小
盒
を
收
容
す
る
竹
箱

で
あ
る
と
解
釋
し
て
い
る
︒
范
常
喜
︹
二
〇
二
〇
b
︺
も
﹁
竹
簁
﹂
と
讀
み
︑

﹁
竹
箱
﹂
に
類
す
る
も
の
だ
ろ
う
と
す
る
︒

范
常
喜
︹
二
〇
二
〇
b
︺
は
西
朱
村
出
土
石
牌
M
一
：
五
一
〇
﹁
杯
﹂
字
お
よ

び
石
牌
M
一
：
四
一
三
﹁
竹
﹂
字
と
比
'
し
︑
本
石
牌
の
字
は
﹁
竹
﹂
字
に
讀

む
べ
き
と
す
る
︒

96

墨
漆
畫
楊
柳
簏

一
︑
丹
縑
衣
・
袷
沓
自
副

(M
一
：
三
六
七
︑
李
零
六
七
︑
液
眄
釋
一
四
〇
︑
液
眄
圖
一
七
六
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
背
の
高
い
箱
が
一
點
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ

を
·
い
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
õ
み
を
と
も
な
う
︒

｢
簏
﹂
は
竹
製
で
背
の
高
い
箱
︒﹃
說
�
﹄
卷
五
上
に
﹁
簏
︑
竹
高
篋
也
﹂
と

い
う
︒﹁
楊
柳
﹂
が
箱
の
材
質
を
営
べ
た
も
の
か
︑
箱
に
描
か
れ
た
~
樣
を
記

し
た
も
の
か
は
︑
�
ら
か
で
な
い
︒
液
眄
は
﹁
楊
柳
﹂
を
漆
繪
の
圖
案
と
推
定

し
て
い
る
︒

東 方 學 報
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97

〼
畫
楊
柳
函
一

〼
衣
自
副

(M
一
：
一
一
三
︑
液
眄
釋
一
四
一
︑
液
眄
圖
二
六
八

−

一
)

~
樣
を
あ
ら
わ
し
た
楊
柳
函
が
一
點
で
︑
õ
み
を
と
も
な
う
︒

石
牌
は
上
部
を
缺
損
す
る
︒
液
眄
は
﹁﹇
墨
漆
﹈
畫
楊
柳
函
一
︑﹇
丹
縑
﹈
衣

自
副
﹂
と
復
元
し
て
お
り
︑
そ
の
推
定
は
�
當
で
あ
ろ
う
︒

98

墨
漆
畫
多
槅
屉

函
一
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
三
三
九
︑
李
零
六
八
︑
液
眄
釋
一
四
二
︑
液
眄
圖
一
六
六
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
多
層
の
槅
が
一
組
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の

õ
み
を
と
も
な
う
︒

｢多
槅
屉
函
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
數
層
の
引
き
出
し

(抽
屉
)
を
も
つ
方
形

の
匣
と
推
定
し
︑
液
眄
は
數
層
の
û
板
に
引
き
出
し
を
加
え
た
も
の
と
理
解
す

る
︒
し
か
し
︑
引
き
出
し
の
あ
る
器
物
が
漢
魏
の
時
代
か
ら
存
在
し
た
か
ど
う

か
︑
實
物
か
ら
確
か
め
る
こ
と
は
難
し
い
︒

｢
槅
﹂
は
背
の
低
い
方
形
の
函
狀
容
器
な
い
し
圓
形
の
盤
狀
容
器
の
內
部
を

格
子
狀
に
分
劃
し
た
も
の
で
あ
る
︒
江
西
省
南
昌
東
湖
區
の
西
晉
吳
應
墓
出
土

の
內
部
を
分
劃
し
た
方
形
漆
器
の
底
部
に
は
︑
朱
漆
で
﹁
吳
氏
槅
﹂
と
記
さ
れ

て
お
り
︑
こ
の
種
の
器
物
が
﹁
槅
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
�
ら
か
に
な
っ

た
︹
郭
二
〇
一
九
︺
︒
後
漢
末
か
ら
魏
晉
南
北
d
時
代
に
液
行
し
た
器
種
で
︑
安

陽
西
高
穴
の
曹
操
高
陵
か
ら
は
圓
形
の
合
子
狀
を
�
し
た
陶
製
槅

(M
二
：
四

〇
四
)
が
出
土
し
て
い
る
︒
晉
の
左
思
﹁
嬌
女
詩
一
首
﹂
(﹃
玉
臺
怨
詠
﹄
卷
二
)

に
﹁
幷
心
�
肴
饌
︑
端
坐
理
盤
槅
﹂
と
あ
る
の
は
︑
食
物
を
盛
る
器
と
し
て
の

﹁
槅
﹂
を
営
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
�
獻
の
上
で
は
こ
れ
と
似
た
器
物
に

﹁
樏
﹂
が
あ
り
︑﹃
廣
韻
﹄
卷
三
に
﹁
樏
︑
似
盤
中
M
û
也
﹂
と
い
う
︒

｢
屉
﹂
は
層
狀
に
積
み
か
さ
ね
た
W
6
な
容
器
を
い
う
︒
魏
晉
南
北
d
墓
か

ら
出
土
し
た
﹁
槅
﹂
の
大
V
は
︑
同
じ
形
狀
の
器
を
層
狀
に
複
數
か
さ
ね
る
仕

樣
に
な
っ
て
い
る
︒﹁
多
槅
屉
函
一
﹂
と
い
う
の
は
︑
あ
る
い
は
﹁
槅
﹂
を
複

數
か
さ
ね
た
も
の
を
收
[
す
る
函
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒

99

墨
漆
畫
藥
函
一

具
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
一
五
二
︑
李
零
七
五
︑
液
眄
釋
一
四
三
︑
液
眄
圖
一
五
八
)

墨
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
藥
函
が
一
具
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の

õ
み
を
と
も
な
う
︒

100

〼
藥
簁

〼
自
副

(M
一
：
一
一
二
︑
李
零
七
六
︑
液
眄
釋
一
四
四
︑
液
眄
圖
二
五
五

−

一
)

藥
を
收
[
す
る
竹
か
ご
で
あ
る
︒

｢
簁
﹂
は
竹
か
ご
︒﹁
藥
簁
﹂
は
藥
を
收
[
す
る
竹
か
ご
を
い
う
︒

な
お
︑﹁
簁
﹂
は
﹁
篩
﹂
に
b
じ
る
こ
と
か
ら
︑
液
眄
は
藥
を
濾
Ú
す
る
竹

製
の
ふ
る
い
を
指
す
と
推
定
し
て
い
る
︒

101

竹
簁
〼

(M
一
：
二
一
一
︑
液
眄
釋
一
五
六
︑
液
眄
圖
二
三
二

−

一
)

102

竹
簁
〼

(M
一
：
四
︑
液
眄
釋
一
五
七
︑
液
眄
圖
二
三
二

−

二
)

竹
か
ご
︒

液
眄
は
﹁
竹
簁
﹂
を
﹁
竹
篩
﹂
と
解
釋
す
る
︒

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��

129



し
か
し
︑﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
簁
︑
簁
箄
︑
竹
器
也
﹂
と
あ
り
︑
段
玉
裁
�

は
﹁
按
︑
簁
箄
︑
器
名
︑
以
上
下
�
例
之
︑
是
盛
物
之
器
︑
而
非
可
以
取
粗
去

細
之
器
也
﹂
と
し
て
︑﹁
簁
箄
﹂
と
は
﹁
盛
物
之
器
﹂
で
あ
り
篩
の
こ
と
で
は

な
い
と
說
�
し
て
い
る
︒
石
牌
の
銘
�
の
み
か
ら
そ
の
用
²
を
確
定
す
る
の
は

困
難
と
は
い
え
︑
こ
こ
で
は
竹
か
ご
の
一
種
と
解
釋
し
て
お
く
︒

103

竹
箄
〼

(M
一
：
六
︑
液
眄
釋
一
五
五
︑
液
眄
圖
二
三
一

−

二
)

竹
か
ご
︒

液
眄
は
﹁
竹
箄
﹂
は
甑
の
底
に
置
く
竹
製
の
ø
物
と
說
�
す
る
︒

『
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
箄
︑
簁
箄
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
箄
﹂
も
ま
た
竹
器
で
あ
る
︒

﹃
方
言
﹄
卷
十
三
に
﹁
箄
・
簍
・
籅
・
䈱
︑
𥱿
也
︒
⁝
⁝
𥱿
小
者
︑
南
楚
謂
之

簍
︑
自
關
而
西
秦
晉
之
閒
謂
之
箄
﹂
と
あ
り
︑
�
に
﹁
今
江
南
亦
名
籠
爲
箄
﹂

と
営
べ
て
い
る
︒
こ
こ
で
は
﹁
箄
﹂
も
や
は
り
竹
か
ご
の
一
種
と
解
釋
し
て
お

き
た
い
︒

(六
)
鏡
・
&
粧
'
具

104

車
琚
鏡
一

枚
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
八
二
︑
李
零
六
九
︑
液
眄
釋
七
六
︑
液
眄
圖
九
七
)

車
琚
鏡
一
枚
に
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

本
石
牌
に
つ
い
て
は
︑
霍
宏
洩
︹
二
〇
一
九
︺
の
專
論
が
あ
る
︒
そ
れ
に
よ

れ
ば
︑﹁
車
琚
﹂
は
﹁
車
渠
﹂﹁
硨
磲
﹂
で
あ
り
︑﹁
車
琚
鏡
﹂
と
は
シ
ャ
コ
ガ

イ

(
T
rid
a
cn
a
)
を
あ
し
ら
っ
た
鏡
だ
と
い
う
︒
そ
の
シ
ャ
コ
ガ
イ
の
產
地
に

つ
い
て
は
︑
西
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
︒
そ
の
技
法
は
︑

螺
鈿
鏡
の
類
を
想
k
さ
せ
る
も
の
の
︑
漢
魏
晉
南
北
d
に
さ
か
の
ぼ
る
螺
鈿
鏡

の
實
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
︒

一
方
︑
液
眄
は
先
に
み
た
石
碑
45
﹁
車
渠
跳
脫
﹂
や
石
碑
48
﹁
車
琚
珮
﹂
と

同
樣
に
﹁
車
琚
﹂﹁
車
渠
﹂
は
玉
に
似
た
石
と
解
釋
し
︑
一
種
の
﹁
玉
鏡
﹂
で

あ
ろ
う
と
す
る
︒
魏
�
(
曹
丕
﹁
車
渠
椀
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
寶
玉
部
下
)
の
序

に
﹁
車
渠
︑
玉
屬
也
︒
多
纎
理
縟
�
︒
生
于
西
國
︑
其
俗
寶
之
﹂
と
あ
る
︒
ま

た
︑
曹
1
﹁
車
渠
椀
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
雜
器
物
部
)
に
は
﹁
惟
斯
椀
之
�
生
︑

于
涼
風
之
浚
湄
﹂
と
あ
る
︒﹁
涼
風
﹂
は
﹃
淮
南
子
﹄
墬
形
訓
に
﹁
崑
崙
之
丘
︑

或
上
倍
之
︑
是
謂
涼
風
之
山
︑
登
之
而
不
死
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
崑
崙
山
上
に

あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
不
死
の
世
界
で
あ
る
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
曹
丕
や
曹
1
の

賦
の
記
載
に
よ
れ
ば
︑
曹
魏
の
﹁
車
渠
﹂
は
西
方
由
來
の
玉
の
類
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
︒

105

淳
金
銀
解
閒

塗
帶
鏡
臺
一
︑

丹
縑
沓
自
副

(M
一
：
三
一
〇
︑
李
零
七
〇
︑
液
眄
釋
七
七
︑
液
眄
圖
一
八
五
)

純
金
・
純
銀
を
塗
っ
て
.
り
と
し
た
鏡
臺
が
一
點
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ

ぬ
を
·
い
合
わ
せ
た
õ
み
が
と
も
な
う
︒

｢淳
金
銀
﹂
は
﹁
純
金
銀
﹂
を
い
う
︒﹃
周
禮
﹄
地
官
・
質
人
﹁
壹
其
淳
制
﹂

の
�
玄
�
に
﹁
杜
子
春
云
︑
淳
當
爲
純
﹂
と
あ
り
︑﹃
漢
書
﹄
地
理
志
下
・
齊

地
﹁
故
其
俗
彌
侈
︑
織
作
冰
紈
綺
繡
純
麗
之
物
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
純
︑
精
好

也
⁝
⁝
純
>
淳
﹂
と
い
う
︒

｢解
閒
﹂
に
つ
い
て
︑
液
眄
は
︑﹁
解
﹂
は
分
割
・
劃
分
の
S
味
で
あ
り
︑

﹁
閒
﹂
は
空
隙
・
·
隙
の
S
味
で
あ
る
か
ら
︑﹁
解
閒
﹂
と
は
物
體
が
わ
か
れ
る

場
�
︑
つ
ま
り
本
石
牌
の
場
合
は
鏡
臺
の
各
部
位
が
連
接
す
る
場
�
だ
と
い
う
︒

霍
宏
洩
︹
二
〇
一
九
︺
も
同
樣
に
︑﹁
解
﹂
は
物
體
が
相
連
接
す
る
と
こ
ろ
で
︑
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﹁
閒
﹂
は
空
隙
を
い
う
か
ら
︑﹁
解
閒
﹂
は
物
ど
う
し
が
接
す
る
と
こ
ろ
に
で
き

た
隙
閒
と
解
釋
す
る
︒

｢塗
帶
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
鎏
金
帶
﹂
と
し
︑
霍
宏
洩
︹
二
〇
一
九
︺
は

弦
~
帶
を
塗
り
.
っ
た
も
の
と
す
る
︒
液
眄
は
石
牌
の
器
物
を
﹁
淳
金
︑
銀
解

閒
塗
帶
鏡
臺
一
﹂
と
し
︑
純
金
の
鏡
臺
に
﹁
塗
銀
~
.
帶
﹂
を
加
え
た
も
の
と

解
釋
し
て
い
る
︒

漢
代
の
鏡
臺
の
實
例
を
み
る
と
︑
金
屬
製
の
U
字
形
の
鏡
托

(鏡
«
け
)
と

臺
座
と
の
閒
を
荏
)

(柄
)
に
よ
っ
て
つ
な
い
だ
も
の
が
多
い
︒
荏
)
や
臺
座

は
金
屬
製
の
ほ
か
に
︑
漆
塗
木
製
品
な
ど
の
例
も
少
な
く
な
い
か
ら
︑
純
金
・

純
銀
の
鏡
托
と
臺
座
と
の
閒
を
漆
塗
り
の
荏
)
に
よ
っ
て
つ
な
い
だ
h
/
を

﹁
解
閒
塗
帶
﹂
と
稱
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒
あ
る
い
は
︑﹃
國
語
﹄
魯
語
上
﹁
晉

�
公
解
曹
地
︑
以
分
諸
侯
﹂
の
韋
昭
�
に
﹁
解
︑
À
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に

﹁
解
﹂
を
﹁
À
﹂
と
す
る
な
ら
ば
︑
À
っ
た
部
分
に
金
銀
を
塗
っ
た
裝
.
帶
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
︒

な
お
︑
こ
れ
に
類
し
た
鏡
臺
と
し
て
﹃
北
堂
書
鈔
﹄
卷
一
三
六
・
鏡
臺
六
六

に
引
く
曹
操
﹁
上
雜
物
駅
﹂
に
﹁
中
宮
M
純
銀
參
帶
鏡
臺
一
枚
﹂
が
あ
る
︒

106

淳
金
銀
解
閒

塗
帶
印
臺
一
︑

丹
縑
沓
自
副

(M
一
：
一
三
二
︑
液
眄
釋
七
八
︑
液
眄
圖
一
八
六
)

純
金
・
純
銀
を
塗
っ
て
.
り
と
し
た

(鏡
)
臺
が
一
點
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と

り
ぎ
ぬ
を
·
い
合
わ
せ
た
õ
み
が
と
も
な
う
︒

先
の
石
牌
と
*
似
し
た
銘
�
を
も
ち
︑
二
行
目
第
三
字
を
﹁
鏡
﹂
で
は
な
く

﹁
印
﹂
と
す
る
點
の
み
が
衣
な
る
︒

液
眄
は
こ
の
字
を
﹁
叉
﹂
と
釋
讀
す
る
︒﹁
叉
﹂
は
︑
頭
部
が
二
叉
に
わ
か

れ
た
さ
ま
を
い
う
こ
と
か
ら
︑﹁
叉
臺
﹂
と
は
U
字
形
の
鏡
托
を
載
せ
た
鏡
臺

の
別
稱
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
る
︒

こ
れ
に
對
し
︑
霍
宏
洩
︹
二
〇
一
九
︺
は
こ
れ
を
﹁
印
﹂
と
讀
む
︒
す
な
わ

ち
︑
石
牌
銘
�
に
お
い
て
﹁
叉
﹂
は
必
ず
﹁
印
﹂
に
點
を
加
え
た
も
の
で
字
形

が
衣
な
り
︑﹁
印
﹂
と
釋
讀
す
べ
き
だ
と
い
う
︒﹁
印
﹂
は
︑
ま
た
︑
再
び
︑
の

S
味
で
あ
り
︑﹁
鏡
臺
﹂
の
﹁
鏡
﹂
字
が
煩
雜
で
あ
る
こ
と
か
ら
省
略
し
﹁
こ

れ
も
ま
た

(鏡
)
臺
で
あ
る
﹂
こ
と
を
記
し
た
の
だ
と
い
う
︒

石
牌
の
�
字
は
︑
字
形
か
ら
い
え
ば
﹁
印
﹂
と
釋
讀
す
る
の
が
正
し
い
︒

﹁
印
﹂
は
右
手
を
か
た
ど
っ
た
象
形
�
字
で
あ
る
︒﹃
說
�
﹄
印
部
に
﹁
印
︑
手

也
︑
象
形
︑
三
指
者
︑
手
之
列
多
︑
略
不
Ú
三
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
五
本
指
を

省
略
し
て
三
本
指
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
︒
つ
ま
り
︑
器
物
の
形
狀
を
手
指
に
な
ぞ

ら
え
て
﹁
印
﹂
と
表
現
し
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
︒

107

淳
金
五
寸
駅
具

一
具
︑
柙
自
副

(M
一
：
四
六
七
︑
液
眄
釋
七
九
︑
液
眄
圖
一
四
二
)

純
金
製
の
大
き
さ
五
寸
の
櫛
が
一
組
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

｢
駅
﹂
は
櫛
の
こ
と
で
︑﹁
栄
﹂
に
同
じ
︒﹃
þ
就
U
﹄﹁
鏡
籢
䟽
比
各
衣
工
﹂

の
顏
師
古
�
に
﹁
櫛
之
大
而
麤
︑
�
以
理
鬢
者
︑
謂
之
䟽
︑
言
其
齒
稀
䟽
也
︒

小
而
細
︑
�
以
去
蟣
蝨
者
︑
謂
之
比
︑
言
其
齒
密
比
也
﹂
と
あ
る
︒

108

七
寸
墨
漆
畫
金
帶

駅
具
一
合
︑
金
錯

鏡
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
三
一
四
︑
李
零
七
二
︑
液
眄
釋
八
〇
︑
液
眄
圖
二
〇
六
)

黑
漆
に
~
樣
を
描
い
て
金
を
あ
し
ら
っ
た
大
き
さ
七
寸
の
櫛
一
組
が
盒
に
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入
っ
て
お
り
︑
金
錯
鏡
と
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
が
と
も
な
う
︒

霍
宏
洩
︹
二
〇
一
九
︺
に
よ
れ
ば
︑﹁
金
錯
鏡
﹂
と
は
細
い
e
を
彫
っ
て
金
を

閏
填
す
る
金
象
嵌
裝
.
の
鏡
で
︑
安
陽
西
高
穴
の
曹
操
高
陵
お
よ
び
洛
陽
の
曹

休
墓
か
ら
出
土
し
た
鐵
鏡
も
﹁
金
錯
鏡
﹂
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
︒
曹
操
高

陵
の
鐵
鏡
M
二
：
二
五
二
に
つ
い
て
は
︑
河
南
省
�
物
考
古
硏
究
院
︹
二
〇
一

六
：
二
二
〇
頁
︺
が
實
施
し
た
X
線
C
T
ス
キ
ャ
ン
に
よ
り
︑
鏡
背
に
圖
案
が
刻

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
︑
金
糸
も
確
 
さ
れ
て
い
る
︒

ま
た
︑
王
咸
秋
︹
二
〇
二
二
︺
に
よ
れ
ば
︑
西
朱
村
一
號
墓
か
ら
は
八
鳳
~

の
金
錯
鐵
鏡
一
枚
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
︒
そ
の
復
元
徑
は
Á
一
二
㎝
で
お

お
よ
そ
曹
魏
の
五
寸
に
相
當
し
︑
七
寸
の
容
器
に
收
[
し
う
る
大
き
さ
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
︒
な
お
︑
八
鳳
鏡
は
女
性
の
棺
か
ら
出
土
す
る
例
が
多
く
︑

本
例
は
西
朱
村
一
號
墓
の
女
性
墓
5
に
對
應
す
る
鏡
で
あ
ろ
う
︒

『北
堂
書
鈔
﹄
-


部
三
﹁
銀
鏡
﹂
に
魏
武
王
﹁
上
雜
物
駅
﹂
を
引
い
て

﹁
御
物
M
尺
二
寸
金
錯
鐵
鏡
一
枚
︑
皇
后
雜
物
用
純
銀
錯
七
寸
鐵
鏡
四
枚
﹂
と

あ
り
︑
當
時
の
宮
廷
で
好
ま
れ
た
技
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

109

〼
眉
㕞
四

(M
一
：
一
二
二
︑
液
眄
釋
八
二
︑
液
眄
圖
二
四
六

−

一
)

眉
刷
が
四
點
︒

石
牌
は
上
V
を
缺
損
す
る
︒
銘
�
で
は
﹁
㕞
﹂
字
の
右
側
を
﹁
寸
﹂
に
作
る
︒

液
眄
は
こ
の
字
を
﹁
㕞
﹂
と
釋
讀
し
︑﹁
刷
﹂
に
も
b
じ
る
と
す
る
︒﹁
㕞
﹂
は

﹃
說
�
﹄
印
部
﹁
㕞
︑
拭
也
﹂
と
あ
り
︑
ぬ
ぐ
う
S
味
︒﹁
刷
﹂
は
﹃
b
俗
�
﹄

(﹃
太
6
御
覽
﹄
-
用
部
�
引
)
に
﹁
�
以
理
髮
︑
謂
之
刷
﹂
と
あ
る
︒
い
ず
れ
に

せ
よ
︑﹁
眉
刷
﹂
は
眉
を
整
え
る
³
具
で
あ
ろ
う
と
す
る
︒

110

〼
□
二
︑
白

〼
鑷
拔

(M
一
：
五
六
︑
液
眄
釋
八
三
︑
液
眄
圖
二
五
〇

−

二
)

不
�
の
器
物
が
二
點
︑
そ
れ
に
鑷
子

(
毛
拔
き
)
が
と
も
な
う
︒

石
牌
は
上
V
を
缺
損
し
︑
一
行
目
は
具
體
�
な
器
物
名
を
�
ら
か
に
し
え
な

い
︒
二
行
目
の
﹁
鑷
拔
﹂
は
液
眄
が
指
摘
す
る
と
お
り
﹁
鑷
子
﹂
す
な
わ
ち
毛

拔
き
と
考
え
ら
れ
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹃
釋
名
﹄
釋
首
.
に
﹁
鑷
︑
攝
也
︑
攝
取

髮
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
b
俗
�
﹄
(﹃
太
6
御
覽
﹄
-
.
部
�
引
)
に
﹁
披
減
髮
鬚
謂
之

鑷
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑
左
思
﹁
白
髮
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
人
部
)
に
﹁
星
星
白
髮
︑

生
於
鬢
垂
︒
雖
非
靑
蠅
︑
穢
我
光
儀
︒
策
名
觀
國
︑
以
此
見
疵
︒
將
拔
將
鑷
︑

好
n
是
縻
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
鑷
﹂
と
﹁
拔
﹂
は
同
義
で
あ
り
︑
か
さ
ね
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
︒

111

墨
漆
畫
楊
柳
粉

銚
一
合
︑
柙
自
副

(M
一
：
五
一
一
︑
李
零
七
三
︑
液
眄
釋
八
四
︑
液
眄
圖
一
五
六
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
お
し
ろ
い
用
の
合
子
が
一
組
で
︑
そ
れ
を
收

[
す
る
柙
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
に
﹁
粉
銚
﹂
は
﹁
粉
盒
﹂
で
あ
り
︑
女
性
の
$
粧
³
具
で

あ
る
と
す
る
︒

｢
墨
漆
畫
楊
柳
﹂
は
石
牌
96

(M
一
：
三
六
七
)
に
﹁
墨
漆
畫
楊
柳
簏
一
﹂
が

あ
り
︑
液
眄
は
黑
漆
に
楊
柳
の
繪
を
描
い
た
も
の
と
す
る
︒

｢銚
﹂
は
﹃
說
�
﹄
金
部
に
﹁
銚
︑
溫
器
也
﹂
と
あ
り
︑
食
物
を
溫
め
る
な

べ
・
か
ま
の
類
を
い
う
︒
容
庚
﹃
漢
金
�
錄
﹄
卷
四
の
敬
武
5
家
銚
の
銘
に
は

﹁
敬
武
5
家
銅
銚
︑
五
升
︑
二
斤
九
兩
︑
初
元
五
年
五
\
︑
河
東
/
︑
第
四
﹂

が
揭
載
さ
れ
て
い
る
︒
E
漢
元
(
の
初
元
五
年
は
紀
元
E
四
四
年
︒
器
形
は
不
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詳
だ
が
︑
容
量
五
升

(
Á
一
ℓ
)
の
小
型
圓
形
容
器
で
あ
る
︒

｢粉
銚
一
合
﹂
は
︑
胡
粉
を
入
れ
る
た
め
の
小
型
容
器
︒﹁
一
合
﹂
と
あ
る
こ

と
か
ら
︑
蓋
と
身
か
ら
な
る
盒
狀
容
器
と
推
定
で
き
る
︒
曹
操
﹁
上
獻
(
器
物

表
﹂
(﹃
太
6
御
覽
﹄
器
物
部
)
に
﹁
臣
祖
+
︑
M
順
(
賜
器
︑
今
上
四
石
銅
鋗
四

枚
︑
五
石
銅
鋗
一
枚
︑
御
物
M
純
銀
粉
銚
一
枚
﹂
と
あ
り
︑
順
(
か
ら
賜
與
さ

れ
た
と
い
う
純
銀
の
粉
銚
を
あ
げ
て
い
る
︒

(七
)
衞
生
器
具

112

一
合
墨
漆
畫

銀
帶
唾
壺
一
︑

□
□
□
自
副

(M
一
：
三
三
八
︑
李
零
八
一
︑
液
眄
釋
一
二
二
︑
液
眄
圖
一
七
八
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
あ
ら
わ
し
銀
の
帶
を
.
っ
た
一
合
の
唾
壺
が
一
つ
︒

石
牌
は
左
上
を
缺
損
し
︑
三
行
目
の
第
一
～
三
字
を
液
眄
は
﹁
丹
縑
囊
﹂
と

復
元
す
る
も
の
の
︑
確
證
は
な
い
︒

｢一
合
﹂
は
器
物
の
大
き
さ
を
い
い
︑
Á
二
〇
㎖
と
き
わ
め
て
小
さ
い
︒

｢唾
壺
﹂
は
い
わ
ゆ
る
痰
壺
︒﹁
墨
漆
畫
銀
帶
唾
壺
﹂
は
黑
漆
塗
の
器
物
で
︑

口
緣
な
ど
に
銀
の
帶
を
め
ぐ
ら
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
曹
操
﹁
上
雜
物

駅
﹂
(﹃
太
6
御
覽
﹄
卷
七
〇
三
・
-
用
部
五
・
唾
壺
)
に
﹁
御
雜
物
用
︑
M
純
金
唾

壺
一
枚
︑
漆
圓
唾
壺
四
枚
︑
貴
人
M
純
銀
參
帶
唾
壺
三
十
枚
﹂
が
あ
る
︒

113

〼
畫
銀
帶
唾

〼
囊
自
副

(M
一
：
一
九
六
︑
液
眄
釋
一
二
三
︑
液
眄
圖
二
六
八

−

二
)

銀
帶
の
裝
.
を
も
つ
唾
壺
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
囊
が
と
も
な
う
︒

石
牌
は
上
V
を
缺
損
し
︑
液
眄
は
﹁﹇
墨
漆
﹈
畫
銀
帶
唾
﹇
壺
一
︑
丹
縑
﹈

囊
自
副
﹂
に
復
元
す
る
︒

114

墨
漆
行
淸
一
︑

丹
縑
囊
自
副

(M
一
：
二
六
五
︑
李
零
八
二
︑
液
眄
釋
一
二
四
︑
液
眄
圖
一
三
〇
)

黑
漆
を
塗
っ
た
-
器
︑
す
な
わ
ち
お
ま
る
の
こ
と
で
あ
り
︑
そ
れ
を
收
[
す

る
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
囊
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
行
淸
﹂
は
﹁
廁
﹂
の
こ
と
と
す
る
︒﹃
c
記
﹄
萬
石
君

石
奮
傳
﹁
取
親
中
帬
廁
牏
︑
身
自
浣
滌
﹂
の
﹃
索
隱
﹄
に
﹁
孟
康
曰
︑
廁
︑
行

淸
︑
牏
︑
行
淸
中
«
糞
函
也
﹂
と
あ
る
︒
曹
操
高
陵
出
土
石
牌
に
も
﹁
木
墨
行

淸
﹂
(M
二
：
九
一
)
が
あ
る
︒
ま
た
墓
の
副
葬
品
の
實
例
で
は
︑
浙
江
省
安
吉

五
福
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
馬
蹄
形
の
黑
漆
塗
木
製
-
架
が
知
ら
れ
て
い
る
︹
浙

江
省
�
物
考
古
硏
究
�
ほ
か
二
〇
〇
七
︺
︒

115

白
珠
落
香
囊
一

具
︑
玦
廁
自
副

(M
一
：
一
二
八
︑
李
零
八
三
︑
液
眄
釋
一
二
一
︑
液
眄
圖
一
三
三
)

白
珠
を
ち
り
ば
め
て
裝
.
し
た
香
囊
が
一
つ
で
あ
る
︒

李
零
は
﹁
行
淸
﹂
と
の
關
係
を
想
定
し
︑
廁
の
.
臭
の
た
め
に
﹁
香
囊
﹂
を

用
い
た
と
解
釋
す
る
︒
そ
し
て
︑﹁
玦
廁
﹂
と
は
﹁
抉
廁
﹂
で
あ
り
︑﹁
廁
籌
﹂

す
な
わ
ち
籌
木

(糞
箆
)
を
指
す
の
だ
と
い
う
︒
こ
れ
に
對
し
︑
液
眄
は
こ
れ

を
﹁
�
具
﹂
に
分
類
す
る
一
方
で
︑
そ
の
用
²
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
﹁
行

淸
﹂
に
限
定
し
な
い
︒

液
眄
は
﹁
白
珠
落
﹂
の
﹁
落
﹂
は
﹁
絡
﹂
に
b
じ
︑﹁
纏
繞
︑
捆
1
﹂
の
S

と
す
る
︒
ま
た
︑﹁
香
嚢
﹂
は
香
料
を
入
れ
た
袋
で
︑
身
に
つ
け
た
り
︑
帳
に

吊
り
下
げ
た
り
し
て
用
い
た
︒
す
な
わ
ち
﹁
白
珠
落

(絡
)
香
囊
﹂
と
は
︑
白
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珠
を
か
ら
め
て
網
狀
に
し
た
香
囊
だ
と
い
う
︒
な
お
︑
曹
操
高
陵
出
土
石
牌
M

二
：
九
六
に
﹁
香
囊
卅
雙
﹂
が
あ
る
︒

ま
た
液
眄
は
︑﹁
玦
﹂
は
﹁
玉
玦
﹂︑﹁
廁
﹂
は
﹁
側
﹂
に
b
じ
︑
物
體
の
邊

沿
を
指
す
も
の
と
解
釋
す
る
︒
銀
雀
山
漢
墓
竹
鯵
の
﹃
孫
子
兵
法
﹄
行
軍
に

﹁
輕
車
先
出
居
廁
﹂
(今
本
で
は
﹁
廁
﹂
を
﹁
側
﹂
に
つ
く
る
)
や
﹃
c
記
﹄
張
釋
之

馮
�
列
傳
に
﹁
從
行
至
3
陵
︑
居
北
臨
廁
﹂
と
あ
り
︑
裴
駰
集
解
に
引
く
蘇
林

注
に
﹁
廁
︑
邊
側
也
﹂
と
あ
る
の
が
そ
の
根
據
で
︑﹁
玦
廁
﹂
は
名
詞
で
あ
り
︑

香
嚢
の
口
緣
に
綴
じ
ら
れ
た
玉
玦
を
指
す
と
考
え
た
︒

一
方
︑﹁
廁
﹂
に
は
﹁
ま
じ
え
る
︑
そ
え
る
﹂
の
S
も
あ
る
︒﹃
漢
書
﹄
禮
樂

志
・
郊
祀
歌
の
﹁
廁
霧
縠
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
廁
︑
雜
也
︒
霧
縠
︑
言
其
輕
細

若
雲
霧
也
﹂
と
あ
り
︑
歌
妓
を
描
寫
す
る
に
あ
た
り
︑
輕
く
@
い
ち
ぢ
み
絹

(霧
縠
)
が
雲
霧
の
よ
う
に
輕
や
か
に
Ó
え
て
い
る
さ
ま
を
営
べ
て
い
る
︒
ま
た

﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
一
に
は
﹁
天
子
筆
管
︑
以
錯
寳
爲
跗
︑
毛
皆
以
秋
兔
之
毫
︑

官
師
路
扈
爲
之
︑
以
雜
寳
爲
匣
︑
廁
以
玉
璧
!
羽
︑
皆
直
百
金
﹂
と
あ
る
︒
し

た
が
っ
て
︑
白
珠
を
ち
り
ば
め
た
香
囊
に
玉
玦
を
そ
え
た
も
の
と
解
釋
す
る
こ

と
も
で
き
よ
う
︒

(八
)
�
1
具

116

墨
漆
書
案
一

(M
一
：
二
四
四
︑
李
零
一
一
三
︑
液
眄
釋
一
〇
八
︑
液
眄
圖
五
二
)

黑
漆
を
塗
っ
た
書
案
す
な
わ
ち
�
机
が
一
點
で
あ
る
︒

安
陽
西
高
穴
の
曹
操
高
陵
出
土
石
牌
M
二
：
三
二
八
に
﹁
書
案
一
﹂
が
あ
り
︑

�
獻
の
上
で
は
曹
操
﹁
上
雜
物
駅
﹂
(﹃
北
堂
書
鈔
﹄
-
.
部
二
)
に
﹁
御
物
M
純

銀
參
鏤
帶
漆
畫
書
案
一
枚
﹂
が
あ
る
︒

117

書
刀
一

(M
一
：
四
〇
九
︑
李
零
一
一
四
︑
液
眄
釋
一
〇
九
︑
液
眄
圖
一
四
)

書
刀
が
一
つ
︒

｢書
刀
﹂
は
木
鯵
・
竹
鯵
に
書
い
た
�
字
を
À
っ
て
修
正
す
る
た
め
の
³
具

で
あ
る
︒﹃
釋
名
﹄
釋
兵
に
﹁
書
刀
︑
給
書
鯵
札
︑
M
�
刋
À
之
刀
也
﹂
と
あ

る
︒
湖
北
省
江
陵
鳳
凰
山
一
六
八
號
漢
墓
出
土
�
�
具
の
セ
ッ
ト
に
含
ま
れ
る

靑
銅
製
の
書
刀
は
︑
�
長
二
二
･
八
㎝
︑
4
部
長
一
三
･
九
㎝
︑
柄
部
長
八
･
九

㎝
で
︑
柄
尻
に
�
頭
を
も
つ
︹
鐘
一
九
七
五
︺
︒

118

墨
一
蠡

(M
一
：
三
〇
五
︑
李
零
一
一
五
︑
液
眄
釋
一
一
〇
︑
液
眄
圖
一
五
)

螺
貝
狀
の
墨
の
塊
が
一
つ
︒

李
零
は
﹁
墨
一
蠡
﹂
は
﹁
墨
汁
一
蠡
﹂
の
S
味
で
あ
り
︑﹁
蠡
﹂
は
瓢
形
の

容
器
だ
と
す
る
︒
一
方
︑
液
眄
は
﹁
墨
一
蠡
﹂
の
﹁
蠡
﹂
は
量
詞
で
あ
り
︑
魏

晉
の
墨
が
ま
る
く
︑
蠡

(
螺
)
に
似
た
形
狀
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ

た
と
い
い
︑
こ
の
說
�
は
�
當
で
あ
る
︒﹃
廣
�
﹄
釋
魚
に
﹁
蠡
・
蠃
・
蝸
牛
︑

螔
蝓
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
集
韻
﹄
卷
三
に
﹁
蠃
︑
蚌
屬
︑
大
者
如
斗
︑
出
日
南
漲

海
中
︒
或
作
蠡
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑﹁
蠡
﹂
は
﹁
蠃
﹂
に
b
じ
︑
螺
貝
を
い
う
︒

�
の
陶
宗
儀
﹃
南
村
輟
5
錄
﹄
墨
に
﹁
上
古
無
墨
︑
竹
挺
點
漆
而
書
︑
中
古

方
以
石
�
汁
︑
或
云
是
6
安
石
液
︑
至
魏
晉
時
始
M
墨
丸
︑
乃
漆
7
松
煤
夾
和

爲
之
⁝
⁝
自
後
M
螺
子
墨
︑
亦
墨
丸
之
2
製
﹂
と
あ
り
︑
上
古
に
は
墨
が
な
く
︑

中
古
に
は
�
石
で
墨
を
つ
ぶ
し
て
墨
汁
と
し
た
が
︑
魏
晉
代
に
﹁
墨
丸
﹂
が
出

現
し
︑
そ
の
系
I
を
引
く
ま
る
い
墨
は
の
ち
に
﹁
螺
子
墨
﹂
と
呼
ば
れ
た
と
說

�
し
て
い
る
︒

『初
學
記
﹄
�
部
・
墨
﹁
二
螺
九
子
﹂
條
は
陸
雲
﹃
與
兄
6
原
書
﹄
を
引
い

て
﹁
一
日
上
三
臺
︑
曹
公
藏
石
墨
數
十
萬
斤
⁝
⁝
今
�
二
螺
﹂
と
記
し
︑
ま
た
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同
﹁
致
夫
賜
令
﹂
條
で
は
﹃
J
人
集
﹄
を
引
い
て
﹁
汲
太
子
妻
與
夫
書
曰
︑
幷

致
上
書
墨
十
螺
﹂
と
記
し
て
い
る
︒﹁
二
螺
﹂﹁
墨
十
螺
﹂
は
い
ず
れ
も
墨
を
數

え
る
單
位
で
あ
り
︑
石
牌
の
﹁
墨
一
蠡
﹂
も
同
樣
に
﹁
墨
丸
﹂
あ
る
い
は
﹁
螺

子
墨
﹂
を
営
べ
た
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒

漢
代
の
墨
の
出
土
例
を
み
る
と
︑
江
陵
鳳
凰
山
一
六
八
號
漢
墓
か
ら
は
粒
狀

の
墨
と
と
も
に
圓
盤
狀
の
硯
と
墨
を
つ
ぶ
す
�
石
が
出
土
し
︹
鐘
一
九
七
五
︺
︑

﹃
輟
5
錄
﹄
に
い
う
﹁
中
古
方
以
石
�
汁
﹂
の
狀
況
と
對
應
し
て
い
る
︒
こ
れ

に
對
し
︑
河
南
省
陝
縣
劉
家
渠
漢
墓
か
ら
は
丸
棒
狀
の
墨
三
點
が
出
土
し
︹
黃

河
水
庫
考
古
工
作
8
一
九
六
五
︺
︑
ま
た
寧
夏
固
原
西
郊
で
も
松
笠
に
似
た
~
樣
を

も
つ
丸
棒
狀
の
墨
が
出
土
し
て
お
り

(中
國
國
家
�
物
館
藏
)
︑
こ
れ
ら
は
魏
晉

以
影
の
﹁
墨
丸
﹂﹁
螺
子
墨
﹂
に
つ
ら
な
る
も
の
で
︑
ì
第
に
球
形
な
い
し
棒

狀
の
塊
を
な
す
墨
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

三
︑
飮
食

(一
)
飮
食
物

119

黍
五
斗

(M
一
：
二
六
二
︑
李
零
一
︑
液
眄
釋
一
七
九
︑
液
眄
圖
九
)

黍

(モ
チ
キ
ビ
)
五
斗
で
あ
る
︒

｢黍
﹂
は
五
穀
の
一
︒﹃
說
�
﹄
黍
部
に
﹁
禾
屬
而
黏
者
也
︑
以
大
暑
而
種
︑

故
謂
之
黍
⁝
⁝
孔
子
曰
︑
黍
可
爲
酒
︑
禾
入
水
也
﹂
と
あ
り
︑
黍
は
禾
の
屬
で

粘
り
が
あ
り
︑
大
暑
の
時
�
に
1
え
る
こ
と
か
ら
黍
と
い
い
︑
ま
た
酒
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
︒

漢
魏
の
一
斗
は
Á
二
ℓ
︑
五
斗
は
Á
一
〇
ℓ
に
相
當
す
る
︒

な
お
︑﹃
續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
武
士
執
事
下
�
器
︒
筲
八

盛
︑
容
三
升
︑
黍
一
︑
稷
一
︑
麥
一
︑
粱
一
︑
稻
一
︑
T
一
︑
菽
一
︑
小
豆

一
﹂
と
あ
り
︑
後
漢
皇
(
の
葬
儀
に
用
い
ら
れ
る
�
器
に
﹁
黍
一
﹂
が
含
ま
れ
︑

三
升
の
竹
籠
に
盛
ら
れ
て
い
た
︒

120

粳
米
一
〼

(M
一
：
七
九
︑
液
眄
釋
一
七
八
︑
液
眄
圖
二
五
四

−

二
)

粳
米

(ウ
ル
チ
ゴ
メ
)
が
一

(斗
)
︒

｢粳
米
﹂
は
粘
り
の
な
い
ウ
ル
チ
ゴ
メ
で
あ
り
︑
粳
稻
か
ら
收
穫
さ
れ
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
中
・
大
儺
﹁
葦
戟
・
桃
杖
以
賜
公
・
卿
・
將
軍
・
特

侯
・
諸
侯
云
﹂
の
劉
昭
�
に
﹃
漢
官
名
秩
﹄
を
引
い
て
﹁
大
將
軍
・
三
公
︑
臘

賜
錢
各
三
十
萬
︑
牛
肉
二
百
斤
︑
粳
米
二
百
斛
﹂
と
あ
る
ほ
か
︑﹃
齊
民

"
﹄

養
鵞
鴨
に
﹁
以
粳
米
爲
粥
﹂
と
あ
り
︑
同
書
・
飱
飯
に
は
﹁
作
粳
米
糗
糒
法
﹂

﹁
粳
米
棗
糒
法
﹂
が
あ
る
︒

121

小
麥
一
斗

(M
一
：
二
五
二
︑
李
零
二
︑
液
眄
釋
一
七
六
︑
液
眄
圖
二
一
)

小
麥

(コ
ム
ギ
)
一
斗
で
あ
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
記
さ
れ
る
�
器
の
一
覽
に
は
﹁
麥
一
﹂
と

あ
る
の
み
で
︑
小
麥
と
大
麥
の
別
を
記
さ
な
い
︒﹁
小
麥
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
續

漢
書
﹄
五
行
志
一
・
謠
に
﹁
桓
(
之
初
︑
天
下
越
謠
曰
︑
小
麥
靑
靑
大
麥
枯
︑

誰
當
穫
者
J
與
姑
﹂
と
い
う
︒

出
土
例
で
は
︑
洛
陽
金
谷
園
一
號
墓
出
土
の
後
漢
陶
倉
に
﹁
小
麥
萬
石
﹂
が

あ
る
︹
中
國
科
學
院
考
古
硏
究
�
一
九
五
九
︺
︒

122

麫
一
斗

(M
一
：
一
九
一
︑
李
零
三
︑
液
眄
釋
一
七
七
︑
液
眄
圖
七
)

麥
の
粒
を
粉
に
し
た
も
の
一
斗
で
あ
る
︒
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『
說
�
﹄
麥
部
に
﹁
麫
︑
麥
8
末
也
﹂
と
あ
る
︒

123

大
豆
一
斗

(M
一
：
三
八
九
︑
李
零
四
︑
液
眄
釋
一
八
〇
︑
液
眄
圖
二
〇
)

大
豆

(ダ
イ
ズ
)
一
斗
で
あ
る
︒

出
土
例
で
は
︑
洛
陽
燒
e
六
三
二
號
墓
お
よ
び
金
谷
園
一
號
墓
出
土
の
後
漢

陶
倉
に
﹁
大
豆
萬
石
﹂
が
あ
る
︹
中
國
科
學
院
考
古
硏
究
�
一
九
五
九
︺
︒

124

豉
一
斗

(M
一
：
二
八
二
︑
李
零
五
︑
液
眄
釋
一
八
一
︑
液
眄
圖
八
)

豆
豉
一
斗
で
あ
る
︒

｢
豉
﹂
は
﹃
說
�
﹄
尗
部
に
﹁
𢻃
︑
M
鹽
幽
尗
也
⁝
⁝
豉
︑
俗
𢻃
︑
从
豆
﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑
マ
メ
に
鹽
を
混
ぜ
︑
=
い
と
こ
ろ
に
か
こ
っ
て
お
い
た
も
の

で
︑﹁
𢻃
﹂
は
﹁
鼓
﹂
の
俗
字
だ
と
い
う
︒
Z
味
料
の
一
種
で
︑
日
本
で
い
う

濱
[
豆
の
類
で
あ
る
︹
林
一
九
七
五
：
六
一
頁
︺
︒

125

淸
酒
一
斗
︑

瓦
瓶
2

(M
一
：
八
四
︑
李
零
六
︑
液
眄
釋
一
八
六
︑
液
眄
圖
八
五
)

淸
酒
一
斗
で
︑
そ
れ
を
陶
製
の
瓶
に
容
れ
た
も
の
を
い
う
︒

｢
淸
酒
﹂
に
つ
い
て
は
李
零
・
液
眄
と
も
濁
酒
で
は
な
く
濾
Ú
し
た
酒
と
結

論
づ
け
て
い
る
︒﹁
淸
酒
﹂
に
は
﹁
澄
酒
﹂
の
S
味
が
あ
り
︑﹃
禮
記
﹄
坊
記

﹁
醴
酒
在
室
︑
醍
酒
在
堂
︑
澄
酒
在
下
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
澄
酒
︑
淸
酒
也
﹂
と

記
さ
れ
る
︒

中
國
古
代
の
酒
は
釀
/
の
日
數
に
よ
り
三
種
に
區
別
さ
れ
︑﹃
周
禮
﹄
天
官

冢
宰
・
酒
正
は
﹁
辨
三
酒
之
物
︑
一
曰
事
酒
︑
二
曰
昔
酒
︑
三
曰
淸
酒
﹂
と
す

る
︒
そ
の
�
玄
�
は
︑
�
司
農
の
﹁
事
酒
M
事
而
飮
也
︑
昔
酒
無
事
而
飮
也
︑

淸
酒
祭
祀
之
酒
﹂
と
い
う
見
解
を
紹
介
し
た
あ
と
︑﹁
玄
謂
︑
事
酒
︑
>
M
事

者
之
酒
︑
其
酒
則
今
之
醳
酒
也
︒
昔
酒
︑
今
之
J
久
白
酒
︑
�
謂
舊
醳
者
也
︒

淸
酒
︑
今
中
山
冬
釀
接
夏
而
成
﹂
と
営
べ
る
︒
つ
ま
り
何
ら
か
の
祭
祀
や
出
來

事
に
あ
わ
せ
て
短
�
閒
で
釀
す
酒
が
事
酒
︑
少
し
時
閒
を
か
け
て
釀
す
の
が
昔

酒
︑
そ
し
て
春
先
か
ら
初
夏
ま
で
の
三
︑
四
か
\
を
か
け
て
釀
/
す
る
の
が
淸

酒
だ
と
い
う
︹
林
一
九
七
五
：
七
二
～
七
四
頁
︺
︒

126

食
蜜
〼

瓦
瓶
〼

(M
一
：
四
〇
︑
李
零
七
︑
液
眄
釋
一
八
三
︑
液
眄
圖
二
五
四

−

一
)

蜂
蜜
を
陶
製
の
瓶
に
容
れ
た
も
の
︒

李
零
は
﹁
食
蜜
﹇
一
斗
﹈︑
瓦
瓶
﹇
«
﹈﹂
と
復
元
す
る
︒

｢食
蜜
﹂
は
李
零
・
液
眄
と
も
﹁
蜂
蜜
﹂
と
解
釋
す
る
︒﹃
說
�
﹄
䖵
部
に

﹁
𧖅
︑
蠭
甘
N
也
﹂︑
王
閏
﹃
論
衡
﹄
言
詠
に
﹁
蜜
爲
蜂
液
﹂
と
あ
る
︒

127

黃
白
榎
餳
各
一
合

(M
一
：
一
七
六
︑
李
零
八
︑
液
眄
釋
一
八
二
︑
液
眄
圖
八
四
)

黃
餳
と
白
餳
が
各
一
合
で
あ
る
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
榎
﹂
は
產
地
︑
﹁
餳
﹂
は
﹁
餹
﹂﹁
糖
﹂
で
あ
り
麥
芽
な

ど
を
原
料
と
し
た
N
糖
と
し
︑
そ
れ
を
合
子
狀
容
器
に
容
れ
た
も
の
と
す
る
︒

『釋
名
﹄
釋
飮
食
に
﹁
餳
︑
洋
也
︑
煮
米
.
爛
︑
洋
洋
然
也
﹂
と
あ
り
︑
殻

を
除
い
た
穀
物
を
煮
て
︑
そ
れ
に
麥
芽
の
類
を
加
え
て
N
狀
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
︹
林
一
九
七
五
：
六
二
頁
︺
︒﹁
餳
﹂
と
同
じ
く
水
N
狀
の
も
の
に

﹁
N
﹂
が
あ
り
︑﹃
釋
名
﹄
は
﹁
N
︑
小
B
於
餳
︑
形
怡
怡
然
也
﹂
と
営
べ
て
お

り
︑﹁
N
﹂
は
粘
り
が
B
く
︑﹁
餳
﹂
は
粘
り
が
强
く
固
い
︒

東 方 學 報
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賈
思
勰
﹃
齊
民

"
﹄
餳
餔
に
は
﹁
煑
白
餳
法
﹂﹁
黑
餳
法
﹂﹁
琥
珀
餳
法
﹂

が
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
米
を
煮
て
粗
熱
を
と
っ
て
か
ら
麥
芽
を
加
え
︑

さ
ら
に
湯
を
加
え
て
煮
詰
め
て
い
く
點
は
共
b
す
る
も
の
の
︑
K
用
す
る
麥
芽

の
種
類
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
小
麥
も
や
し
︑
靑
芽
を
餠
狀
に
し
た
麥
も
や
し
︑
大
麥

も
や
し
︑
と
衣
な
っ
て
い
る
︹
田
中
ほ
か
一
九
九
七
︺
︒﹁
琥
珀
餳
﹂
が
﹁
黃
餳
﹂

に
あ
た
る
と
す
れ
ば
︑﹁
黃
餳
﹂
と
﹁
白
餳
﹂
と
の
差
衣
は
︑
K
用
す
る
麥
芽

が
大
麥
で
あ
る
か
小
麥
で
あ
る
か
に
由
來
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
︒

｢
榎
餳
﹂
に
つ
い
て
は
晉
の
盧
諶
﹁
祭
法
﹂
(﹃
太
6
御
覽
﹄
卷
八
五
二
・
飮
食
部

十
・
餳
)
に
﹁
冬
祠
用
榎
餳
﹂
と
あ
り
︑﹃
酉
陽
雜
俎
﹄
卷
七
・
酒
食
に
﹁
大
W

餳
﹂﹁
馬
鞍
餳
﹂﹁
榎
餳
﹂
が
あ
る
︒

(二
)
5
理
具

128

瓦
6
一
合

(M
一
：
一
四
六
︑
李
零
一
五
︑
液
眄
釋
一
五
九
︑
液
眄
圖
二
三
)

陶
製
の
�
臼
が
一
組
︒

｢瓦
﹂
は
瓦
質
︑
す
な
わ
ち
陶
製
の
模
型
�
器
と
考
え
ら
れ
る
︒

｢
�
﹂
は
石
製
の
挽
臼
の
こ
と
︒
二
段
に
か
さ
ね
た
臼
の
上
段
を
ま
わ
し
て

穀
物
を
粉
に
す
る
た
め
の
³
具
︒﹃
說
�
﹄
石
部
に
﹁
䃺
︑
石
磑
也
﹂
と
あ
り
︑

段
玉
裁
�
に
﹁
䃺
︑
今
字
省
作
�
﹂
と
あ
る
︒
元
の
戴
侗
﹃
六
書
故
﹄
卷
五
に

﹁
�
⁝
⁝
以
石
G
物
也
﹂︑
�
の
張
自
烈
﹃
正
字
b
﹄
卷
七
に
﹁
俗
謂
磑
曰
�
︑

以
磑
合
兩
石
︑
中
琢
縱
橫
齒
︑
能
旋
轉
碎
物
成
8
也
﹂
と
說
�
し
て
い
る
︒

129

硏
米
椎
一

(M
一
：
二
一
五
︑
李
零
一
六
︑
液
眄
釋
一
六
一
︑
液
眄
圖
二
二
)

穀
物
を
つ
く
た
め
の
椎

(杵
)
が
一
つ
︒

｢
硏
﹂
は
﹃
六
書
故
﹄
卷
五
に
﹁
硏
⁝
⁝
以
椎
G
物
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑

椎
で
す
り
つ
ぶ
す
こ
と
を
い
う
︒

｢米
﹂
は
﹃
說
�
﹄
米
部
に
﹁
米
︑
粟
實
也
﹂
と
あ
り
︑
粟
な
ど
の
穀
物
の

實
を
い
う
︒
洛
陽
燒
e
六
三
二
號
墓
出
土
陶
倉
に
﹁
米
﹂﹁
白
米
﹂﹁
黍
米
﹂

﹁
稻
米
﹂︑
金
谷
園
一
號
墓
出
土
陶
倉
に
﹁
白
米
﹂﹁
梁
米
﹂﹁
黍
米
﹂﹁
稻
米
﹂

の
�
字
が
あ
り
︑
殻
を
除
い
た
各
種
の
穀
物
の
粒
を
い
う
︹
林
一
九
七
五
：
表

一
︺
︒｢椎

﹂
は
つ
ち
︒﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
椎
︑
擊
也
﹂
と
い
い
︑﹃
集
韻
﹄
卷
一

に
﹁
椎
⁝
⁝
b
作
槌
﹂
と
あ
る
︒
石
牌
に
い
う
﹁
硏
米
椎
﹂
は
椎
・
杵
狀
の
³

具
で
︑
お
そ
ら
く
手
に
持
っ
て
穀
物
を
つ
く
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
︒

130

碓
一

(M
一
：
一
一
五
︑
液
眄
釋
一
六
〇
︑
液
眄
圖
二
三
九

−

二
)

碓
が
一
つ
︒

｢碓
﹂
は
穀
物
を
つ
く
た
め
の
�
臼
︑
踏
臼
︒﹃
說
�
﹄
石
部
に
﹁
碓
︑
舂

也
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
桓
譚
﹁
怨
論
﹂
(﹃
太
6
御
覽
﹄
卷
八
二
九
・
�
產
部
・
舂
)
は

﹁
宓
犧
之
制
杵
臼
︑
萬
民
以
濟
︑
�
後
人
加
巧
︑
因
6
力
借
身
重
以
踐
碓
︑
而

利
十
倍
︑
杵
臼
印
復
設
機
關
︑
用
驢
嬴
牛
馬
�
役
水
而
舂
︑
其
利
乃
且
百
倍
﹂

と
し
て
︑
宓
犧

(伏
犧
)
が
創
始
し
た
杵
臼
を
後
人
が
改
良
し
て
踏
臼
を
發
�

し
︑
さ
ら
に
畜
力
や
水
力
を
利
用
し
た
改
良
が
加
え
ら
れ
た
と
說
い
て
い
る
︒

そ
の
實
態
に
つ
い
て
は
︑
洛
陽
東
關
後
漢
墓
出
土
の
陶
製
風
車
・
米
碓
�
器
な

ど
の
例
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︹
餘
ほ
か
一
九
七
三
︺
︒

131

飯
筐
一

(M
一
：
九
八
︑
李
零
九
︑
液
眄
釋
一
六
二
︑
液
眄
圖
一
〇
)

飯
を
盛
る
た
め
の
竹
か
ご
が
一
つ
︒

｢筐
﹂
は
方
形
の
竹
器
︒﹃
詩
經
﹄
國
風
・
召
南
・
采
蘋
﹁
于
以
盛
之
︑
維
筐

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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�
筥
﹂
の
毛
傳
に
﹁
方
曰
筐
︑
圓
曰
筥
﹂
と
あ
り
︑
も
の
を
容
れ
る
竹
器
の
う

ち
方
形
の
も
の
を
﹁
筐
﹂︑
圓
形
の
も
の
を
﹁
筥
﹂
と
稱
し
た
︒﹃
說
�
﹄
竹
部

は
﹁
匩

(匡
)
︑
飯

器

也
︑
筥
也
︒
⁝
⁝
筐
︑
匡
或
从
竹
﹂
と
い
い
︑﹁
匡
﹂

﹁
筐
﹂
は
飯
器
で
あ
り
︑
筥
の
類
で
あ
る
と
営
べ
て
い
る
︒

132

飯
萩
一

(M
一
：
一
八
〇
︑
李
零
一
〇
︑
液
眄
釋
一
六
三
︑
液
眄
圖
一
一
)

飯
を
裝
う
た
め
の
し
ゃ
も
じ
が
一
つ
︒

李
零
は
﹁
篍
﹂
が
﹁
吹
筩
﹂
す
な
わ
ち
竹
筒
の
笛
を
S
味
す
る
こ
と
か
ら
︑

﹁
飯
篍
﹂
は
飯
を
盛
る
た
め
の
竹
筒
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
︒

液
眄
は
﹁
萩
﹂
は
﹁
鍬
﹂
に
b
じ
︑﹁
鍬
﹂
は
﹁
鍤
﹂
と
同
樣
に
土
掘
り
の

具
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
轉
じ
て
飯
を
す
く
う
鏟
狀
の
木
製
の
³
具
を
い
う
と
推

論
し
て
い
る
︒

雷
海
龍
︹
二
〇
一
九
︺
も
液
眄
と
同
樣
に
飯
を
す
く
う
³
具
と
解
釋
し
︑
飯

を
盛
る
﹁
飯
筐
﹂
と
飯
を
す
く
う
﹁
飯
萩
﹂
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
が
︑
考
證
の
Ú
�
は
衣
な
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹁
萩
﹂
は
﹁
橾
﹂
に
同
じ
で
あ

り
︑﹃
儀
禮
﹄
M
司
﹁
二
手
執
桃
𠤎
枋
︑
以
挹
湆
�
于
駅
𠤎
﹂
の
�
玄
�
に

﹁
此
二
𠤎
者
皆
M
淺
斗
︑
狀
如
飯
橾
﹂
と
い
う
﹁
飯
橾
﹂
が
そ
れ
に
あ
た
る
と

す
る
︒

133

瓦
鑪
一

(M
一
：
三
七
︑
液
眄
釋
一
四
九
︑
液
眄
圖
三
)

陶
製
の
鑪
が
一
つ
︒

｢鑪
﹂
は
火
處
を
い
う
︒
王
閏
﹃
論
衡
﹄
M
溫
U
に
﹁
火
位
在
南
︑
水
位
在

北
︑
北
邊
則
M
︑
南
極
則
熱
︑
火
之
在
鑪
︑
水
之
在
e
﹂
と
あ
る
︒

ま
た
︑
そ
の
形
態
に
つ
い
て
は
﹃
說
�
﹄
金
部
に
﹁
鑪
︑
方
鑪
也
﹂
と
あ
り
︑

方
形
の
鑪
を
い
う
︒
E
漢
の
南
越
王
墓
か
ら
は
大
小
數
種
の
方
形
の
鑪
が
出
土

し
て
お
り
︑
用
²
に
應
じ
て
形
狀
や
大
き
さ
に
差
衣
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
︹
廣
州
市
�
物
管
理
委
員
會
ほ
か
一
九
九
一
︺
︒

134

胡
餠
鑪
□

(M
一
：
三
七
七
︑
液
眄
釋
一
四
八
︑
液
眄
圖
二
四
)

胡
餠
を
あ
ぶ
る
た
め
の
鑪
︒

｢胡
餠
﹂
は
麪
︑
す
な
わ
ち
麥
の
粉
を
加
工
し
て
つ
く
っ
た
食
品
で
あ
る
︒

﹃
釋
名
﹄
釋
飮
食
に
﹁
餠
︑
幷
也
︑
溲
麫
K
合
幷
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
麥
の

粉
を
水
で
こ
ね
て
塊
に
し
た
も
の
を
﹁
餠
﹂
と
い
う
︒﹃
釋
名
﹄
は
さ
ら
に
續

け
て
﹁
胡
餠
︑
作
之
大
漫
沍
也
︑
亦
言
以
胡
T
著
上
也
﹂
と
営
べ
︑﹁
胡
餠
﹂

は
大
き
な
﹁
漫
沍
﹂
の
よ
う
な
形
狀
を
�
し
︑
胡
T
を
そ
の
上
に
つ
け
る
こ
と

か
ら
﹁
胡
餠
﹂
と
呼
ぶ
の
だ
と
說
�
し
て
い
る
︒
畢
沅
の
駅
證
に
よ
れ
ば
︑

﹁
漫
沍
﹂
と
は
﹁
㒼
胡
﹂
の
こ
と
で
﹁
龜
鱉
之
屬
﹂
で
あ
り
︑
甲
羅
を
あ
わ
せ

た
形
狀
だ
と
い
う
︹
林
一
九
七
五
：
二
一
頁
︺
︒

つ
ま
り
﹁
胡
餠
﹂
と
は
麥
粉
を
水
で
こ
ね
て
つ
く
っ
た
餠
の
一
種
で
︑
中
央

が
ふ
く
ら
ん
だ
圓
盤
狀
を
�
し
︑
胡
T
を
か
け
た
も
の
で
あ
り
︑﹁
胡
餠
鑪
﹂

は
そ
れ
を
燒
く
た
め
の
器
具
で
あ
る
︒

135

破
瓜
刀
一

(M
一
：
一
四
二
︑
李
零
一
四
︑
液
眄
釋
一
七
五
︑
液
眄
圖
二
五
)

瓜
を
切
る
た
め
の
刀
が
一
點
︒

｢瓜
﹂
の
字
形
は
﹁
爪
﹂
と
區
別
が
難
し
い
も
の
の
︑
曹
魏
初
�
の
立
碑
と

考
え
ら
れ
る
﹁
上
÷
號
碑
﹂
碑
陰
の
﹁
連
理
之
木
︑
同
心
之
瓜
﹂
の
﹁
瓜
﹂
字

と
字
形
が
*
似
す
る
︹
三
國
時
代
の
出
土
�
字
�
料
班
二
〇
〇
五
︺
︒

『晉
書
﹄
孫
恩
傳
に
﹁
師
事
錢
�
杜
子
恭
︒
而
子
恭
M
祕
"
︑
嘗
就
人
借
瓜

東 方 學 報
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刀
︑
其
5
求
之
⁝
⁝
M
魚
N
入
O
中
︑
破
魚
得
瓜
刀
︒
其
爲
神
效
P
P
如
此
﹂

と
あ
る
も
の
の
﹁
瓜
刀
﹂
の
詳
細
は
�
ら
か
で
な
い
︒
液
眄
は
︑
三
國
の
と
き

す
で
に
西
域
か
ら
傳
來
し
て
い
た
西
瓜
を
切
る
專
用
の
刀
で
あ
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
て
い
る
︒

136

炊
薁
一
︑

枷
自
副

(M
一
：
二
二
六
︑
李
零
一
七
︑
液
眄
釋
一
四
七
︑
液
眄
圖
六
六
)

米
を
洗
い
水
を
切
る
た
め
の
ざ
る
が
一
つ
︑
そ
れ
を
置
く
枷
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
炊
薁
﹂
は
﹁
炊
奧
﹂
で
あ
り
︑﹁
奧
﹂
は
﹁
竈
﹂
に
b

じ
る
こ
と
か
ら
︑
か
ま
ど
の
S
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒
こ
れ
に
對
し
︑
雷
海

龍
︹
二
〇
一
九
︺
は
﹁
薁
﹂
は
﹁
䉛
﹂
で
あ
る
と
し
︑﹃
說
�
﹄
竹
部
の
﹁
䉛
︑

漉
米
籔
也
﹂
な
ど
を
引
い
て
考
證
す
る
一
方
で
︑
現
在
の
江
蘇
の
人
は
淘
米
の

具
を
﹁
溲
箕
﹂
と
呼
稱
す
る
こ
と
を
あ
げ
︑﹁
炊
薁
﹂
は
あ
る
い
は
﹁
筲
箕
﹂

の
よ
う
な
炊
具
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
︒
さ
ら
に
﹁
箕
﹂
と
﹁
帚
﹂
は
P
P

に
し
て
セ
ッ
ト
で
K
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
﹁
炊
薁
﹂
と
﹁
炊
帚
﹂
(石
牌
137
︑
M

一
：
二
三
四
)
が
組
み
あ
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒

｢炊
䉛
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
籔
︑
炊
䉛
也
﹂
と
あ
り
︑
そ
の

段
玉
裁
�
に
﹁
本
漉
米
具
也
︑
旣
浚
幹
則
可
炊
矣
︑
故
名
炊
䉛
﹂
と
い
う
よ
う

に
︑
米
を
と
ぐ
た
め
の
³
具
で
あ
り
︑
水
を
切
っ
て
乾
か
せ
ば
炊
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
︑
炊
䉛
と
い
う
の
だ
と
說
�
さ
れ
て
い
る
︒

｢枷
﹂
は
﹁
架
﹂
に
同
じ
︒﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
﹁
男
女
不
雜
坐
︑
不
同
椸
枷
﹂

に
つ
い
て
︑
陸
德
�
﹃
經
典
釋
�
﹄
は
﹁
枷
︑
本
印
作
架
﹂
と
い
う
︒
石
牌
に

い
う
﹁
枷
﹂
は
﹁
炊
薁

(
䉛
)
﹂
を
載
せ
る
臺
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

﹃
儀
禮
﹄
旣
夕
禮
に
﹁
陳
�
器
於
乘
車
之
西
⁝
⁝
筲
三
︑
黍
・
稷
・
麥
⁝
⁝
皆

木
桁
久
之
﹂
と
あ
り
︑
葬
�
の
E
に
陳
列
す
る
�
器
の
な
か
に
︑
黍
・
稷
・
麥

を
入
れ
た
筲

(ふ
ご
︑
竹
び
つ
)
が
三
つ
あ
り
︑
木
桁

(
臺
)
の
上
に
置
く
と
い

う
︒﹁
炊
薁

(
䉛
)
﹂
に
と
も
な
う
﹁
枷
﹂
も
こ
れ
に
類
す
る
も
の
だ
ろ
う
︒
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炊
帚
一

(M
一
：
二
三
四
︑
李
零
一
八
︑
液
眄
釋
一
五
八
︑
液
眄
圖
一
二
)

さ
さ
ら

(炊
帚
)
が
一
つ
︒

液
眄
は
﹁
炊
帚
﹂
は
﹁
炊
箒
﹂
で
あ
り
︑
鍋
や
碗
を
洗
う
の
に
用
い
る
炊
事

用
具
で
あ
ろ
う
と
し
︑
賈
思
勰
﹃
齊
民

"
﹄
/
神
麴
幷
酒
等
に
﹁
日
三
Ú
︑

以
炊
箒
刷
治
之
︑
絕
令
K
净
﹂
と
あ
る
の
を
引
用
す
る
︒
こ
の
﹃
齊
民

"
﹄

の
記
事
は
﹁
/
酒
法
﹂
を
営
べ
た
も
の
で
あ
り
︑
ま
た
北
宋
の
朱
S
中
﹃
北
山

酒
經
﹄
蒸
醋
麋
に
も
﹁
每
一
ì
上
米
用
炊
箒
掠
撥
周
囘
上
下
﹂
と
酒
母
用
の
蒸

米
を
つ
く
る
に
あ
た
り
﹁
炊
箒
﹂
で
米
を
な
ら
す
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
︹
中
村
一
九
九
一
︺
︑﹁
炊
帚
﹂﹁
炊
箒
﹂
は
Z
理
³
具
を
洗
淨
・
淸
T
す
る
³

具
で
は
な
く
︑
酒
/
な
ど
に
用
い
る
³
具
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
︒

138

銀
烏
丸
釜
・

竈
一
具

(M
一
：
三
六
五
︑
李
零
一
九
︑
液
眄
釋
一
五
二
︑
液
眄
圖
八
七
)

銀
製
の
釜
と
竈

(い
ず
れ
も
模
型
�
器
)
が
一
組
で
あ
る
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
烏
丸
﹂
は
釜
・
竈
の
產
地
を
指
す
も
の
と
し
︑
東
北
の

地
で
製
作
さ
れ
た
︑
あ
る
い
は
衣
民
族
の
烏
丸
が
製
作
し
た
も
の
と
考
え
る
︒

｢釜
﹂
は
﹁
竈
﹂
の
上
に
据
え
て
用
い
る
Z
理
具
︒
甑
を
載
せ
て
穀
物
を
蒸

す
の
に
K
う
ほ
か
︑
煮
物
の
鍋
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
︹
林
一
九
七
六
：
二
二
六

頁
︺
︒﹃
東
觀
漢
記
﹄
周
澤
傳
が
﹁
妻
子
自
親
釜
竈
﹂
と
そ
の
淸
廉
な
さ
ま
を
と

り
あ
げ
て
い
る
の
は
︑
當
時
の
貴
族
女
性
が
自
ら
竈
の
E
に
立
つ
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
S
味
し
て
い
る
︒

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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後
漢
墓
か
ら
は
し
ば
し
ば
小
型
の
竈
形
金
製
品
が
出
土
し
︑
江
蘇
省
邗
江
甘

泉
二
號
墓

(廣
陵
王
劉
榎
墓
)
や
陝
西
省
西
安
沙
坡
村
出
土
の
金
製
小
型
竈
が
知

ら
れ
る
︹
南
京
�
物
院
一
九
八
一
ほ
か
︺
︒
本
例
も
銀
製
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
裝
.
品
を

営
べ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
王
咸
秋
︹
二
〇
二
二
︺
は
金
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
竈
で
は

釜
の
內
部
が
金
粒
で
滿
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
金
粒
は
丹
藥
の
象
¼
で
あ

り
︑
そ
れ
を
﹁
烏
丸
﹂
と
稱
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
︒
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釜
二

(M
一
：
四
六
四
︑
李
零
二
〇
︑
液
眄
釋
一
五
一
︑
液
眄
圖
二
)

釜
が
二
つ
︒

｢釜
﹂
は
煮
炊
き
に
用
い
る
Z
理
³
具
で
︑
上
に
甑
を
載
せ
て
用
い
る
こ
と

が
多
い
︒﹃
說
�
﹄
鬲
部
﹁
鬴
︑
鍑
屬
﹂
の
段
玉
裁
�
に
﹁
今
經
典
多
作
釜
﹂

と
い
い
︑
ふ
る
く
は
﹁
鬴
﹂
の
字
を
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
︒
ま
た
﹃
方

言
﹄
卷
五
に
﹁
鍑
︑
北
燕
d
鮮
洌
水
之
閒
︑
或
謂
之
錪
︑
或
謂
之
鉼
︑
江
淮
陳

楚
之
閒
謂
之
錡
︑
或
謂
之
鏤
︑
吳
揚
之
閒
謂
之
鬲
釜
︑
自
關
而
西
或
謂
之
釜
︑

或
謂
之
鍑
﹂
と
あ
る
も
の
の
︑
河
北
定
縣
出
土
の
�
器
に
は
﹁
大
官
釜
﹂
の
銘

が
あ
り
︑
漢
代
の
出
土
例
か
ら
み
れ
ば
﹁
釜
﹂
の
語
は
函
谷
關
以
西
の
地
域
に

限
ら
ず
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
︹
林
一
九
七
六
：
二
二
五
頁
︺
︒
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甑
一
︑
�
自
副

(M
一
：
四
六
五
︑
李
零
二
一
︑
液
眄
釋
一
五
四
︑
液
眄
圖
五
五
)

甑
が
一
つ
︑
そ
れ
に
�
い
が
と
も
な
う
︒

｢甑
﹂
は
底
部
に
小
孔
を
設
け
た
Z
理
具
で
︑
釜
の
上
に
載
せ
て
穀
物
な
ど

を
蒸
す
の
に
用
い
る
︒
こ
し
き
︒﹃
說
�
﹄
瓦
部
に
﹁
甑
︑
甗
也
﹂
と
あ
り
︑

ま
た
﹃
周
禮
﹄
考
工
記
・
陶
人
は
﹁
甑
︑
實
二
鬴
︑
厚
V
寸
︑
脣
寸
︑
七
穿
﹂

と
そ
の
器
形
の
詳
細
を
記
し
て
お
り
︑
七
つ
の
孔
を
も
つ
と
い
う
︒

｢
�
﹂
は
甑
の
上
に
か
ぶ
せ
る
も
の
︒
李
零
は
﹁
幂
﹂︑
液
眄
は
﹁
木
蓋
﹂
の

類
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
武
士
執
事
下
�
器
⁝
⁝
瓦
竈
二
︑

瓦
釜
二
︑
瓦
甑
一
﹂
と
あ
り
︑
石
牌
に
﹁
釜
二
﹂﹁
甑
一
﹂
と
あ
る
の
に
對
應

し
て
い
る
︒

(三
)
飮
食
器
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銀
 
百
子
瓠
五

(M
一
：
四
七
七
︑
李
零
三
〇
︑
液
眄
釋
一
八
七
︑
液
眄
圖
六
九
)

銀
箔
を
貼
っ
た
︑
瓢
簞
形
の
壺
が
五
つ
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
百
子
瓠
﹂
は
百
子
の
圖
案
を
あ
ら
わ
し
た
瓢
簞
形
の
壺

と
す
る
︒
い
わ
ゆ
る
千
成
瓢
簞
の
よ
う
に
︑
多
數
の
果
實
を
つ
け
た
瓢
簞
を
繁

榮
の
象
¼
と
し
て
/
形
$
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒

142

9
合
淳
金
槃
・

椀
各
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
二
六
︑
李
零
二
三
︑
液
眄
釋
一
八
八
︑
液
眄
圖
一
三
五
)

V
合
の
大
き
さ
の
純
金
製
の
盤
と
椀
が
各
一
點
︑
そ
れ
ら
を
收
[
す
る
柙
を

と
も
な
う
︒

｢
V
合
﹂
は
Á
一
〇
㎖
で
︑
ご
く
小
さ
い
容
器
で
あ
る
︒
後
漢
墓
出
土
の
金

器
に
は
ミ
ニ
チ
ュ
ア
製
品
が
多
く
︑
こ
れ
も
そ
の
類
で
あ
ろ
う
︒

｢淳
金
﹂
は
純
金
︒﹃
續
漢
書
﹄
祭
祀
志
中
・
老
子
に
﹁
(桓
(
6
熹
)
九
年
︑

親
祠
老
子
於
¥
龍
︒
�
罽
爲
壇
︑
.
淳
金
釦
器
︑
設
華
蓋
之
坐
︑
用
郊
天
樂

也
﹂
と
あ
る
︒

｢槃
﹂
は
﹁
盤
﹂
に
同
じ
︒﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
槃
︑
承
槃
也
︑
从
木
般
聲
︒

鎜
︑
古
�
︑
从
金
︒
盤
︑
籀
�
︑
从
皿
﹂
と
あ
る
︒
北
d
鮮
6
壤
で
發
見
さ
れ

東 方 學 報

140



た
樂
浪
石
巖
里
一
九
四
號
墓
出
土
の
金
銅
釦
夾
紵
盤
に
は
﹁
永
始
元
年
蜀
郡
西

工
/
︑
乘
輿
髹
彫
畫
紵
黃
釦
飯
槃
︑
容
一
斗
﹂
の
刻
銘
を
も
つ
も
の
が
あ
る

︹
町
田
一
九
七
四
：
九
・
一
〇
︺
︒
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9
合
淳
金
杯
・

槃
各
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
五
一
〇
︑
李
零
二
四
︑
液
眄
釋
一
八
九
︑
液
眄
圖
一
三
四
)

V
合
の
大
き
さ
の
純
金
製
の
杯
と
盤
が
各
一
點
︑
そ
れ
ら
を
收
[
す
る
柙
を

と
も
な
う
︒

｢杯
﹂
に
つ
い
て
︑
液
眄
は
い
わ
ゆ
る
耳
杯
と
す
る
︒
出
土
例
で
は
6
壤
の

石
巖
里
王
盱
墓
出
土
漆
耳
杯
に
﹁
円
武
廿
一
年
廣
漢
郡
工
官
/
︑
乘
輿
髹
彫
木

俠
紵
杯
︑
容
二
升
二
合
﹂
と
あ
り
︑
貞
柏
里
二
〇
〇
號
墓
出
土
漆
耳
杯
に
﹁
永

6
十
一
年
蜀
郡
西
工
/
︑
乘
輿
俠
紵
量
一
升
八
合
杯
﹂
と
あ
る
︹
町
田
一
九
七

四
：
五
九
・
六
二
︺
︒

144

七
合
金
高
足

□
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
一
二
六
︑
李
零
一
三
八
︑
液
眄
釋
一
九
三
︑
液
眄
圖
一
〇
六
)

容
量
七
合
の
金
製
の
高
足
付
き
の
器
が
一
つ
︑
そ
れ
に
柙
が
と
も
な
う
︒

左
上
の
一
字
を
缺
失
す
る
︒
李
零
は
缺
字
を
﹁
卮
﹂
字
の
可
能
性
が
あ
る
と

指
摘
し
︑
液
眄
は
具
體
�
な
器
形
は
不
�
と
す
る
︒

145

五
合
金
連
華

□
一
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
四
九
︑
液
眄
釋
一
九
五
︑
液
眄
圖
一
〇
八
)

容
量
五
合
で
︑
花
を
つ
ら
ね
た
~
樣
の
金
製
容
器
が
一
つ
︑
そ
れ
に
柙
が
と

も
な
う
︒

一
行
目
第
三
字
を
液
眄
は
﹁
含
﹂
と
讀
む
が
﹁
金
﹂
が
正
し
い
︒
ま
た
︑
第

四
字
を
液
眄
は
﹁
迋
﹂
(﹁
P
﹂
の
衣
體
字
)
に
作
る
も
の
の
︑
こ
こ
で
は
字
形
に

も
と
づ
き
﹁
連
﹂
と
釋
讀
し
た
︒
二
行
目
第
一
字
を
缺
失
す
る
た
め
具
體
�
な

器
種
は
不
�
で
あ
る
︒

｢
連
華
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
說
�
﹄
舛
部
・
舜
に
﹁
䑞
︑
艸
也
︒
楚
謂
之
葍
︑

秦
謂
之
藑
︑
蔓
地
連
華
︑
象
形
﹂
と
あ
り
︑
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
の
蔓
草
が
花
を
つ

ら
ね
た
さ
ま
を
い
う
︒

146

9
合
墨
漆
畫

椀
・
槃
二
具

(M
一
：
三
四
一
︑
液
眄
釋
一
九
六
︑
液
眄
圖
一
一
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
容
量
V
合
の
椀
と
槃

(
盤
)
が
二
組
︒

147

一
升
墨
漆
畫
椀
一

具
︑
㯀
・
�
槃
自
副

(M
一
：
二
一
八
︑
液
眄
釋
一
九
七
︑
液
眄
圖
一
六
〇
)

148

二
升
墨
漆
畫
椀
一

具
︑
㯀
・
�
槃
自
副

(M
一
：
三
〇
七
︑
李
零
二
五
︑
液
眄
釋
一
九
八
︑
液
眄
圖
一
六
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
容
量
一
升
な
い
し
二
升
の
椀
が
一
つ
で
︑
こ

れ
に
承
盤
と
蓋
が
と
も
な
う
︒

｢
㯀
�
槃
﹂
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
︒
李
零
は
﹁
㯀
﹂
を
﹁
旋
﹂
と
し
︑

孫
機
︹
一
九
九
一
：
八
〇

−

一
三
︺
を
ふ
ま
え
て
﹁
旋
﹂
は
﹁
檈
﹂
の
假
借
と
解

釋
し
︑
圓
形
の
大
き
な
承
盤
す
な
わ
ち
﹁
承
旋
﹂
の
こ
と
と
す
る
︒
孫
機
が
引
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く
故
宮
博
物
院
藏
鍍
金
筩
形
÷
の
承
旋
の
銘
�
に
は
﹁
円
武
廿
一
年
︑
蜀
郡
西

工
/
乘
輿
一
斛
承
旋
︑
彫
蹲
熊
脚
﹂
と
記
さ
れ
る
︒

こ
れ
に
對
し
液
眄
は
︑﹃
莊
子
﹄
l
生
﹁
工
倕
旋
而
蓋
規
矩
︑
指
與
物
$
︑

而
不
以
心
稽
︑
故
其
靈
﹂
の
陸
德
�
﹃
經
典
釋
�
﹄
に
﹁
旋
︑
圓
也
﹂
と
あ
り
︑

ま
た
﹃
說
�
﹄
金
部
に
﹁
鏇
︑
圜
鑪
也
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
旋
﹂
は
﹁
圓
﹂

で
あ
り
︑﹁
㯀

(旋
)
�
槃
﹂
は
椀
を
お
お
う
圓
槃
と
推
測
し
た
︒

一
方
︑
范
常
喜
︹
二
〇
二
〇
b
︺
は
石
牌
銘
�
後
V
を
﹁
㯀
︑
�
槃
自
副
﹂
と

區
切
る
べ
き
で
﹁
㯀
﹂
と
﹁
�
槃
﹂
と
は
別
の
も
の
と
す
る
︒
そ
の
う
ち

﹁
㯀
﹂
は
﹁
承
槃
﹂
だ
と
す
る
李
零
說
を
肯
定
し
︑
湖
南
永
州
鷂
子
嶺
二
號
E

漢
墓
出
土
の
夾
紵
胎
漆
盤
に
﹁
旋
﹂
の
自
銘
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
︒
そ
の

上
で
石
牌
銘
�
の
器
物
に
つ
い
て
︑
江
南
の
六
d
墓
か
ら
出
土
す
る
銅
托
付
き

の
銅
鋺
の
よ
う
な
も
の
と
推
定
し
︑﹁
�
槃
﹂
は
椀
を
お
お
う
盤
狀
の
蓋
と
解

釋
し
て
い
る
︒

149

二
升
・
一
升
墨

漆
畫
椀
各
一

(M
一
：
四
三
二
︑
液
眄
釋
一
九
九
︑
液
眄
圖
一
二
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
︑
容
量
二
升
と
一
升
の
椀
が
各
一
つ
︒

150

墨
漆
畫
酒
槃
二

(M
一
：
四
三
四
︑
液
眄
釋
二
〇
一
︑
液
眄
圖
七
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
酒
用
の
槃

(盤
)
が
二
つ
︒

151

四
寸
墨
漆
畫
槃
三

(M
一
：
二
〇
八
︑
液
眄
釋
二
〇
三
︑
液
眄
圖
七
五
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
徑
四
寸
の
槃

(盤
)
が
三
つ
︒

152

一
尺
墨
漆

畫
槃
五

(M
一
：
二
八
六
︑
液
眄
釋
二
〇
四
︑
液
眄
圖
七
三
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
徑
一
尺
の
槃

(
盤
)
が
五
つ
︒

153

六
寸
墨
漆
茱

萸
畫
矣
槃
一

(M
一
：
二
八
八
︑
液
眄
釋
二
〇
五
︑
液
眄
圖
一
二
六
)

黑
漆
・
茱
萸
畫
に
よ
り
裝
.
し
た
徑
六
寸
の
槃

(
盤
)
が
一
つ
で
あ
る
︒

｢茱
萸
畫
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
鄴
中
記
﹄
に
﹁
錦
M
大
登
高
・
小
登
高
︑
大
�

光
・
小
�
光
︑
大
�
山
・
小
�
山
︑
大
茱
萸
・
小
茱
萸
︑
大
Ó
龍
・
小
Ó
龍
﹂

と
錦
の
~
樣
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
つ
い
て
夏
鼐
︹
一
九
六
三
︺

は
怨
疆
發
見
の
後
漢
銘
�
錦
に
み
る
三
～
四
條
の
液
線
が
渦
~
と
一
體
化
し
た

圖
案
を
﹁
茱
萸
~
﹂
に
比
定
し
て
い
る
︒
一
方
︑
同
書
に
は
ま
た
﹁
石
虎
大
會

上
御
食
w
槃
兩
重
︑
皆
金
銀
參
帶
百
二
十
醆
︑
雕
.
竝
同
︑
其
參
帶
之
閒
茱
萸

畫
﹂
と
あ
り
︑
槃
の
金
銀
~
樣
帶
の
閒
に
﹁
茱
萸
畫
﹂
が
施
さ
れ
て
い
た
と
い

う
の
は
︑
ま
さ
に
こ
の
石
牌
の
記
載
と
同
樣
の
も
の
で
あ
ろ
う
︒

｢茱
萸
﹂
は
吳
茱
萸

(ゴ
シ
ュ
ユ
)
︑
川
薑

(カ
ワ
ハ
ジ
カ
ミ
)
な
ど
と
呼
ば
れ
︑

藥
草
と
さ
れ
た
︒﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
三
に
﹁
九
\
九
日
︑
佩
茱
萸
︑
食
Â
餌
︑

飮
菊
䔢
酒
︑
令
人
長
壽
﹂
と
あ
り
︑﹃
搜
神
記
﹄
や
﹃
荊
楚
歲
時
記
﹄
に
も
同

樣
の
記
営
が
あ
る
︒
液
眄
は
﹁
茱
萸
畫
﹂
を
茱
萸
の
圖
案
と
解
釋
す
る
︒

一
方
︑
范
常
喜
︹
二
〇
二
〇
a
︺
は
E
漢
海
昏
侯
劉
賀
墓
か
ら
出
土
し
た
漆
木

笥
と
漆
畫
盾
に
朱
書
さ
れ
た
﹁
丹
臾
﹂﹁
丹
�
﹂
を
﹁
丹
油
﹂
と
解
釋
し
︑
朱

色
の
顏
料
を
油
に
混
ぜ
て
漆
に
色
を
加
え
た
も
の
と
說
�
し
て
い
る
︒
こ
う
し

た
事
例
か
ら
推
測
す
る
と
︑
石
牌
の
﹁
茱
萸
﹂
は
﹁
朱
臾
﹂﹁
朱
油
﹂
で
あ
り
︑

油
を
加
え
た
朱
漆

(い
わ
ゆ
る
朱
合
漆
)
を
稱
し
た
可
能
性
も
あ
る
︒
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｢矣
﹂
に
つ
い
て
液
眄
は
﹁
榹
﹂
の
b
假
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
︒

﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
榹
︑
槃
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
榹
﹂
は
﹁
槃
﹂
を
S
味
す
る
︒
し

た
が
っ
て
﹁
矣
槃
﹂
は
同
義
の
�
字
を
か
さ
ね
た
語
で
︑
�
體
と
し
て
﹁
槃
﹂

を
S
味
す
る
の
だ
と
い
う
︒

154

五
寸
墨
漆
畫

淡
煮
餠
槃
一

(M
一
：
二
〇
七
︑
李
零
二
六
︑
液
眄
釋
二
〇
六
︑
液
眄
圖
一
二
四
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
徑
五
寸
の
槃
で
︑
淡
煮
餠
を
載
せ
る
た
め
の

も
の
が
一
つ
︒

李
零
は
﹁
淡
煮
餠
﹂
は
水
煮
の
餠
と
し
︑
液
眄
は
蒸
餠
と
解
釋
し
︑
い
ず
れ

も
蒸
煮
を
基
Z
と
す
る
中
國
傳
瓜
の
Z
理
法
で
あ
り
︑
爐
で
あ
ぶ
る
胡
餠
と
は

區
別
さ
れ
る
と
営
べ
て
い
る
︒

｢
煮
餠
﹂
に
つ
い
て
︑
崔
寔
﹃
四
民
\
令
﹄
五
\

(﹃
齊
民

"
﹄
�
引
)
に

﹁
Y
立
秋
︑
無
食
煑
餠
�
水
引
餠
﹂
と
あ
り
︑
夏
に
食
べ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
ら
し
い
︒
潘
嶽
﹁
西
征
賦
﹂
(﹃
�
�
﹄
卷
十
)
李
善
�
に
引
く
﹃
三
輔
舊
事
﹄

に
﹁
太
上
皇
不
樂
關
中
︑
思
慕
鄉
里
︒
高
祖
徙
豐
沛
屠
兒
・
酤
酒
・
煮
餠
商
人
︑

立
爲
怨
豐
﹂
と
あ
り
漢
代
で
は
市
中
に
酒
や
煮
餠
を
賣
る
商
人
が
い
た
︒
晉
の

袁
宏
﹃
後
漢
紀
﹄
後
漢
孝
質
皇
(
紀
に
は
﹁
(本
初
元
年
)
閏
\
甲
申
︑
(
¶
于

玉
堂
︒
初
(
雖
幼
︑
知
梁
兾
專
權
︑
頗
以
爲
言
︑
兾
懼
後
不
免
︑
因
行
鴆
詠
︒

(
暴
不
預
︑
太
尉
固
入
問
疾
︑
(
曰
︑
食
煑
餠
︑
今
腹
中
悶
︑
得
水
尙
可
活
︒

兾
曰
︑
吐
利
︑
不
可
飮
水
︒
語
未
絕
而
¶
﹂
と
あ
り
︑﹃
後
漢
書
﹄
梁
冀
傳
に

は
﹁
冀
聞
︑
深
惡
之
︑
×
令
左
右
a
鴆
加
煑
餠
︑
(
卽
日
¶
﹂
と
い
い
︑
梁
冀

が
質
(
を
詠
殺
す
る
際
に
は
煮
餠
を
用
い
た
︒

『釋
名
﹄
釋
飮
食
に
は
﹁
餠
︑
幷
也
︑
溲
麪
K
合
幷
也
︒
⁝
⁝
蒸
餠
・
湯

餠
・
蝎
餠
・
髓
餠
・
金
餠
・
索
餠
之
屬
︑
皆
隨
形
而
名
之
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
湯

餠
﹂
が
お
お
よ
そ
﹁
煮
餠
﹂
に
相
當
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

155

墨
漆
畫
餠
〼

(M
一
：
一
五
四
︑
液
眄
釋
二
〇
七
︑
液
眄
圖
三
九
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
食
器
で
︑
餠
を
載
せ
る
た
め
の
も
の
︒

156

墨
漆
畫
果

槃
廿
三
枚

(M
一
：
四
五
六
︑
液
眄
釋
二
〇
八
︑
液
眄
圖
一
〇
四
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
果
槃
が
二
十
三
枚
︒

｢果
槃
﹂
は
果
物
を
盛
る
た
め
の
さ
ら
︒
液
眄
は
︑
梁
の
鯵
�
(
﹁
對
燭
賦
﹂

(﹃
藝
�
類
聚
﹄
卷
八
十
・
火
部
)
に
﹁
影
度
臨
長
枕
︑
7
生
向
果
盤
﹂
と
あ
り
︑

出
土
例
で
は
樂
浪
�
篋
塚
︹
d
鮮
古
蹟
硏
究
會
一
九
三
四
︺
に
﹁
果
槃
﹂
の
自
銘

器
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

157

五
升
墨
漆

畫
杅
五

(M
一
：
二
七
九
︑
李
零
二
八
︑
液
眄
釋
二
一
一
︑
液
眄
圖
七
六
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
容
量
五
升
の
杅
が
五
つ
︒

李
零
釋
の
時
點
で
は
左
下
﹁
五
﹂
字
を
缺
損
し
て
い
た
が
︑
液
眄
で
は
接
合

に
よ
り
�
�
が
釋
讀
さ
れ
て
い
る
︒

｢
杅
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
盂
﹂
に
同
じ
と
す
る
︒
液
眄
は
﹁
杅
﹂
に
つ

い
て
湯
水
や
食
物
を
盛
る
器
皿
と
說
�
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹃
儀
禮
﹄
旣
夕
禮

﹁
用
器
︑
弓
矢
・
耒
耜
・
兩
敦
・
兩
杅
・
盤
匜
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
此
皆
常
用
之

器
也
︑
杅
︑
盛
湯
漿
﹂
と
あ
り
︑﹃
þ
就
U
﹄
卷
三
﹁
橢
杅
槃
案
杯
閜
盌
﹂
の

顏
師
古
�
に
﹁
杅
盛
飯
之
器
也
︑
一
曰
齊
人
謂
盤
爲
杅
﹂
と
い
う
︒
ま
た
︑
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﹃
三
國
志
﹄
魏
書
・
王
昶
傳
に
收
錄
す
る
家
戒
に
﹁
古
者
盤
杅
M
銘
︑
几
杖
M

誡
︑
俯
仰
察
焉
︑
用
無
Ú
行
︑
況
在
己
名
︑
可
不
戒
之
哉
﹂
と
あ
る
︒

158

二
升
墨
漆

畫
榼
二

(M
一
：
一
三
六
︑
李
零
二
九
︑
液
眄
釋
二
一
〇
︑
液
眄
圖
七
四
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
容
量
二
升
の
酒
器
が
二
つ
︒

液
眄
は
︑﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
榼
︑
酒
器
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
左
傳
﹄
成
公
十
六

年
に
﹁
K
行
人
執
榼
承
飮
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
盒
の
よ
う
な
容
器
で
あ
っ
た

と
推
定
し
て
い
る
︒

159

〼
漆
畫
餉
籢

〼
縑
嚢
自
副

(M
一
：
四
一
︑
液
眄
釋
一
七
一
︑
液
眄
圖
二
六
六

−

二
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
餉
籢
で
︑
か
と
り
ぎ
ぬ
の
嚢
を
と
も
な
う
︒

｢餉
﹂
は
﹃
說
�
﹄
食
部
に
﹁
饋
︑
餉
也
﹂
と
あ
り
︑
食
糧
を
�
る
こ
と
を

い
い
︑
ま
た
食
糧
そ
の
も
の
を
い
う
︒﹁
餉
籢
﹂
に
つ
い
て
は
用
例
が
な
い
も

の
の
︑
飯
を
盛
る
竹
製
の
容
器
と
考
え
ら
れ
る
︒

160

三
升
墨
漆

畫
籢
□
□

(M
一
：
三
六
二
︑
李
零
二
二
︑
液
眄
釋
一
七
二
︑
液
眄
圖
五
九
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
三
升
の
大
き
さ
の
籢
︒

｢
籢
﹂
は
﹁
匳
﹂﹁
匲
﹂
に
同
じ
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
籢
︑
鏡
籢
﹂
と
い
う

よ
う
に
︑
鏡
を
收
[
す
る
容
器
を
い
う
こ
と
が
多
い
が
︑
液
眄
は
三
升
と
い
う

大
き
さ
か
ら
 
斷
し
て
鏡
籢
と
は
考
え
に
く
く
︑
食
物
を
盛
る
容
器
と
推
定
し

て
お
り
︑
李
零
も
同
樣
に
こ
れ
を
飮
食
類
に
區
分
す
る
︒

161

〼
□
墨
漆
畫
羹

魁
二
︑
盖
・
杓
自
副

(M
一
：
一
六
三
︑
李
零
三
二
︑
液
眄
釋
二
一
三
︑
液
眄
圖
一
三
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
羹
用
の
容
器
が
二
つ
で
︑
そ
れ
に
蓋
と
杓
が

と
も
な
う
︒

『
說
�
﹄
斗
部
に
﹁
魁
︑
羹
斗
﹂
と
あ
り
︑
李
零
・
液
眄
と
も
﹁
羹
魁
﹂
は

羹
を
よ
そ
う
斗
・
勺
だ
と
す
る
︒
し
か
し
︑
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
︑
石
牌
に
わ

ざ
わ
ざ
﹁
杓
自
副
﹂
と
記
す
必

は
な
い
︒

『
說
�
﹄
匚
部

(段
玉
裁
﹃
說
�
解
字
�
﹄
)
に
は
﹁
匜
︑
似
羹
魁
︑
柄
中
M
³
︑

可
以
�
水
酒
﹂
と
あ
り
︑
匜
は
羹
魁
に
似
た
器
で
︑
そ
の
柄
中
に
³
が
あ
り
水

や
酒
を
�
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
営
べ
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
柄
に
あ
た
る
と
こ
ろ

が
�
口
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
﹁
匜
﹂
で
︑
單
な
る
中
實
の
柄
と
な
っ
て
い
る

も
の
が
﹁
羹
魁
﹂
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
︹
林
一
九
七
六
：
二
三
三
頁
︺
︒
つ
ま
り
︑

石
牌
が
記
載
す
る
﹁
羹
魁
﹂
は
柄
の
つ
い
た
容
器
で
あ
り
︑
蓋
と
杓
が
こ
れ
に

と
も
な
う
の
も
不
自
然
で
は
な
い
︒

162

一
斗
・
五
升
師
籠
各
一

(M
一
：
三
七
六
︑
李
零
三
三
︑
液
眄
釋
一
七
〇
︑
液
眄
圖
九
一
)

一
斗
と
五
升
の
篩
籠
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
︒

李
零
は
﹁
脯
籠
﹂
と
讀
み
︑
干
肉
を
盛
る
籠
と
解
釋
す
る
の
に
對
し
︑
液
眄

は
﹁
師
籠
﹂
と
讀
み
︑
竹
を
%
ん
だ
篩
狀
の
器
具
と
理
解
す
る
︒

163

碕
籠
五

(M
一
：
二
五
〇
︑
液
眄
釋
一
六
六
︑
液
眄
圖
一
三
)
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𦢸

(膊
)
籠
が
五
つ
︒

液
眄
に
よ
れ
ば
﹁
𦢸
﹂
は
﹁
膊
﹂
に
b
じ
︑﹁
膊
籠
﹂
は
干
肉
を
盛
る
籠
だ

と
い
う
︒

｢膊
﹂
に
つ
い
て
は
︑﹃
說
�
﹄
肉
部
に
﹁
膊
︑
@
脯
︑
膊
之
屋
上
﹂
と
あ
り
︑

﹁
膊
﹂
は
@
い
脯

(干
肉
)
で
あ
り
︑
屋
根
の
上
に
貼
り
つ
け
て
乾
か
す
の
だ
と

い
う
︒
ま
た
︑﹃
釋
名
﹄
釋
飮
食
に
は
﹁
膊
︑
^
也
︑
@
椓
肉
︑
^
著
物
︑
K

燥
也
﹂
と
あ
り
︑﹁
膊
﹂
は
肉
を
た
た
い
て
@
く
し
︑
こ
れ
を
物
に
貼
り
つ
け

て
乾
燥
さ
せ
た
も
の
だ
と
営
べ
て
い
る
︹
林
一
九
七
五
：
三
一
頁
︺
︒﹁
𦢸
籠
﹂
は

@
く
し
た
肉
を
乾
か
す
た
め
の
籠
と
考
え
ら
れ
る
︒

164

餠
咸
籠
・
茅

籠
各
一
具
︑

兜
自
副

(M
一
：
三
一
七
︑
李
零
三
四
︑
液
眄
釋
一
六
七
︑
液
眄
圖
一
四
四
)

餠
を
盛
る
た
め
の
咸
籠
と
茅
籠
が
各
一
具
︑
そ
れ
に
兜
を
と
も
な
う
︒

液
眄
は
︑﹁
咸
﹂
は
﹁
緘
﹂
に
b
じ
︑
器
物
を
結
束
す
る
た
め
の
繩
と
解
す

る
︒﹃
說
�
﹄
糸
部
に
﹁
緘
︑
束
篋
也
︒﹂
と
あ
り
︑﹃
漢
書
﹄
孝
成
趙
皇
后
傳

﹁
(
與
昭
儀
坐
︑
K
客
子
解
篋
緘
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
緘
︑
束
篋
之
繩
也
﹂
と

あ
る
︒
つ
ま
り
︑
繩
を
%
ん
だ
籠
と
茅
草
を
%
ん
だ
籠
︑
そ
れ
ぞ
れ
一
具
を
指

し
︑
ど
ち
ら
も
餠
を
盛
る
の
に
用
い
た
と
考
え
る
︒
そ
れ
ら
に
︑
も
の
を
盛
る

た
め
の
﹁
兜
﹂
が
附
屬
す
る
の
だ
と
い
う
︒

范
常
喜
︹
二
〇
二
一
a
︺
は
︑﹁
籠
﹂
は
﹁
蒸
籠
﹂
を
S
味
し
︑﹁
咸
籠
﹂
は

﹁
椷
籠
﹂
す
な
わ
ち
木
函
形
の
蒸
籠
︑﹁
茅
籠
﹂
は
﹁
茅
草
﹂
を
%
ん
で
つ
く
っ

た
蒸
籠
と
解
釋
す
る
︒
そ
し
て
︑
函
形
の
蒸
籠
の
圖
宴
と
し
て
山
東
臨
沂
白
莊

漢
墓
な
ど
の
庖
厨
畫
宴
石
を
あ
げ
る
︒
ま
た
﹁
兜
﹂
は
蒸
籠
の
上
に
か
ぶ
せ
る

籠
蓋
と
推
定
し
て
い
る
︒

165

瓫
二
︑
再
自
副

(M
一
：
三
二
〇
︑
李
零
三
七
︑
液
眄
釋
二
一
五
︑
液
眄
圖
四
八
)

瓫
が
二
つ
︑
そ
れ
に
金
の
花
.
り
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
が
說
�
す
る
と
お
り
︑
﹁
瓫
﹂
は
﹁
盆
﹂
に
同
じ
︒﹃
廣
韻
﹄
卷

一
に
は
﹁
盆
︑
瓦
器
︑
亦
作
瓫
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

｢
再
﹂
は
石
牌
に
お
い
て
は
﹁
䥖
﹂
﹁
鈿
﹂
の
S
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
︒

﹃
集
韻
﹄
卷
三
に
﹁
鈿
︑
金
華
.
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
金
の
花
.
り
を
S
味
す

る
か
ら
︑
瓫
に
金
の
裝
.
を
加
え
た
も
の
と
解
釋
で
き
る
︒

166

墨
漆
畫
方
案
□

(M
一
：
三
八
︑
李
零
六
〇
︑
液
眄
釋
二
一
四
︑
液
眄
圖
五
一
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
方
形
の
案
︒

｢案
﹂
は
食
器
を
載
せ
る
机
形
の
食
膳
具
を
い
う
︒﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
案
︑

几
屬
﹂
と
あ
り
︑﹃
玉
U
﹄
木
部
に
﹁
几
屬
︑
食
器
也
﹂
と
あ
る
︒
そ
の
形
狀

に
つ
い
て
は
﹃
þ
就
U
﹄﹁
橢
杅
槃
案
杯
閜
盌
﹂
の
顏
師
古
�
に
﹁
無
足
曰
盤
︑

M
足
曰
案
︑
�
以
陳
舉
食
也
﹂
と
あ
り
︑
食
事
を
な
ら
べ
る
も
の
で
︑
足
の
な

い
も
の
が
盤
︑
足
の
あ
る
も
の
が
案
だ
と
說
�
し
て
い
る
︒

167

澤
中
角
勺
一

(M
一
：
二
〇
九
︑
李
零
三
九
︑
液
眄
釋
八
五
︑
液
眄
圖
五
六
)

酒
を
�
ぐ
た
め
の
角
製
の
勺
一
點
︒

李
零
は
﹁
澤
中
﹂
は
產
地
名
で
あ
ろ
う
と
し
︑﹁
角
勺
﹂
は
角
杯
す
な
わ
ち

西
方
の
リ
ュ
ト
ン
と
推
定
す
る
︒
一
方
︑
液
眄
は
﹁
澤
﹂
は
$
粧
用
の
あ
ぶ
ら

で
あ
り
︑
そ
れ
を
す
く
う
角
製
の
勺
だ
と
解
釋
す
る
︒
た
だ
し
︑﹁
澤
﹂
の
字

が
S
味
す
る
の
は
基
本
�
に
つ
や
︑
う
る
お
い
で
あ
り
︑
そ
れ
が
單
獨
で
脂
粉

を
S
味
し
た
か
ど
う
か
は
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
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｢澤
﹂
は
﹁
醳
﹂
に
b
じ
︑﹃
集
韻
﹄
卷
十
に
﹁
醳
︑
苦
酒
︑
一
曰
醇
酒
也
︑

或
作
澤
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
濃
い
酒
︑
苦
い
酒
を
S
味
し
た
︒
江
陵
鳳
凰
山
八

號
漢
墓
出
土
竹
鯵
に
﹁
澤
罌
一
﹂
が
あ
り
︑
酒
の
容
器
と
考
え
ら
れ
て
い
る

︹
金
一
九
七
六
：
一
一
七
︺
︒
中
國
古
代
の
酒
に
は
︑
一
日
か
ら
數
日
で
`
成
す
る

醪
の
類
と
︑
何
囘
か
米
を
加
え
て
數
か
\
か
け
て
釀
/
す
る
醳
酒
と
が
あ
り
︑

後
者
は
﹃
釋
名
﹄
釋
飮
食
に
﹁
醳
酒
︑
久
釀
酉
澤
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
長
い
日

數
を
か
け
て
釀
/
す
る
︹
林
一
九
七
五
：
七
一
～
七
三
頁
︺
︒

｢
勺
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
儀
禮
﹄
士
冠
禮
﹁
實
勺
觶
角
柶
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
勺
︑

÷
升
︑
�
以
𣂏
酒
也
︒
n
三
升
曰
觶
︒
柶
︑
狀
如
𠤎
︑
以
角
爲
之
者
︑
欲
滑

也
﹂
と
あ
り
︑
酒
を
�
ぐ
た
め
の
勺
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
武
士
執
事
下
�
器
︒
⁝
⁝
瓦
鼎
十

二
︑
容
五
升
︒
匏
勺
一
︑
容
一
升
︒
⁝
⁝
瓦
酒
樽
二
︑
容
五
斗
︒
匏
勺
二
︑
容

一
升
︒﹂
と
あ
り
︑
後
漢
皇
(
の
葬
儀
に
用
い
ら
れ
る
�
器
で
は
︑
瓦
鼎
十

二
・
瓦
酒
樽
二
に
匏
勺
各
一
が
對
應
し
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
お
そ
ら
く
こ
の
石

牌
の
角
勺
に
も
對
應
す
る
酒
÷
な
ど
の
器
物
が
あ
る
の
だ
ろ
う
︒

(四
)
藥

168

銀
小
杵
臼
一
具
︑

杵
・
丹
縑
衣
自
副

(M
一
：
二
八
一
︑
李
零
七
七
︑
液
眄
釋
一
四
六
︑
液
眄
圖
一
五
五
)

銀
製
の
小
型
杵
臼
が
一
組
︑
杵
と
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
小
杵
臼
﹂
は
藥
を
つ
く
杵
・
臼
と
す
る
︒
曹
操
﹁
上
獻

(
表
﹂
(﹃
太
6
御
覽
﹄
器
物
部
七
)
に
﹁
藥
杵
臼
一
具
﹂
が
あ
り
︑
E
漢
海
昏
侯

墓
︹
南
昌
漢
代
海
昏
侯
國
2
址
�
物
館
二
〇
二
〇
︺
や
巨
野
紅
土
山
漢
墓
︹
山
東
省

菏
澤
地
區
漢
墓
發
掘
小
組
一
九
八
三
︺
に
銅
杵
臼
の
出
土
例
が
あ
る
︒

四
︑
車
馬

169

雲
母
犢
車
一
乘
︑

蓐
坐
・
牛
人
自
副

(M
一
：
三
一
六
︑
李
零
八
五
︑
液
眄
釋
二
六
八
︑
液
眄
圖
一
五
四
)

雲
母
を
.
っ
た
牛
車
が
一
乘
︑
ø
物
と
車
夫
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
雲
母
犢
車
﹂
は
雲
母
を
用
い
て
裝
.
し
た
車
で
あ
り
︑

王
公
の
車
と
す
る
︒﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
に
﹁
雲
母
車
︑
以
雲
母
.
犢
車
︒
臣
下

不
得
乘
︑
以
賜
王
公
耳
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
王
公
の
み
が
乘
る
こ
と
が
で
き
︑

臣
下
は
乘
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
︒

中
國
で
は
︑
後
漢
末
か
ら
士
大
夫
の
閒
で
牛
車
に
乘
る
こ
と
が
一
般
$
し
た
︒

﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
の
記
載
に
よ
れ
ば
︑
後
漢
末
の
靈
(
・
獻
(
以
來
︑
皇
(
か

ら
l
下
位
の
貴
族
に
い
た
る
ま
で
d
廷
へ
の
出
仕
な
ど
に
際
し
て
は
常
に
牛
車

に
乘
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
︹
岡
村
二
〇
二
一
：
二
七
七
頁
︺
︒

西
晉
永
康
二
年

(三
〇
一
)
劉
寶
墓
︹
山
東
鄒
城
市
�
物
局
二
〇
〇
五
︺
以
影
︑

晉
墓
に
は
陶
製
鞍
馬
と
牛
車
模
型
を
セ
ッ
ト
で
副
葬
し
た
例
を
散
見
す
る
︒
後

漢
・
三
國
墓
か
ら
陶
製
の
牛
車
模
型
や
鞍
馬
が
出
土
す
る
例
は
少
な
い
も
の
の
︑

二
世
紀
E
V
か
ら
中
ご
ろ
の
西
安
潘
家
莊
一
六
九
號
墓
か
ら
は
陶
牛
と
倚
子
式

牛
車
が
出
土
し
て
お
り
︹
西
安
市
�
物
保
護
考
古
�
二
〇
〇
八
︺
︑
本
石
牌
は
︑
後

漢
後
V
に
出
現
し
た
陶
製
鞍
馬
と
牛
車
模
型
の
副
葬
が
︑
曹
魏
墓
に
も
存
在
し

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
︒

な
お
︑
曹
操
高
陵
お
よ
び
曹
1
墓
︹
劉
一
九
九
九
︺
か
ら
は
長
方
形
や
三
日
\

形
の
雲
母
が
出
土
し
て
お
り
︑
葬
具
を
h
成
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒
石
牌
の
記

営
を
參
考
に
す
れ
ば
︑
出
土
し
た
雲
母
の
一
部
は
模
型
�
器
な
ど
を
裝
.
す
る

の
に
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
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170

安
車
一
〼

〼

(M
一
：
五
三
八
・
五
三
五
︑
液
眄
釋
二
六
九
︑
液
眄
圖
二
五
一
)

安
車
が
一
乘
︒

｢安
車
﹂
は
坐
乘
の
車
︒﹃
周
禮
﹄
春
官
・
巾
車
﹁
安
車
彫
面
鷖
緫
﹂
の
�
玄

�
に
﹁
安
車
︑
坐
乘
車
︑
凡
J
人
車
皆
坐
乘
﹂
と
い
う
︒﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志

上
に
は
﹁
皇
太
子
・
皇
子
皆
安
車
︑
朱
班
輪
︑
靑
蓋
︑
金
華
蚤
︑
黑
𣝛
�
︑
畫

轓
�
輈
︑
金
塗
五
末
﹂
と
規
定
さ
れ
て
い
る
︒
出
土
例
で
は
秦
始
皇
(
陵
陵
園

出
土
の
二
號
銅
車
馬
の
馬
銜
に
﹁
安
車
第
一
﹂
の
朱
書
が
あ
り
︑
そ
の
h
/
が

う
か
が
え
る
︹
秦
始
皇
兵
馬
俑
�
物
館
ほ
か
一
九
九
八
︺
︒

171

金
伯
<
二

(M
一
：
三
六
三
︑
液
眄
釋
七
〇
︑
液
眄
圖
二
九
)

金
の
伯
l

(白
l
)
が
二
體
︒

液
眄
は
黃
金
製
の
頭
.
り
と
推
定
す
る
も
の
の
︑
詳
細
は
記
さ
な
い
︒

｢伯
﹂
は
﹁
白
﹂
に
b
じ
る
こ
と
か
ら
︑﹁
伯
l
﹂
は
﹁
白
l
﹂
を
指
し
た
可

能
性
が
あ
る
︒﹃
爾
�
﹄
釋
畜
に
﹁
馰
顙
︑
白
顛
︑
白
l
︑
素
縣
︑
面
顙
︑
皆

白
惟
駹
﹂
と
あ
り
︑
顏
に
白
い
~
樣
が
あ
る
馬
を
﹁
白
l
﹂
と
稱
し
た
︒
な
お
︑

﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
上
で
は
後
漢
皇
(
の
大
行
載
車
を
牽
引
す
る
馬
に
つ
い
て

﹁
太
僕
御
︑
駕
六
布
施
馬
︒
布
施
馬
者
︑
淳
白
駱
馬
也
︑
以
黑
藥
灼
其
身
爲
虎

�
﹂
と
営
べ
て
お
り
︑
皇
(
の
葬
�
に
際
し
て
は
﹁
白
駱
﹂
す
な
わ
ち
黑
い
タ

テ
ガ
ミ
の
白
い
馬
が
用
い
ら
れ
た
︒

一
九
七
四
年
に
河
南
省
偃
師
寇
店
の
後
漢
窖
藏
か
ら
金
銅
の
小
馬
二
體
︑

象
・
牛
・
羊
各
一
體
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
︹
偃
師
商
城
�
物
館
一
九
九
二
︺
︑
こ

う
し
た
も
の
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
︒

172

馬
五
=
︑
鞌
・

勒
自
副

(M
一
：
二
六
七
︑
李
零
八
四
︑
液
眄
釋
二
七
二
︑
液
眄
圖
八
三
)

馬
が
五
^
︑
鞍
と
勒
を
と
も
な
う
︒

液
眄
は
︑
隨
葬
さ
れ
た
五
^
の
馬
と
そ
れ
に
付
け
ら
れ
た
馬
鞌
と
馬
勒
を
記

し
た
も
の
と
し
︑
ま
た
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
上
に
﹁
駕
六
馬
﹂
が
あ
る
こ
と
か

ら
五
馬
は
王
・
諸
侯
t
の
車
馬
と
指
摘
す
る
︒

し
か
し
︑
石
牌
の
馬
五
^
は
﹁
鞌
・
勒
﹂
を
と
も
な
う
︒﹁
鞌
﹂
は
﹁
鞍
﹂

で
あ
り
︑
騎
乘
用
の
馬
具
で
あ
る
︒
一
方
︑﹁
勒
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
說
�
﹄
革

部
に
﹁
勒
︑
馬
頭
絡
銜
也
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
は
﹁
勒
﹂
が
﹁
頭
絡
﹂
と
﹁
銜
﹂

か
ら
な
る
こ
と
を
S
味
す
る
︒
ま
た
﹃
釋
名
﹄
釋
車
に
は
﹁
勒
︑
絡
也
︑
絡
其

頭
而
引
之
也
﹂
と
あ
る
︒
つ
ま
り
﹁
勒
﹂
と
は
︑
馬
の
頭
に
か
け
て
制
御
す
る

た
め
の
馬
具
�
體
を
い
う
︹
林
二
〇
一
八
：
二
六
五
頁
︺
︒

石
牌
の
記
載
は
︑
騎
乘
用
の
鞍
馬
五
^
を
指
す
も
の
で
あ
り
︑
車
を
牽
引
す

る
馬
で
は
な
い
︒
お
そ
ら
く
副
葬
用
の
�
器
で
あ
ろ
う
︒

173

絳
九
液
一

(M
一
：
二
三
九
︑
李
零
一
〇
四
︑
液
眄
釋
二
六
一
︑
液
眄
圖
三
五
)

九
條
の
垂
.
を
も
つ
深
紅
の
旌
旗
が
一
枚
︒

李
零
は
﹁
絳
九
液
一
﹂
に
つ
い
て
﹁
玄
三
纁
二
﹂
と
類
似
し
た
句
で
あ
る
こ

と
か
ら
﹁
液
﹂
は
色
の
名
で
︑﹁
幽
﹂
あ
る
い
は
﹁
黝
﹂
と
推
測
す
る
︒

劉
連
香
︹
二
〇
一
九
︺
は
﹁
絳
九
液
一
﹂
は
天
子
の
冕
冠
の
E
後
に
垂
れ
る

﹁
冕
旒
﹂
と
解
釋
す
る
︒
そ
し
て
︑
蔡
邕
﹃
獨
斷
﹄
な
ど
の
記
載
を
も
と
に
︑

天
子
の
冕
は
十
二
旒
で
あ
る
の
に
對
し
︑
三
公
・
諸
侯
は
九
旒
︑
卿
大
夫
は
七

旒
と
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
し
︑
西
朱
村
の
墓
5
は
﹁
九
旒
﹂
で
あ
る
か
ら
公
の

位
に
相
當
す
る
と
営
べ
て
い
る
︒
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液
眄
も
ま
た
﹁
九
液
﹂
は
﹁
九
旒
﹂
と
解
釋
す
る
も
の
の
︑
そ
れ
は
冕
冠
の

垂
.
で
は
な
く
︑
旌
旗
の
垂
.
と
考
え
る
︒
す
な
わ
ち
﹃
禮
記
﹄
樂
記
に
﹁
龍

旂
九
旒
︑
天
子
之
旌
也
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
後
漢
書
﹄
輿
-
志
上
﹁
皇
子
爲
王
︑

錫
以
乘
之
︑
故
曰
王
靑
蓋
車
﹂
の
�
に
﹁
徐
廣
曰
︑
旂
旗
九
旒
︑
畫
影
龍
﹂
と

記
さ
れ
る
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
馬
車
に
と
も
な
う
旌
旗
で
︑
石
牌
の
﹁
絳
九

液
一
﹂
は
王
以
上
の
身
分
に
對
應
す
る
も
の
だ
と
い
う
︒

五
︑
武
器

174

金
珠
縷
挍
璫
・

金
碧
窴

長
劍

一
具
︑
柙
自
副

(M
一
：
三
一
九
︑
李
零
八
七
︑
液
眄
釋
二
六
三
︑
液
眄
圖
一
七
〇
)

金
珠
・
金
糸
に
よ
る
裝
.
を
端
部
に
加
え
︑
靑
綠
色
の
石
を
象
嵌
し
た
金
の

長
劍
一
具
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
を
と
も
な
う
︒

石
牌
は
二
行
目
第
三
・
第
四
字
が
模
糊
と
し
て
お
り
︑
李
零
・
液
眄
と
も

﹁
金
碧
[
窴
]□
劍
﹂
と
す
る
が
︑
こ
こ
で
は
﹁
金
碧
窴

長
劍
﹂
と
し
た
︒

｢金
珠
縷
﹂
は
西
朱
村
一
號
墓
石
牌
の
頭
.
に
用
例
が
多
く
︑
金
糸
と
金
粒

に
よ
る
裝
.
を
い
う
︒

｢
璫
﹂
に
つ
い
て
李
零
は
﹁
劍
嬰
﹂
つ
ま
り
劍
の
つ
ば
と
解
釋
す
る
︒
こ
れ

に
對
し
︑
液
眄
は
﹁
璫
﹂
を
玉
佩
と
解
す
る
︒
す
な
わ
ち
班
固
﹁
西
都
賦
﹂

(﹃
�
�
﹄
卷
一
)
に
﹁
雕
玉
瑱
以
居
楹
︑
裁
金
璧
以
.
璫
﹂
と
あ
り
︑﹃
說
�
﹄

玉
部
に
﹁
璫
︑
華
.
也
﹂
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
據
に
︑
金
珠
縷
を
あ
し
ら
っ

た
﹁
玉
璫
﹂
を
寶
劍
に
.
っ
た
と
推
測
す
る
︒

し
か
し
︑
後
漢
の
崔
駰
﹁
刀
劍
銘
﹂
(﹃
騈
字
類
%
﹄
卷
二
一
一
・
鳥
獸
門
)
に

﹁
麟
角
鳳
體
︑
玉
.
金
璫
﹂
と
あ
り
︑﹁
玉
.
﹂
と
﹁
金
璫
﹂
に
よ
っ
て
劍
を
裝

.
し
た
こ
と
が
営
べ
ら
れ
て
お
り
︑
石
牌
に
い
う
﹁
金
珠
縷
挍
璫
﹂
は
お
お
よ

そ
こ
の
﹁
金
璫
﹂
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ
う
︒
こ
う
し
た
金
の
裝
.
に
つ
い
て

﹃
說
�
﹄
玉
部
に
は
﹁
琫
︑
佩
刀
上
.
︑
天
子
以
玉
︑
諸
侯
以
金
﹂
と
あ
り
︑

劍
首

(柄
頭
)
の
圓
形
裝
.
で
あ
る
﹁
琫
﹂
を
天
子
は
玉
製
︑
諸
侯
は
金
製
と

し
た
こ
と
が
営
べ
ら
れ
て
い
る
︹
林
一
九
七
二
：
二
一
〇
頁
︺
︒
漢
・
三
國
の
刀
劍

の
出
土
2
物
と
對
照
す
る
な
ら
ば
︑
劍
首
の
﹁
琫
﹂
を
﹁
璫
﹂
と
稱
し
た
可
能

性
が
あ
る
だ
ろ
う
︒

175

劍
一

(M
一
：
二
五
八
︑
液
眄
釋
二
六
四
︑
液
眄
圖
一
)

劍
が
一
本
︒

176

于
窴
白
玉
四
具
︑
?

扶
︑
雞
辟
挍
短
鋏

一
︑
衣
・
柙
自
副

(M
一
：
一
︑
李
零
八
八
︑
液
眄
釋
二
四
三
︑
液
眄
圖
二
〇
一
)

于
窴

(于
闐
)
の
白
玉
が
四
組
︑
組
み
ひ
も
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
︒
ま

た
雞
辟
の
�
頭
裝
.
を
も
つ
短
劍
が
一
本
あ
り
︑
そ
れ
ら
を
收
[
す
る
õ
み
と

柙
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
于
窴
﹂
は
﹁
于
闐
﹂︑
西
域
の
怨
疆
ホ
ー
タ
ン
と
す
る
︒

﹃
晉
書
﹄
輿
-
志
に
﹁
貴
人
・
夫
人
・
貴
嬪
︑
是
爲
三
夫
人
︑
皆
金
違
紫
綬
︑

違
�
曰
貴
人
・
夫
人
・
貴
嬪
之
違
︑
佩
于
窴
玉
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
﹃
漢
書
﹄
西

域
傳
・
于
闐
國
に
﹁
多
玉
石
﹂
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
︑
ホ
ー
タ
ン
は
玉
の
產
地

と
し
て
古
來
よ
り
著
名
で
あ
っ
た
︒

ま
た
︑
李
零
・
液
眄
と
も
﹁
鋏
﹂
を
﹁
劍
﹂
と
し
︑﹁
短
鋏
﹂
は
﹁
短
劍
﹂

の
こ
と
と
解
釋
す
る
︒
一
方
︑﹁
M
扶
雞
辟
挍
﹂
は
﹁
于
窴
白
玉
﹂
な
い
し
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﹁
短
鋏
﹂
に
關
係
す
る
語
句
と
み
ら
れ
る
も
の
の
︑
解
釋
が
わ
か
れ
る
︒

液
眄
は
﹁
扶
雞
﹂
を
﹁
扶
胥
﹂
あ
る
い
は
﹁
扶
蘇
﹂
と
し
て
︑
古
代
兵
車
上

の
﹁
藩
盾
﹂
す
な
わ
ち
大
型
の
盾
を
指
す
も
の
と
考
え
た
︒
し
か
し
︑
兵
車
上

の
大
型
の
盾
と
短
劍
と
で
は
︑
い
か
に
も
バ
ラ
ン
ス
が
わ
る
い
︒

石
牌
の
銘
�
は
﹁
于
窴
白
玉
四
具
︑
M
扶
﹂
で
い
っ
た
ん
句
切
る
の
が
よ
い

だ
ろ
う
︒﹁
扶
﹂
に
つ
い
て
は
﹃
續
漢
書
﹄
輿
-
志
下
に
﹁
綬
﹂
を
h
成
す
る

組
み
ひ
も
と
し
て
記
載
が
あ
り
︑﹁
凡
先
合
單
紡
爲
一
系
︑
四
系
爲
一
扶
︑
五

扶
爲
一
首
︑
五
首
成
一
�
︑
�
采
淳
爲
一
圭
﹂
と
い
う
よ
う
に
紡
を
よ
り
あ
わ

せ
た
糸

(系
)
を
四
本
あ
わ
せ
た
も
の
が
﹁
扶
﹂
で
あ
る
︒
つ
ま
り
石
牌
の
E

V
部
分
は
︑
四
組
の
于
窴
白
玉
が
そ
れ
ぞ
れ
組
み
ひ
も
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
営
べ
て
い
る
︒

｢
雞
辟
﹂
に
つ
い
て
は
范
常
喜
︹
二
〇
二
一
b
︺
の
硏
究
が
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑

曹
1
の
﹁
樂
府
歌
詞
﹂
に
﹁
�
賷
千
金
之
寶
劍
︑
b
犀
�
玉
閒
碧
璵
︑
翡
!
.

雞
璧
︑
標
首
�
\
珠
﹂
と
あ
り
︑
翡
!
が
﹁
雞
璧
﹂
を
.
り
︑
標
首
を
�
\
珠

と
し
た
と
い
う
の
に
着
目
し
︑﹁
雞
璧
﹂
は
寶
劍
の
裝
.
と
推
測
し
て
い
る
︒

さ
ら
に
︑
�
年
山
東
省
靑
島
で
發
掘
さ
れ
た
土
山
一
四
八
號
漢
墓
出
土
Ô
策

︹
靑
島
市
�
物
保
護
考
古
硏
究
�
ほ
か
二
〇
一
九
︺
に
﹁
雞
辟
佩
刀
一
﹂
の
記
載
が

あ
る
こ
と
に
も
着
目
す
る
︒
未
盜
掘
の
棺
內
か
ら
は
︑
雲
~
・
鳥
~
な
ど
を
�

首
に
金
象
嵌
し
た
刀
の
ほ
か
︑
靑
銅
�
頭
の
刀
と
玉
具
劍
が
出
土
し
︑
そ
れ
ぞ

れ
Ô
策
中
の
﹁
雞
辟
佩
刀
一
﹂﹁
佩
刀
一
﹂﹁
玉
具
劍
一
﹂
に
相
當
す
る
可
能
性

を
指
摘
す
る
︒
そ
し
て
︑﹁
鷄
辟
﹂
は
玉
や
玳
瑁
と
同
じ
く
材
質
名
を
あ
ら
わ

す
も
の
と
し
た
︒

た
だ
し
︑
土
山
一
四
八
號
墓
の
﹁
雞
辟
佩
刀
﹂
に
對
應
す
る
と
い
う
金
象
嵌

の
�
首
刀
に
玉
の
裝
.
は
な
く
︑
ま
た
﹁
雞
辟
﹂
を
想
k
さ
せ
る
素
材
も
K
用

さ
れ
て
い
な
い
︒﹁
雞
辟
﹂﹁
雞
璧
﹂
は
雞
頭
に
似
た
�
首
の
形
狀
︑
あ
る
い
は

そ
こ
に
描
か
れ
た
鳥
~
な
ど
の
~
樣
を
営
べ
た
可
能
性
が
あ
る
︒
そ
う
す
る
と
︑

曹
1
の
樂
府
に
﹁
翡
!
が
雞
璧
を
.
り
﹂
と
い
う
の
も
寶
劍
の
�
首

(を
裝
.

す
る
鳥
~
)
の
な
か
に
翡
!
を
埋
め
�
ん
だ
も
の
と
解
釋
で
き
る
だ
ろ
う
︒

六
︑
樂
器

177

衝
鍾
一
︑
墨
漆

畫
枎
蘭
自

副
︑
魚
椎
一

(M
一
：
一
五
八
︑
李
零
一
〇
五
︑
液
眄
釋
二
一
七
︑
液
眄
圖
一
六
七
)

178

衝
鍾
一
〼

枎
蘭
自
〼

(M
一
：
三
三
〇
︑
液
眄
釋
二
一
八
︑
液
眄
圖
二
六
九

−

一
)

衝
鐘
が
一
つ
︑
黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
枎
蘭

(
鐘
虡
)
を
と
も
な
う
︒

ま
た
鐘
を
叩
く
の
に
用
い
る
魚
形
の
椎
が
一
つ
︒

｢鍾
﹂
は
﹁
鐘
﹂
で
あ
り
︑﹁
衝
鍾
﹂
は
叩
い
て
>
を
鳴
ら
す
鐘
の
こ
と
︒

｢
枎
蘭
﹂
に
つ
い
て
李
零
は
﹁
扶
欄
﹂︑
液
眄
は
﹁
枎
闌
﹂
に
b
じ
る
と
し
︑

い
ず
れ
も
鐘
を
架
け
る
鐘
虡
と
解
釋
す
る
︒

｢魚
椎
﹂
に
つ
い
て
は
李
零
・
液
眄
と
も
鐘
を
叩
く
た
め
の
魚
形
の
槌
と
す

る
︒﹁
椎
﹂
は
﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
椎
︑
擊
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
集
韻
﹄
卷
一
に

﹁
椎
⁝
⁝
b
作
槌
﹂
と
あ
る
よ
う
に
﹁
槌
﹂
に
b
じ
る
︒

179

鑮
鍾
四
︑
墨
〼

枎
蘭
自
副
〼

(M
一
：
一
一
一
︑
李
零
一
〇
六
︑
液
眄
釋
二
一
九
︑
液
眄
圖
一
五
九
)

鑮

(
鎛
)
鐘
が
四
つ
︑
黑
漆
塗
り
の
枎
蘭

(鐘
虡
)
を
と
も
な
う
︒

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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李
零
・
液
眄
と
も
﹁
鑮
﹂
は
﹁
鎛
﹂
に
同
じ
と
す
る
︒﹃
說
�
﹄
金
部
に

﹁
鑮
︑
大
鐘
︑
淳
于
之
屬
︑
�
以
應
鐘
磬
也
︒
(
以
二
︑
金
樂
則
鼔
鑮
應
之
﹂

と
い
い
︑
ま
た
﹃
儀
禮
﹄
大
射
﹁
笙
磬
西
面
︑
其
南
笙
鍾
︑
其
南
鑮
︑
皆
南

陳
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
鑮
︑
如
鍾
而
大
︑
奏
樂
以
鼓
鑮
爲


﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑

鑮
は
大
型
の
鐘
で
あ
り
︑
太
鼓
と
と
も
に


を
と
る
役
割
を
果
た
し
た
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
東
園
武
士
執
事
下
�
器
⁝
⁝
鎛
四
︑
無

虡
︒
磬
十
六
︑
無
虡
﹂
が
あ
り
︑
鐘
虡
は
と
も
な
わ
な
い
も
の
の
鎛
が
四
つ
と

す
る
點
は
同
じ
で
あ
る
︒

180

赤
漆
畫
奏
鼓

一
︑
鞞
自
副
︑
桴
二

(M
一
：
九
四
︑
李
零
一
〇
七
︑
液
眄
釋
二
二
〇
︑
液
眄
圖
一
三
六
)

赤
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
鼓
が
一
つ
で
︑
小
鼓
を
と
も
な
い
︑
ま
た
鼓

槌
二
つ
が
あ
る
︒

｢赤
漆
畫
﹂
は
朱
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
も
の
を
い
う
︒
西
朱
村
一
號

墓
の
石
牌
は
ほ
と
ん
ど
が
﹁
墨
漆
畫
﹂
で
﹁
赤
漆
畫
﹂
は
ご
く
少
數
で
あ
る
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
鞞
﹂
は
﹁
鼙
﹂
に
同
じ
で
︑
小
鼓
と
す
る
︒﹃
釋
名
﹄

釋
樂
に
﹁
鼙
︑
禆
也
︑
禆
助
鼓


也
︒
聲
在
E
曰
朔
︑
朔
始
也
︒
在
後
曰
應
︑

應
大
鼓
也
﹂
と
あ
り
︑
太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
補
助
す
る
も
の
だ
と
い
う
︒

｢桴
﹂
は
﹁
鼓
槌
﹂
を
い
う
︒﹃
禮
記
﹄
禮
l
の
﹁
蕢
桴
而
土
鼓
﹂
に
つ
い
て

﹃
經
典
釋
�
﹄
は
﹁
桴
︑
>
©
︑
鼓
槌
﹂
と
說
�
し
て
い
る
︒

181

赤
漆
〼

鞞
自
〼

(M
一
：
五
四
︑
液
眄
釋
二
二
一
︑
液
眄
圖
二
六
七

−

二
)

赤
漆
塗
り
の
樂
器
で
︑
小
鼓
を
と
も
な
う
︒

182

〼
畫
琴
一

〼
嚢
自
副

(M
一
：
三
九
︑
李
零
一
一
〇
︑
液
眄
釋
二
二
二
︑
液
眄
圖
二
六
一

−

一
)

~
樣
を
描
い
た
琴
が
一
つ
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
嚢
を
と
も
な
う
︒

｢琴
﹂
は
﹁
瑟
﹂
よ
り
も
小
型
の
弦
樂
器
︒
後
漢
の
應
劭
﹃
風
俗
b
義
﹄
琴

に
は
﹁
今
琴
長
四
尺
五
寸
︑
法
四
時
五
行
也
︑
七
絃
者
︑
法
七
星
也
﹂
と
あ
り
︑

後
漢
の
琴
は
長
さ
四
尺
五
寸

(
Á
一
m
)
で
七
弦
と
さ
れ
て
い
る
︒
大
型
の
瑟

が
一
端
を
地
に
置
き
︑
も
う
一
端
を
膝
に
載
せ
て
彈
く
の
に
對
し
︑
小
型
の
琴

は
�
體
を
膝
上
に
水
6
に
置
い
て
彈
く
︹
林
一
九
七
六
：
四
三
二
頁
︺
︒
湖
南
省
長

沙
馬
王
堆
三
號
漢
墓
の
Ô
策

(
鯵
五
三
)
に
は
﹁
琴
一
﹂
が
あ
り
︑
�
長
八
二
･

四
㎝
の
琴
が
そ
れ
に
對
應
す
る
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
二
〇
〇
四
︺
︒

183

〼
山
畫
箏

〼
衣
・
柙
自
副

(M
一
：
一
九
八
︑
李
零
一
一
一
︑
液
眄
釋
二
二
三
︑
液
眄
圖
二
六
四

−

一
)

~
樣
を
描
い
た
箏
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
õ
み
と
柙
を
と
も
な
う
︒

｢箏
﹂
は
琴
に
似
た
弦
樂
器
︒
そ
の
弦
は
も
と
も
と
五
弦
で
あ
っ
た
の
が
︑

の
ち
に
十
二
弦
︑
十
三
弦
︑
十
六
弦
へ
と
增
え
て
い
っ
た
と
い
う
︒﹃
說
�
﹄

竹
部
に
﹁
箏
︑
鼓
弦
竹
身
樂
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
玉
U
﹄
竹
部
に
﹁
箏
︑
似
瑟
︑

十
三
弦
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

184

墨
漆
畫
簫
三

(M
一
：
三
五
〇
︑
李
零
一
〇
九
︑
液
眄
釋
二
二
四
︑
液
眄
圖
五
四
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
簫
が
三
つ
︒

｢簫
﹂
は
竹
製
の
管
樂
器
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
簫
︑
參
差
管
樂
︑
宴
鳳
之

S
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
長
さ
の
衣
な
る
複
數
の
竹
管
を
長
短
に
し
た
が
っ
て
な
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ら
べ
結
合
し
た
﹁
排
簫
﹂
を
い
う
︒﹃
爾
�
﹄
釋
樂
﹁
大
簫
謂
之
言
﹂
の
�
に

﹁
%
二
十
三
管
︑
長
尺
四
寸
﹂︑﹁
小
者
謂
之
筊
﹂
の
�
に
﹁
十
六
管
︑
長
尺
二

寸
︑
簫
一
名
籟
﹂
と
記
す
よ
う
に
︑
二
十
三
管
の
大
簫
と
十
六
管
の
小
簫
と
が

あ
っ
た
と
い
う
︒
後
漢
の
沂
南
畫
宴
石
︹
山
東
省
沂
南
漢
墓
�
物
館
%
二
〇
〇
一
︺

な
ど
に
演
奏
の
樣
子
が
あ
ら
わ
さ
れ
︑
基
本
�
に
合
奏
に
用
い
る
樂
器
で
あ
る
︒

185

〼
畫
簫
〼

(M
一
：
五
二
九
︑
液
眄
釋
二
二
五
︑
液
眄
圖
二
三
八

−

二
)

~
樣
を
描
い
た
簫
で
あ
る
︒

186

笛
一
具
十
一
枚
︑
丹

縑
袠
・
金
鑮
妻
二
・

柙
自
副
︑
墨
漆
妻
二

(M
一
：
一
一
〇
︑
李
零
一
〇
八
︑
液
眄
釋
二
二
六
︑
液
眄
圖
二
一
〇
)

笛
十
一
本
が
一
組
に
な
っ
た
も
の
で
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
囊
と
金
箔
を
施

し
た
妻
二
つ
と
柙
を
と
も
な
う
︒
ま
た
黑
漆
塗
り
の
妻
が
二
つ
︒

｢笛
﹂
字
は
上
V
を
缺
失
す
る
︒
竹
製
の
管
樂
器
で
︑
石
牌
の
笛
は
十
一
本

が
一
組
に
な
っ
て
い
る
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
に
は
﹁
笛
︑
七
孔
筩
也
︒
⁝
⁝
羌
笛

三
孔
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹃
風
俗
b
義
﹄
聲
>
・
笛
に
﹁
笛
者
滌
也
⁝
⁝
長
一
尺

四
寸
︑
七
孔
︑
其
後
印
M
羌
笛
﹂
と
い
う
︒

｢金
鑮
﹂
は
金
箔
な
い
し
鍍
金
の
裝
.
を
い
う
︒
晉
の
張
華
﹁
輕
@
U
﹂

(﹃
樂
府
詩
集
﹄
卷
六
十
七
)
に
﹁
橫
簪
刻
玳
瑁
︑
長
鞭
錯
象
牙
︑
足
下
金
鑮
履
︑

手
中
雙
莫
耶
﹂
の
句
が
あ
る
︒

｢金
鑮
妻
﹂﹁
墨
漆
妻
﹂
の
﹁
妻
﹂
字
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
牀
﹂
に
同
じ
と

し
︑
液
眄
は
﹁
槃

(盤
)
﹂
と
讀
む
︒

187

萬
草
畫
B
檛
一
枚

(M
一
：
二
九
〇
︑
李
零
八
六
︑
液
眄
釋
二
二
七
︑
液
眄
圖
八
六
)

萬
草
の
~
樣
を
描
い
た


檛
が
一
つ
︒

｢
檛
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
馬
を
制
御
す
る
鞭
で
あ
る
と
解
釋
す
る
︒

そ
れ
に
對
し
て
液
眄
は
︑
潘
嶽
﹁
笙
賦
﹂
(﹃
�
�
﹄
卷
十
八
)
の
﹁
修
檛
內
辟
︑

餘
簫
外
逶
﹂
に
李
善
�
が
﹁
修
檛
︑
長
管
也
﹂
と
說
�
し
て
い
る
の
を
引
い
て
︑

竹
製
の
管
樂
器
と
解
釋
す
る
︒
ま
た
﹁
萬
﹂
は
﹁
藾
﹂
に
b
じ
︑
ヨ
モ
ギ
を
指

す
も
の
で
︑﹁
萬
草
畫
﹂
は
ヨ
モ
ギ
草
を
描
い
た
繪
と
み
る
︒

188

墨
漆
畫
竾
一

(M
一
：
一
二
五
︑
李
零
三
一
︑
液
眄
釋
二
二
九
︑
液
眄
圖
五
三
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
竾
が
一
つ
︒

李
零
が
﹁
竾
﹂
を
﹁
匜
﹂
す
な
わ
ち
酒
水
の
容
器
と
す
る
の
に
對
し
︑
液
眄

は
﹁
竾
﹂
は
﹁
篪
﹂﹁
𪛌
﹂
に
同
じ
で
︑
竹
製
の
管
樂
器
と
理
解
す
る
︒

『爾
�
﹄
釋
樂
に
﹁
大
箎
謂
之
沂
﹂
の
郭
璞
�
に
﹁
箎
︑
以
竹
爲
之
︑
長
尺

四
寸
︑
圍
三
寸
︑
一
孔
上
出
一
寸
三
分
︑
名
翹
︑
橫
吹
之
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
長

さ
は
一
尺
四
寸
で
周
圍
が
三
寸
︑
一
つ
の
孔
が
上
に
突
き
出
て
い
て
一
寸
三
分

あ
り
︑
橫
向
き
に
吹
く
も
の
だ
と
い
う
︒

七
︑
儀
禮

189

白
布
黻
翣
二

(M
一
：
八
六
︑
李
零
六
四
︑
液
眄
釋
二
六
二
︑
液
眄
圖
四
一
)

白
布
で
つ
く
っ
た
黻
翣
二
枚
で
あ
る
︒

『禮
記
﹄
喪
-
大
記
﹁
.
棺
︑
君
龍
帷
︑
三
池
︑
振
容
︑
黼
荒
︑
火
三
列
︑

黼
三
列
︑
素
錦
褚
︑
加
僞
荒
︑
纁
紐
六
︑
齊
︑
五
采
︑
五
貝
︑
黼
翣
二
︑
黻
翣
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二
︑
畫
翣
二
︑
皆
戴
圭
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
漢
禮
︑
翣
以
木
爲
筐
︑
廣
三
尺
︑
高

二
尺
四
寸
︑
方
兩
角
高
︑
衣
以
白
布
︑
畫
者
畫
雲
氣
︑
其
餘
各
如
其
象
︑
柄
長

五
尺
︑
車
行
︑
K
人
持
之
而
從
︑
旣
窆
樹
於
壙
中
﹂
と
あ
る
︒
す
な
わ
ち
︑
漢

の
禮
に
お
け
る
翣
は
木
を
用
い
て
方
形
の
筐
を
つ
く
り
︑
そ
れ
に
白
布
を
か
ぶ

せ
て
﹁
弓
﹂
字
を
背
中
あ
わ
せ
に
し
た
黻
と
呼
ば
れ
る
雲
氣
~
樣
を
あ
ら
わ
し
︑

柄
を
と
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
れ
を
人
に
持
た
せ
て
柩
車
に
隨
行
さ
せ
︑

埋
葬
後
は
墓
壙
に
立
て
る
と
い
う
︒

190

玄
三
纁
二

(M
一
：
一
六
四
︑
李
零
一
〇
三
︑
液
眄
釋
二
六
〇
︑
液
眄
圖
二
八
)

黑
い
o
帛
が
三
枚
︑
赤
い
o
帛
が
二
枚
︒

｢玄
﹂
は
黑
色
︑﹁
纁
﹂
は
う
す
い
赤
色
で
︑
o
帛
の
一
種
︒
古
代
貴
族
の
喪

葬
儀
禮
に
お
い
て
は
死
者
の
た
め
の
﹁
贈
﹂
と
し
て
用
い
ら
れ
︑
な
か
で
も
馬

と
玄
纁
の
o
帛
は
﹁
賵
﹂
と
稱
さ
れ
た
︒﹃
禮
記
﹄
檀
弓
下
﹁
旣
封
︑
5
人
贈
︑

而
祝
宿
|
尸
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
贈
︑
以
o
�
死
者
於
壙
也
﹂︑﹃
儀
禮
﹄
旣
夕
禮

に
﹁
贈
用
制
o
玄
纁
束
﹂
と
あ
る
︒

『續
漢
書
﹄
禮
儀
志
下
・
大
喪
に
﹁
太
常
g
皇
(
就
贈
位
︒
司
徒
跪
曰
︑
q

a
贈
︑
侍
中
奉
持
鴻
洞
︒
贈
王
珪
長
尺
四
寸
︑
薦
以
紫
巾
︑
廣
袤
各
三
寸
︑
緹

裏
︑
赤
纁
周
緣
︒
贈
o
︑
玄
三
纁
二
︑
各
長
尺
二
寸
︑
廣
閏
幅
︒
皇
(
a
跪
︑

臨
羨
³
�
戶
︑
西
向
︑
手
下
贈
︑
投
鴻
洞
中
︑
三
︒
東
園
匠
奉
封
入
藏
�
中
﹂

と
あ
り
︑
後
漢
皇
(
の
葬
儀
で
は
︑
諡
册
・
哀
册
を
贈
り
︑
�
器
を
下
し
た
あ

と
︑
皇
(
み
ず
か
ら
黑
と
赤
の
o
帛
を
贈
っ
た
と
い
う
︒

曹
操
高
陵
出
土
石
牌
M
二
：
二
五
四
に
﹁
勳
二
絳
緋
﹂︑
三
三
五
に
﹁
玄
三

皁
緋
﹂
(報
吿
は
﹁
玄
三
早
緋
﹂
と
讀
む
)
が
あ
り
︑
本
石
牌
と
同
種
の
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
る
︹
徐
ほ
か
二
〇
一
八
︺
︒

191

2
福
一

(M
一
：
四
七
二
︑
李
零
一
二
︑
液
眄
釋
一
八
四
︑
液
眄
圖
六
)

｢
«
福
﹂
に
つ
い
て
李
零
・
液
眄
は
い
ず
れ
も
祭
祀
に
用
い
る
祭
肉
を
い
う

も
の
と
解
釋
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹃
易
﹄
困
に
﹁
利
用
祭
祀
︑
«
福
也
﹂
と
あ

り
︑﹃
漢
書
﹄
禮
樂
志
に
﹁
下
民
安
樂
︑
«
福
無
疆
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
︑﹃
說

�
﹄
肉
部
に
は
﹁
胙
︑
祭
福
肉
也
﹂
と
あ
る
︒

な
お
︑
安
陽
西
高
穴
の
曹
操
高
陵
出
土
畫
宴
石
や
敦
煌
佛
爺
�
灣
西
晉
墓
群

の
畫
宴
塼
な
ど
に
﹁
舍
利
﹂﹁
«
福
﹂
と
い
う
一
對
の
靈
獸
宴
が
あ
ら
わ
さ
れ
︑

後
漢
か
ら
魏
晉
に
か
け
て
液
行
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
︹
邢
二
〇
一
九
︺
︒
ま

た
﹃
太
6
御
覽
﹄
卷
七
一
七
・
-
用
部
に
引
く
﹃
東
宮
舊
事
﹄
に
﹁
皇
太
子
[

妃
M
着
衣
大
鏡
尺
八
寸
︑
銀
花
小
鏡
尺
二
寸
︑
漆
匣
盛
蓋
銀
華
金
@
鏡
三
枚
︑

銀
龍
頭
«
福
蓮
華
鈎
鏁
四
副
﹂︑﹃
南
齊
書
﹄
輿
-
志
に
﹁
漆
畫
輪
︑
金
塗
縱
容

後
路
«
福
輠
﹂
が
あ
り
︑
裝
.
~
樣
の
一
種
に
﹁
«
福
﹂
が
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
︒

192

〼
福
頭
︑
蹄
三

〼
具
︑
柙
自
副

(M
一
：
七
七
︑
液
眄
釋
一
八
五
︑
液
眄
圖
二
六
六

−

一
)

石
牌
は
上
V
を
缺
失
し
︑
液
眄
は
﹁﹇
«
﹈
福
頭
︑
蹄
三
﹇
牲
一
﹈
具
︑
柙

自
副
﹂
と
復
元
し
︑
賜
祭
に
用
い
た
牛
羊
豕
の
三
牲
の
太
牢
の
頭
部
と
蹄
部
の

セ
ッ
ト
と
理
解
す
る
︒
た
だ
し
︑
殘
存
狀
況
か
ら
︑
缺
損
部
に
は
各
行
二
～
三

字
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

193

肉
兜
一

(M
一
：
一
四
三
︑
李
零
一
一
︑
液
眄
釋
一
六
四
︑
液
眄
圖
四
)
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194

肉
兜
一

(M
一
：
一
四
〇
︑
液
眄
釋
一
六
五
︑
液
眄
圖
五
)

肉
を
õ
ん
だ
も
の

(肉
兜
)
が
一
つ
︒

李
零
・
液
眄
は
い
ず
れ
も
﹁
肉
兜
﹂
は
肉
を
õ
ん
だ
袋
で
あ
ろ
う
と
す
る
︒

﹃
漢
書
﹄
百
官
公
卿
表
上
﹁
武
(
太
初
元
年
`
名
家
馬
爲
挏
馬
﹂
の
�
に
﹁
如

淳
曰
︑
5
t
馬
︑
以
韋
革
爲
夾
兜
︑
«
數
斗
︑
盛
馬
t
︑
挏
取
其
上
肥
︑
因
名

曰
挏
馬
﹂
と
あ
り
︑
皮
革
製
の
袋
と
考
え
ら
れ
る
﹁
夾
兜
﹂
で
馬
t
を
«
け
︑

馬
酒
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
︒
こ
の
例
を
參
考
に
す
れ
ば
︑
袋
を
S
味

す
る
﹁
兜
﹂
の
用
例
は
魏
の
如
淳
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
︒

一
方
︑
范
常
喜
︹
二
〇
二
一
a
︺
は
石
牌
に
い
う
﹁
兜
﹂
は
古
典
籍
に
い
う

﹁
簝
﹂
に
類
し
た
器
で
︑
肉
を
盛
る
竹
か
ご
と
解
釋
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑﹃
說

�
﹄
竹
部
に
﹁
簝
︑
宗
�
盛
肉
竹
器
也
﹂
と
あ
り
︑﹃
周
禮
﹄
地
官
・
牛
人

﹁
凡
祭
祀
共
其
牛
牲
之
互
︑
與
其
盆
簝
以
待
事
﹂
の
�
玄
�
に
引
く
�
司
農
の

見
解
に
﹁
盆
簝
皆
器
名
︒
盆
︑
�
以
盛
血
︒
簝
︑
«
肉
籠
也
﹂
と
あ
る
の
が
そ

れ
で
あ
る
︒

後
世
の
﹁
兜
﹂
の
用
例
と
し
て
︑
肉
を
餡
に
し
て
皮
で
õ
ん
だ
﹁
兜
子
﹂
が

あ
り
︑
@
い
皮
に
さ
ま
ざ
ま
な
餡
を
õ
ん
で
蒸
す
な
ど
し
て
Z
理
し
た
も
の
を

い
う
︹
中
村
一
九
九
五
︺
︒
宋
の
﹃
東
京
夢
華
錄
﹄
卷
四
・
食
店
に
﹁
魚
兜
子
﹂

が
あ
り
︑
元
﹃
居
家
必
用
事
類
�
集
﹄
飮
食
に
は
﹁
鵝
兜
子
﹂﹁
雜
餡
兜
子
﹂

﹁
蟹
黃
兜
子
﹂﹁
荷
蓮
兜
子
﹂
が
あ
る
︒
た
だ
し
︑
こ
う
し
た
用
例
は
�
代
以
E

に
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
︒

｢兜
﹂
の
字
義
か
ら
す
れ
ば
︑﹁
肉
兜
﹂
は
や
は
り
肉
を
õ
ん
だ
も
の
と
解
釋

し
た
ほ
う
が
よ
い
︒
そ
れ
は
﹃
儀
禮
﹄
旣
夕
禮
に
﹁
陳
�
器
於
乘
車
之
西
⁝
⁝

苞
二
﹂
記
さ
れ
る
﹁
苞
﹂
に
對
應
す
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
︒
こ
れ
は
葬
�

の
E
日
に
陳
列
す
る
�
器
と
葬
具
に
含
ま
れ
る
も
の
で
︑
�
玄
�
は
﹁
�
以
裹

奠
羊
豕
之
肉
﹂
す
な
わ
ち
奠
の
羊
と
豕
の
肉
を
õ
む
も
の
だ
と
営
べ
て
い
る
︒

﹁
苞
﹂
は
葦
や
茅
で
%
ん
だ
õ
み
で
︑﹃
禮
記
﹄
曲
禮
上
﹁
凡
以
弓
劍
・
苞
苴
・

簞
笥
問
人
者
﹂
の
�
玄
�
に
﹁
苞
苴
︑
裹
魚
肉
︑
或
以
葦
︑
或
以
茅
﹂
と
い
う
︒

195

當
壙
一

(M
一
：
三
三
五
︑
液
眄
釋
二
六
七
︑
液
眄
圖
一
七
)

當
壙

(墓
穴
を
[
�
す
る
も
の
)
が
一
つ
︒

﹁
壙
﹂
は
墓
穴
で
あ
る
︒
液
眄
は
﹁
當
壙
﹂
に
つ
い
て
︑
墓
³
か
ら
墓
室
へ

と
入
る
と
こ
ろ
︑
す
な
わ
ち
墓
門
に
置
か
れ
た
﹁
屛
障
物
﹂
だ
と
い
う
︒

『永
樂
大
典
﹄
�
收
の
﹃
大
漢
原
陵
祕
葬
經
﹄
中
の
﹁
u
器
神
煞
﹂
に
は
︑

各
種
�
器
の
名
稱
・
寸
法
・
墓
室
內
で
の
位
置
を
列
擧
し
た
な
か
に
﹁
當
壙
﹂

﹁
當
野
﹂
が
あ
り
︑
徐
苹
芳
︹
一
九
六
三
︺
は
﹁
當
壙
﹂﹁
當
野
﹂
を
鎭
墓
俑

(天

王
俑
あ
る
い
は
武
士
俑
)
と
推
定
し
た
︒
ふ
る
い
時
�
の
用
例
を
缺
く
も
の
の
︑

﹃
�
六
典
﹄
將
作
監
・
甄
官
署
に
﹁
凡
喪
葬
則
供
其
�
器
之
屬
⁝
⁝
當
壙
・
當

野
・
祖
�
・
地
軸
・
馬
偶
人
︑
其
高
各
一
尺
﹂
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
︒
石

牌
の
﹁
當
壙
﹂
は
墓
門
の
[
�
施
設
で
あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
︑

墓
壙
・
墓
³
に
置
か
れ
た
鎭
墓
獸
・
鎭
墓
俑
か
も
し
れ
な
い
︒

196

一
合
金
卑
勒
石

□
□
︑
柙
自
副

(M
一
：
二
二
〇
︑
李
零
八
九
︑
液
眄
釋
二
五
七
︑
液
眄
圖
一
三
二
)

197

〼
金
卑
勒
〼

〼

(M
一
：
一
三
七
︑
液
眄
釋
二
五
八
︑
液
眄
圖
二
六
七

−

一
)

一
組
の
﹁
金
卑
勒
石
﹂
で
︑
そ
れ
を
收
[
す
る
柙
を
と
も
な
う
︒

李
零
は
﹁
金
卑
勒
﹂
の
﹁
卑
﹂
を
﹁
鞞
﹂
と
解
釋
し
︑﹁
鞞
﹂
は
劍
の
鞘
で
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あ
り
︑
ま
た
鞘
尻
の
.
り
を
S
味
す
る
こ
と
か
ら
︑
劍
璏
を
と
も
な
う
金
の
鞘

と
推
定
し
て
い
る
︒

液
眄
は
﹁
金
卑
勒
石
﹂
を
﹁
金
畀
勒
石
﹂
と
讀
み
︑
ま
た
﹁
合
﹂
は
﹁
盒
﹂

で
あ
り
蓋
と
組
み
あ
う
容
器
を
S
味
す
る
と
考
え
︑
盒
式
の
勒
石

(墓
誌
)
に

�
字
を
刻
み
金
を
填
め
た
も
の
と
考
え
た
︒
し
か
し
︑
蓋
を
と
も
な
う
墓
誌
は

北
魏
以
E
に
は
存
在
せ
ず
︑
魏
晉
代
に
は
碑
形
の
墓
誌
が
多
い
︒
し
た
が
っ
て
︑

﹁
一
合
金
畀
勒
石
﹂
を
墓
誌
と
み
る
の
は
困
難
で
あ
る
︒

八
︑
D
形

198

〼
珠
縷
帳

〼
佛
人
一

(M
一
：
一
〇
〇
︑
液
眄
釋
六
九
︑
液
眄
圖
四
九
)

金
珠
・
金
糸
で
裝
.
し
た
帳
の
な
か
に
︑
佛
人
を
安
置
し
た
も
の
が
一
つ
︒

液
眄
は
︑
こ
れ
を
﹁
首
.
﹂
に
分
類
し
︑﹁
珠
串
佩
.
﹂
に
佛
宴
を
綴
っ
た

も
の
と
解
釋
し
て
い
る
︒

し
か
し
︑
一
行
目
末
尾
の
�
字
は
殘
劃
か
ら
﹁
帳
﹂
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
︑

ま
た
�
字
の
大
き
さ
か
ら
 
斷
し
て
�
字
數
は
各
行
四
字
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
︑
も
と
の
銘
�
は
﹁
[金
]
珠
縷
帳
／
[中
]
佛
人
一
﹂
と
推
測
し
て
お
く
︒

佛
宴
を
﹁
佛
人
﹂
と
す
る
同
時
代
の
用
例
は
な
く
︑﹃
三
國
志
﹄
吳
書
・
劉
繇

傳
は
後
漢
末
に
笮
融
が
円
立
し
た
﹁
©
圖
祠
﹂
の
佛
宴
に
つ
い
て
﹁
以
銅
爲
人
︑

黃
金
塗
身
︑
衣
以
錦
采
﹂
と
営
べ
︑﹃
後
漢
紀
﹄
�
(
紀
・
永
6
十
三
年
は
佛

の
す
が
た
に
つ
い
て
﹁
初
︑
(
夢
見
金
人
長
大
︑
項
M
日
\
光
︑
以
問
群
臣
︒

或
曰
︑
西
方
M
神
︑
其
名
曰
佛
︑
其
形
長
大
﹂
と
表
現
し
て
い
る
︒

出
土
例
で
は
二
〇
二
一
年
に
陝
西
省
咸
陽
市
の
成
任
三
〇
一
五
號
墓
か
ら
後

漢
後
�
の
金
銅
佛
が
發
見
さ
れ
て
お
り
︹
陝
西
省
考
古
硏
究
院
二
〇
二
二
︺
︑
こ
の

時
�
に
は
金
銅
佛
を
墓
に
副
葬
す
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
︒

199

白
畫
騎
羊
兒
一

(M
一
：
二
八
三
︑
李
零
一
〇
〇
︑
液
眄
釋
七
一
︑
液
眄
圖
六
一
)

羊
に
ま
た
が
っ
た
小
兒
を
白
畫
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
一
點
︒

李
零
・
液
眄
と
も
墓
室
內
か
ら
出
土
し
た
小
兒
騎
羊
形
の
琥
珀
製
裝
.
品
を

こ
れ
に
あ
て
る
︒
す
な
わ
ち
︑
�
色
を
施
さ
な
い
彫
刻
~
樣
を
﹁
白
畫
﹂
と
い

い
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
﹁
騎
羊
兒
﹂
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
解
釋
す
る
︒
な
お
︑

洛
陽
燒
e
一
七
七
號
墓
か
ら
は
w
製
の
騎
羊
宴
が
出
土
し
て
い
る
︹
中
國
科
學

院
考
古
硏
究
�
一
九
五
九
︺
︒

200

畫
蝦
蟇
一

(M
一
：
二
一
三
︑
李
零
一
〇
一
︑
液
眄
釋
七
三
︑
液
眄
圖
三
四
)

蝦
蟇
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
一
點
︒

李
零
は
﹁
畫
﹂
を
あ
る
い
は
彫
刻
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
︑
液
眄
も
蝦
蟇
の

形
に
彫
刻
さ
れ
た
琥
珀
製
の
珠
類
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
が
︑
對
應
す
る
器

物
は
墓
か
ら
出
土
し
て
い
な
い
︒

｢蝦
蟇
﹂
は
﹁
蝦
蟆
﹂
に
同
じ
で
︑
蟾
蜍
の
S
︒﹃
後
漢
書
﹄
靈
(
紀
・
中
6

三
年
に
﹁
復
修
玉
堂
殿
︑
鑄
銅
人
四
︑
黃
鍾
四
︑
�
天
祿
・
蝦
蟆
︑
印
鑄
四
出

�
錢
﹂
と
あ
り
︑
李
賢
�
に
﹁
時
K
掖
廷
令
畢
嵐
鑄
銅
人
︑
列
於
倉
龍
・
玄
武

闕
外
︑
鍾
懸
於
玉
堂
�
雲
臺
殿
E
︑
天
祿
・
蝦
蟆
吐
水
於
6
門
外
﹂
と
あ
っ
て
︑

吉
祥
の
宴
と
し
て
宮
廷
に
置
か
れ
た
︒
あ
る
い
は
石
牌
の
﹁
畫
蝦
蟇
﹂
は
\
象

を
あ
ら
わ
し
た
圖
宴
・
彫
刻
の
可
能
性
も
あ
る
︒

201

白
畫
陽
E
一

(M
一
：
二
一
二
︑
李
零
七
一
︑
液
眄
釋
一
五
〇
︑
液
眄
圖
四
四
)
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白
畫
の
陽
×

(陽
燧
)
が
一
つ
︒

｢陽
×
﹂﹁
陽
燧
﹂
は
︑
王
閏
﹃
論
衡
﹄
x
性
U
に
﹁
陽
×
取
火
於
天
︑
五
\

丙
午
日
中
之
時
︑
.
鍊
五
石
︑
鑄
以
爲
器
︑
�
礪
生
光
︑
仰
以
嚮
日
︑
卽
日
來

至
︑
此
眞
取
火
之
³
也
﹂
と
い
い
︑
同
・
亂
龍
U
に
﹁
陽
燧
取
火
於
天
︑
五
\

丙
午
日
中
之
時
︑
.
鍊
五
石
︑
鑄
以
爲
器
︑
乃
能
得
火
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
½

火
用
の
鏡
で
あ
り
︑
一
種
の
凹
面
鏡
で
あ
る
︒

｢白
畫
﹂
は
�
色
の
な
い
墨
線
の
み
の
繪
畫
を
い
う
︒﹃
說
�
﹄
丵
部
に
﹁
業
︑

大
版
也
︒
�
以
.
縣
鐘
鼓
︑
捷
業
如
鋸
齒
︑
以
白
畫
之
︑
象
其
鉏
鋙
相
承
也
﹂

と
あ
り
︑﹁
業
﹂
す
な
わ
ち
鐘
鼓
を
懸
け
る
枸
を
.
る
大
板
に
は
︑
白
地
に
墨

線
で
鋸
齒
~
が
描
か
れ
︑
齟
齬
し
て
相
承
け
る
さ
ま
を
か
た
ど
っ
た
と
い
う
︒

つ
ま
り
﹁
白
畫
陽
×
﹂
と
は
︑
白
地
に
鋸
齒
~
な
ど
の
~
樣
を
描
い
た
陽
燧
鏡

(凹
面
鏡
)
を
指
し
た
可
能
性
が
あ
る
︒

た
だ
し
︑
西
朱
村
一
號
墓
出
土
石
牌
の
﹁
白
畫
騎
羊
兒
一
﹂
が
小
兒
騎
羊
形

の
琥
珀
製
裝
.
品
に
對
應
す
る
こ
と
か
ら
︑﹁
陽
×
﹂
も
ま
た
白
畫
で
あ
ら
わ

さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
︒
高
句
麗
の
德
興
里
古

墳
の
E
室
東
側
頂
部
壁
畫
に
は
﹁
陽
燧
之
鳥
︑
履
火
而
行
﹂
の
傍
題
を
も
つ
靈

鳥
の
圖
が
あ
り
︹
d
鮮
2
蹟
2
物
圖
鑑
%
纂
委
員
會
一
九
九
〇
︺
︑
こ
う
し
た
靈
鳥

の
類
を
白
畫
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
︒

九
︑
娛
樂

202

墨
漆
畫
圍
棊
具

一
具
︑
棊
・
丹
縑
衣
・

箱
・
柙
自
副

(M
一
：
二
〇
〇
︑
李
零
一
一
九
︑
液
眄
釋
二
三
二
︑
液
眄
圖
一
九
三
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
圍
棊
の
³
具
一
組
で
︑
碁
石
と
赤
い
か
と
り

ぎ
ぬ
の
õ
み
︑
箱
・
柙
が
と
も
な
う
︒
圍
棊
は
圍
碁
で
あ
り
︑
棊
盤

(碁
盤
)

に
白
黑
の
棊

(碁
石
)
を
な
ら
べ
て
對
局
す
る
も
の
で
あ
る
︒

圍
棊
具
を
集
成
檢
討
し
た
孫
勐
・
王
繼
紅
︹
二
〇
一
七
︺
に
よ
れ
ば
︑
漢
代

の
出
土
例
で
は
E
漢
景
(
陽
陵
南
門
址
出
土
の
方
塼
圍
棊
盤
が
ふ
る
く
︑
同
じ

く
E
漢
の
咸
陽
六
號
墓
の
鐵
足
石
棊
盤
︑
後
漢
の
河
北
ª
都
一
號
墓
の
石
棊
盤

な
ど
が
知
ら
れ
る
︒
�
年
で
は
︑
江
西
省
南
昌
の
E
漢
海
昏
侯
劉
賀
墓
か
ら
木

胎
の
漆
棊
盤
が
出
土
し
て
い
る
︹
江
西
省
�
物
考
古
硏
究
院
ほ
か
二
〇
一
八
︺
︒

棊
子

(碁
石
)
の
實
例
と
し
て
︑
安
徽
省
亳
縣
元
寶
坑
一
號
後
漢
墓

(曹
操

宗
族
墓
)
か
ら
出
土
し
た
ト
ル
コ
石
製
の
碁
石
一
二
二
個
が
あ
り
︹
安
徽
省
亳
縣

�
物
館
一
九
七
八
︺
︑
山
東
省
鄒
城
の
西
晉
劉
寶
墓

(
三
〇
一
年
葬
)
で
は
黑
一
四

五
個
︑
白
一
六
五
個
︑
計
三
一
〇
個
の
碁
石
が
出
土
し
て
い
る
︹
山
東
鄒
城
市
�

物
局
二
〇
〇
五
︺
︒
後
者
の
數
量
は
︑
曹
魏
の
邯
鄲
淳
﹃
藝
經
﹄
(﹃
�
�
﹄
卷
五

二
・
韋
昭
﹁
�
奕
論
﹂
李
善
�
�
引
)
に
﹁
棊
局
縱
橫
各
十
七
³
︑
合
二
百
八
十

九
³
︑
白
黑
棊
子
各
一
百
五
十
枚
﹂
と
い
う
の
と
お
お
よ
そ
對
應
す
る
︒

203

墨
漆
畫
㯉
蒲
牀
一
︑

五
木
・
籌
・
丹
縑
衣
・

箱
・
柙
自
副

(M
一
：
七
︑
液
眄
釋
二
三
三
︑
液
眄
圖
二
〇
〇
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
㯉
蒲
牀
す
な
わ
ち
樗
蒲
盤
が
一
點
で
︑
そ
れ

に
五
木

(サ
イ
コ
ロ
)
・
籌

(
算
木
)
・
丹
縑
衣
・
箱
・
柙
が
と
も
な
う
︒

液
眄
が
指
摘
す
る
と
お
り
︑﹁
㯉
﹂
は
﹁
樗
﹂
に
b
じ
︑﹁
㯉
蒲
﹂
は
﹁
樗

蒲
﹂
の
こ
と
︒﹁
樗
蒲
牀
﹂
は
樗
蒲
の
盤
を
い
う
︒
盤
の
足
の
あ
る
も
の
を

﹁
牀
﹂︑
足
の
な
い
も
の
を
﹁
枰
﹂
と
稱
し
た
︒
ま
た
石
牌
の
二
行
目
第
三
字

﹁
籌
﹂
に
は
手
Q
﹁
扌
﹂
が
つ
く
︒

｢樗
蒲
﹂
に
つ
い
て
は
張
華
﹃
�
物
志
﹄
(﹃
太
6
御
覽
﹄
方
"
部
)
に
﹁
老
子

洛陽西朱村曹魏墓出土石牌銘��
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入
西
戎
/
樗
蒲
︑
樗
蒲
︑
五
木
也
︑
或
云
胡
人
亦
爲
樗
蒲
卜
︑
後
傳
樓
陰
善
其

功
﹂
と
あ
り
︑
西
域
か
ら
傳
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
︒﹁
樗
蒲
︑
五
木
也
﹂

と
い
う
よ
う
に
﹁
樗
蒲
﹂
は
﹁
五
木
﹂
と
も
呼
ば
れ
︑
ま
た
そ
れ
に
用
い
る
³

具
を
﹁
五
木
﹂
と
稱
し
た
︒
後
漢
の
馬
融
﹁
樗
蒲
賦
﹂
(﹃
藝
�
類
聚
﹄
巧
藝
部
)

に
﹁
昔
玄
b
先
生
游
於
京
都
︑
³
德
旣
備
︑
好
此
樗
蒲
﹂
と
あ
り
︑﹃
三
國
志
﹄

魏
書
・
張
旣
傳
の
裴
松
之
�
に
引
く
﹃
魏
略
﹄
に
﹁
(游
)
楚
不
學
問
︑
而
性

好
w
遨
>
樂
⁝
⁝
�
在
樗
蒲
・
投
壺
︑
歡
欣
自
娛
﹂︑
晉
の
:
洪
﹃
�
朴
子
﹄

外
U
・
百
里
に
﹁
或
M
圍
棊
・
樗
蒱
而
廢
政
務
者
矣
︑
或
M
田
獵
游
飮
而
忘
庶

事
者
矣
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
後
漢
か
ら
魏
晉
の
時
代
に
は
大
い
に
液
行
し
て
い

た
︒後

漢
の
馬
融
﹁
樗
蒲
賦
﹂
に
は
﹁
馬
則
玄
犀
象
牙
︑
是
磋
是
礱
︑
杯
爲
上
將
︑

木
爲
軍
副
︑
齒
爲
號
令
︑
馬
爲
S
Y
⁝
⁝
排
五
木
︑
散
九
齒
︑
勒
良
馬
︑
取
³

里
﹂
と
あ
り
︑﹁
五
木
﹂
を
投
じ
て
得
ら
れ
る
九
つ
の
目

(九
齒
)
の
出
方
に
し

た
が
っ
て
︑﹁
馬

(コ
マ
)
﹂
を
a
め
る
w
戲
で
あ
る
か
ら
︑﹁
五
木
﹂
は
サ
イ
コ

ロ
に
相
當
す
る
︹
林
一
九
七
六
：
三
八
〇
～
三
八
一
頁
︺
︒
黑
い
犀
角
と
象
牙
を
�

い
て
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
﹁
馬
﹂
や
︑
上
將
と
さ
れ
る
﹁
杯
﹂
は
︑
本
石
牌
の

㯉
蒲
牀
に
は
と
も
な
っ
て
い
な
い
︒

｢籌
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
竹
部
に
﹁
籌
︑
筭
也
﹂
と
あ
り
︑
徐
鍇
﹃
說
�
繫
傳
﹄

竹
部
に
﹁
籌
︑
人
以
之
算
數
也
﹂
と
あ
り
︑
算
木
の
こ
と
を
い
う
︒
馬
融
﹁
樗

蒲
賦
﹂
に
は
﹁
籌
爲
策
動
︑
矢
法
卒
數
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

曹
操
高
陵
出
土
石
牌
M
二
：
二
八
九
に
﹁
樗
蒲
牀
一
﹂
が
あ
り
︑
材
質
は
�

ら
か
で
な
い
も
の
の
︑
本
石
牌
と
同
種
の
器
物
で
あ
る
︒

204

象
牙
錐
畫
㯉

蒲
牀
一
︑
五
木
・
籌
・

丹
縑
囊
・
柙
自
副

(M
一
：
四
一
五
︑
李
零
一
一
七
︑
液
眄
釋
二
三
四
︑
液
眄
圖
一
九
七
)

象
牙
に
錐
で
~
樣
を
刻
ん
だ
樗
蒲
牀

(盤
)
で
︑
そ
れ
に
五
木

(サ
イ
コ

ロ
)
・
籌

(算
木
)
・
丹
縑
囊
・
柙
が
と
も
な
う
︒

三
國
時
代
に
お
い
て
︑
曹
魏
の
領
域
に
象
は
生
息
せ
ず
︹
�
一
九
九
五
︺
︑
中

國
南
方
の
象
牙
と
考
え
ら
れ
る
︒﹃
三
國
志
﹄
吳
書
・
吳
5
傳
二
・
円
安
二
十

五
年
の
裴
松
之
�
に
﹁
江
表
傳
曰
︑
是
歲
魏
�
(
Ô
K
求
雀
頭
香
・
大
貝
・
�

珠
・
象
牙
・
犀
角
・
瑇
瑁
・
孔
雀
・
翡
!
・
鬭
鴨
・
長
鳴
雞
︒
⁝
⁝
權
曰
⁝
⁝

彼
�
求
者
︑
於
我
瓦
石
耳
︑
孤
何
惜
焉
︒
⁝
⁝
皆
具
以
與
之
﹂
と
�
(
曹
丕
が

孫
權
に
象
牙
・
犀
角
な
ど
を

求
し
︑
孫
權
が
承
諾
し
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
︒

205

象
牙
錐
畫
彈
棊

枰
一
具
︑
棊
・
擣
・
丹

縑
衣
・
箱
・
柙
自
副

(M
一
：
五
一
二
︑
李
零
一
一
八
︑
液
眄
釋
二
三
五
︑
液
眄
圖
二
〇
三
)

象
牙
に
錐
で
~
樣
を
刻
ん
だ
彈
棊
枰

(盤
)
が
一
組
︑
そ
れ
に
棊

(コ
マ
)
・

擣

(籌
)
・
丹
縑
衣

(
õ
み
)
・
箱
・
柙
が
と
も
な
う
︒
二
行
目
第
五
字
︑
他
の

石
牌
で
は
手
Q
に
﹁
籌
﹂
字
に
作
る
の
を
本
石
牌
は
﹁
擣
﹂
に
作
る
︒

｢彈
棊
﹂
は
﹃
後
漢
書
﹄
梁
冀
傳
・
李
賢
�
に
引
く
邯
鄲
淳
﹃
藝
經
﹄
に

﹁
彈
棊
︑
兩
人
對
局
︑
白
黑
棊
各
六
枚
︑
先
列
棊
相
當
︑
`
先
彈
也
︒
其
局
以

石
爲
之
﹂
と
あ
り
︑
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
白
黑
の
棊
各
六
枚
を
盤
上
に
な
ら
べ
て

對
局
し
︑
互
い
に
そ
れ
を
彈
い
て
あ
て
る
w
戲
で
あ
る
︹
林
一
九
七
六
：
三
八
二

頁
︺
︒﹃
世
說
怨
語
﹄
巧
藝
に
は
﹁
彈
棊
始
自
魏
宮
內
用
妝
奩
戲
︒
�
(
於
此
戲

特
妙
︑
用
手
巾
角
拂
之
︑
無
不
中
︒
M
客
自
云
能
︑
(
K
爲
之
︑
客
著
:
巾
角
︑

低
頭
拂
棊
︑
妙
踰
於
(
﹂
と
あ
り
︑
曹
魏
の
宮
廷
に
お
い
て
液
行
し
た
こ
と
を

傳
え
て
い
る
の
は
︑
本
石
牌
と
關
係
し
て
興
味
深
い
︒
さ
ら
に
︑﹃
藝
�
類
聚
﹄

巧
藝
部
に
魏
�
(
﹁
彈
棊
賦
﹂
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
�
(
曹
丕
の
作
と
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傳
え
ら
れ
る
﹁
豔
歌
何
嘗
行
﹂
(﹃
宋
書
﹄
樂
志
三
お
よ
び
﹃
樂
府
詩
集
﹄
卷
三
九
)

に
﹁
但
當
在
王
侯
殿
上
︑
快
獨
摴
蒲
六
�
︑
對
坐
彈
碁
﹂
と
あ
る
︒

｢
枰
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
木
部
に
﹁
枰
︑
�
局
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
彈
棊
の
盤

を
い
う
︒﹃
說
�
﹄
木
部
に
﹁
枰
︑
6
也
﹂
と
い
い
︑﹃
方
言
﹄
卷
五
に
﹁
�
以

投
簙
謂
之
枰
︑
或
謂
之
廣
6
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
足
の
な
い
6
ら
な
盤
を

﹁
枰
﹂
と
呼
ん
だ
︒

206

墨
漆
畫
H
具

一
具
︑
棊
・
籌
・
丹

縑
衣
・
箱
・
柙
自
副

(M
一
：
四
七
九
︑
李
零
一
一
六
︑
液
眄
釋
二
三
六
︑
液
眄
圖
一
九
二
)

黑
漆
を
塗
っ
て
~
樣
を
描
い
た
六
�
の
³
具
で
あ
り
︑
そ
れ
に
棊

(コ
マ
)
・

籌

(算
木
)
・
丹
縑
衣

(
õ
み
)
・
箱
・
柙
が
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
が
指
摘
す
る
と
お
り
﹁
�
具
﹂
は
﹁
六
�
﹂
の
³
具
で
あ
る
︒

六
�
は
﹁
簙
﹂
と
も
い
い
︑﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
簙
︑
局
戲
也
︑
六
箸
十
二
棊

也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
�
局
と
呼
ば
れ
る
盤
を
用
い
て
︑
雙
方
が
そ
れ
ぞ
れ
六

個
の
﹁
棊
﹂
(コ
マ
)
を
手
も
と
に
置
き
︑﹁
箸
﹂
と
呼
ば
れ
る
六
本
の
棒
を
投

げ
て
出
た
目
に
し
た
が
っ
て
コ
マ
を
動
か
す
w
戲
で
あ
る
︒
出
土
例
に
も
と
づ

け
ば
︑
そ
の
�
局
は
正
方
形
の
盤
の
四
隅
に
V
字
︑
四
邊
中
央
に
�
L
字
を
あ

ら
わ
し
︑
ま
た
中
央
の
小
正
方
形
の
四
邊
に
T
字
を
M
し
て
い
る
︒
具
體
�
な

コ
マ
の
動
か
し
方
は
不
�
な
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
︑
北
齊
の
顏
之
推
﹃
顏
氏

家
訓
﹄
雜
議
に
は
﹁
古
爲
大
�
則
六
箸
︑
小
�
則
二
煢
︑
今
無
曉
者
︑
比
世
�

行
︑
一
㷀
十
二
棊
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

�
具
の
組
み
あ
わ
せ
に
つ
い
て
は
︑
江
陵
鳳
凰
山
八
號
漢
墓
出
土
の
Ô
册
に

﹁
�
・
筭
・
絭

(
㷀
)
・
梮

(局
)
・
�
席
一
具
︑
�
囊
一
﹂
︹
金
一
九
七
六
︺
の
記

載
が
あ
る
︒
ま
た
︑
同
じ
く
E
漢
の
馬
王
堆
三
號
墓
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
二
〇

〇
四
︺
か
ら
は
�
具
の
セ
ッ
ト
が
出
土
し
︑
正
方
形
の
盒
の
な
か
に
象
牙
の
大

棊
子
一
二
枚
と
象
牙
の
小
棊
子
一
八
枚
︑
象
牙
質
の
細
い
棒
狀
の
籌
・
筭
が
四

二
本

(長
い
も
の
一
二
本
︑
短
い
も
の
三
〇
本
)
︑
そ
の
ほ
か
に
小
刀
が
收
[
さ
れ

て
い
た
︒
十
八
面
の
サ
イ
コ
ロ
だ
け
は
別
の
場
�
か
ら
出
土
し
て
い
る
︒
三
號

墓
出
土
の
Ô
策
に
記
載
さ
れ
た
品
目
の
う
ち
︑
鯵
三
一
五
﹁
�
一
具
﹂
が
�
具

の
セ
ッ
ト
︑
鯵
三
一
六
﹁
�
局
一
﹂
が
盒
內
の
六
�
の
盤
︑
鯵
三
一
七
﹁
象
其

(棊
)
十
二
﹂
が
象
牙
大
棊
子
一
二
枚
︑
鯵
三
一
八
﹁
象
直
食
其

(棊
)
廿
﹂
が

象
牙
小
棊
子
一
八
枚
︑
鯵
三
一
九
﹁
象
筭
卅
枚
﹂
は
象
牙
質
の
筭

(短
い
も
の
)

三
〇
本
︑
に
そ
れ
ぞ
れ
相
當
す
る
︒
ほ
か
に
鯵
三
二
〇
﹁
象
□

(四
字
不
詳
)
﹂

が
あ
り
︑﹁
象
﹂
が
象
牙
を
S
味
す
る
と
す
れ
ば
︑
木
製
の
サ
イ
コ
ロ
で
は
な

く
︑
象
牙
質
の
長
い
棒
狀
の
籌
十
二
本
が
そ
れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
︒
こ
れ
ら
の

う
ち
︑﹁
六
�
﹂
に
用
い
ら
れ
る
の
は
﹁
�
局
﹂
と
﹁
象
其

(棊
)
十
二
﹂︑
そ

し
て
象
牙
質
の
長
い
棒
狀
の
籌
十
二
本

(
サ
イ
コ
ロ
と
し
て
用
い
る
)
で
あ
り
︑

ほ
か
の
も
の
は
別
の
w
戲
に
用
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

207

□
□
錐
畫
H

具
一
具
︑
棊
・
籌
・

柙
自
副

(M
一
：
四
四
〇
︑
液
眄
釋
二
三
七
︑
液
眄
圖
一
六
五
)

石
牌
は
右
上
を
缺
損
す
る
も
の
の
︑
李
零
・
液
眄
と
も
一
行
目
第
一
・
第
二

字
を
﹁
象
牙
﹂
と
復
元
す
る
︒
す
な
わ
ち
︑
象
牙
に
錐
で
線
刻
~
樣
を
施
し
た

六
�
の
³
具
が
一
組
で
︑
棊

(
コ
マ
)
・
籌

(算
木
)
・
柙
が
と
も
な
う
︒

た
だ
し
︑
一
本
の
象
牙
か
ら
�
局
を
製
作
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
︑
複
數

の
象
牙
を
組
み
あ
わ
せ
て
︑
あ
る
い
は
象
牙
を
嵌
め
�
ん
で
製
作
し
た
も
の
だ

ろ
う
︒
馬
王
堆
三
號
墓
の
�
具
・
�
局
は
漆
器
で
あ
り
︑
棊
・
籌
な
ど
が
象
牙

製
で
あ
っ
た
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
二
〇
〇
四
：
一
六
二
～
一
六
六
頁
︺
︒
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208

丹
縑
表
・
靑
縑

裏
計
旃
一
具
︑

骨
筭
・
囊
自
副

(M
一
：
二
八
五
︑
李
零
一
二
〇
︑
液
眄
釋
二
三
九
︑
液
眄
圖
一
七
九
)

赤
色
の
か
と
り
ぎ
ぬ
の
表
地
と
︑
靑
色
の
か
と
り
ぎ
ぬ
の
裏
地
を
あ
わ
せ
た

計
旃
一
枚
で
︑
骨
筭
と
そ
れ
ら
を
收
[
す
る
囊
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
︑
計
旃
と
は
算
籌
を
置
く
毛
氈
で
あ
り
︑
骨
筭
は
骨
製
の

算
籌
だ
と
す
る
︒

｢計
﹂
は
﹃
說
�
﹄
言
部
に
﹁
計
︑
會
也
︑
筭
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
數
え

る
こ
と
︒﹁
旃
﹂
は
﹃
釋
名
﹄
釋
牀
帳
に
﹁
氊
︑
旃
也
︑
毛
相
著
旃
旃
然
也
﹂

と
あ
る
よ
う
に
︑﹁
氈
﹂
に
b
じ
︑
毛
織
物
・
フ
ェ
ル
ト
を
い
う
︒﹃
韓
詩
外

傳
﹄
卷
五
の
傳
に
﹁
天
子
居
廣
厦
之
下
︑
帷
帳
之
內
︑
旃
茵
之
上
﹂
と
あ
り
︑

ま
た
﹃
漢
書
﹄
王
吉
傳
﹁
廣
夏
之
下
︑
細
旃
之
上
﹂
の
顏
師
古
�
に
は
﹁
廣
夏
︑

大
屋
也
︒
旃
與
氈
同
﹂
と
あ
る
︒﹁
計
旃
﹂
は
c
書
に
用
例
が
な
い
も
の
の
︑

李
零
・
液
眄
の
い
う
と
お
り
籌
を
な
ら
べ
て
數
え
る
た
め
の
毛
氈
で
あ
ろ
う
︒

｢
筭
﹂
は
計
數
に
用
い
る
算
木
の
こ
と
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
に
﹁
筭
︑
長
六
寸
︑

計
歷
數
者
﹂
と
あ
り
︑
段
玉
裁
�
は
﹃
漢
書
﹄
律
曆
志
の
﹁
筭
法
用
竹
︑
徑
一

分
︑
長
六
寸
︑
二
百
七
十
一
枚
而
成
六
觚
︑
爲
一
握
﹂
を
引
い
て
﹁
此
謂
筭
籌
︑

與
算
數
字
各
用
﹂
と
說
�
し
て
い
る
︒﹁
骨
筭
﹂
は
︑
骨
製
の
算
木
を
い
う
︒

209

骨
直
一
具
︑
靑
地

芝
草
錦
袠
自
副

(M
一
：
九
二
︑
李
零
一
三
五
︑
液
眄
釋
二
四
一
︑
液
眄
圖
一
五
一
)

骨
直
が
一
具
で
︑
靑
地
に
芝
草
~
樣
を
あ
ら
わ
し
た
錦
の
囊
を
と
も
な
う
︒

｢骨
直
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
骨
殖
﹂
と
推
測
し
︑
古
�
獻
に
お
い
て
は

し
ば
し
ば
骨
殖
が
人
の
屍
骨
を
指
す
と
営
べ
て
い
る
︒

そ
れ
に
對
し
︑
液
眄
は
﹁
直
﹂
を
﹁
擲
﹂
と
解
釋
す
る
︒
そ
し
て
﹁
擲
﹂
は

﹁
投
﹂
の
S
で
あ
る
か
ら
︑﹁
骨
直

(擲
)
﹂
と
は
︑
動
物
骨
で
製
作
し
た
�
戲

用
具
︑
つ
ま
り
﹁
骰
﹂
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
︒

し
か
し
︑﹁
直
﹂
を
﹁
擲
﹂
と
す
る
例
は
︑
液
眄
が
引
く
敦
煌
變
�
を
除
け

ば
用
例
が
な
く
︑
ま
た
�
獻
c
料
中
に
み
る
﹁
骨
擲
﹂
の
用
例
は
お
お
む
ね
2

骨
を
�
て
る
S
味
で
あ
る
か
ら
︑﹁
骨
直
﹂
を
﹁
骨
擲
﹂
と
讀
み
︑
そ
れ
を

﹁
骰
﹂
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
︑
な
お
檢
討
を

す
る
︒

た
だ
し
︑
馬
王
堆
三
號
漢
墓
出
土
Ô
策

(
鯵
三
一
八
)
に
﹁
象
直
食
其

(
棋
)

廿
﹂
が
あ
り
︑
�
具
中
の
象
牙
小
棊
子
に
對
應
す
る
︹
湖
南
省
�
物
館
ほ
か
二
〇

〇
四
︺
︒﹁
食
﹂
は
﹃
廣
韻
﹄
卷
五
に
﹁
食
︑
戲
名
︑
�

屬
﹂
と
あ
る
か
ら
︑

﹁
直
﹂﹁
直
食
﹂
も
�
戲
に
關
係
す
る
語
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
︒

210

高
八
寸
金
投
壺
︑

壺
一
枚
・
籌
・
丹

縑
囊
・
柙
自
副

(M
一
：
一
五
五
︑
李
零
一
二
一
︑
液
眄
釋
二
四
〇
︑
液
眄
圖
一
八
九
)

高
さ
八
寸
の
金
の
投
壺
で
あ
る
︒
壺
が
一
つ
と
籌

(矢
)
︑
そ
れ
ら
を
收
[

す
る
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
囊
と
柙
を
と
も
な
う
︒

｢投
壺
﹂
が
矢
を
壺
に
投
げ
入
れ
る
w
戲
の
名
で
あ
り
︑
ま
た
矢
を
投
げ
入

れ
る
た
め
の
壺
を
指
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
衣
論
が
な
い
︒

｢籌
﹂
に
つ
い
て
李
零
は
考
證
せ
ず
︑
液
眄
は
﹁
計
數
に
用
い
る
算
籌
﹂
と

す
る
︒
し
か
し
︑﹃
禮
記
﹄
投
壺
﹁
籌
︑
室
中
五
扶
︑
堂
上
七
扶
︑
庭
中
九
扶
﹂

の
�
玄
�
に
﹁
籌
︑
矢
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
投
壺
の
矢
と
解
釋
す
る
の
が
正

し
い
︒﹃
說
�
﹄
竹
部
も
﹁
籌
︑
壺
矢
也
﹂
と
す
る
︒﹃
禮
記
﹄
投
壺
に
い
う

﹁
籌
︑
室
中
五
扶
︑
堂
上
七
扶
︑
庭
中
九
扶
﹂
の
﹁
扶
﹂
は
指
四
本
の
幅
で
あ

り
︑
室
內
・
堂
上
・
庭
中
で
投
壺
を
お
こ
な
う
に
あ
た
り
長
さ
の
衣
な
る
矢
を
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用
い
た
こ
と
を
い
う
︒﹃
禮
記
﹄
に
は
さ
ら
に
﹁
筭
︑
長
尺
二
寸
﹂
と
あ
り
︑

こ
ち
ら
が
計
數
に
用
い
る
一
尺
二
寸
の
算
木
で
あ
る
︒
さ
ら
に
﹁
壺
︑
頸
脩
七

寸
︑
腹
脩
五
寸
︑
口
徑
二
寸
V
︑
容
斗
五
升
︒
壺
中
實
小
豆
焉
︒
爲
其
矢
之
N

而
出
也
︒
壺
去
席
二
矢
V
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
壺
は
頸
部
高
七
寸
︑
腹
部
高
五
寸
︑

總
高
一
尺
二
寸
で
︑
な
か
に
小
豆
を
い
れ
て
矢
が
飛
び
出
な
い
よ
う
に
し
た
︒

一
方
︑﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
五
に
は
﹁
武
(
時
郭
舍
人
善
投
壺
︑
以
竹
爲
矢
︑

不
用
棘
也
︒
古
之
投
壺
︑
取
中
而
不
求
á
︑
故
實
小
豆
︑
惡
其
矢
N
而
出
也
︒

郭
舍
人
則
激
矢
令
á
︑
一
矢
百
餘
反
︑
謂
之
爲
驍
﹂
と
あ
り
︑
E
漢
武
(
の
こ

ろ
に
は
あ
え
て
投
げ
た
矢
が
跳
ね
�
っ
て
く
る
よ
う
に
し
︑
そ
れ
を
ま
た
繰
り

�
し
投
げ
る
と
い
う
投
壺
の
名
手
が
い
た
ら
し
い
︒

湖
南
省
永
州
市
の
E
漢
劉
彊
墓
か
ら
は
銅
投
壺
と
竹
矢
五
本
が
出
土
し
︑
孫

機
︹
一
九
九
一
：
一
〇
一

−

一
三
︺
は
そ
の
大
き
さ
が
﹃
禮
記
﹄
投
壺
の
記
載
に

ち
か
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒
石
牌
に
記
載
さ
れ
た
金
投
壺
は
高
さ
八
寸
で

﹃
禮
記
﹄
投
壺
の
記
載
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
︑
壺
と
矢

(籌
)
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
︒
算
木

(
筭
)
を
含
ま
な
い
の
は
︑
漢
代
に
は
じ
ま
る
投
壺
の

怨
し
い
w
び
方
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
︒

211

金
戲
弄
具
廿

(M
一
：
一
一
七
︑
李
零
一
二
二
︑
液
眄
釋
二
四
二
︑
液
眄
圖
四
七
)

金
製
の
戲
弄
具

(ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
玩
具
)
が
二
十
點
︒

｢戲
弄
具
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
﹁
弄
﹂
の
銘
を
も
つ
商
周
の
靑
銅
器
が

P
々
に
し
て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
品
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

一
方
︑
液
眄
は
﹁
戲
弄
具
﹂
と
は
︑
各
種
の
�
戲
・
玩
弄
の
具
を
指
す
と
営

べ
て
い
る
︒﹃
後
漢
書
﹄
王
符
傳
に
引
く
﹃
潛
夫
論
﹄
©
侈
U
に
﹁
或
作
泥

車
・
瓦
狗
諸
戲
弄
之
具
︑
以
巧
詐
小
兒
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
﹁
戲
弄
之
具
﹂
が
石

楬
の
﹁
戲
弄
具
﹂
に
あ
た
る
と
推
定
し
て
い
る
︒

212

銀
鳩
車
一

(M
一
：
四
五
︑
李
零
一
二
三
︑
液
眄
釋
二
七
〇
︑
液
眄
圖
三
七
)

銀
製
の
鳩
車
が
一
つ
︒

李
零
は
︑﹁
鳩
車
﹂
が
五
歲
以
下
の
子
ど
も
の
玩
具
で
あ
る
こ
と
︑
兩
輪
・

三
輪
・
四
輪
の
鳩
車
の
出
土
例
が
あ
る
こ
と
︑
漢
代
畫
宴
石
の
﹁
孔
子
見
老
子

圖
﹂
で
は
︑
項
橐
が
鳩
車
を
牽
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
︒

｢鳩
車
﹂
が
子
ど
も
の
玩
具
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
王
子
今
︹
二
〇
一
六
︺

ら
の
硏
究
が
あ
る
︒
杜
夷
﹃
幽
求
子
﹄
(﹃
�
�
﹄
卷
四
六
・
王
融
﹁
三
\
三
日
曲
水

詩
序
一
首
﹂
李
善
�
�
引
)
に
は
﹁
年
五
歲
聞
M
鳩
車
之
樂
︑
七
歲
M
竹
馬
之

歡
﹂
と
あ
る
︒

北
宋
の
﹃
宣
和
�
古
圖
﹄
卷
二
七
に
は
﹁
漢
鳩
車
﹂
と
﹁
六
d
鳩
車
﹂
が
あ

り
︑
E
者
は
﹁
高
二
寸
二
分
︑
長
三
寸
二
分
︑
闊
一
寸
七
分
︑
輪
徑
各
二
寸
二

分
︑
重
一
十
兩
︑
無
銘
﹂
で
︑
後
者
は
﹁
高
一
寸
八
分
︑
長
三
寸
二
分
︑
闊
一

寸
二
分
︑
輪
徑
各
一
寸
三
分
︑
重
三
兩
︑
無
銘
﹂
と
記
さ
れ
︑﹁
右
二
器
狀
鳲

鳩
形
置
兩
輪
閒
︑
輪
行
則
鳩
從
之
︒
E
一
器
漢
物
也
︑
其
禽
背
�
一
子
︑
M
鈕

置
之
E
以
貫
繩
︑
盖
縶
維
之
�
也
︒
後
一
器
六
d
物
也
︑
其
禽
E
後
�
二
子
︑

亦
M
鈕
以
貫
繩
焉
︑
尾
際
印
M
小
輪
以
助
之
︑
盖
制
度
略
相
似
︑
但
增
損
不
同

耳
﹂
と
解
說
し
て
い
る
︒

出
土
2
物
で
は
︑
一
九
五
五
年
に
洛
陽
澗
西
區
小
型
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
後

漢
代
の
銅
製
鳩
車

(四
一
號
墓
)
と
陶
製
鳩
車

(
四
五
號
墓
)
が
ふ
る
く
か
ら
知

ら
れ
て
い
る
︹
河
南
省
�
$
局
�
物
工
作
8
一
九
五
九
︺
︒
E
者
を
出
土
し
た
四
一

號
墓
は
塼
棺
洞
室
墓
で
墓
室
長
一
･
五
m
︑
後
者
を
出
土
し
た
四
五
號
墓
は
塼

棺
竪
穴
墓
で
墓
室
長
一
･
四
m
と
小
さ
く
︑
報
吿
は
こ
れ
ら
の
被
葬
者
を
兒
越

と
推
定
し
て
い
る
︒
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十
︑
動
J
物

(一
)
J
物

213

松
樹
二

(M
一
：
九
︑
李
零
一
三
三
︑
液
眄
釋
二
七
四
︑
液
眄
圖
一
八
)

松
の
木
が
二
本
︒

｢松
﹂
は
マ
ツ
科
1
物
の
總
稱
︒
針
狀
の
葉
を
も
つ
常
綠
高
木
︒
漢
代
に
は

墓
に
1
え
る
樹
木
と
し
て
﹁
松
柏
﹂
の
組
み
あ
わ
せ
が
定
着
し
て
い
る
︒
後
漢

の
王
符
﹃
潛
夫
論
﹄
©
侈
U
に
﹁
今
京
師
貴
戚
︑
郡
縣
豪
家
︑
生
不
極
養
︑
死

乃
崇
喪
︒
或
至
刻
金
鏤
玉
︑
檽
梓
楩
柟
⁝
⁝
多
埋
珍
寶
偶
人
車
馬
︑
/
k
大
冢
︑

廣
種
松
柏
︑
廬
舍
祠
堂
﹂
と
あ
る
︒

214

樍
柏
樹
一

(M
一
：
一
五
三
︑
李
零
一
三
四
︑
液
眄
釋
二
七
三
︑
液
眄
圖
三
八
)

樍
柏

(刺
柏
)
の
木
が
一
本
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
樍
柏
﹂
は
﹁
刺
柏
﹂
す
な
わ
ち
タ
イ
ワ
ン
ビ
ャ
ク
シ
ン

と
し
︑
李
零
は
二
松
一
柏
の
三
樹
を
あ
わ
せ
て
︑
葬
儀
に
用
い
た
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
す
る
︒

｢
樍
﹂
は
﹃
玉
U
﹄
木
部
に
﹁
樍
︑
子
狄
切
︑
檉
木
別
名
﹂
と
い
う
よ
う
に

﹁
檉
﹂
の
別
名
で
︑
か
わ
や
な
ぎ
︑
す
な
わ
ち
御
柳

(ギ
ョ
リ
ュ
ウ
科
の
落
葉
小
高

木
)
を
指
す
︒﹁
檉
柳
﹂
と
も
呼
ば
れ
た
︒
一
方
︑﹁
檉
柏
﹂
は
﹃
水
經
�
﹄
江

水
三
に
﹁
絕
巘
多
生
檉
栢
︑
懸
泉
瀑
布
︑
飛
漱
其
閒
﹂
と
あ
り
︑
ギ
ョ
リ
ュ
ウ

と
同
じ
と
す
る
說
も
あ
る
も
の
の
︑
岩
山
に
多
い
と
い
う
表
現
か
ら
や
は
り

ビ
ャ
ク
シ
ン

(刺
柏
)
の
類
と
し
た
ほ
う
が
理
解
し
や
す
い
︒

215

楡
樹
〼

(M
一
：
二
六
三
︑
液
眄
釋
二
七
五
︑
液
眄
圖
二
三
九

−

一
)

楡
の
木
で
あ
る
︒
石
牌
下
V
を
缺
失
す
る
た
め
︑
數
量
は
不
�
︒

｢楡
﹂
は
ニ
レ
科
1
物
の
總
稱
︒
落
葉
ま
た
は
V
常
綠
の
高
木
で
あ
る
︒

216

安
石
留
樹
二

(M
一
：
五
四
五
︑
液
眄
釋
二
七
六
︑
液
眄
圖
四
六
)

石
榴

(ザ
ク
ロ
)
の
木
が
二
本
︒

｢安
石
留
﹂
は
﹁
安
石
榴
﹂﹁
石
榴
﹂
で
あ
り
︑
ザ
ク
ロ
の
こ
と
︒
晉
の
張
華

﹃
�
物
志
﹄
卷
六
に
﹁
張
騫
K
西
域
á
︑
得
大
蒜
・
安
石
榴
・
胡
桃
・
蒲
桃
﹂

と
あ
り
︑
E
漢
代
に
西
域
か
ら
傳
來
し
た
と
い
う
︒﹃
西
京
雜
記
﹄
卷
一
に
は

﹁
初
修
上
林
苑
︑
羣
臣
v
方
各
獻
名
果
衣
樹
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
な
か
に
﹁
安
石

榴
十
株
﹂
が
數
え
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
潘
嶽
﹁
閑
居
賦
﹂
(﹃
�
�
﹄
卷
十
六
)

に
詠
ま
れ
た
西
晉
洛
陽
の
Æ
景
に
は
﹁
石
榴
蒲
陶
之
珍
︑
磊
落
蔓
衍
乎
其
側
﹂

と
あ
る
︒﹃
鄴
中
記
﹄
に
は
﹁
石
虎
苑
中
M
安
石
榴
︑
子
大
如
椀
盞
︑
其
味
不

酸
﹂︑﹃
宋
書
﹄
張
暢
傳
に
﹁
(拓
跋
)
燾
復
求
甘
蔗
・
安
石
留
︑
(張
)
暢
曰
︑

石
留
出
自
鄴
下
︑
亦
當
非
彼
�
乏
﹂
と
い
い
︑
魏
晉
の
こ
ろ
に
は
洛
陽
や
鄴
の

あ
た
り
で
も
ザ
ク
ロ
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

(二
)
海
產
物

217

海
貝
四
枚
︑
丹

縑
衣
・
箱
〼

(M
一
：
三
四
五
︑
李
零
一
二
四
︑
液
眄
釋
二
四
六
︑
液
眄
圖
一
二
八
)

海
貝
が
四
枚
︑
そ
れ
ら
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱
が
と
も
な
う
︒

液
眄
は
﹁
海
﹂
に
つ
い
て
︑
海
よ
り
外
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
し
︑
外
國
か

ら
傳
わ
っ
た
も
の
だ
と
す
る
︒
た
だ
し
︑
こ
の
場
合
は
海
に
生
息
す
る
貝
類
と
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す
る
の
が
�
當
で
あ
る
︒

な
お
︑
洛
陽
市
�
物
考
古
硏
究
院
︹
二
〇
一
七
︺
は
西
朱
村
一
號
墓
か
ら
實

際
に
少
量
の
動
物
骨
と
貝
類
が
出
土
し
た
こ
と
を
報
吿
し
て
い
る
︒
ま
た
山
東

省
臨
沂
の
洗
硯
池
晉
墓
︹
山
東
省
�
物
考
古
硏
究
�
ほ
か
二
〇
一
六
︺
で
も
一
號
墓

か
ら
貝
類
二
〇
點
あ
ま
り
の
出
土
が
確
 
さ
れ
て
い
る
︒

218

海
錢
四
枚
︑
丹
衣
・

箱
〼

(M
一
：
四
五
一
︑
李
零
一
二
五
︑
液
眄
釋
二
四
七
︑
液
眄
圖
一
一
七
)

海
錢
が
四
枚
で
︑
そ
れ
に
赤
い
õ
み
と
箱
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
錢
﹂
は
貨
貝

(タ
カ
ラ
ガ
イ
)
の
こ
と
と
す
る
︒

『
說
�
﹄
貝
部
に
﹁
貝
︑
海
介
蟲
也
︒
⁝
⁝
古
者
貨
貝
而
寶
龜
︑
周
而
M
泉
︑

至
秦
廢
貝
行
錢
﹂
と
あ
る
︒
タ
カ
ラ
ガ
イ
は
殷
墟
J
好
墓
や
三
星
堆
祭
祀
坑
な

ど
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
︑
そ
れ
ら
が
貨
o
�
價
値
を
M

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
議
論
が
あ
り
︑
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
古
代
貨
o
の
k
源
と
す

る
發
想
は
貨
o
經
濟
が
發
l
し
て
い
く
戰
國
か
ら
漢
代
に
成
立
し
た
と
す
る
見

方
も
あ
る
︹
柿
沼
二
〇
一
一
︺
︒

219

海
箕
二
枚
︑
丹

縑
衣
・
箱
自
副

(M
一
：
二
八
四
︑
李
零
一
二
六
︑
液
眄
釋
二
五
〇
︑
液
眄
圖
一
二
九
)

海
箕
が
二
枚
で
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
箕
﹂
は
︑
箕
に
似
た
形
狀
の
貝
と
推
測
す
る
︒

220

海
釜
四
枚
︑
丹

縑
〼

(M
一
：
一
九
九
︑
李
零
一
二
七
︑
液
眄
釋
二
五
一
︑
液
眄
圖
一
一
六
)

海
釜
が
四
枚
で
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
釜
﹂
は
釜
に
似
た
形
狀
の
貝
と
推
測
す
る
︒

221

海
M
雷
二
枚
︑
丹

縑

衣
・
箱
自
副

(M
一
：
四
六
︑
李
零
一
二
八
︑
液
眄
釋
二
五
三
︑
液
眄
圖
一
三
九
)

海
�
雷
が
二
枚
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
�
雷
﹂
の
S
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
詳
と
す
る
︒

222

海
鋪
首
一
枚
︑
丹

縑
衣
・
箱
自
副

(M
一
：
二
六
四
︑
李
零
一
二
九
︑
液
眄
釋
二
五
二
︑
液
眄
圖
一
四
一
)

海
鋪
首
が
一
枚
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱
を
と
も
な
う
︒

｢
海
鋪
首
﹂
に
つ
い
て
︑
李
零
は
獸
面
に
似
た
貝
︑
液
眄
は
銅
鋪
首
に
似
た

貝
を
指
す
も
の
と
推
測
す
る
︒

223

海
增
秩
四
枚
︑
丹

〼

(M
一
：
六
三
︑
李
零
一
三
〇
︑
液
眄
釋
二
五
四
︑
液
眄
圖
一
四
〇
)

海
增
秩
が
四
枚
︑
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
增
秩
﹂
の
S
味
す
る
と
こ
ろ
は
不
詳
と
す
る
︒
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224

海
牛
齊
四
枚
︑
丹

縑
衣
・
箱
自
副

(M
一
：
二
三
三
︑
李
零
一
三
一
︑
液
眄
釋
二
五
五
︑
液
眄
圖
一
三
八
)

海
牛
の
臍

(に
似
た
貝
)
が
四
枚
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と
箱

を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
牛
齊
﹂
は
﹁
海
牛
臍
﹂
で
あ
り
︑
カ
イ
ギ
ュ
ウ
︑
す

な
わ
ち
ジ
ュ
ゴ
ン
の
臍
に
似
た
形
狀
の
貝
と
推
測
す
る
︒

元
の
﹃
齊
乘
﹄
卷
一
に
﹁
白
鹿
山
︑
�
登
北
四
十
里
⁝
⁝
北
海
中
M
海
牛
島
︒

郡
國
志
云
︑
海
牛
無
角
︑
長
丈
餘
︑
紫
色
︑
足
似
龜
︑
尾
若
鮎
魚
︑
性
捷
疾
︑

見
人
則
飛
赴
水
︑
皮
堪
弓
鞬
︑
脂
可
然
燈
﹂
と
記
さ
れ
︑
ま
た
�
の
李
時
珍

﹃
本
草
綱
目
﹄
卷
五
十
一
上
・
犛
牛
・
附
錄
に
﹁
海
牛
︑
齊
地
志
云
︑
出
登
州

海
島
中
︑
形
似
牛
︑
鼉
脚
鮎
毛
︑
其
皮
甚
軟
︑
可
供
百
用
︑
脂
可
然
燈
﹂
と
あ

り
︑
山
東
V
島
沖
に
も
こ
の
種
の
海
獸
が
生
息
し
て
い
た
︒
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海
大
斑
螺
四
枚
︑

丹
縑
衣
〼

(M
一
：
二
六
九
︑
李
零
一
三
二
︑
液
眄
釋
二
四
九
︑
液
眄
圖
一
五
三
)

海
產
の
卷
貝
で
あ
る
大
斑
螺
が
四
枚
︑
そ
れ
に
赤
い
か
と
り
ぎ
ぬ
の
õ
み
と

箱
を
と
も
な
う
︒

李
零
・
液
眄
と
も
﹁
海
大
斑
螺
﹂
と
は
︑
オ
ウ
ム
ガ
イ
の
こ
と
と
推
測
す
る
︒

海
螺

(ホ
ラ
ガ
イ
)
は
海
中
に
產
す
る
卷
貝
で
︑
殻
は
酒
杯
・
樂
器
・
裝
.
品

な
ど
に
加
工
さ
れ
た
︒
晉
の
:
洪
﹃
�
朴
子
﹄
外
U
・
酒
誡
に
﹁
夫
琉
璃
・
海

螺
之
器
竝
用
︑
滿
>
罰
餘
之
令
×
þ
﹂
と
あ
る
︒

參
考
�
獻

(日
�
)
五
十
O
順

市
元
塁

二
〇
一
九

｢曹
魏
の
鮮
卑
頭
と
郭
落
帶
﹂﹃
古
代
�
化
﹄
第
七
〇
卷
第
四
號

岡
村
秀
典

二
〇
二
一

『東
ア
ジ
ア
古
代
の
車
社
會
c
﹄
臨
川
書
店

柿
沼
陽
6

二
〇
一
一

『中
國
古
代
�
o
經
濟
c
硏
究
﹄
�
古
書
院

湖
南
省
�
物
館
・
中
國
科
學
院
考
古
硏
究
�
%

(關
野
雄
ほ
か
譯
)

一
九
七
六

『長
沙

馬
王
堆
一
號
漢
墓
﹄
6
凡
社

小
林
聰

二
〇
一
〇

｢﹁
d
-
﹂
制
度
の
行
方

︱
︱
曹
魏
～
五
胡
東
晉
時
代
に
お
け
る

出
土
�
物
を
中
心
と
し
て
︱
︱
﹂﹃
埼
玉
大
學
紀


(
敎
育
學
部
)﹄
第
五
九
卷

第
一
號

小
南
一
郞

一
九
七
四

｢西
王
母
と
七
夕
傳
承
﹂﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
四
六
册

三
國
時
代
の
出
土
�
字
�
料
班

二
〇
〇
五

『魏
晉
石
刻
�
料
�
�
﹄
京
都
大
學
人
�

科
學
硏
究
�

田
中
靜
一
・
小
島
麗
逸
・
太
田
泰
弘
%

一
九
九
七

『齊
民

"

︱
︱
現
存
す
る
l
古

の
料
理
書
﹄
雄
山
閣
出
版

｢中
國
古
鏡
の
硏
究
﹂
班

二
〇
一
一

｢後
漢
鏡
銘
集
釋
﹂﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
八
六

册

趙
海
洲

(岡
村
秀
典
監
譯
︑
石
谷
愼
・
菊
地
大
樹
譯
)

二
〇
一
四

『中
國
古
代
車
馬
の

考
古
學
�
硏
究
﹄
科
學
出
版
社
東
京

d
鮮
古
蹟
硏
究
會
%

一
九
三
四

『樂
浪
�
篋
塚
﹄
古
蹟
Z
査
報
吿
第
一
︑
-
利
堂

中
村
喬

一
九
九
一

｢﹃
北
山
酒
經
﹄
の
/
酒
法
に
つ
い
て

︱
︱
北
宋
時
代
浙
江
の
一

/
酒
法
︱
︱
﹂﹃
東
洋
c
硏
究
﹄
第
五
〇
卷
第
三
號

中
村
喬

一
九
九
五

『中
國
の
食
I
﹄
6
凡
社
東
洋
�
庫

林
巳
奈
夫

一
九
七
二

『中
國
殷
周
時
代
の
武
器
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�

林
巳
奈
夫

一
九
七
五

｢
漢
代
の
飮
食
﹂
﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
四
八
册

林
巳
奈
夫
%

一
九
七
六

『
漢
代
の
�
物
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�

林
巳
奈
夫

(岡
村
秀
典
%
)

二
〇
一
八

『中
國
古
代
車
馬
硏
究
﹄
臨
川
書
店

原
田
淑
人

一
九
三
七

『
漢
六
d
の
-
.
﹄
東
洋
�
庫

町
田
違

一
九
七
〇

｢古
代
帶
金
具
考
﹂
﹃
考
古
學
雜
誌
﹄
第
五
六
卷
第
一
號

町
田
違

一
九
七
四

｢
漢
代
紀
年
銘
漆
器
聚
成
﹂
榧
本
杜
人
%
﹃
樂
浪
漢
墓
﹄
第
一
册
︑

樂
浪
漢
墓
刊
行
會
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參
考
�
獻

(中
�
)
拼
O
順

安
徽
省
亳
縣
�
物
館

一
九
七
八

｢亳
縣
曹
操
宗
族
墓
葬
﹂﹃
�
物
﹄
第
八
�

曹
錦
炎

二
〇
二
一

｢石
楬
銘
�
分
類
�
釋
﹂
中
國
美
"
學
院
漢
字
�
$
硏
究
�
・
洛

陽
市
�
物
考
古
硏
究
院
%
﹃
液
眄
洛
川
︱
︱
洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
楬
﹄
上
海

書
畫
出
版
社

定
縣
�
物
館

一
九
七
三

｢河
北
定
縣
四
三
號
漢
墓
發
掘
鯵
報
﹂﹃
�
物
﹄
第
一
一
�

范
常
喜

二
〇
二
〇
a

｢
海
昏
侯
劉
賀
墓
出
土
漆
書
“
丹
臾
”
“
醜
布
”
考
﹂﹃
語
言
科

學
﹄
第
一
九
卷
第
三
�

范
常
喜

二
〇
二
〇
b

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
出
土
石
牌
銘
�
零
札
﹂﹃
出
土
�
獻
綜
合

硏
究
集
刊
﹄
第
一
一
輯

范
常
喜

二
〇
二
一
a

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
石
牌
“
肉
兜
”
“
餠
咸
籠
”
考
﹂﹃
中
國

農
c
﹄
第
二
�

范
常
喜

二
〇
二
一
b

｢鷄
璧
怨
證
﹂﹃
�
學
2
產
﹄
第
四
�

甘
肅
省
�
物
館

一
九
七
二

｢武
威
�
咀
子
三
座
漢
墓
發
掘
鯵
報
﹂﹃
�
物
﹄
第
一
二
�

甘
肅
省
�
物
考
古
硏
究
�

一
九
九
一

｢敦
煌
馬
圈
灣
漢
代
烽
燧
2
址
發
掘
報
吿
﹂﹃
敦

煌
漢
鯵
﹄
中
華
書
局

廣
州
市
�
物
管
理
委
員
會
・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
�
・
廣
東
省
�
物
館
一
九
九
一

『西
漢
南
越
王
墓
﹄
�
物
出
版
社

郭
曉
蘭

二
〇
一
九

｢魏
晉
南
北
d
時
�
“
槅
”
考
論
﹂﹃
南
方
�
物
﹄
第
一
�

國
家
計
量
總
局
・
中
國
歷
c
�
物
館
・
故
宮
�
物
院

一
九
八
四

『中
國
古
代
度
量
衡

圖
集
﹄
�
物
出
版
社

河
南
省
�
$
局
�
物
工
作
8

一
九
五
九

｢一
九
五
五
年
洛
陽
澗
西
區
小
型
漢
墓
發
掘

報
吿
﹂﹃
考
古
學
報
﹄
第
二
�

河
南
省
�
物
考
古
硏
究
院
%
著

二
〇
一
六

『曹
操
高
陵
﹄
中
國
社
會
科
學
出
版
社

湖
北
省
�
物
管
理
委
員
會

一
九
五
九

｢武
昌
蓮
溪
寺
東
吳
墓
淸
理
鯵
報
﹂﹃
考
古
﹄
第

四
�

湖
南
省
�
物
館
・
中
國
科
學
院
考
古
硏
究
�
%

一
九
七
三

『長
沙
馬
王
堆
一
號
漢
墓
﹄

�
物
出
版
社

湖
南
省
�
物
館
・
湖
南
省
�
物
考
古
硏
究
�
%

二
〇
〇
四

『長
沙
馬
王
堆
二
︑
三
號

漢
墓
﹄
�
物
出
版
社

黃
河
水
庫
考
古
工
作
8

一
九
六
五

｢
河
南
陝
縣
劉
家
渠
漢
墓
﹂﹃
考
古
學
報
﹄
第
一
�

霍
宏
�

二
〇
一
九

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
石
碑
銘
�
中
�
鏡
鑑
考
﹂﹃
�
物
院
﹄
第
五

�

江
西
省
�
物
考
古
硏
究
院
・
北
京
師
範
大
學

二
〇
一
八

｢江
西
南
昌
西
漢
海
昏
侯
劉

賀
墓
出
土
漆
木
器
﹂﹃
�
物
﹄
第
一
一
�

金
立

一
九
七
六

｢江
陵
鳳
凰
山
八
號
漢
墓
竹
鯵
試
釋
﹂﹃
�
物
﹄
第
六
�

雷
海
龍

二
〇
一
九

｢西
朱
村
曹
魏
墓
M
一
石
楬
�
字
補
說
﹂﹃
武
漢
大
學
鯵
帛
網
﹄
二

〇
一
九
年
一
一
\
二
三
日

h
ttp
:
/
/
m
.b
sm
.o
rg
.c
n
/
?
q
t/
8
1
7
3
.h
tm
l
(二
〇

二
二
年
五
\
一
五
日
l
�
閱
覽
)

李
零

二
〇
一
九

｢洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
牌
銘
�
分
類
考
釋
﹂﹃
�
物
院
﹄
第
五
�

遼
寧
省
�
物
館

二
〇
一
五

『
北
燕
馮
素
弗
墓
﹄
�
物
出
版
社

劉
連
香

二
〇
一
九

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
大
墓
墓
5
探
討
﹂﹃
�
物
院
﹄
第
五
�

劉
世
儒

一
九
六
五

『魏
晉
南
北
d
量
詞
硏
究
﹄
中
華
書
局

劉
玉
怨

一
九
九
九

｢山
東
省
東
阿
縣
曹
1
墓
�
發
掘
﹂﹃
華
夏
考
古
﹄
第
一
�

羅
福
頤

一
九
五
六

｢
內
蒙
古
自
治
區
托
克
托
縣
怨
發
現
�
漢
墓
壁
畫
﹂﹃
�
物
參
考
�

料
﹄
第
九
�

洛
陽
市
�
物
管
理
局
・
洛
陽
古
代
藝
"
�
物
館
%

二
〇
一
〇

『
洛
陽
古
代
墓
葬
壁
畫
﹄

中
州
古
籍
出
版
社

洛
陽
市
�
物
考
古
硏
究
院

二
〇
一
七

｢
河
南
洛
陽
市
西
朱
村
曹
魏
墓
葬
﹂﹃
考
古
﹄
第

七
�

苗
薈
萃
・
趙
豐

二
〇
二
一

｢
漢
代
銘
�
錦
圖
�
硏
究
﹂﹃
絲
綢
﹄
第
五
八
卷
第
一
〇
�

南
昌
漢
代
海
昏
侯
國
2
址
�
物
館

二
〇
二
〇

『金
色
海
昏
︱
︱
漢
代
海
昏
侯
國
歷
c

與
�
化
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﹄
�
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出
版
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京
�
物
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一
九
八
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蘇
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江
甘
泉
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號
漢
墓
﹂﹃
�
物
﹄
第
一
一
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學
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古
學
專
業
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湖
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省
�
物
考
古
硏
究
�
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鄂
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市
�
物
館
二
〇
〇
七
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﹄
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西
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“
朱
綬
”
看
西
朱
村
曹
魏
大
墓
等
t
﹂﹃
中
國

國
家
�
物
館
館
刊
﹄
第
五
�

孫
機

一
九
九
一

『
漢
代
物
質
�
$
�
料
圖
說
﹄
�
物
出
版
社

孫
機

一
九
九
三

『中
國
古
輿
-
論
叢
﹄
�
物
出
版
社

孫
機

一
九
九
四

｢先
秦
︑
漢
︑
晉
腰
帶
用
金
銀
帶
扣
﹂﹃
�
物
﹄
第
一
�

孫
勐
・
王
繼
紅

二
〇
一
七

｢中
國
圍
棋
�
物
�
考
古
發
現
和
初
歩
硏
究
﹂﹃
北
京
�
�

�
叢
﹄
第
二
輯

王
咸
秋

二
〇
二
一

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
一
號
墓
墓
5
考
﹂﹃
華
夏
考
古
﹄
第
三
�

王
咸
秋

二
〇
二
二

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
石
楬
�
發
現
與
分
類
硏
究
﹂﹃
中
國
書
法
﹄

第
三
�

王
正
書

一
九
九
九

｢上
�
玉
雕
精
品
鮮
卑
頭
銘
�
補
釋
﹂﹃
�
物
﹄
第
四
�

王
子
今

二
〇
一
六

｢鳩
車
﹂﹃
秦
漢
名
物
叢
考
﹄
東
方
出
版
社

韋
正

二
〇
一
一

『六
d
墓
葬
�
考
古
學
硏
究
﹄
北
京
大
學
出
版
社

�
煥
然

(
�
榕
生
�
%
整
理
)
一
九
九
五
﹁
再
探
歷
c
時
�
中
國
野
象
�
變
�
﹂﹃
中
國

歷
c
時
�
1
物
與
動
物
變
�
硏
究
﹄
重
慶
出
版
社

西
安
市
�
物
保
護
考
古
�

二
〇
〇
八

｢西
安
南
郊
潘
家
莊
一
六
九
號
東
漢
墓
發
掘
鯵

報

﹂﹃
�
物
﹄
第
六
�

夏
鼐

一
九
六
三

｢
怨
疆
怨
發
現
�
古
代
絲
織
品
︱
︱
綺
︑
錦
和
刺
繡
﹂﹃
考
古
學
報
﹄

第
一
�

邢
義
田

二
〇
一
九

｢
漢
畫
︑
漢
鯵
︑
傳
世
�
獻
互
證
擧
隅
﹂﹃
今
塵
集
︱
︱
秦
漢
時

代
�
鯵
牘
︑
畫
宴
與
�
$
液
播
﹄
中
西
書
局

許
円
强
・
邱
§
峰

二
〇
一
四

｢
安
徽
壽
縣
壽
春
鎭
計
生
-
務
站
東
漢
墓
2
物
�
相
關

問
題
﹂﹃
東
南
�
$
﹄
第
三
�

徐
苹
芳

一
九
六
三

｢
�
宋
墓
葬
中
�
“
�
器
神
煞
”
與
“
墓
儀
”
制
度
︱
︱
讀
︽
大

漢
原
陵
祕
葬
經
︾
札
記
﹂
﹃
考
古
﹄
第
二
�

徐
正
考
・
徐
東
§

二
〇
一
八

｢曹
操
高
陵
出
土
石
牌
“
玄
三
早
緋
”
“
勳
二
絳
緋
”
補

釋
﹂﹃
c
學
集
刊
﹄
第
二
�

偃
師
商
城
�
物
館

一
九
九
二

｢
河
南
偃
師
寇
店
發
現
東
漢
銅
器
窖
藏
﹂﹃
考
古
﹄
第
九

�

葉
潤
淸

二
〇
一
六

｢安
徽
當
涂
天
子
墳
東
吳
墓
﹂﹃
大
衆
考
古
﹄
第
七
�

余
扶
危
・
賀
官
保

一
九
七
三

｢洛
陽
東
關
東
漢
殉
人
墓
﹂
﹃
�
物
﹄
第
二
�

于
志
勇

二
〇
〇
三

｢樓
蘭

︱
︱
尼
¨
地
區
出
土
漢
晉
�
字
織
綿
初
探
﹂﹃
中
國
歷
c

�
物
﹄
第
六
�

張
尉

二
〇
〇
九

｢白
玉
袞
帶
鮮
卑
頭
製
作
年
代
辨
正
﹂﹃
中
國
古
代
玉
器
﹄
上
海
人
民

出
版
社

趙
超

二
〇
一
九

｢洛
陽
西
朱
村
曹
魏
大
墓
出
土
石
牌
定
名
與
墓
5
身
份
補
證
﹂﹃
�
物

院
﹄
第
五
�

浙
江
省
�
物
考
古
硏
究
�
・
安
吉
縣
�
物
館

二
〇
〇
七

｢浙
江
安
吉
五
福
楚
墓
﹂﹃
�

物
﹄
第
七
�

鐘
志
成

一
九
七
五

｢江
陵
鳳
凰
山
一
六
八
號
漢
墓
出
土
一
套
�
書
工
具
﹂﹃
�
物
﹄
第
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九
�

中
國
科
學
院
考
古
硏
究
�

一
九
五
九

『洛
陽
燒
e
漢
墓
﹄
科
學
出
版
社

中
國
美
"
學
院
漢
字
�
$
硏
究
�
・
洛
陽
市
�
物
考
古
硏
究
院
%

二
〇
二
一

『
液
眄

洛
川
︱
︱
洛
陽
曹
魏
大
墓
出
土
石
楬
﹄
上
海
書
畫
出
版
社

周
方
・
李
軍

二
〇
二
二

｢三
國
東
吳
“
天
子
墳
”
佛
宴
考
察
�
其
S
義
﹂﹃
陝
西
師
範

大
學
學
報

(哲
學
社
會
科
學
版
)﹄
二
〇
二
二
年
一
\
四
日
網
絡
首
發
論
�

參
考
�
獻

(韓
�
)

d
鮮
2
蹟
2
物
圖
鑑
%
纂
委
員
會

一
九
九
〇

『
d
鮮
2
蹟
2
物
圖
鑑

(五
)﹄
高
句
麗

U

(三
)

【附
錄
︼
洛
陽
西
朱
村
曹
魏
墓
出
土
石
牌
銘
一
覽

凡
例
：
本
�
番
號

銘
�

(
2
物
番
號

液
眄
釋
・
圖
番
號
)
槪


本
�
に
な
い
石
牌
は
︑
冒
頭
の
番
號
を
﹁
︱
﹂
と
し
た
︒

一
︑
�
�

(一
)
衣
-

1

白
緋
練
褠
／
債
一
領

(M
1
：
454

液
6
・
80
)
筒
袖
の
長
い
着
物

2

白
緋
練
褠
／
衫
一
□

(M
1
：
187

液
7
・
78
)
筒
袖
の
衫
衣

3

白
緋
練
複
衫
一

(M
1
：
450

液
8
・
62
)
あ
わ
せ
の
着
物

4

白
緋
練
大
／
袖
債
一
領

(M
1
：
457

液
9
・
94
)
大
袖
の
着
物

5

白
緋
練
大
／
袖
債
一
領

(M
1
：
458

液
10
・
95
)
大
袖
の
着
物

6

白
緋
練
兩
當
一

(M
1
：
85

液
14
・
63
)
う
ち
か
け

7

白
緋
練
袴
一

(M
1
：
445

液
15
・
45
)
袴

︱

白
緋
練
□
〼

(M
1
：
550

液
16
・
19
)

︱

白
緋
〼
／
〼

(M
1
：
48

液
17
・
231
-1
)

8

白
紵
褠
一
領

(M
1
：
52

液
11
・
42
)
筒
袖
の
ひ
と
え
の
着
物

9

白
W
絹
・
皁
領
袖
／
緣
・
中
單
衣
一
領

(M
1
：
384

液
12
・
148
)
ひ
と
え

の
內
衣

10

白
W
絹
・
皁
〼
／
緣
・
中
單
衣
〼

(M
1
：
5

液
13
・
149
)
ひ
と
え
の
內

衣

11

袿
袍
以
下
／
凡
衣
九
襲

(
M
1
：
103

液
18
・
99
)
袿
袍
以
下
の
着
物

(二
)
綬
帶

12

朱
綬
�
綬
囊
一
︑
八
／
十
首
朱
綬
︑
九
采
袞
／
帶
︑
金
鮮
卑
頭
自
副

(M

1
：
366

液
4
・
209
)
朱
綬
の
囊
︑
朱
綬
︑
袞
帶
と
帶
金
具

13

□
百
廿
首
朱
綬
一
／
具
︑
九
采
袞
帶
︑
金
／
鮮
卑
頭
・
璚
自
副

(M
1
：

135

液
5
・
202
)
朱
綬
︑
袞
帶
と
帶
金
具

(三
)
履
物

14

六
寸
絳
韋
宛
／
下
一
量
緜
著

(
M
1
：
268

液
19
・
125
)
革
の
く
つ

(四
)
冠
・
頭
.

15

武
冠
一

(M
1
：
488

液
1
・
16
)
武
冠

16

6
上
黑
幘
一

(M
1
：
205

液
3
・
40
)
6
上
幘

17

黑
介
幘
一

(M
1
：
141

液
2
・
33
)
介
幘

18

翡
!
・
金
・
白
珠
／
挍
小
形
多
股
蟬
／
一
具
︑
柙
自
副

(M
1
：
57

液

25
・
190
)
小
型
の
蟬
形
裝
.

19

翡
!
・
白
珠
・
／
金
挍
蟬
二

(
M
1
：
478

液
26
・
101
)
蟬
形
裝
.

20

〼
窴
小
形
蟬
／
〼
柙
自
副

(
M
1
：
109

液
27
・
263
-
1
)
小
型
の
蟬
形
裝
.

21

翡
!
・
金
縷
・
白
珠
／
挍
百
子
千
孫
珮
／
7
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
255

液
28
・
198
)
7
形
佩
.

22

連
璧
柏
7
一
具

(M
1
：
461

液
29
・
67
)
連
璧
裝
.
の
7
形
髮
.

23

翡
!
・
金
・
白
／
珠
挍
再
六

(
M
1
：
308

液
30
・
102
)
髮
.

24

八
分
翡
!
・
金
・
／
白
珠
挍
再
二

(
M
1
：
446

液
31
・
123
)
髮
.
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25

四
分
翡
!
・
金
・
／
白
珠
挍
一
n
／
再
四
︑
柙
自
副

(M
1
：
448

液
32
・

184
)
髮
.

26

三
分
翡
!
・
□
／
珠
挍
n

再

四

(M
1
：
475

液
33
・
107
)
鳥
形
の
髮
.

︱

〼
n
／
〼
自
副

(M
1
：
19

液
34
・
249
-1
)

27

翡
!
・
金
・
白
珠
／
挍
三
再
�
結
／
一
具
︑
柙
自
副

(M
1
：
383

液
37
・

187
)
花
形
髮
.

28

翡
!
・
金
珠
縷
・
白
／
珠
挍
五
再
�
結
／
一
具
︑
蝦
段
自
副

(M
1
：
327

液
35
・
204
)
花
形
髮
.

29

〼
!
・
金
珠
縷
・
白
／
〼
挍
七
再
�
結
／
〼
︑
蝦
段
自
副

(M
1
：
224

液
36
・
270
)
花
形
髮
.

︱

〼
金
挍
五
□
／
〼
副

(M
1
：
93

液
75
・
258
-1
)

30

同
心
大
再
一
︑
／
金
珠
縷
挍

(M
1
：
447

液
38
・
112
)
髮
.

︱

一
寸
□
〼
／
珠
再
〼
／
〼

(M
1
：
547

液
39
・
249
-2
)
髮
.

31

重
華
再
三
︑
／
金
碧
窴
挍

(M
1
：
311

液
40
・
98
)
重
瓣
形
の
花
.

32

�
撮
華
一
︑
金
・
／
白
珠
挍

(M
1
：
257

液
41
・
105
)
髻
を
お
お
う
花
.

︱

〼
華
二
枚

(M
1
：
391

液
42
・
246
-2
)
花
.

33

六
寸
瑇
瑁
叉
□
／
袠
︑
丹
縑
袠
自
副

(M
1
：
53

液
43
・
147
)
瑇
瑁
の
釵

34

三
點
七
□
／
角
叉
□
□

(M
1
：
171

液
44
・
92
)
三
叉
の
頭
.

︱

金
爪
錘
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
433

液
45
・
82
)
金
の
爪
形
垂
.

35

金
爪
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
460

液
46
・
65
)
金
の
爪
形
垂
.

︱

金
錘
〼

(M
1
：
27

液
51
・
236
-1
)
金
の
垂
.

︱

〼
車
渠
〼
／
〼
錘
一
〼

(M
1
：
91

液
49
・
260
-1
)

36

車
琚
爪
錘
一
／
□
〼

(M
1
：
360

液
50
・
64
)
車
琚
の
爪
形
垂
.

37

□
□
爪
錘
／
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
375

液
47
・
100
)
爪
形
垂
.

38

碧
窴
佛
人
爪
錘
／
一
枚
〼

(M
1
：
348

液
48
・
143
)
佛
人
の
爪
形
垂
.

︱

白
珠
挍
珮
錘
／
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
441

液
52
・
109
)

39

金
珠
縷
・
白
珠
／
挍
榼
錘
一

(
M
1
：
82

液
53
・
113
)
垂
.

︱

〼
金
龍
□
／
〼
柙
自
副

(
M
1
：
280

液
54
・
257
-
2
)
龍
形
の
頭
.

40

雜
色
塞

(
鬄
)
五
︑
／
柙
自
副

(M
1
：
150

液
55
・
89
)
か
つ
ら

(五
)
佩
.
・
裝
身
具

41

金
虵
瑣
一

(M
1
：
309

液
56
・
31
)
金
の
蛇
形
ß

42

翡
!
・
白
珠
挍
耳
中
／
懸
一
具
︑
金
毦
自
副

(M
1
：
97

液
57
・
173
)
耳

.

︱

翡
!
・
白
珠
／
〼

(M
1
：
449

液
58
・
36
)

43

碧
窴
指
鐶
一

(M
1
：
332

液
61
・
50
)
指
�

44

□
瑑
鐶
一
︑
／
柙
自
副

(
M
1
：
181

液
62
・
68
)
©
彫
~
の
�

︱

〼
á
一
具

(M
1
：
527

液
63
・
248
-2
)
鐶
か

45

珊
瑚
人
︑
車
渠
／
跳
脫
纓
一
具

(
M
1
：
471

液
60
・
127
)
珊
瑚
人
形
と
車

渠
腕
輪

46

璧
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
232

液
265
・
57
)
璧

47

石
璧
三
︑
柙
自
副

(M
1
：
214

液
266
・
60
)
石
璧

48

車
琚
珮
□
／
具
︑
柙
自
副

(
M
1
：
380

液
64
・
96
)
車
琚
の
佩
.

︱

車
渠
〼
／
金
〼

(M
1
：
55

液
65
・
245
-
1
)

49

白
珠
挍
璧
珮
／
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
222

液
66
・
110
)
璧
の
佩
.

50

白
珠
挍
□
／
玉
珮
一
具

(
M
1
：
261

液
67
・
77
)
玉
佩

︱

白
珠
・
金
〼
／
中
珠
珮
〼

(
M
1
：
131

液
68
・
259
-
2
)
佩
.

(六
)
手
巾

51

白
越
手
巾
一

(M
1
：
229

液
86
・
43
)
手
ぬ
ぐ
い

52

金
珠
縷
挍
手
／
巾
頭
鍾
一

(
M
1
：
129

液
87
・
114
)
.
布
の
つ
い
た
鐘
か

二
︑
什
器

(一
)
机
・
坐
具
・
帳
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53

廣
二
尺
長
一
丈
靑
／
地
落
星
錦
緣
薦
／
二
︑
墨
漆
畫
机
二

(M
1
：
69

液
97
・
205
)
ご
ざ
と
机

54

□
□
□
□
□
〼
／
靑
地
落
星
錦
〼
／
二
︑
墨
漆
畫
〼

(M
1
：
151

液
99
・

199
)
ご
ざ

55

□
□
□
□
□
□
／
靑
地
落
星
錦
薦
／
一
枚
︑
墨
漆
畫
机
一

(M
1
：
195

液
98
・
207
)
ご
ざ
と
机

56

□
□
尺
長
一
丈
／
□
上
複
席
一
枚
︑
／
靑
地
落
星
錦
緣

(M
1
：
186

液

100
・
191
)
ø
物

57

□
□
□
□
長
二
／
尺
二
寸
高
一
尺
／
墨
漆
畫
机
一
枚

(M
1
：
96

液
101
・

169
)
机

58

墨
漆
再
／
重
机
一

(M
1
：
480

液
102
・
70
)
二
段
机

59

□
□
□
□
□
尺
／
高
一
尺
墨
漆
畫
／
再
重
机
一
枚

(M
1
：
474

液
103
・

137
)
二
段
机

60

□
□
尺
長
六
／
尺
五
寸
墨
漆
／
畫
三
重
机
二

(M
1
：
138

液
104
・
172
)
三

段
机

61

墨
漆
畫
辟
方
七
／
寸
机
一
︑
高
五
寸

(M
1
：
289

液
105
・
157
)
机

62

廣
八
寸
長
□
□
／
高
七
寸
墨
漆
／
畫
單
慮
机
一
枚

(M
1
：
379

液
106
・

174
)
單
慮
机

︱

墨
漆
單
〼

(M
1
：
149

液
107
・
248
-1
)
單
慮
机
か

63

□
地
胡
桃
／
錦
牀
袩
一
枚
︑
／
長
三
丈
二
尺

(M
1
：
260

液
91
・
162
)
牀

帳

64

□
□
□
□
□
□
丹
／
地
承
雲
錦
斗
帳
一
／
具
︑
絹
û
緹
沓
自
副

(M
1
：

270

液
92
・
208
)
斗
帳

65

□
□
尺
長
一
／
丈
斗
帳
中
白
／
食
絹
û
一
具

(M
1
：
221

液
93
・
171
)
斗

帳

66

□
□
□
□
一
丈
墨
／
□
□
斗
帳
h
一
／
□
h
靑
油
一
枚

(M
1
：
68

液

94
・
269
-2
)
斗
帳
架

67

白
珠
・
金
鑷
挍
帳
／
上
璧
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
49

液
95
・
150
)
帳
垂
.

68

帳
中
連
璧
珮
7
一
︑
／
白
珠
挍
︑
柙
自
副

(
M
1
：
101

液
96
・
164
)
帳
裝

.
(二
)
ø
物
・
寢
具

69

白
地
眀
光
／
錦
被
一
領

(
M
1
：
219

液
20
・
93
)
�
光
錦
の
寢
衣

70

厚
@
袷
雜
／
被
︑
凡
十
七
領

(
M
1
：
404

液
21
・
115
)
各
種
の
寢
衣

71

白
緋
練
三
／
□
被
一
領

(
M
1
：
197

液
22
・
79
)
寢
衣

72

廣
六
尺
長
一
丈
丹
地
／
承
雲
錦
蓐
一
枚
︑
著
／
緜
五
斤
︑
池
練
自
副

(M

1
：
443

液
23
・
211
)
承
雲
錦
の
褥

73

〼
錐
畫
警
枕
／
〼
縑
衣
自
副

(
M
1
：
407

液
24
・
265
-
2
)
線
刻
~
の
警
枕

(三
)
衣
枷

74

高
五
尺
長
六
尺
墨
／
漆
畫
衣
枷
二
枚

(
M
1
：
462

液
89
・
163
)
衣
桁

75

高
□
尺
長
三
尺
墨
／
漆
畫
衣
枷
二
枚

(
M
1
：
361

液
88
・
152
)
衣
桁

(四
)
燈
火
具
・
香
爐

76

銀
槃
鐙
一
︑
丹
／
縑
囊
自
副

(
M
1
：
378

液
111
・
119
)
銀
の
承
盤
付
鐙

77

銀
籠
鐙
一
︑
丹
／
縑
囊
自
副

(
M
1
：
414

液
112
・
120
)
銀
の
籠
付
鐙

78

瓦
槃
鐙
一

(M
1
：
14

液
113
・
27
)
陶
製
の
承
盤
付
鐙

79

瓦
尺
鐙
一

(M
1
：
315

液
114
・
26
)
陶
鐙

︱

〼
國
珍
鐙
／
〼
机
自
副

(
M
1
：
381

液
115
・
260
-
2
)
鐙

︱

〼
鐙
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
23

液
116
・
58
)
鐙

︱

〼
鐙
一

(M
1
：
31

液
117
・
242
-1
)
鐙

80

二
合
著
爪
金
／
鑪
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
253

液
118
・
122
)
金
香
鑪

81

三
合
銀
香
鑪
一
︑
／
槃
︑
丹
縑
嚢
自
副

(
M
1
：
179

液
119
・
146
)
銀
香
鑪

︱

〼
銀
香
〼

(M
1
：
172

液
120
・
240
-2
)

82

一
升
墨
漆
畫
／
篝
籠
一

(
M
1
：
318

液
168
・
90
)
ふ
せ
ご
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︱

〼
合
墨
漆
畫
／
〼
籠
二

(M
1
：
225

液
169
・
81
)

(五
)
笥
・
箱
・
簏
・
函

83

一
尺
墨
漆
畫
／
綬
笥
一
合
︑
丹
／
縑
衣
自
副

(M
1
：
340

液
125
・
168
)
綬

笥

84

尺
二
寸
墨
漆
／
畫
綬
笥
一
合
︑
／
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
406

液
126
・
180
)

綬
笥

85

尺
三
寸
墨
漆
／
畫
綬
笥
一
合
︑
／
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
50

液
127
・
181
)

綬
笥

86

錐
畫
晨
辨
綬
／
笥
一
︑
丹
縑
衣
・
／
袷
沓
自
副

(M
1
：
463

液
128
・
177
)

綬
笥

87

一
升
錐
畫
員
綬
／
笥
二
︑
香
再
・
丹
縑
／
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
182

液
129
・
194
)
綬
笥

88

二
升
錐
畫
員
□
／
笥
二
︑
香
再
・
丹
縑
・
／
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
431

液
130
・
195
)
綬
笥

89

三
升
錐
畫
員
綬
／
笥
二
︑
香
再
・
丹
縑
／
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
147

液
131
・
196
)
綬
笥

︱

一
升
墨
〼
／
□
再
〼

(M
1
：
346

液
132
・
255
-2
)

︱

一
升
墨
漆
／
〼

(M
1
：
42

液
133
・
256
-1
)

90

四
寸
錐
畫
員
／
綬
笥
二
︑
丹
縑
／
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
266

液
134
・

183
)
綬
笥

91

四
寸
方
錐
畫
／
綬
笥
一
︑
丹
縑
／
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
60

液
135
・

182
)
綬
笥

92

錐
畫
簂
笥
三
合
︑
／
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
13

液
136
・
145
)
髮
.
の
笥

93

象
牙
錐
畫
十
／
四
子
箱
一

(M
1
：
238

液
137
・
118
)
象
牙
箱

94

墨
漆
畫
廿
四
子
竹
／
箱
一
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
413

液
138
・
175
)
竹
箱

95

墨
漆
畫
十
二
／
子
竹
簁
箱
一
︑
／
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
333

液
139
・
188
)

竹
簁
箱

96

墨
漆
畫
楊
柳
簏
／
一
︑
丹
縑
衣
・
袷
沓
自
副

(M
1
：
367

液
140
・
176
)
簏

(背
の
高
い
函
)

97

〼
畫
楊
柳
函
一
／
〼
衣
自
副

(
M
1
：
113

液
141
・
268
-
1
)
楊
柳
函

98

墨
漆
畫
多
槅
屉
／
函
一
︑
丹
縑
衣
自
副

(
M
1
：
339

液
142
・
166
)
多
層
槅

99

墨
漆
畫
藥
函
一
／
具
︑
丹
縑
衣
自
副

(
M
1
：
152

液
143
・
158
)
藥
函

︱

墨
漆
畫
〼
／
具
︑
丹
縑
〼

(
M
1
：
408

液
145
・
103
)

100

〼
藥
簁
／
〼
自
副

(M
1
：
112

液
144
・
255
-1
)
藥
か
ご

101

竹
簁
〼

(M
1
：
211

液
156
・
232
-1
)
竹
か
ご

102

竹
簁
〼

(M
1
：
4

液
157
・
232
-2
)
竹
か
ご

103

竹
箄
〼

(M
1
：
6

液
155
・
231
-2
)
竹
か
ご

(六
)
鏡
・
$
粧
³
具

104

車
琚
鏡
一
／
枚
︑
柙
自
副

(
M
1
：
382

液
76
・
97
)
車
琚
鏡

105

淳
金
銀
解
閒
／
塗
帶
鏡
臺
一
︑
／
丹
縑
沓
自
副

(M
1
：
310

液
77
・
185
)

鏡
臺

106

淳
金
銀
解
閒
／
塗
帶
印
臺
一
︑
／
丹
縑
沓
自
副

(M
1
：
132

液
78
・
186
)

鏡
臺

107

淳
金
五
寸
駅
具
／
一
具
︑
柙
自
副

(
M
1
：
467

液
79
・
142
)
櫛

108

七
寸
墨
漆
畫
金
帶
／
駅
具
一
合
︑
金
錯
／
鏡
︑
丹
縑
衣
自
副

(M
1
：
314

液
80
・
206
)
櫛
と
金
錯
鏡

︱

〼
駅
／
〼

(M
1
：
537

液
81
・
222
-
2
)
櫛

109

〼
眉
㕞
四

(M
1
：
122

液
82
・
246
-1
)
眉
刷

110

〼
□
二
︑
白
／
〼
鑷
拔

(
M
1
：
56

液
83
・
250
-
2
)
鑷
子

111

墨
漆
畫
楊
柳
粉
／
銚
一
合
︑
柙
自
副

(
M
1
：
511

液
84
・
156
)
胡
粉
合
子

(七
)
衞
生
器
具

112

一
合
墨
漆
畫
／
銀
帶
唾
壺
一
︑
／
□
□
□
自
副

(M
1
：
338

液
122
・
178
)
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唾
壺

113

〼
畫
銀
帶
唾
／
〼
囊
自
副

(M
1
：
196

液
123
・
268
-2
)
唾
壺

114

墨
漆
行
淸
一
︑
／
丹
縑
囊
自
副

(M
1
：
265

液
124
・
130
)
-
器

115

白
珠
落
香
囊
一
／
具
︑
玦
廁
自
副

(M
1
：
128

液
121
・
133
)
香
囊

(八
)
�
�
具

116

墨
漆
書
案
一

(M
1
：
244

液
108
・
52
)
書
案

(
�
机
)

117

書
刀
一

(M
1
：
409

液
109
・
14
)
書
刀

118

墨
一
蠡

(M
1
：
305

液
110
・
15
)
墨
の
塊

三
︑
飮
食

(一
)
飮
食
物

119

黍
五
斗

(M
1
：
262

液
179
・
9
)
モ
チ
キ
ビ

120

粳
米
一
〼

(M
1
：
79

液
178
・
254
-2
)
ウ
ル
チ
ゴ
メ

121

小
麥
一
斗

(M
1
：
252

液
176
・
21
)
コ
ム
ギ

122

麫
一
斗

(M
1
：
191

液
177
・
7
)
麥
粉

123

大
豆
一
斗

(M
1
：
389

液
180
・
20
)
ダ
イ
ズ

124

豉
一
斗

(M
1
：
282

液
181
・
8
)
豆
豉

125

淸
酒
一
斗
︑
／
瓦
瓶
«

(M
1
：
84

液
186
・
85
)
淸
酒

126

食
蜜
〼
／
瓦
瓶
〼

(M
1
：
40

液
183
・
254
-1
)
蜂
蜜

127

黃
白
榎
餳
各
一
合

(M
1
：
176

液
182
・
84
)
黃
餳
と
白
餳

(二
)
Z
理
具

128

瓦
�
一
合

(M
1
：
146

液
159
・
23
)
陶
製
の
�
臼

129

硏
米
椎
一

(M
1
：
215

液
161
・
22
)
穀
物
用
の
椎

(杵
)

130

碓
一

(M
1
：
115

液
160
・
239
-2
)
碓

131

飯
筐
一

(M
1
：
98

液
162
・
10
)
飯
か
ご

132

飯
萩
一

(M
1
：
180

液
163
・
11
)
し
ゃ
も
じ

133

瓦
鑪
一

(M
1
：
37

液
149
・
3
)
陶
製
の
鑪

134

胡
餠
鑪
□

(M
1
：
377

液
148
・
24
)
胡
餠
を
あ
ぶ
る
鑪

135

破
瓜
刀
一

(M
1
：
142

液
175
・
25
)
瓜
を
切
る
刀

136

炊
薁
一
︑
／
枷
自
副

(
M
1
：
226

液
147
・
66
)
ざ
る
と
枷

137

炊
帚
一

(M
1
：
234

液
158
・
12
)
さ
さ
ら

138

銀
烏
丸
釜
・
／
竈
一
具

(
M
1
：
365

液
152
・
87
)
釜
と
竈

139

釜
二

(M
1
：
464

液
151
・
2
)
釜

︱

〼
釜
／
〼
具

(M
1
：
271

液
153
・
237
-
2
)
釜

140

甑
一
︑
�
自
副

(M
1
：
465

液
154
・
55
)
甑

(三
)
飮
食
器

141

銀
@
百
子
瓠
五

(M
1
：
477

液
187
・
69
)
銀
の
瓢
形
壺

142

V
合
淳
金
槃
・
／
椀
各
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
326

液
188
・
135
)
盤
と
椀

143

V
合
淳
金
杯
・
／
槃
各
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
510

液
189
・
134
)
杯
と
盤

︱

〼
杯
𠦌

(M
1
：
78

液
190
・
234
-2
)
杯

︱

三
合
金
撥
／
〼

(M
1
：
337

液
191
・
30
)

︱

五
合
金
〼
／
一
︑
柙
〼

(
M
1
：
33

液
192
・
261
-
2
)

144

七
合
金
高
足
／
□
一
︑
柙
自
副

(M
1
：
126

液
193
・
106
)
高
足
器

︱

五
合
銀
〼

(M
1
：
342

液
194
・
243
-2
)

145

五
合
金
連
華
／
□
一
︑
柙
自
副

(
M
1
：
349

液
195
・
108
)

146

V
合
墨
漆
畫
／
椀
・
槃
二
具

(
M
1
：
341

液
196
・
111
)
椀
と
盤

147

一
升
墨
漆
畫
椀
一
／
具
︑
㯀
・
�
槃
自
副

(M
1
：
218

液
197
・
160
)
承

盤
・
蓋
付
椀

148

二
升
墨
漆
畫
椀
一
／
具
︑
㯀
・
�
槃
自
副

(M
1
：
307

液
198
・
161
)
承

盤
・
蓋
付
椀

149

二
升
・
一
升
墨
／
漆
畫
椀
各
一

(
M
1
：
432

液
199
・
121
)
椀

︱

〼
／
酒
〼
／
椀
〼

(M
1
：
249

液
200
・
238
-1
)
酒
用
の
椀
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150

墨
漆
畫
酒
槃
二

(M
1
：
434

液
201
・
71
)
酒
用
の
盤

︱

三
升
金
〼
／
一
︑
槃
〼

(M
1
：
22

液
202
・
256
-2
)

151

四
寸
墨
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